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はじめ に
王 . 研 究目的
高齢と なり飼 え疾 病や 障害 を有す る 状態 に
な っ て も ､ 住 み慣れ た地 域 で 可 能な限 り 自分
ら し く 暮 ら し 続 け た い と い う 人 々 の ニ ー ズ
は , 今日 ､ よ り 一 層明確な も の に な っ て きて
い る ｡ 看護蔵ほ こ の よう な人 々 の ニ ー ズ に 対
し , 真 に 求め られ て い る ケ ア サ ー ビ ス を整え ､
そ の 質 を確保し ､ さ ら に は そ の 質を向上 させ
て い く責任が あ る｡ 特 に ､ 地 域 に お ける看護
活動で は , ケ ア を家庭や 地域 に お け る生活の
営み の 一 部と して と ら え ､ そ の 質の 向上 に か
かわ る こ と が求め られ て い る o
本研究 は ､ 在宅 ケ ア の質 の 向上 に かかわ る
看護の 判断を地 域 を 単位 に構造的 に 明ら か に
す る こ とを 目的とす る ｡
本研究 で は ､ 以下 の 1) - 4)を 重視す る こ
と に よ り研究 目的 を追究す るo
1)地域を単位としたケアの 質の 確保 ･ 向上 に対
するか か わりを看 護固有 の 立 場か ら追 究する
療養者や そ の 家族の 立 場 か ら在宅ケ ア の 質
を考え る ｡ そ の ため地 域 内の ケ ア磯 閑に所 属
して い る看葦戦が そ れぞ れ の 立 場で個 別 の 療
養者 ･ 家族の 在宅ケ ア の 質を追究 して い る活
動並 び に 地 域全体の ケ ア の 質 の 確保 ･ 向上 を
も考慮 し て 活動 を実施 して い る活動の それ ぞ
れ に お い て ､ 活動展 開過程 に 伴う看護判断､
追究 して い る ケ ア の 質を 明 らか に する o
2)行政保健婦 ･ 士 の 活動事象を本研 究の 中心
的な調査事 象し ､ 一 定地域 内で 経年 的 に活動
を積み 重ねることによ っ て 充たされるケ ア の 賞
及 び関連する看護判断を追究する
わ が 国 に お い て 行政棟閑に 所属する保健婦
一 士(以下 保健婦 とす る) 紘 , 一 定地 域 を活動
単位と し活動実験を あげて きて い る ｡ したが
っ て 本研究の 目的を追究する に あた り ､ 保健
蘇の 活動事象を本研究 の 中心的 な調査事象と
す る ｡
ま た療養者や家族が抱え る ニ ー ズ の 内容 に
よ っ て それ らの ニ - ズ を充たす た め に追究す
べ き ケ ア の 質に 披特徴 がみ られ る も の と考え
る o 例 え ば難病 ､ 精神障害 (痴呆), 障害児
の 療 育に 対す る 専門医 療 ･ 療 育等 の 支援体制
は ､ 採健所管拷域 の よ う な広 域 地 域 内で黄築
さ れ る こ と に より 日常的に 得られ に くい 支援
に 関す るケ ア の 質を追究す る 必要 性や意義が
ある と 考え る ｡ 一 方 日常的 に 営 まれ る 介護 ･
育児な どの 支援体制 は徒歩 圏 域 ､ 生活圏域 ､
ある い は市町 村域の よ う な身近 な地 域規模の
中で ケ ア の 質が 追究さ れ る必 要性や 意義があ
ると考え る ｡ 例え ば市町村 の 保健福祉事業と
し て 行 わ れ て い る B 塑棟 鰭訓練事 業 に お い
て ､ 事業の 企 画 ･実施 に かか わ る 市町 村保 健
婦は参加 者が会場 に 歩い て 来れ る 身近 さ を重
視 して い る ｡ 参加者が 歩い て 行動 で きる地 域
規模 を活動対象と し , 療養者 に対す るケ ア の
質 を確保 ･ 向上 しようと し て い る もの と考 え
る o 以 上 の 考 え に よ り活動対象とする地 域規
模とそ こ で 追究され て い る ケア の 質と の 閑適
を調べ る こ とか ら ､ 地 域 を単位とす る看護判
断の 特徴 を検討す る ｡ 本研究で は保健所管轄
域 の ような広 域 地域 及 び徒歩圏域 の よう な身
近 な地 域単位 で それ ぞれ 行わ れて い る行政保
健婦 の 地 域に 対す る活動事象及 び 看護判断を
調査する ｡
3)看護蒋の 活動実践事例を用 い て 在宅ケ アの
賞及 び関連する看護判断を考える
看護磯 に よ る活動事象の 検証 を行うこ と に
より ､ 今後の 在宅ケ ア の 質 を向上 させ るた め
に 重 要 と な る知 見 を導 く こ と が 可 能 と考 え
る c し たが っ て 看護磯 の活動実践事例 を基 に ､
在宅ケ ア の 質 を考 え る 調査 方法 を用 い る o 保
健婦 が悩み な がら取 り鼠ん で い る 事例 ､ 在宅
支援 に 向け て の 体制づ く り の成果 の 評価 を し
た い と思 っ て い る事例 な どを素材 とする ｡
4)連携 ･ 協働の 活 動方法 が在宅ケア の 賃 に関
与して い ることの 検証及 び関連 する看護判断を
明らか にする
療 養者 ･ 家族 の 在宅支援に あ た り , 地 域 拍
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の 様 々 な ケア 機関 に 所属 する支援 関係者及 び
地 域 住 民 と の 連携 ･ 協働活動 が 数多く 行 わ れ
て い る . 看護職 が 療養者 ･ 家族 へ の 支援 に あ
た り連携 ･協働 の 方法 を用 い て い る 活動事 象
を 調 べ る こ とか ら在宅 ケ ア の 質 に か か わ る看
護判断 に つ い て 検討す る ｡
Ⅱ . 報告書の 構成
調査1 : - 保健所 管内 における経年 的な活動実
績の 積み 重ねによる看護判断
過去 30 年間 に C県内 の 一 つ の 保健所管轄
地 域 で 行わ れ た 49･在宅ケ ア 活動事例 を調査
対象と し ､ 経年的 に 閑適 の ある活動群 を選定
し分析 対象と した も の で あ る (A 群 :成 人病
予 防 手 渡 た き り老人 へ の 援助 に 関す る 6活動
報告 , B群 : 健康 づ く り に 関す る 8活動報告､
C群 : 母 子 保健体制づ く り に 関す る 6活動報
告 ､ D群 : 痴呆性老人 へ の 支援体制 づ く り に
関す る 2 活動報 告)｡ 関連資料 の 叔集 ､ 保健
婦 へ の 面接聴取を 行い ､ 活動の 績 み重 ね に 伴
う 看護判断 を調べ た ｡
そ の 結果 ､ 保健婦 は , 一 定地 域 内にお け る
括動の 積 み重 ね の 過程に お い て ､ ニ ー ズ の 判
断､ 活動方法選択 の 判断 ､ 活動評価の 判断､
新 た な ニ ー ズ の 判 断､ 今後 の 方向性の 判断 を
繰 り返 して い る こ と が確認 で きた ｡ 個別 の 療
養 者が 抱 え る 問題 と 現行 の 地 域 資源 ･ 支援体
制の 間者 との 照合 が基点と な り地域支援者 と
連携 ･協働 す べ き課題 が形成 さ れ て い た ｡ 活
動評価 は保健療が 自己 の 役割 を 明確 に して い
く 判断 で あり地 域 ケ ア の 質 に か かわ る こ と が
示 唆さ れ た ｡
本調 査の A - D の活動群別 の 検討結果は
事例 分析 A - D と し て まと め 収容 した .
事 例 分析A:地 域 に 出向 い た 保健婦活 動方
法模索 の 過程 にお け る著書判断 - 保健婦未設
置市 町村 に お け る成人病対策及 び 寝た き り老
人 へ の 援助活動 -
事例 分 析B : 地 域 ぐ る み の 健康 づ く り をめ
ざ した活動の 展開過程 に お け る保健婦 の 判断
事例分析c : 地 域 保健法制定 後 の 母 子 侠健
体制 の 基盤作 り を 目 的と し た活動の 積 み重 ね
に み ら れ る保健婦の 判断
事例分 析D : 痴 呆 性 老人 ･ 家族 へ の 支援体
制 づ く り を 目的と し た活動の 積 み重 ね に み ら
れ る 保健婦の 判断
調査2:広域的 地域 におけるケア の 質と看護判
節 - 障 害児療 育体 制づくりに おける保健 所保
健婦 の 活動分析 -
保健所管轄域 の 広域 地 域 を対象 に ､ 障害児
療 育体制 づ く りを 目的 に 進行中 の 活動過程 に
伴 う看 護判断 を活 動 へ の 参加 親察 ･ 保健所保
健婦 へ の 面接聴取 に よ り調 べ た も の で ある ｡
そ の結果 ､ 追究 され て い た ケ ア の 質 と は ､
障害 児の 栽 ･ 家族が 児 の 障害 を認識 し療育の
必 要性 を理 解 し , 適切 な 育児 ･療 育環境 を整
え て い け る よう意図 する も の で あ っ た ｡ 支援
方法 は ､ 関係者 に そ れ ぞれ の 立 場 で 専門役割
を発揮 して も らい 相 互 の 協力関係 を強化す.る
こ と が意図され て い た ｡ 広域 的地 域 に お け る
ケ ア の 質の 追究 は ､ 専 門的 ニ ー ズ 充足 と 同時
に 日 常 的 ニ - ズ充 足 が 合 わ せ て 成 さ れ て い
た ｡ ま た在宅支援 に お け る保健所の 役割 を 明
確 に しよ う とす る考え並び に 保健婦 と して の
専門性を高 め よう とする 姿勢が活動 の 起点と
な っ てい る こ と が確認 で きた ｡
調査3:徒歩圏域に おけるケア の 質と看護 判断
- B型 機 能訓練 事業 の 展 開プロ セス に おける
看護判断の 分 析 -
徒歩圏域 の よ う な 身近 な地 域 を対象と した
在宅 ケ ア の 質に か かわ る 看護判断 に つ い て 検
討 し たも の で ある ｡ C 市 17 地 区 の B塑機能
訓練事業 を対象 に 地 区 診断 ･ 計画作成 ･事業実
施 ･ 評価 の 各過 程 に 対す る 保健婦 の 判 断並 び
に 事業成果 に つ い て 保摩婦 ヘ の 面接聴取等 に
より調 べ た ｡
そ の 結果 ､ 開催場 所 へ の 接近性 ､ 日常生活
と の 連続性 ､･安 心 感 ･ 居心 地 ､ 住 民 同士 の 対
等な 関係性 , 自己 の 地 域 ･住 民 へ の 関心 が ケ
ア の 質 に 関与 して い る こ とが示 唆 され た o
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調査4:在 宅療養支援に おける連 携活動と看護
判断 - 国内文 献資料の 分 析から -
過 去 5年 間 ･ 51件 の 国 内文献 資料 を用 い
て ､ 地 域 内 の 様 々 な ケ ア機 関に 所属す る看護
蔵が連携 の 方法を用 い て 療養者 の 在宅支援 に
か かわ る活動内容 ､ 看護判 断､ 充足さ れ た ケ
ア の 質の 特徴を検討 したも の で ある ｡
そ の 結果 , 療養 者 ･家族及 び 近隣者等地 域
住民の 生活 の 質 ､ 地 域資源 ･支 援体 制の 質 を
充たす上 で , 連携活動が有効 な援助方法 で あ
る こ と が確認で き た ｡ 個別支援 へ の 対応 に お
い て連携が 成され る と共 に ､ 所属機 関が持 つ
専門横鰻 に 照 ら し充足す べ き体制整備が判断
され組織的な連携が成 され て い た ｡
調査5:在 宅 ケアサ ー ビス の 質に関わる保健婦
の 役割を伝える地域看護実習の検討
看護学 の 基礎概念 を構築す る学習途上 に あ
る看護学士 課程学生 を対象に ､ 複数の 地 域ケ
ア 提供施設で の 実習体験に 基 づ く ケ ア の 質 に
関わ る学び の 内容 を調査し た もの で ある ｡ 著
書学の 基礎概念を網羅す る形 で 在宅ケ ア の 質
向上 に 関わ る看護判断の 構造 を本研究 で追究
する ため の 予備的調査 と して 行 っ た ｡
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(学会誌等)
1) 牛尾 裕子 , 山 田洋子､ 井出成美 ､ 宮崎美
砂子 : 在宅サ ー ビ ス の 質 に か か わ る保健婦
･ 士 の 役 割を 伝 え る地 域看護実習 の 検 討 ,
千葉大 学看 護学部 紀要 ､ 23, 47-51､ 2001.
(口 頭 発表)
2) 宮崎美砂子, 井出成東, 牛尾裕子 , 山 田
洋子 : 地 域看護実習終了 後の 在宅 ケ ア サ ー
ビ ス の 質に 関す る学生 の 学び の 構成 , 日 本
公 衛誌 ､ 47(ll) 特､ 424､ 2 000.
以 上
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萌査1 : - 保睡所管内をこおける経年的な活動実錬の績み重ねによる着穫判断
事例分析A 地域に出向いた保健婦活動方法模索の過程における看護判断
- 保健婦未設置市町村における成人病対策及び寝たきり老人 へ の援助活動 -
事例分析B 地域ぐるみの健康づくりをめざした活動の展開過程における保健婦の判断
事例分析C一 地域保健法制定後の母子保健体制の基盤作りを目的とした活動の
i,
積み重ねにみられる保健婦の判断
事例分析D 痴呆性老人 ･ 家族 へ の支援体制づくりを目的とした活動の
積み重ね にみられる保健婦の判断
調査1 : - 保健所管内における経年的な話勤実績の積み重ねによる看護判断
井出成美 山田洋子 宮崎美砂子 牛尾裕子 武藤紀子 浦奈穂糞 平山朝子
石井仁子 野葦憲子 小島玲子 池田 典子 新田祥枝
I. 目的
在宅ケアの 質の 向上 に 関わ る看護の 判断を ,
地域を単位に 構造的に 明ら か にする こ と を目
的に ､ - 保健所管内にお ける保健婦の 在宅ケア
に 関わ る 活動 にお け る 判断の 積み 重ね 方 を長
期的な時間軸の中で調 べ , 検討した ｡
JI. 方法
1 調査対象
暗和 46年 - 平成 12年の過去 3 0年間にお け
る C県保健活 動業務研究集録 (以下業務集録と
賂す) に掲載されて い る活動報告の 中か ら ､ A
保健所管轄地域iこお ける4 9活 動報告を概観し ､
活 動の積み 重ね と い う観点か ら関 連性が ある
と活動に携わ っ た 保健婦が 認識 し て い る活動
群を4群 (A 群6活動報告 ､ B 群8活動報告､
C 群6活動報告, LD 群2活動報告､ 合計 2 2活
動報告) 抽出した ｡ 詳細は図1 に示 す｡
なお , A 保健所は ､ 平成9年に 2 つ の保健所
(T保健所 ･ K保健所) が統合されて で きた保
健所で ある ｡ 従 っ て 平成9年以 前の 活動に つ い
て は､ 統合された 2 つ の 保健所にお ける活 動両
方を対象 とした ｡ なお ､ 管轄区域に関 して は ､
T ･ K保健所の 管轄区域を合わせ た 区域が , 覗
A 保健所の管轄区域とな っ て い る ｡
2 調査方法
業務集録に記載され た内容の 読み とり と､ 当
該活動に従事した保健婦4名 へ の 面接聴取 ､ 並
び に当該活動 に関連す る資料収集 に よ り以下
の調査項目を調 べ る ｡
なお , 調査実施にあたり､ 調査対象事例の 活
､動に携わ っ た保健婦 に対し､ 研究の 目的を説明
し ､ 研究協力に つ い て の同意を得る｡
3 調査項目
1) 活動展開過程にお いて 保健婦が把握した
ニ ー ズ (誰の どんな ニ ー ズか)
2) 上記 1) の 根拠として い る保健婦の 判断内
容すなわ ち①住民 の健康 ･ 生活に関す る判断内
容 ､ ②地域の 資源 ･ 支援体制に関する判断内容
3) 活動方法および活動方法選択に伴う保健婦
の考え
4) 活動の 成果 ､ すなわ ち①当時者 ･ 家族の 反
応及 び変化 ､ ②地域住民 の 反応及び変化 ､ ③地
域の資源 ｡ 支援体制の 反応及 び変化
5) 活動を通 して 保健婦に蓄積された判断の 内
容 ､ すなわ ち活動に対する自己評価 ､ ニ ー ズに
関する新たな判断の 内容
4 分析方法
まず ､ 活動群 ごとに ､ 複数の活動事例の 積
み重ね とい う観点か ら以下 の検討を行う ｡
1) 活動の積み重ね にみられ る保健婦の判断
の 内容の検討
活動事例轟に整理 した各調査項目 を経時的
に検討 し ､ 活動の 積み重 ね とい う観点か ら見い
だされた保健婦の判断の 内容 ( 問題とした ニ ー
ズ ､ ニ ー ズの 基とな っ て い る判断内容, 活動方
法選択に伴う考え) を ､ それぞれ記述する ｡
2) 活 動の 積み重ね による 成果の検討
活動事例毎に整理 した各調査項目を経時的
に整理 し ､ 活動を積み重ねるこ とによ っ て ､ ど
の様な成果 が得 られ たかを ､ 活動の 対象とな っ
た 当事者 ･ 家族の 反応変化 ､ 住民 の反 応変化 ,
関係者 ･ 関係機関の 反応変化 という観点か ら検
討する ｡
3) 活動の 積み重ね を通 して保健婦に蓄積さ
れ た判断の検討
事例毎 に整理 した各調賓項目 を経時的に検
討 し､ 活動の積み重ね という観点か ら見い ださ
れ た ､ 活 動を通 して 保健婦 に蓄積され た判断の
内容 (活動に対する自己評価 , ニ ー ズに対する
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新たな判断内容) を記述する｡
4) 活動の 成果と保健婦の 判断の 関連の 検討
活動の成果 ( 当事者 ･ 家族の 反応 ･ 変化 ､ 住
民の 反応 ･ 変化 ､ 地域の 資源 ･ 捧謝の 反応 ･ 変
化) と, 保健婦の 判断 (ニ
ー ズ , ニ ー ズ の 基と
な っ て いる 判断､ 活動方法選択に伴う考え) 並
びに保健婦に蓄積された判断の 内容 (活動に対
する自己評価 ･ ニ ー ズに対す る 新た な判断内
香) との関連に つ い て検討する ｡
5) 4) の 検討 を通 し､ 活動の 積み重ね に見ら
れ る保健婦の 判断の 特徴な らび に 地域 を単位
としたケアの 質の確保 ･ 向上 に関わる看護判断
とは何か を考察する ｡
悶 毒吉果
1 活動 の積み 重ねにみ られ る保健婦 の判断
の内容の検討 (表1 に示 す)
表1 4活動群における活動の積み重ねによる保健婦の判断内容
活
動
秤
保健婦が対応しようとしてい
る ニ ー ズ
左記の 基となっ ている判断内容
活動方法選択に伴う保健婦 の考え住民の健康や生活 地域の資源や支援体制
A群
地区住民の死 亡 率を高め て 気候 ･ 生活習慣 ･ 風 町の地区資源の充足状 ①成人病対策の方法につ いて､ 結核管理
いる原因となっ て いる脳血管 土 L 産業などの 地区 況を判断o また町の担 の方法を応用して､ 検診､ 登録と管理を実
疾患の発症予防を目指して 特性 や循漂器 死 亡 率 当者 の姿勢や考えも判 施o 家族単位で管理する方法を重視｡
活動を開始して い るo 活動を などの統計資料か 断 ｡ また住民をケ アする 箇扇面曹衰患衰症後､ 蔽 きす菖恵三モ藤一J
暮する人 々の 生活の質と, 介護者の 生活
にづいて課題と感じ､ 保健所管内全体の寝
たきL) 老人の実態調査を実施D 把握した実
態につ いて は ､ 様 々な関係者と共有してい
重ねるに従っ て ､ 患者 の早 ら､ 地 区住民 の健康 側 の職種の活動実態や
期発見 や寝たきり患者の生 問題を推測 o 疾 患の 考え につ いても把握す
活の質 の課題に気付き援助 み でなくその疾患か る必要性を判断｡ 保健
課題としてい っ て いるQ
L
らもたらされる生活の
質を判断
婦自身の判断の質につ
い ても考慮している｡
③在宅療養者 へ 0)
-
看護援助を進める藩啓L
で ､ 保健婦同士の援助の質の差あるいは ､
判断 の差 に気付き, 援助の 質を高めるた
めに ､ 事例検討を実施 している.
④事例 の東煎 哀り高石喜盲膏二】亭葡轟音■
や疾病予防の対策の方法を探 ろうとしてい
B群
成人病予防対策(特に高血 ①健診結果 ､ 人 口動 ①地域 の住 民が利用 で ①実態の把握
圧)の必要性及び在宅療養 態か ら統計的に高申 きる医療機関､ 交通機 画商夜着言直蔽套曹だ菖中東義春重商手首
者支援の必要性か ら, 地域
ぐるみ で健康づくりを推進す
圧対策が必要である
という健康問題
関が不足して いること こ と
②区長 , 婦人会 ､ 及び ③現在援助を必要としている者 へ の 支援と
る必要性を見出し､ その 一 手
段として健康推進員の育成
及び活動 の活性化を目指す
必要があるo
薗麗両面高玩巧三盲健康推進員とい っ た協 同 時に 予防を重視すること
から住民 の生活実 力者 の状況 蘭夜岳蜜衰た薪示石高商高藤蘭古壷麗子
態､ 健康 - の意識 ること
C群
地域保健法体制下 で の保健 在宅療養障害児 とそ ①各種健診後の フオ ①当事者の抱える ニ ー ズを援助を通して 直
所保健婦 の役割として､ 専門 の保護者 の集団療育 ロ ー としての 保護者 へ 接捉える方法を選択
相談を通した管内地域の母 の場 の確保､ 個 々の の専門的助言､ 医療機 画帯両帝面商う雷轟音直面宙面t′iモ短雇‾-
子保健体制の基盤づくり､ 保 もつ 問題の多様性や 開 - の ル ー ト作りを担う する手段を選択
健所専門相談 の周知及び他 困難さ等の詳細な 相談事業 - の 市町村か､面盲否の活面 醗 雇中毒者三盲蚕豆療om-
自ら支援を行っ たときの意図や判断を明確
也関との連携強化の必要性 ニ ー ズ らの 求め
を判断
廟 巧手画面pfM=m にする事例検討の方法を選択
め の 総合相談窓口 へ の 画房面所た哀あ盲有高画面盲真西菖事著-
強い要望 ､ 支援ネット の持 つ 問題に つ いて関係機関の理解や共
ワ ー クの 充実 の必要性 有を図ることを重視 し､ 保健所保鍵福祉
サ ー ビス調整会議を活用
香春藤蘭蔀書面南た蘭素面高まラ1--=転右三
とを明確 に意図し､ 関係機関の実態 に即し
て諌にどのようにか か わる必要があるの か
を判断するように変化
D群
①早期 の相鼓的型昼_ 〟 個別状況
の把握 ①事例の個別性に依拠 ①実態 の把握( 当事者の ニ ー ズ把握ならぴ
②専門医療 章' の (本人)不快と思われ した外部支援サ ー ビス こ関係者の ニ - ズ把握)､ 関係者との事例
③福祉サ ー ビス の 適用対象 る生活状況､ 意 欲の 内容の対応性､ サ ー ビ 検 討による問題の共有および連携強化
の拡大 低下 ､ QO L､ 本 人 が ス 利用対象としての 適 否ぎ有蓋う面衰画面書面着直高石示た:元て
石 堂 台b 消 する心 の症状 用性､ サ ー ビス の 活用 て保 婦間で話しム い
ょ
国 共有 して実
⑤地域全体に及ぶ療養支援 の出現 性の確保
戸 口 J=
､
､ 息 ′
践 に酷み ､ その成果の評価を行う
体制づくり(④･ ⑤は① - ③ (家族) 介護者の心理 画否を云謹言二■一画面蒼-画商面責房画面石膏面南面盲L面示百恵
の ニ ー ズ へ の 対応を通 して 的身体的な介護負担 体におけるサ ー ビス の 動を進める
新たに課題として見出された
小
状況 連続性､ 責任性､ 一 貫 箇所丙To)W看護石頭廃藩示南方亡モ手元亨
ニ ー ス である) 性の確保o 問題の 早期
発見 L 支援体制の確
保o 専門的Q 日常的
サ ー ビス 体制の 確保o
れ の持 つ 力を活用する
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1) 保健婦が対 応しよ う と した こ - ズとそ の
基 とな っ た 判断内容
地域保健法 施行以 前の 活 動群 Å 群 と B群
で は ､ 統計資料や 気候風土 ､ 住民 の 労働生活
実態な どの情寵か ら ､ 成人病予 防対 策の 必要
性を判断して い る ｡ B群 で は ､ さ ら に ､ 地区
住民 の 主 体的な 健康問題 へ の 取り 組み や 地
域 ぐる み の 健 康づ く り気運 の 向上 を は か る
必要性 を判断して い る ｡
A 群 ･ B群 とも ､ 地 区住民 の 利用 で き る地
域資源 (特 に医療機関) の充足 状況や活用 状
況 を判断根拠 とし て い る o 特 に ､ A 群 で は ､
町 の 衛生 担 当者や 家庭奉仕 員な ど の 職員 の
活動内容や 仕事 へ の 姿勢や 考 え に つ い て も
評
判断榎拠と し て い る o また B 群 で は ､ 区 長 ､
婦人会､ 健康推進員な ど住民側 の 協力者の 考
えや状況 を判断し て い る ｡
一 方､ 地 域保健法制定以 降の 活動群C群 ･
D 群で は ､在宅療養障害児や 痴呆性老人な ど,
対策が遅れ が ちな , よ り援助の 必要 性が高 い
と思 わ れ る対象 の ニ ー ズ を 捉え よ う と し て
い る o また これ ら 当事者の ニ ー ズの み で な く ､
これ ら の 当事者 を支 え る側 の 立 場 に あ る市
町村保健婦や ､ 保健福祉施設 の従事者が 抱え
る課題に つ い て も判断し ､ 保健所 として これ
らの 従事者に どの よ う にか かわ る 必 要性が
あるか を判断して い る ｡
2) 活動方法選択に伴 う保健婦の判断
A群か らD 群 に 共通 して 確認 で き る活動方
法選択に関わ る判断と して , まず ひ と つ には ,
健康課 題を抱 え る 当事者 の ニ ー ズ を 直接生
活 を捉 え る こ とを通 して 把撞す る方法 を 重
要視 して い る こ とで ある o どの 時代 にお い て
も, 看護専門職 であ る保健婦が 基本的な活動
方法 と し て 大切 に考 え て い る こ とが わ か っ
た o 次に ､ 捉 え た援助 二 - ズや健康課題 を ､
さま ざまな 関係者と共有 し ､ ともに対策 を考
え て い ける よ う な体 御 を整 え る こ と を重要
視 して い る こ と で あ る ｡ 特に地域保健法制定
後の C 群 ･ D 群で は ､ これ ら 関係機関の さま
ざまな 従事者が , 主体的に 住民の 健康課題 に
取 り 組め るよ う に な る こ とを明確 に意図 し ,
そ の た め に誰 に どの よ う に働 きか け る か と
い っ た 具体的な 対策 をたて ､ 話し合い や共有
の機会 を作 る な どの 活 動方法を選んで い た o
また ､ A 群 ｡ C 群 ･ D 群 で は ､ 保健婦自身
の 活 動を常に自己評価 し ､ 自うの 判断力や援
助の 質を向上させ るため の ､ 事例検討会や活
動 の 振 り返 りの 機会 を意 図的 に持 つ こ と を
重要視 して いた ｡
2 活動の積み重ねによ る成果の 検討 (義
2 に示す)
1) 当事者 ･ 家族の 反 応 ･ 変化
検診を受診する ､ 健康教育 に参加 し行動変
容を起 こすな ど ､ 保健婦の援助 によ っ て ､ セ
ル フ ケ アカが 高ま る変化 に加え ､ 活動の 積み
重ね に よ っ て ､ 健康教育等 の保健事業に意見
や 要望 を表出す る よう にな るな ど､ 主体的に
自分た ち の健康 につ い て考え行動で き るよ
うな成果 も現れ て い る ｡
寝た き り老人 や 障害児 ､ そ の 家族等 ､ 在宅
で療養生活する対象者の ､ 抱 える ニ ー ズが 明
らか にな り ､ そ の ニ ー ズ ヘ の 対応を重 ね る に
したが っ て ､ 不安等の 軽減などの 効果が あら
われ ､ それ に伴 い ､ こ れ らの 人 々 が ､ 主体的
に問題解決 に向か い ､ 行動で き るよう な変化
が現れて き て い る ｡
2) 地域住民 の 反応 ･ 変化
健康 を害 した らお しま い とい う あき らめ
の 意識が変化し , 自分たち の健康を自分た
ち で守 り増進 させ て い く とい う意識が で き
て き て い る ｡
3) 地域資源 ･ 支援体制の 反応 ･ 変化
A 群 ･ B群 で は ､ 成人病対策 として 実施 し
た検診等 の 保健事業が 充英 して い き ､ よ り住
民の ニ ー ズに合 っ た もの に変化 した ｡
また ､ さ まざまな関係機関との 協力体制や
連携が強化され た ｡
これ に加え ､ C群 ･ D群の 活動の積み重 ね
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によ り, 関係機関 の 従事者等が ､ 主体的に り組 め るよう になる とい う変化が現れ て き
援助を要する 人 々 の 問題解決にむけて ､ 取 て い る o
表2 4つ の 活動群における活動の積み重ねによる成果
活
動
群
活動 の成果
当事者･ 家族 の反 応､ もたらされた変化 それ 以外の 住民の反応 L 変化 地域資源･ 支技体制の反 応 ･ 変化
A群
検診受診者 の登疑管理と援助 によっ て ､ 早 保健婦が地区 に 出向くことに 成人 病検診は ､ 年 々積み 重ねていくに従っ て､
期に適切な医療が受けられるようになる者 よっ て ､ 保健婦の役割を認識 内容が充実し､ 事後指導も充実して いっ たo
寝たきり老人を援助する家庭奉仕員の活動の
が増えた｡ するようになっ た o
多くの者に 共通する健康問題に対して は集 寝たきりになっ たらおしまいと
団教育などの手法も取り入れてい っ たとこ いうあきらめ の考え が変わっ
ろ､ 受講者間の相互作用 による効果が見ら て来つ つ ある 町村による差や ､ 町 保健婦 や医 療機関との連
れたo
寝たきり老 人の 実態調査によっ て､ 本人 の
気持ちや 生活実態､ 介護者の課題が明らか
になり､ 対策の 必要な課題が見えてきた｡
携の実態が明らか になっ たQ
B群
健診受診者､ 健康教育参加者が増力ロし, こ 住民の 中にキ ー パ ー ソン とな 区長 . 婦人 会等､ 既存 の地域組織役員が協力
れら保健事業 - の 意見や要望が出されるよ る人 が誕生 した 者となり､ 住 民の 中から誕生した健康推進員も
うになっ たo 協 力者となっ て い っ た｡
住民自身が健康問題を考え､ 解決策を見出 医療機関､ 市役所､ 農協, 普及 所といっ た関係
そうとする姿勢が見られるようになっ たo 機関との 連携 ､ 協 力体制の強化､ 充実
C群
障害児とその 家族の 不 安の軽減と､ 主体的 事例に対応した支援を通して , 地域の 医 療機
な問題解決行動 の 促進 ､ 障害児と家族のグ 蘭や学校などの 関係也関の関係者の 主 体的
ル ー プの 申で のリ ー ダ ー シ ップの 発揮 な問題 へ の取り組み へ の 変化があっ た
D群
管内の全在宅介護支援セン タ ー の痴 呆性老
人 へ の 支援に 対する基本姿勢の共有
痴呆性老人に 対する相談対応機関としての在
宅介護支援センタ ー のあるべ き姿を在宅介護
支援センタ ー 自体が 明確にしつ つ 主体的に活
動を進 めてい けるようになる
3 活動 の 積み 重ね を 通 して 保健 婦 に蓄積
された判断の検討 (表3 に示す)
A 群で は ､ 当事者の ニ ー ズに関わ る蓄積さ
れた判断として は , 世帯単位 で の ニ ー ズの 把
握の 必要性と ､ 当事者 に関わ る周囲の 人々 の
･ 意識に働きか ける必 要性とが あ っ た ｡
活動方法に関わ る判断で は ､ ｢町関係者と
共 同して 活動を進め て い く こ と+､ ｢集団指導
で は ､ 住民同士 の 相互作用 をう まく引 き出す
こ と+､ ｢家族単位 で援助して い く こ と+､ ｢ 一
人 一 人 の 事例 へ の 援助の 反応か ら , 次の 活動
方針を描 い て い く こ と+ の有用性 に つ い て ､
判断を蓄積 して い た ｡
また , 常 に保健婦自身の 行動の 評価 を して
いく事の 必 要性を判断 して い た｡
B群で は ､ 活動方法 に関わる判 断と して ､
A 群と同様 に､ 活動しなが ら ､ そ の つ ど ､ 対
象の 反応を捉え , そ の 成果 を確認 しなが ら次
の 活動方針を立て る こ とが重要で ある こ と
とい う判断を積み 上 げて い た｡
また ､ 保健婦自身の 活動の 振り返り をする
こ との 重 要性に関す る判断 も, A 群と同様で
あり ､ 蓄積され て い る判断で あ っ た ｡
C群 は ､ 地域保健法体制になっ て 直後の 活
動群で あるが ､ 保健所､ 市町 村双方 の役割に
関する 判断を蓄積して い る｡ すなわ ち , ｢保
健所と市町村が互 い に自立する こ とが必要
で ある こ と+､ ｢保健所の役割 として ､ 広域 的
な調整や 専門的な相談事業の強化が求め ら
れ て い る こ と+､ ｢求め られ て い る専門相談 を
通 して互 い の 機関を結び つ け , 支援体制を構
築する こ と+ ｢保健所内で の他課 と協力する
こ との 必要性+ 等を ､ これ らに関わ る判断と
して 蓄積 して い た ｡
母子保健活動を具体的な課題 にして ､ 管内
の支援体制を構築する活動に取り組み ､ そ の
中で ､ これ まで 大きく表面化して こ なか っ た､
在宅障害児 とそ の 家族の 抱え る援助ニ ー ズ
に関して ､ よ り具体的な判断を蓄積して
い る o
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また活動方法に 関す る 判 断で は ､ 保健 , 医
療､ 福祉 ､ 教育とい う 多分野 と連携 を とる こ
とが重要 で あ る こ と , そ の た めに は ､ ｢関係
棲関へ の協力や 情報を得 る上 で ､ 誰 に説明す
る ことが重要 か+ ｢基盤づ くり に は課題に つ
い て関係機関自身が 問題視す る こ とが大切
で あり ､ そ の ため情報の 共有化 に向け ､ 当事
者の 声を聞く場や 話 し合う場 を設 け ､ 課題を
表出させ解決方法を見 出せ るよ うなかかわ
り+ が重 要 で あ る とい う 判断を蓄積 して い た ｡
D 群で は ､ 特 に 活動方法 に関して の判断で ､
C群と同様に , ｢事例を通 した ニ ー ズの 把握
なら び に事例検討の 実施によ り ､ 支援機関の
問題意識 の喚起が で き る こ と+ ｢各支援機園
の 固有の 機能の 確認 , 役割発揮の ため の 自助
努力の促 しの 喚起が重 要で ある こ と+ とい う
判断を蓄積して い た ｡
表3 4 つ の活動群における活動の積み重ねによっ て保健婦に蓄積された判断の 内容
活動群 保健婦 ･ 士 に蓄積された判断の内容
A琴
家族単位に問題を捉え援助して いく方法の適切さに つ い て､ 活 動を積み重ねるこ とにより確認して いるo
町関係者と協力して 活動して いくことの有用性を確認して いる
個 々 へ の 援助だけでなく､ 周囲の 住民の意識を啓発していく必要性を確認して いる
住民同 士 の 相互 作用による健康教育 の効果に つ い て確認して いる
ひ とりひ とりの事例の事実か ら､ ニ ー ズ を導き出し､ 活動の 方針を立 てることを重視する考えを 一 貫して貫い てい る｡
常に ､ 保健 婦自身の活動のあり方を追究 し. 事例か ら学び取 ろうとする姿勢がある｡
B群
検診､ 事後指導等の活動を通 して､ 住居の 健康問題､ 生活実態, 意 識や 考え方の 把握
活動成果により活動方法の検討
保健婦活動の基本 と自分自身の照らし合わせ
C群
保健所と市町村が互 いに 自立するこ とが 必 要
保健所の役割として ､ 小 規模町 村で 蛙対応 が困難なことに つ い て保健所での 広域的な調整や専門的な相談事業の強
化が求め られる
支援体制の方針を模索する中で､ 障害児 の 間遠など具体的な健康問題 や ニ ー ズを判断
在宅障害児と家族 へ の 支援 において ､ で きるだ け早期から共に考える姿勢で個別支援することが重要
障害の受容は , こ - ズが満たされることに よりもたらされ､ 障害の 受容が できて か ら主 体的に療育に取 L) 組めるよう支援
することが必要
在宅療養を継続するため の 地域資源の連携による支援体制の必要性｡ その 構築に は事例を通した働きか けが 有効 .
医療､ 福祉､ 学校､ 保健という多分野と連携をとるこ とによる幅広い 母子 保健活動の展開が可能
保健所の役割として求められて い る専門相談を通 して互 い の機関を結びつ ける機能が発揮できる
連携を図る上 で｢関係楼閣 - の 協力や 情報を得る上 で､ 誰に 説明することが重要か+｢基盤づ(りに は課題 につ い て関
係機関自身が問題視することが大切であり､ そ のため情報 の共有化 に向け ､ 当事者の 声を聞く場や話し合う場を設け ,
課題を表出させ解決方法を見出せ るようなか かわりJが重要 であるo
保健所内で の他課 と協力するこ との必要性
D群
事例を通した ニ - ズの 把握ならびに事例検討の実施 によL)､ 支援梯関の間遠意識 の喚起 ､ 各支援楼関の 固有の権能
の確認 ､ 役 割発揮の た め の 自助努力の促 しが喚起できる
4 活動の 成果 と保健婦 の 判断 と の 関連 の
検討
A 郡 にお ける活動の 成果 と保健婦の 判断
との 関連を述 べ る ｡ 成 人病検診 とそ の 事後指
導の 充実に向けた活 動で は ､ ①受診者の 増加
②要精密検査者 の 医療機 関 へ の 受療 の 促 進
③在宅療養者 の 看護援助 に よ る 社会復 帰④
家庭看護教室 に よ る患者 や家族 へ の 励 ま し
の 促進⑤糖尿 病 教室 に よ る 日 常生 活 に お け
る行動変容の 促進とい う成果が あ っ た ｡ こ れ
らの 成果には ､ 家族を単位 として健康課題を
把捉 し対応 し て い く こ とを 重視 し た活 動方
法 の 選択 にか か わ る保健 婦の 判断が 関わ っ
て い た ｡ すなわ ち , 家庭内で 療養 して い る患
者の 発見 と､ 家族全体 を視野 に入れ た援助に
よ り上記の 成果 が導けた ｡
､
､
ま た ､ 業務量と効
果的な 援助 を考 慮 し た活 動方 法に 関わ る判
断によ り集 団教育 を実施 し､ これ によ り ､ す
で に述 べ た④の 成果が現れた ｡ こ の 成果 によ
つ て ､ 保健婦 は , 患者 の 意欲回復の ため には
患者 同士 の 相 互 の 働 きか けが 有効 で あ る と
い う 判断を蓄積 し, 次の 活動 へ と活か し て い
た｡ また ､ 活動全体 を通 して ､ 地域 の 資源の
従事者 の活動実態や考 え に着目 し ､ こ れ らに
関する判断を行 っ て い る ｡ こ の こ とは ､ 地域
の 寝 た き り 老人 の 生 活実態 の 調査 を実施 し
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た際 , 同 時に各市町村の 家庭奉仕員の 活動 の
実態や 仕事 へ の 考 え に 関わ る調 査 を実施す
る とい う活動 に反映され て い る o これ によ り ､
市町村に よ る家庭奉 仕員の 派 遣 され る対象
の範囲や活 動の 内容 , 市町村保健婦 と家庭奉
仕員の連携の 実態な どが 明らか にな り ､ 保健
所保健婦と し て の 活動 の 課題を 明 確 にで き
T hf= o
B群に お ける活動の 成果 と保健婦の判断
との 関連を述 べ る o ①住民 の セル フ ケア カが
高ま っ た②地 域住民 の 中 に協 力者 とな る 区
長､ 婦人会等地域組織役員や健康推進員の 意
識や行動が 高 ま っ た③関係機 関関係者 の 理
解協力 が 高 ま っ た と い う 3 点 の 成 果 に は ､
｢成人病予 防の た め に高血 圧 対策が 必 要 で
ある とい う住民の ニ ー ズに関する 判断+､ ｢住
民の 生活 実態 や意識 か ら健康 問題 を明 確 に
し, 個別の か かわ り を重 視する とい う活 動方
法に関わ る判断+ が関連して い た o
C群にお ける活動の 成果 と保健婦の 判断
との 関連で は ､ まず､ 地域保健法によ る機構
改革を ､ 保健所保健婦の活 動を見直す機会 と
捉える判断が出発点 とな り , 市町村の 担当者
からの 実態や要望 の 調査によ っ て ､ 障害児 と
その 家族の 具体的な ニ ー ズを把握で き ､ 交流
の 場の 確保 とい う成果 を , また ､ 統計資料の
分析 をする こ とに より ､ 周産期の 母子 の 問題
を捉え , 管内医療機関との連携の 必要性に関
する共通 認 識 を得 る と い う 成果 を もた ら し
て い た ｡
また ､ 一 緒 に考え る とい う援助の 姿勢に関
わる保健婦の 判断や ､ 障害児 の 家族の 障害の
受容の 状況 に関わ る判断によ っ て ､ 当事者の
主体性を促す援助が な され ､ 不安の 軽減 ､ 医
療機関との 関係構築 ､ 管外サ - ビス 利用 の 実
現､ 障害受容 ､ 他 の 障害児 へ の支え 手と･し て
の役割発揮等の 成果が導かれ て い た ｡
さら に, 当事者の 抱 える問題を関係機関と
共有する こ とが 重要 と い う 保健婦の 判断に
よ っ て , 共有の 場が確保され ､ 地 域資源の 利
用範囲の 拡大､ 関係機関 同士 の 情報交換の 円
滑化 ､ 医療機関医 師の 保健所事業 へ の 協力 ､
新た な地域資源の仮設置 ､ サ ー ビ ス 内容の 改
善な どの 成果が得られ て いた o
ま た ､ 関係機関との 連携によ る成果は ､ さ
らに ､ 保健婦が関係機関 と協力 して 問題に取
り組む 必要性 に関する判断 を蓄積す る こ と
に つ なが り ､ よ り具体的に誰に働きか ける べ
きか とい う判断を導く結果 とな り ､ そ の 判断
によ り主 体的に取 り組め るよ う な働 きか け
の 結果 ､ 関係機関 の 関係者自身が 各機関で協
力し て 取 り組 む こ との 必 要性 を 認識す る と
い う成果 に つ なが っ た ｡
D 群にお ける活動の 成果 と保健婦の 判断
との 関連で は , 痴呆の 問題 に関して , (∋早期
相談的対応 に向けて の 関係者の 意識 ･ 支援体
制の 変化②専門相談窓 口 体制の 確保③市町
村 の 福祉サ ー ビス の 適 用 者枠 の 拡大④家族
支援 に つ い て の 支援関係者 同士 の 基本姿勢
の 共 有 化お よ び 伝 達活 動 の 変 化 に よ る 療
養 ･ 介護の 継続の 変化と い う成果に は ､ ｢保
健婦 の 個別の 援助過程や 地 域 資源の 現状調
査 を通 して の 地域単位 で 取 り組 みが 必 要な
ニ ー ズに関わ る判断+, ｢埠域単位で取り組み
が 必 要な こ - ズに対す る支援関係者 との 事
例検 討 を通 し た在 宅支援 の 基盤作り を 推進
する判断+ が関連 して い た ｡
また ､ ⑤在宅介茸支援セ ン タ ー と して の あ
る べ き姿の 認識 形 成⑥痴呆性老人 に対する
支援技術 につ い て の 学習行動 の 変化 とい う
成果 には ､ ｢保健所管 内の 在宅介護支援セ ン
タ ー 全体の 機能が 高まる こ とが 重要で あ る+
とい う保健婦の判断が 関連してい た ｡
lV 考察
1 活動の積み重ね にみ られる保健婦の判
断の 特徴
1) ニ ー ズ に関する判断
活動の 成果 をもた ら した活動の 基点に は ､
個別事例の 問題の 詳細 な検討 を通 して 実態
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を把握し , 地 域 で 取 り観 む べ き課題 を明 らか
にする 判断が あ っ た ｡ こ の ニ ー ズ の 判断 に際
して 保健婦は ､ ｢現実 を見 て ､ 対象者 に 対略
して 判断する+ と い う考 え を重 視 して い た o
例え ､ 活 動に着手する き っ か け にした ニ ー ズ
が ､ 統計資料な どを根拠に した もの で あ っ て
も､ 活動 を進 める に したが っ て , 住民 の 生 活
の 中に深く入 り込 み ､ 人 々 の 生活 感覚や 価値
観 ､ 健康 へ の 取 り組み の 姿勢な ど を把握 し ､
生活実態 を具体的に 把達する こ と によ り ､ よ
り生 活 にか か わ る援助 ニ ー ズ の 判 断 へ と変
化して きて い た ｡
また 援助 ニ ー ズを も つ 対 象者 の 把捉 に 関
して は ､ 活動初期に は ､ ｢要援 助者が 潜在 し
な い+ こ とを重 視し ､ 援助ニ ー ズを持 つ 人 々
の 発見 に重点をお い て い る ｡ 活動 を積み重 ね
る こ とによ っ て ､ 共通 の 健康課題 を持 つ 人 々
の 存在や , 疾患 を発症する リス ク をよ り高く
持 っ て い る人 々 の割 り出しな ど , 保健婦が 重
点的にかか わ る べ き対象を絞込 み , これ らの
対象 に よ り深 く か か わ ろう とす る 判断が 生
じて い る とい う特徴が あ っ た ｡
個別 の 事例 の 抱 え る 課題 の 判 断の 内容 に
は ､ 生物学的な 健康状態や 生活状況な どの 内
容 に加え ､ 現行の サ ー ビス ･ 制度の 対応性 ･
満足の 充足性 ､ 有益性活 用性が 含まれ て お り ､
そ れ らから ､ 地 域全体 で 取 り組む べ き課 題を
明確にして い た ｡ つ ま り , 個 々 の 抱 える 健康
問題等の 援助 ニ ー ズ と , それ ら を解決に 導く
た め の 現行 の サ ー ビ ス や 制度 に 関わ る 判断
を並行させ ､ そ れ らを照ら し合わせ る こ とに
よ っ て , 地域 内の 支援関係者が 提供するサ ー
ビ ス の 連続性や 一 貫性 ､ 問題 へ の 早期対応性 ､
な らびに専門的 ･ 日常的なサ ー ビス体 制の 確
保等 ､ 支援関係者側 と共に取 り組ん で い く必
要性の 高い課題を明確に して い た ｡
2) 活動方法選択に関する判断
活動群 A で 確認で きるよ う に , 活動方法 の
模索の段階で は ､ そ れ ま で効果をあげて い る
活動方法 を応用 する な どの 考 え で 活動 を展
関し て い る が ､ 保健婦 は特に ､ 家族単位に健
康問題 を把握 し ､ 家族単位で 援助 して い く と
い う考えを重視 して い た ｡ こ の考 えは ､ 保健
婦自身 , 活動 を積み重 ね る に従 っ て ､ 非常 に
重 要で あ る こ と を 再確 認す る結果 とな っ て
い る ｡ 家庭 に援助 を提供するき っ か けとな っ
た健康問題が どの よ うな もの で も , それ を も
とに ､ 家族員 の 健康 を捉え ､ 発見で きた課題
に対応 し て い く と い う活 動 ス タイ ル が活 動
の 積み重ね によ っ て 定着 して い っ て い る ｡
家族単位で 問題を捉 え対応して い く と ､ 次
に どの よ う な 問 題 に 対応 し て い か ね ばな ら
な い か が明 らか にな り ､ また ､ 同様の 問題 を
抱え る家族が 他 に もあ るの で は と い う 発想
に結び つ く ｡ こ の よう に して , 保健婦は ､ 援
助ニ ー ズの 潜在化を防ぎ ､ よ り援助の 必 要な
対象 とそ の 課題 を は何 か を明確に し ､ それ に
対応 する 活動方法 を 判断 し 工 夫 して い く 過
程が あ り ､ 保健婦の 判断の特徴と考 えられた｡
保健所保健婦 とし て ､ 課題 へ の 取 り組み を
推進させ るた め に ､ 活 動にか かわる さま ざま
な支援関係者 と問題を 共有し ､ 共に考えな が
ら ､ 活動方法を作 り上 げて い く とい う考 えを
重要視 し , そ の ため の 活動方法と して事例検
討が多 く用 い ら れ て い る ｡ 活動 を積み 重ね る
に従 っ て , 具体的 に誰に どの よう に協力 を求
める か とい う判断が ､ 支援体制づ く りを効果
的 に進 め る う え で 重 要 で あ る こ と を認識 し
て い た ｡ また ､ 活動 の 積み重ね によ り ､ 支援
関係者個々 人 の 認 識 ･ 行動の 変化か ら ､ 支援
機関 と し て の あ る べ き姿 を組織的 に追究す
る主体性が 生 まれ る変化が確認 で き ､ 保健婦
の判断は , 支援関係者個々 人 の 認識行動 を判
断す る こ とに留 ま らず ､ 地域にお い て 支援 関
係者 の 所属組織が 有す る固有の 機能 ･ 役割が
十分発揮 され る こ と を重視す る も の と考 え
る｡
3) 保健婦自身の活動 に関する評価 ･ 判断
活動の 積み重ね の 過程で は ､ 保健婦自身q)
能力を査定した り , 保健婦活動の 原則との 照
- 12 -
含に よ
.
り活 動 の 適否 を判断す る と い う特徴
が薩認 で きた o 保健婦 ･ 士 は , 新た な活動体
制におか れ るたび に ､ 自らの 役割や 専門性 の
本質につ い て 考え ､ それ らを発揮する方法に
つ いて 模索 し ､ 地域住民にと っ て 必 要な支援
活動 を作り 出し て き て い る とい う 指摘 が あ
る 1)｡ 今回の 対象 とな っ た保健婦の 活 動で は ､
保健婦自身の 活 動に関する評価 ｡ 判断は , 全
活動群で 確認で きた判断で あ っ たが ､ 特 に地
域保健法制定後 , 積極的に自らの 役割 の 本質
を問い 直そ う とする考 えが 明 確 に現れ て い
たo これ らの 判断は ､ 保健婦の 内面に積み重
ねられ る判断で ある の で ､ 保健婦が他の 地 域
を受け持っ た り , 他の活 動に従事して も ､ 活
用され て い く判断であ ると考え られ る ｡
4) 判断の 積み重ね 方の 特徴
活動の 積み重ね の 過程で ､ ｢ニ ー ズ の 判断+
｢活動方法を選 択する判断+ ｢活動 を評価す
る判断+ ｢新た な ニ T ズ の判断･+
｢今後の 方向
性の判断+ を繰 り返 して いる こ とが確認 で き
た ｡ これ は ､ 看護専門職と して 必要な能力 と
その 活動過程で ある 2)｡ こ の 過程で , そ れぞ
れ保健婦が どの よ う な判断を した か とい う
内容が重要 で あ る こ とを再確認した ｡
2 地域を単位と した ケ アの 質の確保 ･ 向上
に関わる看護判断
1) 地域を単位 と した ケアの質の確保 ･ 向上
の基盤とな る看護判断
(1) 対象 に対崎 して捉え るニ ー ズの 詳細な 判
断
さまざまな ニ ー ズを持つ 当事者や そ の 家
族に成果 をもた ら して い た判断にお い て ､ 対
象に対峠し て 直接捉え る ニ ー ズ の 詳細 な判
断が ､ す べ て の 活動にお い て ､ 最も基盤 とな
る重要な判断で あると考 えた ｡
(2)対象 の主体 的な取 り組み の 必要性 に関す
る判断
全活動群を通 して 保健婦は ､ 関わ り を持つ
すべ て の 人 々 ､ それ は ､ 健康課題を持つ 援助
の 対象者の み で な く ､ 地域住民全体や ､ 支援
する 側の 関係者も含むが ､ これ ら の 人 々 の ,
個人の セル フ ケ アカや家族内の ケ アカ ､ そ し
て 主 体的な 行動を と る意識 の 高揚を 図る こ
とを重視した判断を行 っ て い た｡ こ の よう に ､
保健婦は､ 看護専門職と して ､ 住民 - 人 一 人
や家族内の ケ アカの 向上 を意図し , 看護専門
職と し て こ れ らの 力を 向上 させ るた め の援
助 につ い て 判断し て い た o
また , これ ら の主 体的な取 り組み を促すに
は ､ まず ニ ー ズの 充足が 不可 欠で ある こ とを
判断して い た ｡ これ は援助を要する当事者の
みならず､ 支援する側 の 関係者 に関して も同
様で あ っ た ｡
これ ら保健婦の 活 動の 積み重ね によ っ て ,
住民 た ち の セ ル フ ケ ア能 力や 健康 へ の 意識
の 変化が あり ､ 地 域を単位 としたケ アの 質の
確保 ･ 向上 の 基盤と して ､ 住 民の セル フ ケ ア
カや 家族内 の ケ ア カの 向上 が 重要で あ る こ
とがわ かり ､ そ の ため に保健婦の看護専門職
と し て の 判断が 貢献 して い る こ と を確認 し
fl o
(3) 地域資源･ 支援体制 にか かわ る看護判断
保健婦が , 住民 の 援助 ニ ー ズ を探 っ た り ､
把握 した ニ - ズに対 し ど の よう な活 動方法
を選択する か を模索した りする際には , 常に ､
医療 ･ 福祉 ･ 保健各分野 の 地域資源が ､ どの
よう な利用 の され方を して n るか , これら の
資源にかか わ っ て い る ､ 医師 ･ 福祉職な どの
関係者は どの よ うな考え を も っ て い るか ､ 援
助の 必要な 当事者 の ニ ー ズ を どの よ う に捉
え て い る か な どと い っ た ､ 地域資源関係者の
考えや意識や 姿勢を判断の 根拠 と して い た ｡
そ の 上 で ､ 効果的な共同の 活動方法 を探り ､
共 に考えながら活 動を進 めて い きなが ら, そ.
の 過程で , これ ら関係者 の意識 を向上 させ た
り さ ら に前向き に住 民の ニ ー ズに応え て い
く姿勢 を育て た りと い っ た判断が 活 動を通
じて 確認で き ､ こ の こ とに よ っ て ､ 地域の ケ
アの 質の確保 ･ 向上 を目指して い た ｡
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また ､ 支援俸窮すづ く り に あ た っ て は ､ ｢受
け皿+ とし て の 機能か ら ､
｢ネ ッ トワ ー ク+
とし て の 械能 へ と,
一 方向性 の 支援 で は なく ､
当事者を含 め た双 方 向性 の 協働 に よ る地域
の支援体制づ くり を念頭 にお い て い た o こ の
ような ､ 地域 資源や支援体制 に関す る保健婦
の考え方が , 地域を単位と した ケア の 質の 確
保 ･ 向上 の基盤とな っ て い る こ とが確認 で き
た o
地 域内の ケ アは , 地 域資源
･ 支援体制の 連
続性 ･
- 貫性 ｡ 柔軟性 ･ 日常性 ｡ 専 門性 ･ 総
合性 ･ 協働性 ･ 責任性が 増す こ と によ っ て ､
そ の 質の 保証が なされ ､ それ ら に関する看護
判断が重要で ある と考える ｡
2) 地域を単位と した ケ アの 質の確保
･ 向上
を着実に効果的にするた めの 看護判断
(り保健婦自身の活動の 自己評価
保健婦自ら の 判断の 適 否 や 適切 性 に つ い
て ､ 保健婦集団の中で 検討 し ､ 全 員の 判断力
の 向上 を目 指 して 自己評価 す る こ との 重 要
性に関する判断は ､ 地域 を単位 と したケ ア の
質の 確保 ･ 向上をもた らす活動を 生み 出す判
断として 重要な判断で あ っ た o 地域 の ケ アの
質の 確保 ･ 向上 にお い て ､ 保健婦の 判断が そ
れ を左右する ことを認識し､ 専門職者 として
の 責任を果たそうとする判断 で あり ､ 地 域の
ケ アの質の確保 ･ 向上か かわ る看護判断の き
わ めて 重要な 一 つ の 過程 と考え るo
(2) 関係者との連携 ｡ 協働 に関わ る判断
様々 な支援関係者 との連携 ･ 協働 によ る支
援体翻づ く りの た め に は ､ ｢課題に つ い て 支
援す る側 の 関係 者自身が 問題視す る こ とが
必要で , そ の ため には ､ 課題を もつ 当事者の
声を 聞く場を設 け ､ 課 題の 表出と解決方法を
見出せ るか かわ りが必 要+ とい う判断が 重要
で あ り , 支援国 係者が 主体的に取り組め る よ
う にす るた め の 保 健所保健婦の か か わ り に
関す る判断が ､ 地域の ケ アの 質の確保 ･ 向上
を確実 にす るた め の 重 要 な 判断 で あ る こ と
を確認 した ｡
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事例分 析 A : 地域 に出向 い た 保健婦活動 方法模 索の 過程 に お け る看護判断
- 保健婦未設置市 町村 に お け る 成人病 対策及 び寝 た き り 老人 へ の援助 活動 -
井 出成美
i . 目的
保健所が管轄する 一 定地域 内にお い て ､ 保
健婦未設置 の 町 へ の 保健所保健婦の 成人 病対
策を軸 とした 活 動と ､ 管内全体の 寝た き り老
人の 生活実態調査 とそ の 後の 援助活 動を対象
に ､ その 間に積み重 ね られ た 保健婦の 判断に
つ いて 検討す る ｡
方法
1 調査対象
昭和 4 6年 - 平 成 12年の 過去 3 0年間 にお
ける C県保健活動業務研究集録 (以下業務集
録と略す) に 掲載され て い る活動報告 の 中か
ら ､ A 保健所管轄地 域 にお け る 4 9活 動報告
を概観 し ､ 活動の 積み 重 ね と い う観点か ら 関
連性が ある と活 動 に携わ っ た 保健婦が 認識 し
て い る 活動群を抽 出した o 本報告 は ､ 昭和 4 9
年か ら 5 3年ま で の 問 に実施され た ､ 保健婦
未設置 町 にお ける成人病対策に関 わ る活動 3
活動事例 と ､ 昭 和 6 0年か ら 6 3年 に実施 され
た ､ 管内の 寝た き り老人 の 生活 実態調 査 とそ
の 後につ づ く援助活 動の 3活 動事例を調 査対
象とする ｡ 調査対 象 とした活動事例の 概要は
表1 に示す ｡
2 調査方法
業務集録 に記載され た 内容の 読み とり と ､
当該活動に従事 した保健婦4 名 へ の 面接聴取 ､
並びに当該活動 に関連する資料収集 によ り以
下の調査項目 を調 べ る ｡
なお ､ 調査実施に あた り ､ 調査対象事例の
活動に携わ っ た保健婦 に対 し ､ 研究の 目 的を
説明 し ､ 研究協力に つ い て の 同意を得る ｡
3 調査項目
1) 活動展開過程 にお い て保健婦が把握 した
ニ
ー ズ (誰の どんなニ ー ズ か)
2) 上記 1) の根拠と して い る保健婦の 判断
内容すなわ ち①住民の 健康 ｡ 生活 に関す る
判断内容 ､ ②地 域の 資源 ･ 支援体制に 関す
る判断内容
3) 活動方法お よ び活 動方法選択 に伴う保健
婦 の考 え
4) 活動の 成果 ､ すなわ ち①当時者 ･ 家族の
反 応及 び変化 ､②地域住民 の 反応及 び変化 ､
③地 域の 資源 ･ 支援体制の 反応及び変化
5) 活 動を通 して 保健婦に蓄積され た判断の
内容､ すなわ ち活 動に対する 自己評価 , ニ
ー ズ に関 する新 たな判断の 内容
4 分析方法
業務集録 に掲載 され て い る報告 ごと の 活
動事例別 に まず検討し ､次 い で 調査対象と し
た ､ 複数の 活動事例 に つ い て ､ 経時的 に活動
の 積み重ね と いう 観点か ら検討する ｡
1) 保健婦の 判断の 検討
(1)括動事例ごとq)判断の 検討
活動事例毎に ､ 保健婦が 把捉 した ニ ー ズ ､
ニ
ー ズ の 基とな っ て い る 判断内容 ､ 活動方
法選択 に伴う考 えに つ い て の 調査項目 を整
理す る ｡
(2)活動の 積み重 ね にみ られ る判断の 内容
の 検討
事例毎 に整理 した各調 査 項目を経時的に
検討 し ､ 活動 の 積み重ね と い う観点か ら見
い だされた保健婦の 判断の 内容 (問題と し
た ニ ー ズ ､ ニ ー ズ の 基 とな っ て い る 判断内
容 ､ 活動方法選択に伴 う考え) を , それ ぞ
れ記述す る ｡
2) 活動の 成果の 検討
(1) 活動事例ごとの 成果の検討
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表1 活動事例 の歳事
昭
初
49
年
題目 【活動事例A -1】白浜地区 に おけ る脳卒中対策の実際 - 保健所保健婦地域活動として -
活動
脳血管疾患の高リスク者を発見し､ 医療に結びつ ける.
現在治療中の巌卒中既往者 の再発作の予防
目的 寝たきり患者および家族 - の 援助
機能障害の ある患者 - の 援助
活動
内容 保健婦未設置町
- の 保健所保健婦に よる地 区活動(循環器検診 の事後指導と在宅療養者 - の 援助)
昭
和
52
年
題目 【活動事例A-2】白浜町 における保健婦活動 の実際(第4報)
活動
脳卒中の防止指導
現在治療中の巌卒中既往者の再発作 の予防
目的 機能障害のある患者 へ の援 助
同 一 世帯内に おける他疾患 へ の 指導
活動
保健婦未設置町 へ の 保健所保健婦 による地区活動( 循環器検診の充実と在宅療養者 へ の 援助)
･ 成人病検診による要指導ケ ー ス の 把握
L 要指導者の登録と管 理
･ 精密検査の実施
内容 ･ 家庭訪問による個別指導･ 家族管理
･ 衛生教育
･ 家庭看護教室
･ 栄養調査
昭
和
54
題目 【活動事例A- 3】白浜町における糖尿病教室の試 み
活動
.目的
糖尿病予備軍 である尿糖異常者 へ の 食事療法の普及
活動
内容.
保健婦未設置町 へ の保健所保健婦に よる地区活動(循環器検診で発見された糖尿病者 へ の 教室実施)
年 ･ 一 次検 診の結果､ 尿糖(＋)以上 の者 に対 し､ 糖負荷試験を実施
･ 糖尿病教室の開催
昭
題目 【活動事例A- 4】館 山 保健所の保健婦活動を考える - 在宅寝たきり老人の実態調査を通して -
活動 在宅寝たきり老人 へ の 保健婦の役割の再確認
和
6■1
目的 在宅ケ アの ネットワ ー クづくり､ 寝たきり老人発生予防の対策を考えるo
活動
内容
管内全域 における在宅寝たきり老人の実態調査
辛 事例検討会の実施く所内保健婦研修会 ､ 管内保健婦研修会 ､ 日本看護協会安房地 区支部看護研修会)
家庭奉仕員 へ の面接調査
昭
初
62
年
題目
【活動事例A- 5】家庭訪問における情報収集と記録Iこつ いて - 在宅寝たきり老人 に 対する家庭訪問事例 の検討を通
して -
活動
目的
訪問継続 の要否を決める判断 に､ 保健婦間の違いがある原因を探る
活動 在宅療養者1事例 - の 援助の 検討(保健婦の援助上 の 判断 の的確性と記良 へ の 情萄の 残 し方 の 的確性に つ いて
内容 検討)
昭
初
63
年
題目 【活動事例A16】寝たきりoを目指 して
活動 脳卒中の発症予防
目的 寝たきり発生の予防
活動 昭和6 2年度新規寝たきり音読聞から､ 原因が脳卒中による者 の発症までの 経過､ 発症 から寝たきりまでの 経過等を
内容 分析
活動事例毎に ､ 活動 の 結果 ､ どの 様な 成果
が 得 られ た か を ､ 活 動の 対象 とな っ た 当 事
者 ･ 家族の 反応 ･ 変化 ､ 住 民 の 反 応 ･ 変化 ､
関係者 ･ 関係機関の 反応 ･ 変化 とい う観点か
ら整理 する ｡
(2) 活動の 積み重ねに み られ る成果 の 検討
活動を積み 重ね る こ とに よ っ て ､ ど の 様
な成果が得 られ たか を検討 し , 上記 と同様
の 観点か ら整理 する o
3) 保健婦に蓄積され た判断の 検 討
(1) 活動事例ごと に蓄積 され た保健婦の 判
断の検由
活動事例 ごと に ､ 活動 を通 して 保健婦 に
蓄積 され た判断の 内容 ､ すなわ ち活 動 に対
す る 自己 評価 ､ ニ - ズ に対す る新た な判断
の 内容 につ い て の 調 査項目 を整理 する ｡
(2) 活 動の 積み 重ね を通 し て 保健婦 に蓄積
された 判断の 検討
事例毎 に整理 した各調 査項 目 を経時的に
検 討 し , 活動の 積み重ね とい う観点か ら見
い だされ た ､ 活 動を通 して 保健婦 に蓄積 さ
れ た 判断の 内容 (活動 に対す る 自己 評価 ､
ニ ー ズに対する 新たな 判断内容) を記述す
る ｡
4) 活動の成果 と保健婦 の 判断 との 開運の 検
討
活動の 成果 (当 事者 ･ 家族 の 反 応 ･ 変化 ､
住民 の 反応 ･ 変化 ､ 地域 の 資源 ･ 体制 の 反 応 ･
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変･た) と, 保健婦の 判断 (ニ ー ズ ､ ニ ー ズ の
基とな っ て い る判断 , 活動方法選択 に伴う考
え)並び に 保建婦 に蓄積 され た判断の 内容(揺
動に 対する 自己評 価 ｡ ニ
ー ズに対 する 新たな
判断内容) との 関連 につ い て 検討 する ｡
5) 4) の 検討を通し ､ 活 動 の 積み 重 ね に見
られる保健婦の 判断の 特徴な らび に地域 を単
位とした ケ ア の 質の 確保 ･ 向上 に関わ る看護
判断 とは何か を考察する ｡
川 路果
1 保健婦の 判断の検討 ( 表2 に示す)
1) 活動事例毎 にみ られた 判断
(1)対 応し よ う と した ニ ー ズ並 び にそ の ニ ー
ズ の 基 とな っ て い る判断
活動事例 A- 1､ A -2 では ､ 統 計資料な どか
ら脳 血管疾患発症者が 多い 事を判断 し ､ そ の
発症予防を ニ ー ズと して 対応し よう とし て い
たQ その 背景 にL8ま, 県 が成人病対策事業を実
施して い た事 も影響し て い た o また , 検診の
事後指導をする 中で把握で き た家族員の 様々
な健康課題 に つ い て も対 応 しよう と して い た ｡
活動事例 A-3 にお い て も ､ 脳血管疾患の 発
症予防 とい う ニ † ズに対 して は引き続 き対応
して い るが , 検診を受 けた者 の 中で ､ 尿特異
常者が 2 % い る事 に着 目 し ､ 糖尿病 の 予 備軍
とと して 対象を ピ ッ ク ア ッ プし ､ 食生活 の 改
善等自己 管理能力の 向上 に対応するな ど ､ 対
象 ･ 課題 と も ､ より具体的に判断し対応 して
い た ｡
活動事例 A- 4 では ､ 寝た き り老人 の 生 活上
の ニ ー ズ を明確 にする目 的で ､ 生活実態把握
する必要性 を判断 して い た ｡ また ､ 活 動事例
A- 6 で は ､ 脳血 管疾患が 原因 でね た き り とな
つ た 5 0名 ヘ の 調査か ら ､ 寝た き り予 防を重
視して対応 しよう と判断して い た ｡ ･
(2) 活動方法選択に伴う 保健婦の 考え
活動事例 A -1ー では ､ S町にお ける成人病対
策を進め る上 で の保健婦の 活 動方法 を摸索 し
て い た o 町の 開業医 の 協力が 得られ る とい う
こ とか ら , 循環器検診 を実施 し ､ そ の 後の 事
後指導 に つ い て ､ 要 指導者 を登録 し ､ 世帯単
位で 管理 し て い く と い う方法を選 択し た c こ
の 方法 は ､ そ れ まで の 結核対策で 行 っ て い た
方法 を応用 して 実施 した も の で ある ｡ また ､
家族内 の他 の 健康 問題を も総合的に把握 し ､
対応 して い こう とす る考え を重視し て い た o
活動事例 A･ 2 では ､ A- 1 に引 き続 い て ､ 世
帯単位 の 管理 ･ 指導を実施し て い るが ､ 登録
者 の増加 によ り ､ 家庭訪問で きない 世帯 も現
れ る よ う にな っ た D そ こ で ､ 共 通す る指導課
題 に 関 して は ､ 対 象者を集め ､ 集団指導の 方
法を試 みる よ う にな っ て い る o 活動事例 A- 3
で は , 対象者 を ､ 糖尿 病者及 び糖尿病予備軍
に絞 り , 集団教育 によ る ､ 自己 生活管理力 の
向上 を目指 した活動を実施 して い る ｡
活動事例 A -4 では ､ 寝た き り老人 の 生活実
態 を正 確に把捉する必要 性を判断して , 管内
全域の 寝た き り老人 の 実態調 査 を実施し て い
る ｡ こ の 調査の 方法と して は ､ 家庭訪問によ
る 面接調査 を選択 し て い る ｡ 直接家 を尋ね る
事 によ り ､ 生活 実態 を具体的 に捉 え る事 ､ ま
た実際に援助が必要な事項 を捉 え られ た らす
ぐに援 助で きる 事 を重 視して い た ｡ ま た ､ 寝
た きり老人 を援助する社会資源 の ひ と つ で あ
る家庭奉仕員の 活 動実態 を把握する必 要性を
判断 し , 8 町村 の 1 0名 の 家庭奉仕員 に面接
調 査を実施 した｡ 調 査結果 につ い て は ､ 町村
保健婦関係機関の 他職種 と共有する事が 必要
と考え ､ 研修会や 事例検討会を開 い て , 共有
の 場 を持つ 必要性 を判断して い る o
活動事例 A - 5 では ､ 寝た き り老人 へ の 援助
にあ た っ て , 保健婦間の 判断力の 差 を少な く
し , 質の 良い 援助 を提供で き るよ う に して い
く責任 を ､ 保健婦自ら感 じ ､ 力量向上 を 図ろ
う とす る判断が あ っ た占 そ の た め に ､ 事僻検
討を行い ､ 援助の 振り
･
返り を行 っ て い る o
活動事例 A･6 で は ､ 寝た き り老人 の 発生 を
予 防す るた め に , 脳血 管疾患が原因 で 寝た き
りとな っ た 50名の 振り返 り調 査を行 い , 痩
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･ 表2 保健婦未設置市町村に お ける成 人 病対策及び寝たきり老人 - の 援助活動 にみ られる保健婦の判断
桓芸
f左記 の 基 とな っ て い る判断 内 容
活動方法選択に伴う保健婦の 考え
保健婦が対応しよっと
して い るニ - ズ 住民
の 健康や■ 生活
地域 の資源や支
援体制
A-1 二厳重里産塵旦空陸ー}L.ー四 季を通して 塵重機関 が 不 足 県 の大きな柱である成人病対策を進 める上 で ､ 保健婦としての 活
･ 検診 の事後指導を 温暖なの で , s両面春画両蔑【Ⅶ動方法を模索して いた ｡ 家庭 訪問以外 の方法として､ 検診実施後
実施する中 で発見さ
れた家族員 の ニ ー ズ
労働過重とな
りがち
健婦が未設置 o
比 戟 的保健所が
の全世帯管理という方法を試 みたo
町役 場､ 町開 業医(3名)の協力の基に全部落を13会場に分 け
(現在治療中であるが LLl ･ 血管 疾患 入 っ て い ける地 40- 64歳の 血 圧 検診(血圧測定 ･ 尿 蛋白 ･糖 検査) 実施 精密健
過去 にB&
'
卒 中をおこ 死 亡 率が管内 域だっ たG
O
診は ､ 地元 の 開業医を受診するよう勧めた｡
した人の 再発作の 予
防､ 寝たきり患者及び
家族 へ の 援助 ､ 機能
障害 のある患者 へ の
援助)
全体 に比 べ て
高率
県 として成人 病 町を4ブロ ックに分け､ 4人 の 保健婦が分担o 全世帯を家族ホル
対策事業を実施 ダ ー を作成 して管理 o こ の地 区 は､ 男性は漁師 ､ 女性も海女など
して いた 外 で仕事をするo 家族全体をみ ていくことが必要と考 えたo 管理 方
法は､ 部落到 ､ 病類 別に 区 分 し訪問緊急度 は シグナ ル で区 分して
L＼る_A- 2 I_墜重曹疾患旦亘隆一四季を通して 町に は衛生主任 l)要指導 ケ
- ス の 把握
･ 検診の 事後指導を 温暖なの で ､ が 一 人 しか 居な 40 - 6 4歳 の 血 圧 検診を実施( 町役場と共催 ､ 開業医の協力)o 内
実施する中で発見さ 労働過重とな い 容 は , 問診 , 血圧 測定､ 診察 ､ 尿蛋 白. 糖 ､ ウロ ビリノ - ゲンで昭
れた家族員 の ニ ー ズ L が ち 和50年度 から､ 役 場に働きか け､ 予 防衛生協会 の協 力を得て 要
( 現在治療中であるが 老齢人口が多
循環器疾患 によ
る死 亡 が高 い こ
と へ の 対策 に つ
い て 町役場から
要望がある
ヽ
精検者に対して 心電図検査を導 入 o
過去に 脳卒中をおこ く心 一 血 管疾患 2)登 と管理
した人 の再発作の予
防､ 機能障害のある
死 亡 率が472.4
と管 内全体
竺担旦重畳盆麹基準E.三よ⊇壬義塾堕登重畳鎧ゝ._堅塁は 3_Aの保健3)保健婦 の活動
患者 へ の 援 助､ 同 一 (412.3)に 比べ 検診事業に は 保健所保健婦が全 面的に協力したo 業務量 との 関
世帯内の他疾患 へ の て高率 係から､ 51年度 は保健婦 - 人月 2回(4単位) としたo
指導) 家庭訪問に よる個別指導実施｡ 家庭内での 協力に よることが必要
と考え , 集団検診から把握されたもの に 対する家庭訪問の際 に ､
同 一 世帯 内に 問題を持つ ケ ー ス を把握し総合的に保健指導でき
るよう家族ホルダ ー を作成 した. 効率 的に訪問するため ､ 訪問順
位を決め ､ 緊急訪問(3ケ月 以 内), 普 通訪問(6 ケ月 以 内)､ 任意 訪
間(1年 以 内)に分 けたo
個 人毎の異なっ た問題 に対 して ､ 個 別に働きか け た後 , 共通する
問題 に つ い て ､ 衛生教育を企画した o 普 通訪問 ､ 任意訪問ができ
なか っ た もの も対象に した o
片麻 薄青 ､ 寝 たきり患者家族 ､ 一 過性脳虚血発作 の既往のある
人を対象に家庭看護教室を開いた｡ 内容 は ､ 脳卒 中発作時の手
当 ､ 早 期リハ ビリテ ー ション の 必要性 ､ 看護の 基礎的技爾の実演
である｡
栄養士に よる高血圧 の 多発地 区住民の栄養調査｡ 3日 間の 摂取
状況を調査 o
A -3 糖尿病の 悪化を防ぐ 循環器検診に 昭和53年度 一 次検診の 結果尿糖異常者 に対 し､ 開 業医の 紹介 に
ための食生活の改
善 ｡ 自己コントロ ー ルカの
向上 ｡
おい て尿糖異
常者が毎年2 %
発 見される
より､ 医師会病院検査センタ ー で糖 負荷試験を実施
糖尿病教室を開催 し､ 食事療法の普 及を試房た o 対象fま面責葡‾‾
試験 の結果､■診断確定したもの ､ 国廉レ セプトより選出 したもの ､
脳卒 中発症の予防
開業医より紹介の あっ たもの とした.
1 コ ー ス3回の 教室を実施｡ 毎 回 ､ 前巨石す蒼古当日面面青 首…､仙
食 ･ 間食 の 摂取状況 及 び生活 ･ 治 療状況 , 合併 症を調査し､ 必 要
な保健指導を実施 o 第3回目に は 食事摂取状況を各個 人 で記入 し
カ ロリ ー ･ 単位計算を行っ た ｡
昭 和54年度から､ 住 民が自身 の問題として 糖尿病を理解 し食事東､
法をの み こ むこ とができるようにするため にrル づ
D
,7 - クを取り入
九＋- _
A - 4 寝たきり老人 の生活 高齢化が急速 社会資源 の 一 つ 町保 健婦との連携の 基に家庭訪問よる実態調査及 び援助:訪問
や 介護の 質を高め
るc
=進み それ に として 家庭奉仕 対象は福祉手当 ･ 障害年金 一 寝たきり老 人見舞い品贈呈者名簿 か
伴 い在宅寝た 員があるが保健 ら把握 o また､ 家族や近隣者 , 民生委員等からの情報 により把握 .
きり老 人も増
加 して い る
婦がその実態を
把握して いな い
さらに総合健診時の 問診や移動保健所等 の棟会に情報収集o
訪 問調査時の保健婦 の対応:直接ケア(洗髪･ 清拭)､ 精両面豆ーP‾一p
助 ､ リハ ビリ､ 家族 間調整､ 介 護方法指導､ 福祉 サ ー ビス(ヘルハ
○
- ･
橿祉手 当 ･ 痴 呆老人 介護手 当せ 活保護 ･ 障害者手帳 ･ 補 助具 や
介護用晶)のすすめと申請､ 医師連絡 . 受診勧奨o
事例検討套て面内保健婦研修 , 管内保健面斎藤(リハ ビリ病院の
医師 ･c w- sT)､ 看護協会安房地 区支部看護研修(病院等 の看護
棉).
家庭奉仕員 へ の 面 接:8町 村10名 に 面 接｡
A- 5 訪問継続 の要否 一 事例 に つ いて 一 回毎の 訪問に つ いて ､ 目的 I 判 断 暮 援助が適切
を決 める判断が であ っ たか ､ それらを行う情報は十分であっ たか に つ いて検討す
各保健婦 によリ る｡ それを基 に保健婦各自が自分 の援助の振り返りを行うc
異 なっ ている 保健所内で事例検討実施 . 家庭訪問全回 の訪問日的 ･ 状況･ 保健
婦の 判断 ･ 働きか けを書き出し､ その 適否を検討したo
A- 6 発症直後 に関わりを 在宅寝たきり
- 1
脳 血 管疾患が原因で寝たきりとなっ た50名に つ い て､ ケ ー スの 状
持つ ことによる寝たき 老人 の増加 況を分析 し､ これまでの 活動を見直し､ 今後の 方針 暮 具 体策を検討
りの防止
脳卒中の発症予防
昭和62年の 新
規寝たきL) 者･
のうち､ 脳血管
疾患が寝たき
り原因 の第1位
である｡
する
8 -
凄み
重ね
によ
る内
容
高め てい る原因となっ
てい る脳血 管疾患の
発症予防を目接して
活動を開始して い るc
活動を重ねるに従っ
て､ 患者の 早期発見
や寝たきり患者の生
活の質の課題に気付
き援助課題としてい っ
ている｡
気候 ･ 生 活習
慣 ･ 風 土 ･ 産 業
などの地 区特
性や循環茅死
亡 率などの続
計資料から､
地 区住民の健
康問題を推
測｡ 疾患の み
でなくその疾患
からもたらされ
る生活の質を
判断
町の地 区資源 の
充足状況を判
断｡ また町の担
当者の姿勢や考
えも判断 o また
住民 をケアする
側 の職種の活動
実態や考えに つ
いても把握する
必要性を判断｡
保健婦自身の判
断 の質につ いて
も考慮して いる｡
検
診､ 登 録と管理 を実施o 家族単位で管理する方法を重視o
脳血管疾患発症後､ 寝たきりとなっ て療養する人 々 の 生活の
質と､ 介護者の 生活に つ いて課題 と感じ､ 保健所管内全体 の
寝たきリ老人 の実態調査を実施 ｡ 把握した実態につ いて は ､
様々 な関係者 と共有 している｡
在 宅療養者 へ の看護援助を進める過程で､ 保健婦国士 の 援
助の質の差あるい は ､ 判断 の差 に気付き､ 援助の 質を高める
た め に
､ 事例検討を実施している｡
事例の 状況 を振り返ることで ､ 早期発見 や疾病予防の対策の
方法を探ろうとしているo
たきり にな っ た経緯を検討 し ､ 寝た き り予 防
活動に 向けた今後の 活動方針や 具 対策 を導 こ
うと して い た ｡
2) 活動の 積み重ね によ る判断の 内容
(1)把握した ニ ー ズの 内容
統計資料な どか ら ､ 地区住民の 脳血 管疾患
の 発症予 防の 必 要性 を判断し ､ 活 動 を開始 し
て い る ｡ 家庭訪問を中心 と した保健指導の な
か から , 家庭で 療養し て い る 人 々 の 生活 実意
- や ､ 寝た き り状塵 へ の あ きら め の 意識 , 介護
と仕事の 両 立に 関する 問題 ､ 家族間の 協力体
制の問題な ど ､ 具体的な 援助課題が 明 らか に
な っ て い っ た ｡
こ の ような 援助課題 に つ い て ､ 一 部 の 地区
だけで なく , 管内全体の 状況 を把握す る必要
性を判断 し ､ 実態 調査 を実施する こ と によ っ
て ､ 援助課題を明確 に して い っ た o
また , 検診 と事後指導 を積み重 ね る事 に よ
り , 脳血管疾患を起 こ しや すくす る糖尿病 の
予備軍で あ る尿糖異常者 の 存在 など ､ 指導 の
必要な対象が 明確 にな り , 援助課題 もよ り具
体的に変化 して い る ｡
また常に ､ 町の 住民 が活用 で きる 医療資源
や ､ 介護資源 につ い て ､ 関心を持 っ て 活動 し
て い る ｡ そ の こ と によ っ て , これ ら の 資源の
持 つ 課題に つ い て も判断 して い る ｡
(2)活動方法選択 に伴う 判断
地域に ど の よ うな保健婦活動 を展開し て い
くか ､ 活動方法 を模索す る時期が存在 して い
る ｡ それ ま で の 結核対策の 中 で 培 っ て きた ､
活動方法 を応用 し ､ 成人病対策 に着手 し て い
る ｡ そ の 中で ､ 把握 で きた要援助者 を単独で
はな く ､ 家族単位 で 問題 を捉え ､ 援助 し て い
くと い う こ と を常 に大事な活 動方法選択の 考
えと して い る ｡ そ して こ の 方法の 有効性を ､
活動を積み重ね る にした が っ て 確認 して い る ｡
また ､ 活動 の 中で 気づ い た ､ 地 区 住民 の 健
康 問題 に関し て は ､ 他 にも 同様の 問題が潜在
し て い な い か , 調査な どを通 して きち ん と確
か める と い う 手段 を講 じて い る ｡ そ の 調査の
方法 も ､ 郵送調査な どの よう な 間接的な方法
で は な く ､ 直接該 当家庭 を訪問 して ､ 具体的
な 生活や ､ 家族員の 考 えな どを捉 え る と い う
方法を選択 し て い る ｡ そ して ､ 必ず事例を通
じて ､ 次の 活動方法め選択を して い る こ とが
確認 で きた ｡
ま た ､ 活動を進 め るう え で , 町の 開業医や ､
町の 衛生担当者 ､ 家庭奉仕員な どさ ま ざまな
関係者 と共 同 しな が ら ､ 進 めて お り ､ これ ら
の 関係者が ､ 主体 的に活動 を進 めら れ るよ う
意図 して い た｡
また ､ 保健婦自身の援助 の質 に ､ 常 に関心
を 向け ､ 自分た ちで 活動 の 質の 向上 を図 ろう
とする努力が 活動を推進させ て い た ｡
2 活動の成果の検討 (表 3 に示す)
1
-
) 活動事例毎に見 られた活動の成果
(1) 当事者 ･ 家族の 反応 ･ 変化
活動事例 A･ 1 では ､ 成人病検診の 受診者が
増え ､ 高血 圧等 で 受診 に結びつ い た もの が 増
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表3 保健婦未設置市 野榔 こおける成人 病対策 及び寝たきり老人 へ の援 助活動による成果
活動
事例
活動の成果
当事者 ･ 家族 の 反応 ･ 変化 地 区住民の 反 応 ･ 変化 地域資源 ･ 支援体制の 反 応 ･ 変化
A - 1 昭和49年 は ､ 対象者1712名に 対し受診者 は97 2名 地域 に出るこ とにより､ 住民 か 公衆衛生指導員の役割として検診
で受診率は56,弘 で あっ たo ら近隣の ケ ー ス の情報を提供 時 の補助､ 情報提供等積極的に
要請密検査者は294名で 受診者の30.3 %で あっ た c してくれたり依頼されたりしてき 協力体制がとられており今後の広
要溝密検診者のうち､ 2 1 7名7 3,8%が受診した. 寝たきりになること へ の 見方や がりが期待 できる
看護援助 により､ 社会復帰するケ ー ス が 出てきた 考え方が変わっ てきて いる
A- 2 同じ疾患でも個人 ごとの 異なっ た間男があり､ それ - 次検診だけで終わっ てい たが ､
らに個別に働きか けた後 ､ 共通点を見出し､ その 間 心電図換診も導入され, 要指導者
題を取り上げて､ 衛生教育を行っ た結果 ､ 地域の
人 たちが積極的 に参加した o
高血 圧 の 多発地区に対する栄養調査をおこない ､
要指導者 の食事面に役立 っ た
家庭看護教室は､ 患者家族 の励ましに役立っ た
の 把握が的確 になっ てきた｡
A -3 糖負荷試験対象者14名のうち､ 1 0名が 受診し､ 糖 昭 和48年か ら尿糖異常者は主治
尿病が発見されたものが6名であっ た｡ 医留介で終了 していたが､ 53年か
糖尿病教室 は ､ まだ効果判定の投降まで行っ て い ら､ 糖負荷試験 ･ 眼底検査 ･ 糖尿 病
ないが ､ 徐 々 に参加者が定着 してきたo グル ー プ 教 室を実施 ｡ フォロ ー 体制が整っ
ワ ー ク方式を取り入れたとこ ろ, 内容が 良く飲み込
め ､ 日常 生活に取り入れられるという反応を示 し
て きた
A - 4 調査 の結果 以 下 の ような事項が把握できた 家庭奉仕員 - の調査 から､ 以下 の
･ 寝たきり原因 で は騒血管疾患が半数 事 がわか っ たo
･ 福祉手当からの把握者 は寝たきり期間が長い ･ 対象 ･ 活動 内容など､ 町村毎に違
･ テ レビを見て過ごす 人が半数 い があっ た｡
･ 他人との接触のないもの が半数 以 上 . 近隣との ･ 又 ､ 保健 婦と連携の とれて いる町
距離が遠 い ため 関わりにくい ｡ とそうで ない町があっ た
･ 圭介護者 の 6割は聴業を持 っ てい る ･ 対象者 の 把握 は殆どが民生委員
･ 本人 の訴 えとして は､ 体 調不良､ 日 中 一 人になる か らの 情報であっ た ｡
事 へ の不 安 ､ 介護者 へ の 遠慮 ､ リ ハ ビリ方法､ 経 ･ 現在 受け持ちの ケ ー スで辛 が
済 面 に関することがあがっ たが､ 9 1人 中7 1人が訴 い っ ぱい でこ れ以上 はできないと.
えなし(痴呆等でコミュ ニ ケ ー ション 取れない 人も含 言う意見があっ た
+_,ヽ
･ 介護者の 訴えとしては ､ 本 人 の 意欲や病状 に関 ･ 医療 受診 の しやすさや往診 の頼
すること､ 介護 と仕事や育児との両立における困 める医療機関の有無など地域 によ
難 ､ 介護負担感､ 介護者の 受診困難 ､ 経済面 ､ 施
設や福祉サ ー ビス に関する情報不足などがあっ
る差 があっ た｡
A -5
A-6
積 み 検診受診者 の登鋒管理 と援助に よっ て ､ 早期に適 保健婦が地区に出向くことに 成人病検診は､ 年々 積み 重ねてい
重ね 切な医療が受けられるようになる者が増えたo よっ て ､ 保健婦の 役割を認識 くに従 っ て ､ 内容が 充実し, 事後指
によ 多くの者に共通する健康問題に対 しては 集団教育 痩たき-i)になっ1=らおしまいと 導も充実してい っ たo
る内 などの 手法も取り入れて いっ たところ. 受講者間d) いうあきらめ の 考えが変わっ て 寝たきり老人を援助する家庭奉仕
容 相互作用 による効果が見られたo 来つ つ ある 員 の活動 の 町村 による差や ､ 町保
寝たきり老人の実態調査に よっ て ､ 本人の 気持ち 健婦や医療機関との連携の実態
や生活実態 ､ 介護者の課題が明らか になり､ 対策
の 必要な課題が見えてきた.
が 明らか に なっ た｡
え た c また家族単位 に保健指導 し て い っ た結
果 ､ 看護援助 に よ り社会復 帰する 事例 も現れ
るよう にな っ た ｡
活動事例 A ･ 2 で は ､ 援 助対象者 に共通 して
見 られ る健康 問題 に つ い て ､ 集 団教育等の 方
法 を取り入 れ て 援助 した結果 ､ 積極的な参加
や ､ 参加者同士 の 相互 作用 によ る教育の 効果
が確認 で きた ｡
活動事例 A ･ 3 で は ､ 成人 病検 診の 事後指導
の 充実 によ り ､ 糖尿病 を発見 で き た 人が あ っ
た o こ れ らの 人 々 を対象 に 糖尿病教室を試 み ,
日常生 活の 自己管理 力が 向上する 結果 が 得 ら
れ た ｡
活動事例 A- 4 では ､ 管内全域 の 寝た き り老
人 の 生活実態調 査 を行い ､ 寝 た き り老人 の 生
活 の 実態や ､ 介護者 の 抱え る負担な どの 援助
課題が 明確 にな り , 寝た き り老人 の 対策が 立
て られ る よう にな っ た ｡
(2) 地域住民 の 反 応 ･ 変化
保健婦が地域 に出向く こ とに よ り ､ 住 民か
ら ､ ケ ー ス の紹 介な どの 情報が得 られ る よ う
にな っ た ｡ また ､ 寝 たき りに な っ た ら もうお
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しまい な どの よう な ､ あ きら めの 意識が , 少
しづ つ 変わ っ て きた感触が得られ た o
(3)地域の 資源
･ 支援体潮 の反 応 ･ 変化
活動事例 A- 1 で は ､ 成人 病検診に 協力 して
くれ た公衆衛生指導員が 大き な役割 を果た し
て くれて お り ､ 今後の 活 動の 広が りが期待さ
れて い る ｡
活動事例 A- 2 では , 成人病検診 に心電 図検
診が導入 さ れ 検診の 内容が充実 して い る ｡
これ によ っ て ､ 要指導者 の 適切な 把握が で き
る様に な っ た ｡
活動事例 A- 3 では ､ さ ら に検診 の 事後指導
として ､ 尿等異常者 に対 し て ､ これ まで 主 治
医に紹介し て 終了 して い たが ､ 医療機関 の 協
力 によ り糖負荷試験 と眼底検査が 導入 され ､
これら の結果 , 糖尿病の 疑 い の あ る人 を対象
に , 糖尿病教室を 開催す る こ とが で き , 脳血
管疾患の 予 防活動 がよ り充実して きた o
活動事例 A- 4 では ､ 家庭奉仕員 へ の 面接調
‾
査 によ り , そ の 活動 内容の 町村 によ る差や ､
町保健婦 との 連携の 有無 , 活 動 へ の 思 い な ど
が把握で きた ｡
2) 活動の 積み重ね によ る活 動の 成果
成人病検 診の 導入 に よ っ て ､ 自ら の 健康を
確認する 機会を も持たなか っ た 人々 が ､ 検診
を受 け ､ 必 要な人 が受診 し治療が 開始され る
よう にな っ た o 温暖な気候の 下 で ､ 年中労 働
で きる環境の 中 ､ 自ら健康 を管理 する と い う
価値観を も つ 住民 は少な い 現状で あ っ たが ,
成人病検診 をき っ か け とした 保健婦の 活動が
浸透す るに つ れ て ､ 自ら の 健康 に注意する住
民が増えて い っ た ｡
また ､ 検診 の 事後指導等で 地 区 に 出向い た
活動をし ., 家族単位 で 援助し て い く こ と によ
つ て ､ 家庭の 中で さ ま ざまな 問題を抱 えな が
ら療養す る人 々 の 問題が 明確 になり ､ そ れ ま
で ､ 援助の 辛が差 し伸べ られ て い な か っ た寝
たき り老人 の 問題 に保健婦が着手する よう に
な っ て い っ た o こ の 過程 で ､ 具体的な療養上
の 援助課題が 明確 にな り ､ また寝た き り は防
げる とい う考 え の もと ､ 早期の 介入 に 向けた
対策が 立 て られ る よ う に な っ て い っ た ｡
3 保健婦 に蓄積され た 判断の検討 (表 4 に
示す)
1) 活動事例毎に蓄積され た判断
活動事例 A- 1 で は ､ 結核 ･ 未熟児等の 届出
か ら把握 され た ケ ー ス ヘ の家庭訪問を通 じて ､
多く の看護 を必要 とする人 々 を把捉 し､ こ れ
ら の 人 々 へ の援助の 必要性を強く 実感 して い
る ｡ 具体的な把握さ れ た事例か ら ､ 今後の 活
動の 指針 とな る い く つ か の 問題を 判断し て い
る ｡ 例え ば､ 30代な ど若 い うち か ら 高血 圧 で
若く して脳血 管疾患 を発症 して しま う , 倒れ
る ま で ､ 高血 圧 な どの 自分の 健康状態 を確認
した こ との な い 人 々 が 多い ､ 寝た き り とな る
と , ほ とん どリハ ビリが 実施され ず , 家 の 中
の み の 生活と な っ て し まう ､ 家族間の 介護協
力 が な く ､ 一 人 の 人 に偏 っ て しまう な どの ケ
ー ス が 多い こ とで あ る ｡
こ う した療養者の 生活の 質 を向上 させ る た
め には , 住民 全体の 意識や価値観 を変化させ
る こ とが必 要で あ る こ と を判断 し ､ そ の た め
の 方法に つ い て ､ 社会教育と の 連携や , 患者
同士 の 結び つ き を図る な どの 方法の 検討を し
て い る .
活動事例 A- 2 では , 成人病検診を 開始 して
数年た ち ､ 保健婦 の 指導が 浸透 して きた こ と
を実感 して い る ｡ また ､ 集団指導の 必要性を
判断しなが ら も , 家族単位の 個別援助の 重 要
性と必 要性を改め て 強く認識 して い る ｡
活動事例 A -3 では ､ 糖尿病教室を開催 し ､
知識伝達 を試 みて い るが ､ 対象者の 年齢 的な
理 由か ら も ､ 新たな知識ヘ の 理解が 進ま ない
こ とを判断 し ､ 知識よ り も ､ どの よう に生活
の 中に取 り入 れやすくす･るか とい っ た 視点か
ら の 指導が効果 的で ある こ と を ､ グル ー プワ
ー ク の 導入 な どの 工 夫の 中か ら判断して い る .
活動事例 A- 4 では ､ 寝た き り老人 の 生活実
態調 査 を実施 し ､ 寝た き り老人 の ニ ー ズを幅
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表4 保健婦未設置市町封 における成人 病対策及び寝たきL) 老人 へ の援助活動 によっ て保健婦に 蓋 積された判断の内容
Z宴雷
1日臼
鍾 保健婦
･ 士 に蓄積された判断の内容
A-1 事例A:3 6歳男性で漁業 傾 凱 3ケ 月間寝 たきL)c オ峯ツ便 乱 自己涜で歩行練習 ､ 現在杖歩行｡ 血Tffiま測定したこと▼w HA山▼- -㌔-- -▼-----･L一--I-- -{､L----I----I---■--I-I------I----一-l----=--I-一 ､IP= -----･lJ--一▲ h･L- V ･･h-Y--L-L･----∩.- -･【-.I ■ -･---･-ん･R- Wn･ヽ ¶山事例白 :8 1歳女 魅 4年前 に脳卒中で寝たきりo 入 浴したいがじょく創あり､ 未実鼠 医師処方 の薬を塗布 o 2年画王京r■--
院し祇能訓練開始するも中断 oー仙--･-】一-▼-･一--･l -.--】-IL------【-一-L.----I- - 一一-1▼-･-･-I----.pp･′･L - - - -A -I----l▼lI-一----l--- -A--1一--p･･･--- -∩1- - 1▼･L-～----p▼p･ヽLJ〕■JJ___事例c:51歳男性 o 6ケ月前倒れるまで ､ 血圧 は 淵定せずc 2ケ月間入院し退 院 家族も介護 やリハ ビリに協力 的｡～---..--I-一一 -･-一--･ll--- -y---I- --一---㌔-I - -=･l一 r-■･l一 ･- l←L l【-〟---.-■【---p･--･--Lu--..∩.--･■1---- ･- 一-- ------ L L一▲トl､------▼---L--一--一---- ,ー I,,事例 D:85歳男 軌 5年前発症3ケ月間寝たきりo 家 の 中に手すりを作り, トイレは 自立 o 高血 圧 は高いと言われてい
垂と L堅師の 指示 で歩行訓練を開始したが転ん で大腿骨骨折o
蔓型む82歳女 魁 16 - 7年前 脳卒中で半身不随 o 現 在尖足があり左半身麻序で歩行困難となり､ 外出なしo
l～…仙･-I.---→-･一-･････l--I-一--一･--････L■- I- --"-I - 一 〉一 ･･-■l--”-L--･…･一p-”---→､---------･--J-･-A-･･､-一･--l一--. 一一･-lR-- - ー
…叫 - - -----=---･-- - -- --､----I--･- -I- - - --∫--･-〟---1一--■l-､､･--r･-p【■l･,^l.-”JL-LL一-- - --A - .p【y11ル】事例 F:76歳男 軌 2年前倒れるQ オム ツ使用､ 言語 障害あり､ 時 々妻 が溝 鼠 20年位前 から血 圧 が200 以上､ 4 - 5年
前か ら降圧剤を混用 o 息子夫婦は仕事で忙しく介護は妻 の み oⅦ【仙山一- -r---■- ----.-- v-l 一--～------I-- ･ --00･ll-一---､･"---､･h 〟･山-- {-Ir- -----一- - -r=･JLL-- i I-･･･′-L- - -･--l一-､･∧･---1T･-I--.･1..L.,事例G‥54歳女 性｡ 今回健診時168/98o 治療中との ことで 訪問せず○ 息 子 の事故 で､ 思い 余っ て息子を絞殺､ 自 凱仙 仙 - -◆･-- - ▲- ”-l---I---一- -- ---I--､▲一--1u-I- -- -- - ㌔.,r･---･′---･-,--I ･､vl-----一▲､--■′-･一-I----¶-･I--J～r--′一▲- I-- -叩′l･脳卒中で倒れれば寝たきりになるのが当たり前というあきらめ の 考え が強 いo 捜能訓練 に つ いても再発 - の 不 安や 痛
み などか らなかなか進まない現状がある｡】- .〟.▲..........................------･^･-〉一--L一---･n▼lll---r･▼---･-l -′--- r------〟-U一l-･-- -一-一- --･- rl -,-- A --一L▲ - - ----一-･- -･【-【N州一ー】ー__結核､ 未熟兜等届け出されたケ ー ス の 訪問に追われ ていた中から､ 地 区 活動にで て､ 多くの 看護を必要とするケ ー ス
を発見しこれらの援助 に対応す べ きと痛感
個々 の 看護計画をたて進め て いるが､ 業務量が多く優先順位を付 けている状況 であ盲':I-‾〉ー-一山ー■plyq''1ー■blr■J仙山一‾¶■qlIL■-ー山■‾=】■‾- Wー-ーーーーP‾¶〉'〃r▼ー■′J---■･..･･---･--･･一--▼･･･■･l-■一- -▼}-一･･･▼-･･--■･･r･一･▲･一-一---･-【～----･･･････････････････-･-.p･----一---･････-･--- ▼･ -一･- L --･▼一･･､ -一 - ーMll_患者 の回復を意欲的 に造型垂生唾蔓軍部幕の患者間士 の 結びうき春画石膏t 顧 tTIVL】LLー 【ー‾ーー‾¶‾■､rⅥ-ー ‾`p'1”一‾ー‾PpTL-､d'”-J'L‾LL”JJ〉-pl^ ¶■‾‾‾‾-
町役場 が主体となっ て質の 良い成人病検診を提供できるように働きか けていく｢叩”M ----･-A- - ---I-･-I-----■----u…-----■一r-一-- u･--- -･ll-”-----p【-一W-=l▲-L-----･--- - -----I---←{-･ll､--一- -.ll トJ l - -一--.-----･--･lし-一----I-･1^ ∩ -,I-･r■･山.地域 の保健問題に つ いて､ 社 会教育担当者と協議し衛生思想の 向上 に努め たい‾｢I【… -･【山･-▼h--･･･L-■･--一--▼･lY-1･Ll一lll-- -l JK▲LIJ〟 I-1【▲-A.-L1.--.--L--h-A--v山l.Jut---一=r一--■l--･------･-- --- - ---′1-･1 ■- - I - -▲ー-.I 【･一･ L･ トー-･-1LPP ･■--Ill-▼P-P【･l-I----L-l一---I.-I-ヽ{へ▼lrr▼P”1次年度 に町はホ ー ム ヘ ル パ ー 1 名の雇用を予定 しておりよりよい援助のため に協力して いきたい
ミンゝ ○A - 2 第 一 次検貞夢だけ で終わっ て い たの を､ 町役場に働きか け ､ 心電図 に よる検診を導入 して ､ 2年経ち ､ 要指導者の把握”-h.-▼▲■..･.-.l-L--▲･･▲･▲---y-----▲■･--JLLP- --■ -I-■▼･ ･ ▲･････▲･･･-････････････････▼････････-I-一-”-=-山･-I---▼Y-一-一}-一一-- -･ .I_ .ー成人 病登鎧者 の訪問率は昨年よL) 落ちて い るが､ 要指導者 に対し濃密的 に訪問することができ､ 保健 婦 へ 面衰薩面¶
里世人れができて住民 か らの 情報提供も得られてきたo
栄養調査の結果では､ カル シラ云の房毎春雇蔀見ら元首こまた衰藻類面房南 面 ow青垣の摂取は1 3,5gと予想 より
は 低か っ たo 調査時期が農閉期だっ たた め か 全体的によい結果であっ た ｡ 墨筆期も同様であるかは疑臥1ー▼■nlYL▲m-=一----l-･､----･･･----I-----･･････▼･･---･【-I-▼････････▼･････■･･▼■･---I-一-▲L 一-I-▼▼ ▼･- I-→n--1 d- -･一 ･････････▼･▼･▼･･･････････-････▼･▼■･･･▼･･･････-ヽmlⅦL知識 の普及 の ため の集団指導は必要なもの と考え られてきたが ､ あくまで家族を単位とした個別指導 に関わっ て いき
空也_選畢些頻度､ 順位に つ い ては 検討する余地が残っ て いるo成 人病の中華訂 瓦蔭だ衰転モ東面してきた示こh今後は藤戻病､ 癌専面画題 へ 妄葡豪を面ヂ､ 精東商畜面東天盲面役
場 に働きか け ､ 大きな視点 に立っ た保健婦活動 へ の発展 していくよう努めたい o
A -3 糖尿病教室で は ､ 全コ ー ス を通 じて､ 地域開業医･ 役場 ･ 保健所栄養士 ･ 保健所保健婦 が協力 して実施できた
対象者が50歳 以 上 の ため ､ 理 鰍 吸収 は 一 様でなく､ 特にグラム ･ hロリ ー ･ 単 位という言葉を理解できない o
食品交換表の 理解 の ため ､ フ ー ドモテ甘等を展示 し考慮したが､ 食 品を交換するこ とまで は理解 できない o
州 イ ワ ー クでは ､ 実 際は ､ 保健婦がリイ ー シげ をとらなければならなか っ たo しか し内容が よく飲み込め 日常生活に
取り入れられるようになっ たo
rル イ ワ ー クの 本格的な取り入れ にはまだ難が焦るが､ 敢 えて取り入 れて住民自身 の積極性を啓発 したい
参加住民からは毎月開催を望む声が 多い が､ 第4回終了 後にフィ ー ドバックテス トを行 い今後の方針を決定したいo
J ゝA 14 7 の として 以 下 の こ とが 明らか になっ =
･ 寝たきり早期 に対応
･ 寝たきり予防及び脳卒中発症予防o
･ 寝たきりになる前 の生き方､ 地域 へ の参加 o
堰 , 質ともきめ細か い 介護を必要とする者が多いが､ 介護者は十分 に手をかけられてい ない現状がある.
今 後の 援助方針として
･ 家族 ･ 親戚 ･ 近 隣者 へ の 働きか けの 強化o
･ 家庭看護教室 や地区組織の会合､ 研修会を通 して地域住民に広く働きか ける.
･ 寝たきり者 の早期発見の為に今後医療機関との 連携も必要｡
･ 保健婦が看護技術 の提供をしていくと共に ､ 介護 の 代替え者の確保も必要 .
･FT毎に違う家庭奉仕員の活動内* . 対象を理解 し､ 必要な援助が行われるようにチ ー ム の 一 員として連携を深め てい
く
潤 病意欲は寝たきりになる前 の生活態度､ 生活歴 ､ 人 生観にも影響されて いると思われるので ､ 訪問活動の中で検
討すると共 に ､ いか に老い るか ､ いか に生きるか と言っ た問題 につ いて ､ 広く社会教育 の 立 場からの働きか けも必 熟
堰療受診の しにくさは ､ 医師側 , 住民側双方の意識不足が考えられるの で家庭医 の概念を浸透させ ていく必要があ
る8 今 回の 訪問を通して ､ 主治医連絡の必要性を再確認できた事､ 地域の 寝たきり老人を支える医師の活動の実際を
傾健婦 には①生活の壕で看護技術を提供し保健指導を実施する②社会資源 の活用をする③本人 ･ 介護者及び家族
員 へ の 働 きか けを行うという役割がある｡ 複雑な困難事抱えるケ ー ス に適切な対応をして いくに は､ 事例検討会を行い
事例を共有していく事は保健婦の レベ ル アップのため に 有効 である｡
ヰ 人の 訴 え不明の者が20名あり､ 保健婦は面接を通 して健康要求を引き出す大切な役割を持っ ているが十分果たせ
なかっ た事を反省 したo 今後積棒的に取り組ん でい きたいo
･ 寝たきり老人と言う枠組みだけでなく広く在宅療養者として捉えていく観点が必要o 寝たきり状態になる前 の人 へ の関
わりが良 い援助を可能 にし予防的効果が大きい からであるo その ため には積極的に対象を把握する必要がある｡ 具体
的には､ 総合健診で の 家族の健康の把握､ 保健所 の難帝相談に来所 できない人 べ の対応､坤区活動や住民か らの情
報 ､ 福祉､ 医療サ イドからの情報を藩 札 住民の中に入っ てい けるという保健婦の特性を活かす.
･ 今回の 結果を市町 朴 保健堆進員 増 人会 ･ 民生委員会等の地区組織に返 し､ 地域の 健康問題 ､ 寝 たきり老人を支え
る坤域 壕 族 の状激 = ついて の 問題提起をする｡ 同時に福祉 堰 療との連携を深め在宅療養者を支えるネットワ ー クづ
くりに向か っ て活動するQ 町保健婦 の訪問例もあわせ て検討して いきたい｡
士 ゝA1 5 ･ 訪問継続の 必 要性 の判断､ 継続 の場合 の援助方針決定のた申の判断が があし､まいな事がわ か っ たQ rそれなりに介護できている+などの表現で記載されており､ 根 拠があいまい o その 判断をするため の 情報収集の過程が踏まれて いな
噸 討の中で ､ 把握されてい る多くの ケ ー ス の 状況が記録され ていないことがわか っ た｡ 保健婦が自分が問題視した情
報だけを書くために次の活動を判断知る上 で必要な情報が記良されていない ｡ 特 に初期a)段階 では､ どの 要素が重要
なの か の 判断が即座 には' しか ねるの で､ 把握した情報全項目を整理記載する必要があるo
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･ 観察情萄収 集 一 判断 一 方針 一 葉施 一 評価.判 断 - 観察, 情報収集という繰り返しの過程の重要さにつ い て改め て考える
事が できた …
･ 初期訪問事例の検討を行う事 は, 各保健婦の判断のばらつ きをなくすため にも有効と考えるのであわせ て実施したい ｡
具捧的な事例の検討事項
･7.-ゝ
f3 0の洗髪 15膏拭の 援助の適否に つ いて 検討 o 主 治医 連絡をし指示を得る､ 一 般状蕃の チェ ックの 必要性があっ た ので
まない か o 相手の意志を尊重する事と､ 相手 の 希望をそ のまま受け入れる事 は等しくない o 医療従事者としてす べき事が
･ 環々 な関係聡種をケアに有効に関わらせ ると言う姿勢を持っ て い るか o この ケ ー ス では ､ 前任者が主治医と連絡を取 っ
たときに ､ 意図が 伝わらず . うまく連携が とれなか っ た経緯 があり､ 現担当者 のの 関わりの中でも､ 医師連絡が 必 要な場面
が複数あっ たの にできなか っ たo 医師連絡表や在宅要介護者記錬等の活動を図りたい o また他の専門聴や非専門織につ
いても､ 必要に応 じて ケ ー ス ヘ の援助 に有効に関わっ てもらう事を常に意識する必要があるo
･ 保健婦の 言動に対する相手の反 応を評価 してい るか o 初期段階にこ のケ ー ス につ い て､ 真の理解力や生活能力が低く
介護には 不安(無理)と判断 しているo しか し保健婦が無理と判断した事 が ､ 別 の時点では できたりして いるo 介護力につ
い ての 判断はそ の都度見直していく必要があるo こ の事例 は保健婦が関わる事で良い 方向 へ 変化して い っ たが ､ 一 向に
変化しない 事例も多く苛立ちを感じることもあるが何故変化がない の か ､ 保健 婦と相手の関係を見直していく必要があるc
A 16 以下a)課題が 明らか になっ た｡
ー 総合健診の対象 は40歳以 上 としてい るが70歳以上 の受診が少ない o 町村 による差もある.
蔑み 家族単位に問題を捉 え援助して いく方法の適切さに つ い て ､ 活動を積み重ねることにより確認してい る.
重ね 町関係者と協力して 活動 していくことの 有用性を確認してい る
=よ 個々 へ の 援助だ けでなく､ 周 囲の 住民の意識を啓発していく必要性を確認して いる
る内 住民 同士 の相互 作用による健康教育の効果につ いて確認して いる
容 ひとりひとL)の 事例の事実か ら､ ニ ー ズを導き出し､ 活動の方針を立てることを重視する考えを 一 貫して貫いて い るo
常に､ 保健婦自身の活動 のあり方を追究し､ 事例から学び取 ろうとする姿勢がある｡
広く判断して い る o そ の 結果 ､ 今後の 活動方
針として , どの よ う な対 象に働 きか け て い く
か , どの よ う な方法で 働き か けて い くか とい
っ た活 動方法の 判断や ､ 介護の 代替者の 確保 ､
医療受診の し に く さ な ど , 必要な社会資源の
_ 内容や ､ 既存 の 社会資源の 活用 上 の 課 題な ど
を判断して い た ｡ ま た ､ これ ら在 宅療養者が
より よい 生活 を して い く た め に ､ 保健婦 とし
て どの よう な役割 が さ ら に求め られ るか とい
つ た ､ 保健婦自身の 役割に つ い て も判断 して
いた o また , こ れ ら の 問 題を , 地 区住民や 関
係者皆で 共有し ､ と も に対策 を考 えて い く必
要性 に つ い て 判断し て い た ｡
活 動事例 A- 5 では ､ 保健婦の か かわ っ た事
例を検討する こ とに よ っ て ､ 訪問継続の 必 要
性の 判断 ･ 継続の 場合の 援助方針決定 にお け
る判断にお い て ､ 保健婦がそ の 根拠 と して い
る考え に個人差や あい まい さが ある こ とに気
づ い て い た ｡ こ の こ と に つ い て ､ そ れ ら を導
く原 因と して , 記録 の 不 十分 さが ある こ とに
気づき ､ 情報収集す べ き内容 を明確 にする こ
との 必要性に つ い■て 判断 して い た ｡ また ､ 援
助にお い て , さま ざまな関係職種を有効 にか
かわ らせ る姿勢を持 つ こ との 重要性 と ､ 常に
対象の 反応 を評価 し ､ 一 時点 の 評価 の み で ､
援助方針を描く の で なく ､ 対象の 変化 を把接
して い く こ とが 必要で ある こ と を判断して い
た ｡
活動事例 A･ 6 では ､ 脳血 管疾患で 寝たき り
とな っ た 5 0例の 対象 へ の 調査か ら ､ 発症直
後か ら の 援助開始の 必要性 を判断 して い た ｡
また ､ 発症後の 機能訓練が 不 十分 で あ る こ と
を捉え ､ 町村が実施し て い る機能訓練事業の
実態 とそ の 効果 に つ い て 判断して い る ｡ そ し
て ､ 今後 の 活動方針と して ､ リハ ビリ の 必要
性の 啓発 と , 発症直後 の ケ - ス 把握 の た め の
関係者 との 連携の 必要性を判断して い る o
2) 活動の積み重ね によ っ て蓄積され た判断
活 動を積み重 ね る こ とに よ っ て ､ 活動方法
と して , 家族単位の 個別援助 の 重要 性 とそ の
有効性 を確認して い っ て い る ｡ ま た ､ 町と保
健所が 一 体 とな っ て 協力 し ､ 町 民 の 健康管理
して い く こ と の 重要性 を認識 し , 保健婦活動
と して 大事な考え
.
1
tして 蓄積 して い っ て い る o
活動の 過程で ､ 集団教育の 効果を確認 し ､
住民相互 の 係わ り合い によ る ､ 意識や 管理 能
力の 向上 が図れ る こ と を ､ 認識 し ､ 有効な情
動方法 とし て 蓄積 して い る ｡
また ､ 個別援助 を通 して ､ 人 々 の ニ ー ズを
把握 し ､ そ れ に沿 っ て 次の 活動方針 を導くL=
と によ っ て ､ 次の 蒔動の 具体性が 増し ､ 効果
の ある活動が で きる と い う判断 を蓄積 して い
る ｡
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4 活動の成果 と保健婦 の 判断並 びに保健婦
に蓄積された 判断 との 関連の 検討
活 動事例 A -1 か ら A- 3 に か けて の , 成人病
検診 とそ の 事後指導の 充実 に 向iナた 活動 で は ､
①受診者 の 増加②要精密検査者 の 医 療機 関 へ
の 受療の 促進③在宅療養者 の 看護 援助に よ る
社会復帰④家庭看護 教室 に よる 患者や 家族 へ
の 励ま し の 促進⑤糖尿病教室 によ る 日常 生活
にお け る行動変容 の 促進 と い う 成果 が あ っ た ｡
こ れ ら の 成果 には ､ 家族 を単位 と して 健康課
題 を把達 し対 応し て い く こ と を重視 した 活動
方 法の 選択に か かわ る保健婦の 判断が 関わ っ
て い た ｡ す な わ ち ､ 検 診の 事 後指導 を き っ か
け として ､ そ の 受診者の 家族 の 健康 に も 目を
む けた 結果 ､ 家庭内で 療養 して い る患者の 発
見 に つ なが り ､ 家族全体 を視 野 に入 れ た援助
に より 上記 の 成果が導 け た ｡ また ､ 訪問対象
者が 増加 し , 個 別の 援助 へ の 時間が 十分に取
れ な く な っ て きた現状 を踏 ま え ､ 共通 の 援助
課題 を も つ 人 々 を対象 に集 団教育を 実施 して
い る ｡ 業務量 と効果 的な 援助 を考慮 し た活動
方法に 関わ る 判断で あ っ た が ､ こ れ によ り ､
患者 同士 ある い は家族同 士 の 励 ま しあ い の 促
進 とい う 成果 が現れ た o こ の 成果に よ っ て ､
保健婦 は , 患者 の 意欲回復 の た め に は患者同
士 の 相互 の 働 き か けが 有効 で ある とい う判断
を蓄積し ､ 次の 活動 へ と活か し て い た ｡
保健婦は ､ 活 動全体 を通 して ､ 地域 の 資源
の 従事者の 活動実態や 考え に着目 し ､ これ ら
に 関する判 断を行 っ て い る ｡ こ の こ と は ､ 活
動事例 A･4 で､ 地域の 寝たき り老人 の 生活実
態 の 調査を実施 した 際 ､ 同時に 各市 町村の 家
庭奉仕員の 活動 の 実態や 仕事 へ の 考 え に囲わ
る調査を実施す る とい う活動 に反映 され て い
る ｡ こ れ に よ り ､ 市町村 によ る 家庭奉仕員の
派遣 され る対象の 範囲や 活動 の 内容 ､ 合 い 町
村保健婦と家庭奉仕員の 連携 の 実態な どが 明
らか にな り ､ 保健所保健婦 と して の 活動の 課
題 を明確 にで き て い た ｡
lV 考察
1 保健婦 の 判断の積み重ね 方の特徴
1) 住民 の ニ ー ズに関する判断の積み重ね 方
活 動 に着手 する き っ か け とな っ て い る , 住
民 の 援助 ニ ー ズに 関する 保健婦 の 判断は ､ 脳
血管疾患の 死 亡 率の 高 さな どを根拠 にした も
の で ､ 疾患 の 発症予 防な どの よう な , 生物学
的な健康課題 に 関す る もの で あ っ た ｡ 活 動を
進 め る に した が っ て , 住民の 生 活の 中 に深く
入 り込み ､ 人 々 の 生活感覚や 価値観 ､ 健康 へ
の 取 り組み の 姿勢な どを把握 し ､ ま た介護家
族 の 生 活実態 を具体的に 把撞する こ と によ り ､
よ り生活 にか か わ る援 助 ニ ー ズ の 判断 へ と変
化 して きて い る o
また援助 ニ … ズを も つ 対象者の 把撞 に関 し
て は , 活動初期 には , 要援助者が 潜在 しな い
こ とを念頭 に置き , 世帯単位の 健康問題把捉
に努 め ､ 援助 ニ ー ズを持 つ 人 々 の 発見に重 点
をお い て い る ｡ 活 動 を積み 重ね る こ とに よ っ
て ､ 共通 の 健康課題 を持 つ 人 々 の 存在や ､ 疾
患 を発 症す る リ ス ク を よ り 高 く持 っ て い る
人 々 の 割 り出 しな ど , 保健婦が重点的にか か
わ る べ き対象を絞込 み ､ こ れ ら の 対象に よ り
深く か かわ ろう とす る判断が 生 じて い る ｡
2) 活動方法選択に関わ る判断の 積み 重ね方
活 動事例 A - 1 で は ､ 成人病対策 とし て 保健
婦未設置 町 へ の 地 区活 動を展 開する に あた っ
て ､ 活動方 法の 模索が 行われ て い る ｡ そ れ ま
で の 結核対策 にお ける保健婦活動方法を応用
.1
した 形 で , 検診 ､ 要指導者 の 登 録 ､ 要指導者
へ の 家庭訪 問に よ る保健 指導 の 実施 と い う 方
法 で 活動を展開 し て い る ｡ こ の 際 ､ 保健婦が
重視 した活動方法上 の 考 え は , 家族単位 に健
康問題 を把接 し ､ 家族単位 で 援助 して い く と
い う 方向性 で あ っ た ｡ こ の 活動方針 は , 活 動
を積み 重 ね る に従 っ て , 非常 に重要であ る こ
と を再確認す る結果 とな っ て い る ｡ 家庭 に援
助 を提供す る き っ か けとな っ た健康 問題が ど
の よ う な もの で も ､ そ れ を も と に ､ 家族員の
健康 を捉え ､ 発見で き た 課題 に対応し て い く
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という活 動ス タイル が 活動の積 み重ね によ っ
て 定着して い っ て い る o
家族単位で 問題を綻え対 応し て い く と ､ 次
に どの よ う な問 題に対 応して い か ね ばな らな
いかが明 ら か にな り , また , 同様 の 問題 を抱
える家族が他 にも あ るの で は とい う 発想に結
びつ く o こ の よう にし て ､ 保健婦 は ､ 援助 ニ
ー ズの 潜在化を 防ぎ, よ り援助の 必要 な対象
とそ の 課題 は何か を明確 にし , そ れ に対応す
る活動方法 を判断 し工 夫し て い く過程が 明 確
とな っ た ｡
保健所保健婦と して , 地域 に出向い た活 動
をして い く 際 ､ 町 の 担 当者や , 町 の 中 で 利用
され て い る医療機関の 医 師 ､ 家庭奉仕員など ､
活動にかか わ る さ まざまな 関係者 と共 に考 え
なが ら ､ 活 動方法を作 り上 げて い く と い う考
えを重 要視し て い る ｡ こ の 考え は , 活 動の 当
初か ら確認 で き ､ 活 動を積み 重ね て い っ て も ､
変わらず重 要視して い る判断内容で ある o
2 地域を単位と した ､ ケ アの 質の確保 ･ 向
上 にかかわ る看護判断
1) 地域住民の セル フ ケ ア及 び家族内の ケ ア
カの 向上 に関する判断
保健婦は , 脳血管疾患 予防や 在宅療養者 へ
の 保健指導 にお い て ､ 常に住民 が ､ 自ら自分
や 家族の健康や 生活 を守る行動が取 れ る こ と
を目指した援助を重要視し て い る ｡ 成人病検
診とそ の事後指導の 過程にお い て も ､ 必 要に
応じて 医 療を受診した り ､ 食生活 を整え ､ 休
養を と っ た りする な ど ､ 対象者 の セ ル フ ケ ア
カを重視 しそ れ を高 める こ とを ､ 看護援助 と
して 重視 して い た ｡ また ､ 寝た き り老人 の 援
助にお い て も , 本人 の み ならず家族全体の 問
題 と して捉 え ､ どの よう に家族全体 で 介護 を
支えあ っ て い ける か援助する こ との 重要性 を
判断し て い る ｡ こ の よう に, 保健婦は ､ 看 護
専門職と して , 住民 一 人 一 人 の セ ル フ ケ アカ
や家族内の ケ アカの 向上 を意図 し ､ 看護専 門
職と して こ れ ら の 力を向上 させ る た めの 援助
につ い て 判断し て い た ｡
これ ら保 健婦の 活動の 積み重ね によ っ て ,
住民た ち の セル フ ケ ア能力や 健康 へ の 意識め
変化が あ り ､ 地 域を単位 とした ケ アの 質 の 確
保 ･ 向上 の 基盤 とし て ､ 住民 の セ ル フ ケ アカ
や 家族内の ケ アカの 向上 が重 要で ある こ とが
わ か り ､ そ の た め に保健婦の看護専門職 と し
て の 判断が貢献 して い る こ とがわ か っ た o
2) 住 民の 在宅療養を 支える地域資源や支援
体制にか かわ る看護判断
保健婦が ､ 住民 の 援助 ニ ー ズ を探 っ た り ､
把握 した ニ - ズに対 し どの よう な活 動方法を
選択するか を模索 した りする際 には ､ 常 に ､
医療 ･ 福祉 ･ 嘩健各分野 の地域資源が , どの
よう な利用 の され 方を して い るか , これ ら の
資源に かか わ っ て い る , 医 師 ･ 福祉職な どの
関係者は どの よう な 考え を も っ て い るか , 揺
助の 必 要な 当事者 の ニ - ズ を どの よ う に捉 え
て い る か な ど とい っ た ､ 地域資源関係者の 考
えや意識や姿勢 を判断の 根拠 と して い た ｡ そ
の 上 で ､ 効果 的な 共同の 活動方法を探 り ､ 共
に考 え活動 を進め て い きな が ら , そ の 過程 で ､
こ れ ら関係者 の 意識を向上 させ た り さ らに前
向き に住民 の ニ ー ズに応え て い く姿勢 を育 て
た り と い っ た判断が碍動を通 じて 確認 で き ､
こ の こ と によ っ て ､ 地 域の ケア の 質の 確保 ･
向上 を目指 し て い る ｡ これ らが保健婦の 判断
の 特徴と考え られ た o
3) 保健婦 自身の 自己評価にか かわ る 看護判
節
括動事例 A- 5 では ､ 在宅療養者 へ の 継続援
助の 要否の 判断 に つ い て , 保健婦によ っ て 差
が あ る こ とに気づ き , 保健婦の 判断力の 向上
を意 図して ､ 事例検討 を行 っ て い る ｡ こ の よ
う に ､ 保健 婦自ら の判断の 適否や 適切性 に つ
い て ､ 保健婦集団の 中で検討 し ､ 全員の 判断
力の 向上 を 目指 して 自己評価 して い る ｡ 地 域
の ケ ア の 質の 確保 ･ 向上 にお い て ､ 保健婦の
判断が そ れ を左右す る こ とを認識し ､ 専門職
者 と して の 責任 を果 たそ うとする判断 として
の特徴が あ っ た ｡
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事例分析B :地域ぐるみ の健康づくりをめざ した活動の展開過程における保健婦の判断
L 目的
保健所が管轄する 一 定地域内にお い て ､ 地
域ぐるみの健康づくりをめざして行われた活
動の積み重ね にみられ る保健婦の 判断につ い
て明らかにする ｡
iL 方法
1 . 調査対象
昭和46 年 - 平成 12年の過去 3 0年間に C
県保健活動業務研究集録 (以下 ､ 業務集録と
略す) に掲載されて い る活動報告の中か ら,
表1 活動事例の概要
山 田 洋 子
A 保健所管轄地域に関する 4 9活動鞄告を概
観し､ 活動の積み重ね とい う観点か ら関連性
が ある と活動に携わ っ た保健婦が認識して い
る活動群を抽出した｡ 本報告は ､ その うち ､
昭和46年から 60年に報告された ､ N 地区に
おける生活習慣病 (活 動報告の 中には成人病
とい う名称で記載され て い る) 予防を主とし
た地域ぐるみの 健康づ くり活動に関する8事
例 (活動事例 B･1 - ち-8) を調査対象とする｡
衰1 に活動事例の概要を示す｡
昭
和
4 6
年
業務集録題目 【活動事例 B･ 1】 旧長狭町の 高血圧 に つ いて 第2 報
報告目的 脳卒中対策の た め に ､ 地域住民の 高血 圧の 実状 と意識等 を検討する
報告内容 結核住民検診時に血 圧測定を行い ､ 高血圧者 に対 して 二 次検診 を実施 した結果 の検討
昭
和
52
年
業務集録題 目 【活動事例 B- 2】 右半身 マ ヒ患者の 一 事例
韓告目的 市立病院 と協力し て試 み て い る脳卒中後遺症患者 の 継続看護に つ い て 検討する
報告内容 市立病院か らの訪問俵頼 に よ り援助を開始 した 事例の援助経過を検討
業務集録題 目 【活動事例 B- 3】 略川市主基地区 に お ける保健婦活動 を振り返 っ て
報告目的 昭和 4 4年度より成人保健対策 の 一 環 と して 実施 して き たN 地区内の主基地区 にお ける活動を振り返 る
報告内容 合同検診 , 血 圧検診, 個人 カ - ド作城, 個別指導, 家庭訪問指導 の活動状況 の 評価
昭
和
54
年
業務集録題 目 【活動事例 B- 4】 大 山地 区 にお ける保健婦活動 に つ いて
報告目的 N地 区 の 中の大山地区 にお い て , よ り地域に 密着 した働きかけを行 っ た経過を振 り返る
報告内容 成人病検診､ 家庭訪問､ 移動保健所, 家庭看護教室, 衛生教育 の活動状況の評価
昭
和
57
年
業務集録題 目 【活動事例 B1 5】 チ - ム ･ ワ - ク に よ る地域健康づくりをめ ざして 一 長狭地区 にお ける健康づく り精勤 -
報告目的
地域 における健康増進 ･ 疾病予防対策と して ､ 保健所 ･ 市役所 ･ 農協 . 普及所 の 4 機関が連携 して 行 っ て
い る 3年間の健康づく り 活動 を振り返り今後 の方向性 を見出す
報告内容 地域 の健康問題､ 活 動 へ の 協力体制づく り ､ 健診や健康づく り講習会等の活動経過 の振り返 り
昭
秤
58
年
業務集録題目 【活動事例 B･ 6】 長狭地区にお ける健康づく り 活動 第 Ⅰ報
報告日甲
保健所 ･ 市役所 ･ 農協 ･ 普及所 の 4機関 と地域住民が 一 体 とな っ て すすめて い る健康づく り括動 に お いて ､
保健婦が 果たす役割 を考え る
報告内容 今まで の 経過を振 り返 り ､ 健康推進員育成や世帯管理台帳作成等の活動の評価
昭
和
59
年
業務集録題 目 【活動事例 B- 7】 長狭地区 における健康づ く り 活動 第 Ⅲ報 一 健康推進員制度の活性化をめざ して -
報告目的
保健所 ･ 市役所 ･ 農協 ･ 普 及所の 4機関 の連携のもとに行 っ て い る健康づく り 活動 に 創 1て発 足した健康
推進員制度に つ い て , 今 後の あり方を検討す る
報告内容 健康推進員育成にお 汁る課題に対 して , 活動経過の振り返り
昭
柿.
60
年
業務集録題目 【活動事例 B･ 8】 長狭地区 におけ る健康づく り 活動 第Ⅳ報 一 健康推進員活動の活性化 を め ざ して -
報告目的 健康推進員活動の活性化をめぎ して 関わ っ た寝過 を振り返る
報告内容 健康推進員個 々 に 関わる こ とを重視 して 育成 して きた活動の振り返り
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2 . 調査方法
業務集録記載内容の 読み取 り ､ 活動事例に
携わ っ た保健婦4名へ の 面接聴取並 びに関連
資料収集により ､ 以下 の調査項目を調 べ る｡
なお､ 調査実施にあた り ､ 活 動事例に携わ
っ た保健婦に対 し研究の 目的を説明し､ 研究
協力につ い て の同意を得た ｡
3 . 調査項目
1) 活動展開過程におい て 保健婦が把握した
ニ ー ズ ( 誰の どんなニ ー ズ で あるか)
2 ) 上記1) の もととな っ て い る保健婦の判
断の内容､ すなわち①住民の健康 ･ 生活に
関する判断の 内容､ ②地域の琴源 ･ 支援体
制に関する判断の内容
3) 活動方法及び活動方法選択に伴う保健婦
の考え
4) 活動の成果 , すなわ ち(丑当事者 ･ 家族の
反応 ･ 変化､ ②住民 の反応 ･ 変化 ､ ③地域
の資源 ･ 支援体制の 反応 ･ 変化
5) 活動を通 して保健婦に蓄積され た判断の
内容､ すなわち活動に対する自己評価 ､ ニ
ー ズに関する新たな判断の 内容
4 . 分析方法
業務集録に掲載され て い る報告ごとの活動
事例別にまず検討を行い ､ 次い で調査対象と
した複数の活動事例を経時的に ､ 活動の 積み
重ね という観点から検討する ｡
1) 保健婦の判断の検討
(1)活動事例ごとの保健婦の 判断の検討
活動事例ごとに, 保健婦が把捉した ニ ー ズ ､
ニ
ー ズの もととなっ て いる判断の 内容､ 活動
方法選択に伴う保健婦の考え につ い て の調査
項目を整理する｡
(2)活動の積み重ね にみ られ る保健婦の 判断
の 内容の検討
(1)で整理 した各調査項目を経時的に検討
し ､ 活動の積み重ねという観点か ら見出され
た保健婦の判断の内容をそれぞれ記述する｡
2) 活動の成果の検討
(1)活動事例 ごとの成果の検討
活動事例 ごとに ､ 当事者の 反応 ･ 変化､ 住
民の反応 ･ 変化 ､ 地域の 資源 ･ 支援体制の 反
応 ･ 変化 につ い ての 調査項目 を整理する ｡
(2)活動の 積み重ね にみ られ る成果の検討
(1)で 整理 した各調査項目を経時的に検討
し､ 活動の積み重ね とし1う観点から見出され
た成果 の 内容をそれぞれ記述する｡
3) 保健婦に蓄積された判断の内容
(1)活動事例 ごと に蓄積され た保健婦の 判断
の 検討
活動事例ごとに､ 活動 を通して保健婦に蓄
積された判断の 内容､ すなわち活動に対する
自己評価 , ニ ー ズに対する新たな判断の 内容
にうい て の調査項目を整理する.
(2) 活動の 積み重ね を通 して蓄積され た保健
婦の判断の検討
(1)で整理 した調査項目を経時的に検討し､
活動の 積み重 ね を通 して保健婦に蓄積された
判断の 内容を記述する ｡
4) 活動 の成果 と保健婦の 判断との 関連の検
討
活動 の成果 (当事者の反応 ･ 変化 ､ 住民の
反応 ･ 変化､ 地域の資源 ･ 支援体制の反応 ･
変化) と保健婦の判断 (ニ - ズ, ニ - ズ の も
ととな っ て い る 判断､ 活動方法選択に伴う考
え)並びに保健婦に蓄積された判断の 内容(宿
動に対する自己評価 ･ ニ ー ズに対する新たな
判断内容) との 関連につ い て検討する｡
5) 4) の検討を通 し､ 活動の積み重ね にみ
られ る保健婦の判断の特徴並 びに地域を単位
としたケ アの質の確保 ･ 向上にかかわ る看護
判断とは何かを考察する ｡
結果
1 . 保健婦の判断の検討 (表2)
1) 活動事例ごとの判断
(1)把握した ニ ー ズ, ニ ー ズの もとと･な っ て い
る判断の 内容
活動事例 B-1 にお い て ､ 保健婦は将来､ 地
域住民に高血圧者が増和する とい う健康問題
を予測しニ ー ズを把握して い た｡ ニ ー ズの 把
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轟の もととな っ て い た判断は､ 過去 2年間に
わたる結核住民検診時の血圧測定の結果 と人
口構成から推察した判断で あ っ た ｡
活動事例 B-2 で は､ 退院後の 在宅療養者の
社会復帰に向けた支援に関する ニ
ー ズを把握
して いた｡ その もととな っ た判断は ､ 地域の
社会資源不足に対し ､在宅療養者の 生活実態､
地域の医療機関医師の 協力状況を判断して い
るものだ っ た｡
活動事例B･3 では ､ 生活習慣病対策にお け
る対象者管理 の課題に関する ニ ー ズを把接し
ており､ その もととな っ た判断は , 地域の 気
候や風土 ､ 就業状況 , 食生活, 交通の 便､ 地
域組新吉動状況等の 生活 の実態や これ まで の
保健活動の実績を判断してい たo
活動事例 B･4 では , N 地 区内をさら に小地
区に分けて捉え ､ 0 地 区にお いて活動による
改善がみられない点を課題として ニ ー ズを把
握して いた ｡ その もととな っ た判断は , 活動
事例 B-3 と同様, 住民 の生活実態や保健活動
の実績の判断であっ た c
活動事例 B-5 で は､ N 地区全体の健康課題
に関するニ ー ズを把握して いた o これ は ､ 活
動事例 B- 3や B-4 と同様の判断に加え ､ 検診
結果を検討した結果より市内他地 区に比 べ異
常者の割合が多い こ とや検診に関わ っ た 関係
者が住民の健康に及 ぼす影響を検討した結果
から判断して い るもの だ っ た｡
活動事例 B-6 では ､ 住民が主体とな っ て健
康づく り活動すすめて いく必要性を判断して
いた｡ その もととな っ た判断は , 人 口構成､
就業状況, 地 区組織活動状況に加え ､ 住民 の
意識を判断して い るもの だっ た o
活動事例 B-7 では ､ 新たに発足 した健康推
進員活動の充実に向けた ニ ー ズを把捉して い
た｡ その もととな っ た判断は ､ 住民 の意識や
考え方の 相違 ､ 健康推進員の現状か らの判断
であっ た｡
括動事例 B- 8にお いて も引き続き健康推進
員活動の 充実 ､ 活性化に向けた ニ ー ズを把握
して いた ｡ その もととな っ た判断は ､ 活動時
点での 健康推進員活動の現状を判断したもの
で あ っ た ｡
(2)活動方法選択に伴う保健婦の考え
括執事例 B-1 では､ 高血圧者の増加 とい う
健康問題を明らか にするために ､ 二 次検診を
実施し , より詳細な高血圧の実情と住民の 意
識を捉えようとして い ると解釈で きた｡
活動事例 B-2 では､ 退院後も継続した援助 ､
特にリハ ビリテ ー シ ョ ン の 面か らの 援助を必
要とする療養者につ い て ､ 患者連絡栗及び訪
問結果連絡票 を用 いて 医師と保健婦が同じ形
式で療養者の状況を把握するこ と, 問題 の あ
る場合や緊急を要する 場合には直接医師と連
絡をとりあう ことを重要と考えて いた ｡
活動事例B･3 では , 共同保健計画に基づ き ､
保健所が市役所, 農協 ､ 普及所と連携し ､ 検
診及びそれ に続く事後指導を行っ て い た｡ ま
た､ 市立病院と連携し在宅療養者支援を継続
して お り､ 関係者との連携を重視して い ると
解釈できたo
括動事例 B-4 では､ 生活習慣病の 予防と同
時に既に脳血管疾患で在宅療養中の者 へ の援
助を意図して , 検診､ 家庭訪問､ 家庭看護教
室､ 衛生教育等の活動を展開して い たc
活動事例B-5 では ､ 活動事例 B-3か ら引き
続き , 市役所 ､ 農協､ 普及所と連携して 活動
を展開して いた ｡ これ は, 住民の健康問題が
過重労働 ､ 生活時間の 配分, 食生括の ア ンバ
ランス等によ るもの であると捉えて , 保健医
痩, 農作業､ 経営､ 食生括改善等の 面から幅
広く総合的に支援する必要性を考えた判断に
よるものだ っ たo
括動事例B- 6 では ､ 活動事例B･ 5 の活動に
おい て誕生した健康推進員の育成､ 世帯管理
台帳の作成､ 健康教育とい っ た活動を実施 し
て いた o 推進員育成に関して は､ 推進員が地
区のキ ー パ ー ソ ン となる ことを重視し､ 推進
員の家庭の近く に行 っ たときに立ち寄り訪問
するな どして ､ 地区診断の結果を伝えたり ､
- 29-
地区で の健康教育を実施する 前に は打合せ を
行っ た りするな どして い た o世帯管理台帳は ､
多面的な情報を経年的に捉えられる こ とを意
図して い た｡
活動事例B- 7 では ､ 引き続き健康推進員を
中心に活動を展開するため ､ 推進員との連絡
を密にとる こ とを重視して い た ｡
活動事例 B-8におい て も引き続き健康推進
員に対する活動を展開 して い た ｡ 推進員との
相互理解をめ ざし ､ 推進員の活動基盤､ 活動
条件を整える こ とを して いた o
2) 活動の積み重ね による保健婦の判断の 内
杏
(1)把握したニ ー ズの 内容
活動を積み重ね るこ とにより ニ ー ズの内容
は変化して いる ことが確認 で きた ｡ すなわ ち ,
生括習慣病予防対策, 特に高血圧 予防の 必要
性及び在宅療養者支援の 必要性の把撞から ,
地域ぐるみで健康づくり を推進する必要性を
見出し､ その 一 手段と して健康推進員の育成
さらに健康推進員情動の活性化をめ ざす必要
がある ことをニ ー ズとして把捉して い た｡
(2)活動方法選択に伴う保健婦の考え
まず､ 実態の把握をして いた ｡ すなわち ､
こ の 地区 の健康問題と
､
して高血圧 の実態を捉
える ため に､ 健診やその 後の 事後フ ォ ロ ー を
行 っ て い た o これは援助 と同時に実施 して い
た もの で あ っ た｡ そして ､ 活動を展開して い
く上で必 要となる関係者が誰 で あるか を判断
し､ そ の 関係者 と連絡を密に とりなが ら連携
を図る ことを重視して いた ｡ 必要な関係者は ､
住民 の健康に関わ る生活全般を考慮して判断
して いた ｡ 活動の過程にお い て は ､ 現在援助
を必要として い る者 へ の 支援とあわせ て ､ 予
防活動を重視して い た｡
2 . 活動の成果の検討 (表3)
1) 活動事例ごとの成果の内容
(1)当事者の変化 ･ 反応
活動事例 B-1 の活動で は , 血圧測定の 二 次
検診に約半数が応じたが ､ これはすなわ ち高
血圧で あ っ て も半数以 上は放置 して い る現状
で ある とい う こ とがわか っ て い た ｡
活動事例 B･2 では ､ 報告の中で検討されて
い る事例に関して 成果が確認 で きた ｡ すなわ
ち､ 保健婦の 訪問によ っ て , 療養者本人がリ
ハ ビリにも積極的で保健指導に も熱心に反応
してお り､ 指導効果が あが っ て いた ｡
活動事例 B13 の活動で は､ 高血圧治療放置
者に対する援助を継続する ことにより , 再受
診 し服薬治療 につ なが る者もお り援助効果が
みられ て い た ｡ また , 塩分摂取に関する住民
の意識が表出された ｡ 訪問途中で相談を受け
るよう にな っ たとい う変化も確認 で きた ｡
活動事例 B-4 では, 検診に つ い て は会場か
ら遠い集落か らの受診が ない ことや みそ汁塩
分濃度測定 へ の参加が少ない という マイナス
面の反応 もあっ たが ､ 家庭看護教室につ いて
は参加者全員から今後の開催希望が出され る
とい う反応もみられた ｡
活動事例 B･5 では , 健康づくり講習会 へ の
中高年齢者の参加 が多くみられ ､ 開催方法に
関して の 要望や健康推進員設置の 要望が 出さ
れる等の 成果がみ られた o
活動事例 B -6 では ､ 地 区で行う健康づ くり
講習会に対 して住民か らの意見が活発に出る
ようにな り ､ 参加数､ 内容ともに充実してく
るという変化が確認 で きた o 健診受診率､ 結
果報告会参加者数も増加がみ られた ｡ 住民自
身が健康問題 を自分の 問題 として とらえ ､ 解
決策を見出そ う とする姿勢がみられるよう に
な っ て い た｡
活動事例 B- 7 にお い て は ､ 健診の受診者数
が増加して お り､ 住民 の健康行動に対する変
化が確認で きた ｡
活動事例 B- 8 におい て は, 健康づく り講習
会等健康教育 へ の 参加者数の増加がみ られ ､
住民の健康行動に対する変化が確認で きたo
(2)住民の変化 ･ 反応
活動事例 B- 5 におい て ､ ｢健康づく り活 動
を地域ぐるみで 推進するため中心 とな っ て活
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経して くれ る人がほしい+ という住民の 要望
に対して健康推進員が誕生するという成果が
あっ たe
他の活動事例で は , 住民の変化
･ 反応は確
認できなか っ た o
(3)地域の資源 ･ 支援体制の反応
･ 変化
活動事例 B-2 から ､ 継続看護につ いて市立
病院医師の理解と協力が得られ るよう になる
という成果が あ っ たと解釈で きた ｡
活動事例 B-4 では ､ 地域組織の役員である
区長や婦人会より相談が持ちかけられ るよう
になる とい う変化が確認で きた｡
活動事例 B-5 では ､ 協力休耕をつ くり活動
を行っ て い た保健所, 市役所､ 農協 , 普及所
の4機関が ､ さらに継続して健康に対する意
識の啓発普及を図るこ とを申し合わせるとい
うことにつ なが っ て い た ｡
活動事例 B-6､ B ･7､ B-8 では ､ 健康推進員
が活動する上で感じる課題が表出されたり ､
推進員が自主的に取り組む姿勢が出てきたり
したことが変化として確認 で きた ｡ また ､ 活
動事例 B-8 では､ 健康推進員を経験 して いる
区長が積極的に協力する という反応もみられ
たo
活動事例 B-1, B -3 で は反応 ･ 変化は確認
で きなか っ た｡
2) 活動の積み重ね による成果の 内容
活動の積み重ねによ り, 当事者 ､ 住民 ､ 地
域の資源 ･ 支援体制のすべ て に成果がみられ
た｡
健診受診者, 健康教育参加者が増加し､ こ
れら保健事業 へ の意見や要望が出され るよう
になり､ 住民自身が健康問題を考え､ 解決策
を見出そ うとする姿勢がみられ るよう にな っ
てい たo また , 住民の 中にキ ー パ ー ソンとな
る人が誕生 した｡ 区長､ 婦人会等 ､ 既存の地
域組織役員が協力者とな り､ 住民の 中から誕
生した健康推進員も協力者とな っ てい っ た｡
医療機関､ 市役所､ 農協 ､ 普及所とい っ た関
係機関との連携､ 協力体制の強化､ 充実とい
う成果 も確認で きた ｡
3 . 保健婦に蓄積された判断の 検討 (表4)
l) 活動事例ごとに蓄積された判断
活動事例 B-1 の活動を通 して ､ 保健婦は ,
高血圧 という健康問題の実態をより明確にし､
住民の意識もあわせて , 今後の 方向性を判断
して い た｡
活動事例 B･2 では , 保健婦は､ 社会資源が
乏しい という地域の実状をふ まえ ､ そ こで自
らが果 たす機能役割を明確にし､ 活 動による
成果から関係者で ある医師の理解や 協力を得
る重要性を認識して い た｡ これらを もとに今
後の 方向性を判断して いた ｡
活動事例 B-3 では , 活動を通 して さらに住
民 の健康の実態を明らか にするとともに､ 成
果より活動を評価し､ 継続した援助の必要性
を実感してい た｡ 加 えて保健婦自身の能力も
査定して い た ｡
活動事例 B- 4 にお いて も､ 高血圧 の実態､
地域住民 との 協力体制の重要性を明らかにし､
今後の方向性を判断して い た｡ その プロ セス
で保健婦としての活動展開の基本を再確認 し
て い た｡
活動事例 B-5では ､住民の意識を明確にし ､
活動の成果か ら関係者の理解協力を得る こと
の 重要性を認識して ､ 今後の方向性を判断し
て い た｡ さらに､ 保健婦の責務を認識 して い
た ｡
活動事例 B-6 では､ 健康推進員に関して は ､
育成上の課題の把握､ 推進員がその 能力を発
揮する可能性や個々 に関わる必要性の認識を
して いた o その他 ､ 世帯管理台帳の有効性と
今後の方向性, 健診に関する今後の方向性､
健康教育 へ の 男性の参加が増えて い る という
健康行動の変化を評価して いた ｡ さら に､ 地
･ 域ぐるみの健康づくりを推進して い くための
保健婦の役割を認識して いた｡
活動事例B･7 では ､ 活動により問題点を把
接し､ 新たにみ えてきた ニ ー ズを判断して い
た｡ また ､ 推進員を対象に行う研修会の 意義,
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推進員活動に よる効果が期待で きる こ とを判
断し , 今後の方向性を見 出して い た o
活動事例 B- 8 では ､ 健康推進員の育成にお
iする問題点を把握し , 推進員に対する保健婦
の役割を認識して い た｡ さ らに推進員育成に
関わる保健婦自身の 能力を査定して い た ｡
2) 活動の積み重ねを通 して蓄積された判断
の内容
検診及びその 事後指導等の活動を通 して ,
住民 の健康問題 , 生活実態 ､ 意識や考え方を
明確にして い た ｡ 活動成果を評価する こ とに
よ り､ 活動方法を検討し今後の方向性を判断
して い た ｡ また , 保健婦活動の基本を振り返
り , 自分自身と照らし合わせ て ､ 保健婦の果
たすべ き役割を明確にして い たo
4 . 活動の成果と保健婦の判断内容との関連
の検討
活動の成果は ､ ①住民 の セル フケアカが高
まる､ ②地域住民 の中に協力者 となる区長､
婦人会等域組織役員や健康推進員の 意識や行
動が高まる, ③関係機関及 び関係者の 理解協
力が高まる ､ の 3点に整理で きた ｡ こ の 成果
に関連した保健婦の 判断は ､ まず ､ 生活習慣
病予 防の ため に高血 圧対策が必要で ある とい
う地区の健康問題に関する ニ ー ズを判断する
もの で あ っ た Q そ して ､ そ の健康問題の実態
を住民の 生活実態との 関連や住民 の意識や考
え方から明確に し, 健康相談や家庭訪問等の
個別の かかわ りを重視 して住民 に働きかける
とい う方法を選択する判断を して いたo
〟. 考察
1) 活動の積み重ね にみ られる保健婦の判断
の特徴
活動を積み 重ねて いく過 程にお い て ､ ｢ ニ ー
ズを把握する判断+｢活動の 実施にあたり活動方
法を選択する判断+｢活動を評価する判断+｢新
たな ニ ー ズを把握する判断+｢今後の 方向性 の
判断+を繰り返していることがあらためて確認でき
たo 8活動事例のうち､ 活 動事例 B-6､ B -7､ B- 8
にお い て記述されて い た健康推進員育成にか
か わる活動に 関して説明すると､ まず これ以前の
活動により､ 地域住民 の健康意識の 高揚を促し
活動 - の 参加 を高めて健 康 の保 持増進 を図る
必要 があるという ニ ー ズ を判断して いた｡ そして
住民 の 要望を捉えて 健康推進員の 育成活動を
実施して い っ たo こ の活 動お い て は推進員個々
と密に連絡をとりあうことを重視して いた｡ そ の結
果 ､ 推進員から出された意見や推進 員が感じて
いる問題を捉えて活動 の評価を行 い ､ 推進員の
行う活動が自主的で積極的な活動になるように
研修会の 充実を図る必要がある等の新たな ニ ー
ズを判断し､ 今後 の 研修会をどのように運 営して
いくかを判断して いることが確認 できたQ
活動 の積み 重ねという観点からみると､ 現時
点で その 活動 をどのように判断するかということ
が ､ それ以 降の 活動 の展 開に関連しており､ 最
終的には住民 の 生活 の質に影響する｡ そ のため､
こ の判断の 内容が重 要 で あると考えられる｡ 文
献1)にお い て ､ 専門職が行う看護は ､ 専門的な
知識と技術をもち ､ 対象の観察､ 判断を行 い ､ そ
の 判断 に基 づ い て計 画された看護技術を提 供
し､ 実践した看護を評価することの できる能力が
必要 であると言われて いるように､ 活動を積み重
ねて いく過程で の 保 健婦 の判断 内容に保健 婦
の能力がかかわると考えられた｡
保健婦が活 動 を積み重ねて いく過 程で判断
して いるもの には､ 活動事例 B･3 にお いて 活動
する上で得た情報を活用する能力や､ 活動事例
B･ 8 にお い て健康推進員個々 の 悩みを吸 い 上
げて対応 方法を見極める能 力に つ い て査定して
いることから確認できたように, 住民 の ニ ー ズや
活動方法等､ 活動そ のもの に直接かかわる判断
だけではなく､ 保健婦自身 の 能力 を判断するも
のもあ っ.た｡ また､ 活動事例 B
-4 にお いて確認
できたように､ 保健婦活動の 原則と自らの活動を
照らし合わせ ､ 活 動の適否を判断するというもの
もあっ たQ この ように保健婦自身に つ い て判断し
て いることも特徴のひとつ であると考える｡
これ は , 保健婦自身 の 内面 にある看護観 ､ 活
動に向かう姿勢や考え方 に影響するもの であり､
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その蘇経緯 の 内面に積み 重ねられるもの である〇
そのため ､ ある活動を､ そ の 対象とする地域で積
み重ねて ､ 住民の 生活を豊かにして いくことに関
わるのみならず ､ そ の 保健婦が関わる他 の地域
や他の活動に お いても､ 活 用されて活動が展開
する｡ それにより､ さらに新たな判断 が積み重ね
られていくもの であると考えられたs
本調査では ､ 保健婦 が業務改善を目的に行う
業務研究の 集録 に掲載されて いる活動報告を
分析対象としたが ､ 業務研 究を行 い報告するこ
と自体が ､ 保健婦自身が自らの 提供するケア の
質を判断するもの であると考えられた｡
2) 地域を単位とした ､ ケアの質の確保 . 向
上にかかわ る看護判断
N 地区における地域ぐるみの 健康づくりをめざ
した活動における成果は ､ ①個々 の住民の セル
フケアカが高まる ､ ②地域住民の 中に協力者
となる区長, 婦人会等域組織役員や健康推進
員の意識や行動が高まる ､ ③関係機関や 関係
者の琴解及び協力が 高まる ､ の3点で あ っ た ｡
すなわち, N 地区における地域ぐるみ の 健康づ
くりをめざした活動 にお い て保健婦が追究して
いるケア の 質は ､ 住民 の セル フ ケ アカを高め
るこ と､ 地域住民 の中の協力者とな る人々 の
意識や行動を高揚させる こと､ 関係機関や 関
係者の 理解及 び協力を高める ことで あると考
えられた ｡
本調査の対象とな っ た活動は , 主 として 予
防的な視点で の保健婦の地区活動を扱っ た も
の であ っ た o しかし ､ 活動事例 B･2か らも確
認で きるように , 当初の活動の もととなっ た
保健婦の 判断には ､ 今現在, 脳血管疾患等の
生活習慣痛が原因で発症し, 在宅で療養して
い る住民 の生活実態を捉え ､ その人 々 の生活
を豊かにするこ とをめざして 行 っ て い た援助
の 中で の判断があると考え られた｡ すなわ ち ､
保健婦は ､ 担当する地域住民 に対して援助を
実施し , その過程で捉えた事実から , 地域に
暮らすあらゆる住民の ニ ー ズを判断し, 住民
が より健康で豊かな生活がで きるこ とを追究
して い る ことが確認で きた ｡
V. 引用文i献
1)井上幸子 , 平山朝子, 金子道子編:看護学大
系6巻看護の 方法[1], 日本看護協会出版会 ,
3, 19 93.
- 33 -
義
弄
e
蟹
翠
咲
ト¢
£
J l
碕
i1
蘇
慎
ii!
J
キu
令
埴J
I;～
常
′ ヽ
b､
窪
壁
塗
1㌃ヽ.
塗
il
†7ノ
羊旨
輿
演
A'l
雇
磐
墨璽毒烹
蓋軍蓋鮎
零ii長tJ -h!
.
% 直
轟 kl
÷ 療
静
富
e
義
弄
蛋
餐
単
壁
I串
′■
>
tJ
ぐ
･#
JJ
AJ
,㌔
e
.y.I
鳩
コ
堤
塗
蝉
桝
4-
嬢
淑
e
替
営
O
撚
ぺJ
駐 ㌣謹賀増 額 求 虻
悲
胡
針
壌
壁
b
n
a;
坐
r
rJ
T
慧召
毒慧
rL 磐
,,′
′ 胡
E
L
K ･
1
1如 J+
望筈
蛸 点 芝地
=＼ ナ名 札
芯 嘩
米車
感貿
> 琶野 4jO''
rl 召夢i ,′り サ B- ′
心 e 芸 磐義 墓f,蛋拳管
舟
+
哲 器悪
､
ヾ
態士
絹望▲ / T 凶召 宙ヒ舟
†や
r
＋
＼′
替
普
～
悩
I,R
餐
単
衰姫
ii
s>T
匪 rLiN.i 童墓室 芸王墓壁 鮮端点宝琶謹 畠誓品責畠潜禦tJ 怠 酪i托鰍唱{f kL{ 2: 軒 g
蔵置
無線
T-ll
l
Fq･
N
I
Fq■
CY)
I
Fq
可l
J'
仁q
- 34 -
ノ ‾ ■ヽ
恥
S
rl
∩
ヽ
_
′
蛋
弄
e
餐
拳
堕
I¢
ぷ
JD
碕
Li
義
潔
ij
J
キu
令
榔
=＼
>
'
rl
堪
翠
e
碕
トP
/
I
∨
替
普
～
梶
I:<
1
幹
S
芸芝
義
壁
.1;｢蚤
壬
蛋
賓
滋
+～
義
磐
l ′ ′
静
′
i/演 追
顧
艇
蛍
忠
T･･+
r } '.〟
り ■穴
遠 出
蒜韓
慕
塗
z =
,1 匪 也
貿芸 JJ
;(堤
+料
'
'
( 質
4, 感 康 蟹
,*
常 ､ヽ a ･
盟 匪 江Ⅰ工
･由
5こ＼
>
で
親 e g
･監
蛋
義
g 匡1⇒
響RtZ 駐
⊥
貢
召 ′ ′
十七 十る 蟹タ
g
餐
草
壁
tや
′
, i
LJ
ぐ
t
Li
AJ
JJ
.㌔
Sl
駐
its
聖経 害皇
冷点轟憲曽
鮮凶荒溢 世虻
佃
∫?･･･ー
胡
4,
懸
翠
管
班
也
z E=巳琳潔 誉 ; >c nT濯 ヱ 鍵
'
'
t(
I
ll
ヰJ
+
捜
慰
策
餐
餐
壁
′ ′ r
/ ′
-
蚕 零
牢牌
LO
I
FQ
く£)
I
CQ
- 35 -
(他
.
rl
∩
)
義
弄
G[
隻
単
塗
r@
忘
JD
碕
il
義
憤
41
J
加
令
軸
=＼
>
＋
n
堪
拳■e
碕
ト申
>
響
普
～
蛸
･てi
蟹
も‾
餐
壁
壁
1n
堂 .
出
蛋
輿
港
吹
秦
怨
曳'･f芸蓋
】ニュー･サ ケ 十 -
'㍗
.〔 il
匡
正砿
∫ ,11 甥
鷲
′
+
軒
管
亙
′
′ ▼{
三 ヽ.
i
ll
り
ト手
車.
露
闇
軸
堤
料
上ま
糖
蓋牽墓
墨壷毒筆
e細部 剖
襲撃増 田
牒 毘 静 坐
O ㊧⑳ A J㊥
撤
+監
e
義
弄
管
餐
壁
壁
トロ
′
>
tJ
O
⊥群
JJ
A)
pP
e
.Vzl
胡
秦
塗
懸
料
キ
餐
親
e
替
守
苦雫
′
′
葦壷
蔓卦
替K 蛾e
営為 凶 軸
0 琵◎環
恕
胡
4,
堪
壁
e
di
也
警鮎
撃慧藍
絹憲
整童
撃重要蓋
金次琳亜
磐 一bi猷 ii
畜 蛍′
層 準
悼 嫌
ii 恕
宕 胡
墓撃曇
孟軍壷虐
塩鰍君 瀬
龍頭恵 e
単 芯 磯 (
0来⑳懸
'
L
K
1
li
起
J
蟹
恕
策
餐
壁
･麿
鎖 il 鴫 r 名品
単 e森 村 ニ tfl
'
芸 繋壌括鞄 l!本 臼 唱蛍tD
'
L4 堪愈
甫零
恕牌
トー ∝)
協議ruii鮎卜 I〔q 仁q
- 36 -
咲
哩
ト申
+i
ii
雇
軽
i!
+
恥
蛋
料
=ヽ
＼′
や
堪
翠
令
穂
tや
○
＼′
守
貿
の
棉
咲
守
!や
Jl
ii
義
磐
ど
討
謹
1
E
C.
T -
蔓
質
ii4_
餐
顔
響
書
串
てJ
芯
''rL計
?,T
･
穴
早
壁
-”
蛋
琴
志
一皿 ユ
也
窪
質
+>!
堤
型 . LT 鮮 ､ 完ヰ ,H3I 単ー1
苧妻
'
1盲
TTi LJ
‡聖堂
警 衰り
撃章
＼
■
墨壷藁
I
エコ
率
填
蝿
蛋
田
也
+
ど
鶴
岳
蝿
b
^
軸
漆
那
過
t
S
J
JJ
=
A
,
.
rl
_
a
- U
ト¢
〟
㌔
lJ
+
幽
虫
L
a
Jl
Z5.
鶴
淋
･β
㍗
也
召
堰
篤
9
o
当
墓藁
墓蔓ポ
聾墓蓋
憲章墓萱
i 鎗
芸聾
壷藍
亡く ′
毒毒Q
蓮重宝
Y lや ii
J サー Aハ
竹島
[T
一穴
哩
搬
e
久J
-a
J
､J
一代
墓室
E=
～
与′■
感 貫 ▼･l1 Ctl m 寸 LD く£)
整斉 l I I I I I[q EZ3 E〕 EQ Er) 【凸
- 37-
咲
唱
トロ
んi
il
雇
班
ど
撃
竣
堪
b
Jl
蔓
卓
空襲
ザ
餐
也
響
普
芸ヨ J , ,
雪妻苦
芋蔓望
-i も■り
墓三曽
義軍董
裏芸義挙
濫凶iiニ
り
'
'n■l + 普;胡 宅
選 萎
fin 掻
一↑ ‾ ヽ ･ ･･ ･ ･
書芸
田 繋
せ 灘
蓋壷
墨墓
重富蓋
垂蓋慧
墓室芸望
上コ
率
填
蝿
e
di
悲
胡
弊
一穴
<
Iや
i <
q
J
､J
,i
>＼
1
ウ
′
ヽ
i
功一
ii
召-
e
馳
ど
′
輩
Lf3
eq
.
JJ
<
l∫〕
O
N
十占
惑
駄
4｢
亡l
辛+
〉¢
裏芸
乍ミ り
酬 芯
等量レ+ 申舟J
蘇
出 5港
華.重
轡
哩
<
m 石4i
o
OO
壁
富 ぐ
む
e 帆
e
常態
軸 .u 叶
､
詔町
･
札
駄
CO
し〔)
亡エ
悼し
ウJT
ヰ一 旬
那 墨蓋
Fr
th
ZI
三島
演
塞
e
軸
飴
嚇 ■
o
悪習
軸
墓
■
壷
要塞蓋
J=蝿
烹警
･
m
地 幽
芸蚕
認慧 ¥雫
紫 繁 一q巳 苧環苧単ii 墾 幽
甫置
軽妙
卜･ ∞
舟点
■男瀞
世 脚 i 思
卜 l
仁〕 CQ
- 38
(
伽
＋
n
n
ヽ
_
′
畔
哩
一や
J{
i1
a
舵
A
+
恥
令
椿J
=ヽ
＼/
◆
n
t*
翠
6;
穂
卜申
レ
守
者
”
僻
那 ･ 地域ぐるみの健康づくりをめざした請勤によ っ て保健婦に蓄捜
された判断の 内容
活動
事腐
保健婦 に蓄積され た判断の 内容
ミ
1
S∴
a -2
検診貴書黒 か らわか っ た こ と
･ 選定者に対する高血 圧 者J)割合がや や上 昇しその 率 の 伸び が若年層に大きい ニ
. 二次検診からみ ても高血圧者の 半数以上 が なお 無治療である･二
･-- 次綾診で 高血 圧 に 属した 中で二 次検診で正 常(無給療) 者は4 5年度 は8
0
/も､ 46年度は13?Jもあっ た rJ
傭 人通知 を出しても受診する者は約半数であっ た1
塙鈴音の 割合が多い 地 区 であるため ､ 高血圧 の 有病率(対人 口) は他地区 より高い ことが想定される
住民の 意識
癌､ 藷按に対する意識 は高 い が､ 脳 卒中予 防･
!j:高血圧 管理 が第 一 であるという意識 はまだ 低い ･⊃
今後の 方向性
1回の 血 圧測定で は 高血 圧と決め つ けることは できないこと､ 若年層にも高血圧 が漸増しつ つ あるということ等から今後の 脳卒中封
策へ の 一 つ の 方針を見出したo
社会嚢漁の乏 しい 地域 におい て 保健婦の果たす権能役割の認識
陳偉観まP TやO Tになりうるもの で はない が､ 現実に社会資源の 乏 しい 田 舎では ､ 不 十分な知識ながら､ 患者 の 社会復帰 の 足 が
か弓として保健婦が働きか けねばならないQ
活動成果より ､ 関 係者の 理解協力を得る重要性の認識
(活動J,lミ展 開できるの は) 地域の 医療機関医師の 保健婦活動 に対する深 い 理解と協力による｡
今 後の方向性
これからは ､ 半身まひ だ けではなく失語 症を伴うものなど未経験な分野も担当しなければならない｡
現在行われ てい る挺読者護が真の 意味で実践され るよう今後とも努力してい きた い｡
ら -3 薩診後の個 別指導に より わか っ たこ と
6 5歳以 上 の 者は治療中の 者が 多く､ 服薬も確実であるが ､ 若年者は 受診を勧めても自覚症状がない の で
一 時服 薬するが 独自の
判断で放置したり､ 服薬が 害になるの で はない かと不安をもち ､ 治療 中断して い る者もあるQ
成果に よる活動 の 評 価
治療放置者 に対して ､ 訪問を重ねて いくうちに ､ 受診し再 び服 薬する者もあり､ 訪問に よる効果 が着実に上が っ てい ることに喜びを
感tL た,.
継続 して 援助する必要性の認識
食事指導は , 一 人 一 人のケ ー ス が今まで の 生 活習慣から薄味の食生活に切り替えて いくまで には 日数がか かり, 本人 の 自覚の 上
に実践が伴うの には 家族全員の 協力と生活 環境 の 改善が 必 要であり､ これか らの 活動の 問題点として引き続きとりあげなげなけれ
ばならない ,A
自 らの能力の 査定
ケ ー スとの コミュ ニ ケ∵ シ ョンをす べ て の 情報としてとらえ､ 活用 する能力には 欠けて い るQ
今後の方向性
きめ細かな計画 のもとに個別 指導を充実して いきた い｡ 活発な地区組織を活用して 婦人会 へ 働きかけ ､ 成人 病の 保健指導や家庭
看護にj3い て知識の 普及 をはかり､ 老人会 - は 脳卒中防止 の た めの 指導を中心に楽 しく話 し合える場を設け ､ 老人を通 して家族
の 俸廉管理をはかり､ 地域 の健康問題解決 の 役割を果たして いきた いら
B-4 検診か らわか っ たこ と
･ 働き盛りの 境界域高血圧 値者に対する高血 圧 予 防が課題
･ 尿蛋 白陽性者11人のうち高血圧 者6 人､ 現在高血圧治療中で正 常血 圧値者2 人B
･ Ht35% 以下 の 者14人 はす べ て4 0歳以上 の 女子 ､うち9人 が農業に従事
今後の方向性
･ 対象の 把握､ 選択を業務量も含めて十分考慮しなけれ ばならない ,J 訪問基準をしっ かり定め る必 要がある白 本当に保健婦 の援
助を必要とするケ ー ス に対 し､ 濃密 に働きか けることが大乱 少数の ケ ー スであっ ても､ その 援助に効果がるとすれ ば ､ 保健簿 の 存
在の 意義が見出せ るの では ない か｡ そ の ため には 保健婦 は地区を十分把握 して い なければならない ら
･ 少数の 部落であっ ても住民の より身近な場所でなけれ ば受診してくれない o
地域住民 との協力体制の 重 要性の認識
健廉相談､ 衛生教育開催 にあた っ ては , 地域 の 区長､ 婦人会員､ 専 門職員(栄養士等)の 協力のもとに行 っ てきたG 地区括動を展
関していくため には ､ その 連携は 欠か せないもの で ､ 今後の 活動に大きく影響するの で はないかと考えると､ 消極的な態度では い
けない と痛感 したら 実際に地区活動に取り組みながら勉強させ られ たら
保健婦活動展開の基本を確認
保健婦が地区を担当して活動する場合 ､ そ の 働きか けは い ろい ろな方法があるが､ その 地区 に対する科学的な地区診断 ､ 的確な
健康問題 の捉 え方をし､ そ れが 全体の そ の 部分に位置して いるの かを理解 し保健婦活動を展開してい かないと､ 保健婦 である自
分自身の 仕事の方向性を見失うの ではない かと思うD
B -5 住民 の意識
徐 身 にで はあるが確実に住民 の 中に健康 に対する羅識 が芽生えて きて いる匂
活動成果より関係者の理解協力を得る重要性の認識
4機関による健康づくり活動がスム ー ズ に行われてきた ことは4機関相互 の 綿密な連携プ レ
ー はもとより､ 既成地区組織の 協力が大
であっ たQ
今後の 方向性
今後, 各家庭ごとの 健康管理をしていくことや情報 の … 元化を図るため世帯管理台帳を作成中であり､ これを活用しで保健婦の 各
家庭に密着 した個別指導の 充実をは か っ て いきた いo
保健婦の 責務の認識
4機碍各々 の かか わりの 中で対人保健サ ー ビス の 重複部分も考えられるが｢あくまでも住民サ イドに立?た活動を+ ということを根底
に(保健婦として) 専門性を生かすた めには より高度な技術と知識を身 に つ けて実施していくことの 必 要性を痛切 に感 じて い る
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表4 地域 ぐるみの健康づ< りをめざした活動によ っ て保健婦に蓄捜された判断の内容 (つ づき)
活動
事伺 保健婦 に蓄積され た判断の 内容
B-6 蛙進員育成上 の課題の把握
推進員が誕生 して間もない ことや 任期が2年と 軌 ､た 軌 推進員自身が健康づく別舌動 へ の 参加 の 意義を十分理解しないうちに役
割を交代する等 の 問題方言ある,. そ の 為か浸透の 仕方 に地域格差が見られて いる｡
推進員の 能力発揮の 可 能性の認識
区長代理 が推進員として 委嘱されるた め住 民からの 信頼は 深くまたリ ー ダ ー 的存在で あることから推進員自身の 能力を発揮す るこ
とは 可能と考えられ るも
推進員個々 にか かわる必要性の認識
今後も推進員が健康づくりの 必 要性を理解し､ 意欲的か つ 自主 的な活動 が展開できるよう､ また任期を終 え健康づくりの 意義を
知っ た人たちが地域 に増え てい き､ 健康づくP)i舌動を盛りた ててくれるよう､ 推進 員を育成していく面 で 推進員個 々 にかかわ っ てい
く必 要性を感じて いる,A
世帯 管理台帳の有効性と今後 の方向性
世帯管理台帳I.a:､ 健康問題 に つ いて個 別から家族単位 - と目をむ けやすく､ 検診未受診者 - の 働きか けを可能 にす る｡ また 俸康
情報と合わせ た生活実態 の 経年的把握 の 中からの 問題点 の 追求ができ､ 活動 の評価 の 資料ともなり､ 幅広く活用 できるとい っ たメ
リットがあるら 今後も関係者 による台帳の 維持管理 の 徹底 に つ と臥 そ こか ら引きだ した保健情報を地区住 民 に還元 すると共 に､ 情
報収集及 び情報管理 シ ス テム め確 立を図 っ て い きた いo
健診に 関する今後の方向性
受診率増加 ､ 結果報告会参加者増加 , 異 常者割合 の 減少､ 健診後に異常の 放置をする者の 減少等が みられ る｡ 反 面 ､ 30- 4 0
代の 比 較的若 い層の 治療中新着が多く､ 異常程度が重い ことも多い ｡ 継続 して健診を受ける者が 少なく､ 定期健診 の 習慣化を図
る働きか けが必 要である,
A
住民の 行動変化の評価
働き盛りの 男性参加 が増えてきて い ることは健廉づくり活動 の 広 がりを示 すもの として重要視 して い るc
保健婦の 役割の認識
地域保健活動は行政と住民 の 共 同 活動と考えるo 保 健 熟ま地域に密着した活動を展開し, 地域ぐるみ の 健康づくりをより推進し
やすい 方向に導く者として､ その 役割の 重さを痛感するが関係者の 協力を得ながら住 民自らの 健康づくり活 動 - と発展させ たい Q
a-7 新たに み えてきた ニ ー ズ
(推遷負債動が)発足当時よりも地域 に浸透しつ つ あるが､ 自主 的か つ 積極的な活動 には 至 っ てい ない ｡ 個 々 の 健康 に対す る認
識 の 違 い ､ 健康観 の 相違と知識 不 足 があるQ 研修会の よりい っ そうの 充 実を図る必 要が ある,.
問題 点の把握
･ 推進員活動を盛り上 げてゆくため の 推進員や地域に対するか か わり方
､
･ 活動を推進 していく上 で の 関係機関の 日 程調整が紫しい
･ 推進員活動の 予 算化
蛙進員の研修会の意義と今後の方向性
推進員 の研修会をより 一 層 の 充実を図る上 で 内容及 び 回数を再検討した い ,
. 単なる学習の 場として の み でなく､ 各 部落の 情報を
提供しあい恵見交換の 場で あると同 時に ､ 日ごろ面 識 の 少ない 人々 の 親睦を深め る等 , 意義が あるG また ､ 地元 医師から地域 の
健康状況などを学習したり､ 保健 婦､ 普及 員､ 栄養士 等 ､ それぞれの 立場からの 情報も得られ ､ 地 区を把握し理 解する上 で重要
である,J
蛙遠島活動の効果の期待
改選が早い ことにより多くの 人 に推進員を経験してもらえる5 将来､ 区長 という地区から信頼を集 めた人 で あることは ､ 今後こ の 活動
を推進して いく上 で非常に大きなカ であるゥ
今後の 方向性
健康推進員制度の 樹 立に 向けてまだまだ多くの 問題 が残され て い るが 一 つ いく住民 に 一 つ 地道な活動 の 積み 重ね により基盤を
固め駄 々 に地区住民 に浸透して いくよう今後も協力体制をとっ てゆか ね ばならない と考える
B -8 間竜点の 把握
･ 健康推進員が保健婦 に求めて い るもの の 相違を身近 に感じたQ
･N地区 に お ける健康づくり蕗勤は ､ 他機 関､ 他職種との連携 のもとにとりくん で5年目であるが ､ 作業を公平 に分担することが 多く､
それぞれ の 専門性 が不 明確になりやす い
健康推進貞に対する保健婦 の投割の奴隷
･ 保健婦が 個々 に推進員にか かわり､ お互 い の 持っ て いる問題点を共有 LJ
'
t
一 緒 に考えることから始 まる｡
･ 健康推進員が保健婦をより身近な存在と感じることにより地区 状況や健康推進員自身 の 悩み を引き出して い ける｡ 特 に健康推進
員交代時は濃密なか かわりが今後の 推進員活動に影響 して いく｡
･ そ の 時々 に 目的をもち健康推進員と連携をとり 一 つ 一 つ を積 み 上げてゆかなければならな いo そ れ は健康推進員の 地区に対す
る視点や取り組み方により､ 年 々 推進員制度の 浸透状況 に変化 がみられ て いることからも重要 であるっ
･ 以前ほとん ど健康に関心 の なか っ た人々 が健康推進員として活動することで ､ 健康 の 大切さ､ 健康づくり活動は どの ように進めら
れて い るか などを知り､ 次期会長となっ ても協力的であり, 短期 間で 多くの 人が 健康推進員を体験できるメリッ トがでて い るQ 任期 に
こだわらず長い 目で みて いく必要 があると思われる
･ 各組織を育成 していくにはあせらず根気よく目的をも っ て かか わっ て いくことが 大切である｡ 多くの ことを要望するの では なく､ まず
何を解決 しなければならない か考え ながら活動してい きた い o.
推進員に対する自らの能力の査定
推進員個 々 の 持っ て いる悩 みを吸い 上げ､ 個 々 で解決できるもの や全体で考えて い かなければならないもの など見きわめ る力を
保健婦として身に つ けるよう絶えず努力して いきた い ｡
墨書
･検診､ 事後指導等の 活動を通して､ 住民の 健康問題 ､ 生活実態 ､ 意識や考え方の 把握
･ 活動成果により活動方法 の検討
･ 保健婦活動の 基本と自分自身 の 照らし合わせ
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事例分析C :地域保健法制定後の 母子保健体制の基盤作りを目的とした活動の
積み重ねにみられ る保健婦の判断
∫. 目的
本報告は , 地 域保健法制定後の 保健所保健
婦の専門的な役割 を模索し なが ら , 母 子 保健
捧御の基盤作 りを 目的 とし て 行わ れ た活動の
積み重ね の 中に み られ る 保健婦の 判断 を明ら
かにする こ と を目的とする ｡
1l. 方法
1 . 調査対象
調査 対象は ､ C 県保健精勤業務研究集録(以
下業務集録 と輸す) に掲載 され て い た活 動の
中で ､ 地 域保健法制定後 の 母 子保健活 動にお
ける保健所保健婦の 専 門的な役割 を検 討 して
表1 活動事例の概要
武 藤 紀 子
い た 6 つ の 活動事例 を選択 した ｡ 表 1 に活 動
事例 の 概要を示 す ｡ 平成 7 年か ら平 成 8 年の
2 年間の T 保健所 の 活動事例 C- 1､ C･2 と ､ I(
保健所の 活動事例 C･ 3､ C･ 4, そ し て 地域保健
法の 施行 に伴 い T保健所 とl(保健所が統合 さ
れ て で きた A 保健所の 平成 9 年か ら平成 1 0
年の 2 年間の括動 事例 C･ 5､ C-6 である ｡
2 . 調査方法
業務集録の 記 載内容 の 読み取 り ､ 調査対象
の活 動事例 に携わ っ た保健婦 3名 へ の 面接聴
敬 , 並び に 当該活動 に関連する 資料収集 に よ
り ､ 調 査項目を調 べ る ｡
辛 保健所 T 保 健 所 K 保 健 所
辛
業務集
軽蔑目
【活動事例 c -1】地域保健法施行 に伴う T 保健所保
健婦活動 に つ い て
【活動事例 c- 3】在 宅重度障害兜を支 える保健婦 の役割
活動 市町村 へ の 支 援事業 の見直 しにより､ 平 成 9年 以 降 在宅重度障害児 及 び母親 へ の 育 児支援 の充実 に向 け ､
成 目 的 の 業務移譲を円 滑に行うため の 平 成 8 年度の活動 保健婦 の役割 に つ い て 母親側 の アン ケ ー ト調 査 に より検
7
辛
方針を明確 にする｡ 討 する｡
活動 ･ 保 健 所保健婦 ･ 士 自 身 の 市町村支援事 業 に つ い 一 平 成 6 年 から開始 した集団機能を有する相談事業 の利
内容 て の 意識を明らか に する 用者 7名 の｢障害 の受容状 況+､ ｢体験 してきたこと+､ ｢将
･ 管 内 全市町村 の 保健 衛生担当課長 ､ 保 健婦 ､ 関 来 へ の 展望J の把握
係敬員 の今後 の 活動 で匝難 であると思われること,
保 健 所に 期待することを明らか にする
･ 保 健 婦活動をまとめる
辛
皮
業務集 【活動事例 c- 2】地 域保健法全面施行後 の母 子 保 【活動事例 c -4】在 宅障害兜を地域 で支え る保健所保健
録題目 健活動 - の 取り組み に つ いて 婦 の 役割
活動 地域保健法体制下 で の 母 子 保健活動 における保健 継続支援 した事例を見直す こ とに より､ 在 宅 障害児を地
内容 所保健婦 の役割を明確 にす る. 域 で支 える保健婦 の役割を検討する｡
活動 ･ 統計 資料 , 保 健婦活動 の現状 から母 子 保健 の 問 ･ 保 健 婦 が 支援する障害児 4 名 の 事例 の中 か ら家族 の
8 内容 題点 ､ 課題 の 整理 意識 ､ 療 育 へ の 取り組 み ､ 保 健 ･ 福 祉 サ ー ビス の 利用拡
年 ･ 管 内各市町村 の次年度実施予定 の母 子 保健事業 大 にもっ とも変化 の見られた1事例 に対する､ 出生 から 5
を保健所 へ の 要望 の把握 歳 7 ケ月 現在 に いたるまでの 支援過程 における保健婦 の
･ 産 婦 人科医 との 周産期 間茸検討会 の 開催
･ 障 害 児親 子 の 集 い の 実施
判断 ､ 支 援内容 ､ 結 果 に つ いて の 事例検討
保健所 A 保 健 所
辛
業務集鼓題目 【活動事例 C- 5】保健商 の機能強化を考え る 一 母 子 保 健事業を通 して -
p活鞄 保健所の専門相談を通した市町村 ･ 関係 機関 へ の 働きか けを振り返り､ 今 後の 管轄地域 における母 子 保健体制
成
9
目的 の基盤 づくりに必要な活動方法 , 地 棟関との連携 のあり方を検討する｡
活動 ー 専 門 相談を通 した市町村 ･ 関 係機 関 へ の 意 図的な働きかけ
年 内容. ･ 管 内市町村 及 び保健所 で実施 して い る母子保健事業の目的 ･ 対 象 の 把握 と両者 の関連 の整理 ､ 母子保健駒
係 の専門相談 の市町村別利用状況 の把握
辛
成
9
1O
業務集魚着目 【活動事例 C- 8】ぜん そく児を地域 で支 える基盤作りにおける保健所保健婦 の役割
活動
目的
ぜんそく児を地域で支える基盤作りにおける保健所保健婦 の役割を明らか にするo
活動 ･ 平 成 9年度管内3市町在住 のぜんそく児 へ の実 態調査 の実施 ､ ぜ んそく講演会開催 . 平成 10年度集 い開催
内容 ･ 実態 調査をもとに ぜん そく講演会 や集 い の 開催 に向け､ ぜ ん そく児 ･ 家 族 ､ 医療機 関 ､ 市 町村, 保育 園 ､ 学校 へ
年 の 働きか け によるぜんそく児を支 える基盤作りの実施
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な お ､ 調 査 実施に あ た り ､ 調 査 対象の 活動
等 例 に携わ っ た 保健婦 に対 し ､ 研 究の 目 的を
説 明し , 研究協力 に つ い て の 同意 を得た ｡
3 . 調査項目
1) 保健婦が把捉 した ニ ー ズ (誰の どん なニ
ー ズで ある か)
2)上 記1)の も と とな っ て い る判 断の 内容 ､
すな わ ち①住民 の 健康 ･ 生活 に 関す る判断
の 内容 ､ ②地 域の 資源 ･ 支援体 制に 関す る
判断の 内容
3) 活動方法､ 及び 活動方法選択 に伴 う考え
4) 活動の 成果 , すな わ ち①当事者 ･ 家族の
&｡
反 応 ･ 変化 ､ ②住民 の 反 応 ･ 変化 ､ ③地域
の 資源 ･ 支援体制の 反 応 ･ 変化
5) 活動を通 して 保健婦 に蓄積 され た 判断の
内容 (活動に対 する 自己 評 価 ､ ニ ー ズ に 関
する新た な 判断の 内容)
4 . 分析方法
業務集録 に掲載され て いる 活動事例 を分析
単位 と し, 複数の 活動事例 の 経年的な 検討 を
活 動の 積み重ね とす る ｡
1) 保健婦の 判断の 検討
(1)活 動事例 ご との 判断の 検討
事例 ごと に ､ 保健婦が把握 し た ニ ー ズ ､
- ズ の も と とな っ て い る判 断の 内容 ､ 活 動方
法選択に伴う 考え に つ い て の 調査 項 目 を整理
す る ｡
(2)活 動の 積み 重ね にみ ら れ る 判 断の 内容 の
検討
(1)で 整理 し た各調 査項 目 を経 時 的 に検 討
し, 活動の 積み重 ね と い う観点か ら見出 され
た保健婦の 判断の 内容 を ､ そ れぞ れ 記述す る o
2) 活動の 成果 の検 討-
(1)事例ごとの 成果の 検討
事例 ごとに , 当事者 ･ 家族 の 反 応 ･ 変化 , 住
民 の 反 応 ･ 変化 ､ 地 域 の 資源 ･ 支援体制 の 反
応 ･ 変化 に つ い て の 調査項 目 を整理す る o
(2)活 動 の 積み重 ね にみ られ る成果 の 検討
(1)で 整 理 し た 各調 査項 目 を 経時 的に 検討
し ､ 活動の 積 み重ね と い う 観点 か ら見 出され
た成果 の 内容 を ､ そ れぞれ 記述す る o
3) 保健婦に蓄積 された判断の 検討
(1)事例ごと の 蓄積され た 判断 の検討
事例 ごと に , 活動 を通 し て 保健婦 に蓄積さ
れ た 判断 の 内 容 に つ い て の 調査項 目 を 整理
する ｡
(2)活 動 の 積 み 重 ね にみ ら れ る蓄 積 され た判
断の 検討
(1)で 整理 し た調 査項 目 を経 時的に検討し ､
活動 の 積み 重 ね とい う観点か ら見 出され た保
健婦に蓄積さ れ た判断の 内容を 記述する ｡
4) 活 動の 成果 と保健婦 の 判断 との 関 連の 検
討
活 動の 成果 ( 当事者 ･ 家族の 反 応 ･ 変化 ､ 住
民 の 反応 ･ 変化 ､ 地域 の 資源 ･ 支援体制 の 反
応 ･ 変化) と保健婦 の 判断 (ニ ー ズ､ ニ ー ズ
の も とと な っ て い る 判断の 内容 ､
､
活動方法選
択 に伴 う考え) 並 び に保健婦 に蓄積され た判
断の 内容 との 関連に つ い て 検討 する ｡
5) 4) の 検討 を通 し ､ 活動 の 積み 重ね にみ
ら れ る保健婦の 判断の 特徴 , 並び に地 域 を
単 位 と した ケ ア の 質 の 確保 ･ 向上 に か か わ
る看護判断 とは何 か を考察す る ｡
結果
1 . 保健婦の 判断
1) 活動事例ご との 判断
(1)保健婦 が把 握 し た ニ ー ズ ､ ニ ー ズ の も と
とな っ て い る判断の 内容
活動事例 C- 1 では ､ 保健婦は保健所の 市町
村支援活 動に つ い て 大幅な見直 しの 必要性を
ニ ー ズ と して 把撞 して い た o ニ ー ズ の 判断の
も と には ､ 管 内の 市町村の 規模や 保健婦数か
らみ た市町村支援 の 必 要性が 高い と い う 地域
資源 に対する判 断が あ っ た ｡ そ して そ れ ら の
管 内の 状況 を踏 ま え ､ 地 域保健法 の 制定 に伴
う体制の 大 き な変化 を見据え ､ 自分た ち 自身
の 役割 を見直す必要が ある とい う保健所保健
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表2 地域保健法制定後 の母 子保健体制 の基盤作 りを目的と した 活動にみ られる保健婦の 判 断
･･ 保健婦が把握 ニ
ー ズの もととなっ て い る判 断 の 内 容 活動方法 ･ 活 動方法選択 に伴う考 え
.事例 した ニ
ー ズ 住 民 の 健康 ▲ 生 活 地域 の資源 ･ 支援 体制
‡
C･1
I
i
辛
i
呈
i
i
喜
t
i
I
･ 保 健 所 の ･ J小 規 模町 村 が 多く､ ･ 地 域廃健法 の制 定 に伴 い ､ 保 健 所市 町村 そ れぞれ の 役
市 町 村 支 市 町 村 保健 婦
･ 士 の 割が大きく変化して いく状況 にあるo これまでのr手伝 い的な
援活動 に つ 数 や 保 健 婦 . 士 経 験 支援+で は 地域保健 法 で 示 され て いる｢強化+に はならない
い て 大幅 な が少なく､ 市 町 村支援 の で ､ 保健 所 として 何をしたらよ い か 考 えるため ､ 保 健 所保
見直 しが必 の必要性が高 い 健婦自身 へ の アン ケ
ー ト調 査実施
要 ･ 地 域 保 健 法 の 制定 ･ r現 実を見 て考 える+とい う考えのもと全市町村 に出向 い て
･ 市 町 村 事
業の充実
に伴 い保健所保健婦 .
士 自 身 の 市町村支援
に おける役割 を見直
す必要がある
担当者 に直接会 い ア ン ケ ー ト調 査実施
C-2
蔓
･ 地域 保 健 ･ 周 産 期 死 亡 が ･ 平 成 9 年 度 よ り母 子 ･ 地 域 保健法全面施行 の機会を活 か して , 管轄 地域 におけ
法体制化 で 他 地 域 に 比 べ 保 健 事 業 の 多くが 市 る母 子 保健 の問題 . 課 題 を統計資料 及 び保健婦活動 の現
の管内の 母 高率だっ た 町村 へ 移 譲される. 管 状 から整 理 ､ 管 内 市町村 にお ける母 子 保健事 業と保健 所
子 保 健 事 ･ 対 象 者数 の JJ> 轄 内 9市 町 村 の 内 ､ へ の 要 望把握
業の充実 なさと地 理 的 条 小 規模町村等保健活 ･ 前 年 度実施 した 市町村保健婦 へ の ア ン ケ
ー トより､ 平 成 8
･ 障 害 児 の 件 か ら､ 障 害 児 動推進事 業 の 対象が 年度｢障害児 の集団療育指導事 業Jを緊急 の 課題 として 実
集 団 療 育 が 集 団 療 育 指 6 町村 ､ 過 疎 地域 等 施
指導 の場 の 導を受 け られな 保健 婦等設置促進事 ･ 統 計 資料 の整 理 か ら把握された周産期 死 亡 が他地域 に
確保 い問題がある 業 の対象が1村 で ある 比 べ 高率 であるという問題 点 に つ い て 産婦人科医 との 周産
･ 周 産 期 死
亡 率 の 低下
･ 障 害 児 の 集 団療育
指導 に つ いて ､ 各 町村
で は 対象数が少なく実
施 できず ､ 他 で実施 し
て い ても遠方 で通 えな
いなどの問題がある
期問題検討会譲 の開催
C･3 ･ 在 宅 重 度 ･ 集 団相 談事業 社会資源が乏しい(管 ･ 母 親 へ のア ン ケ ー トか ら､ ①障害の受容 の実態を明 らか に
障害児 と家 を通 し ､ 障 害 児 轄 内 総 合 病 院 1 箇 し､ 介 入 方法を振り返り､ 保健 婦 の介入 の時期 ･ 役割 を考 え
族が持 つ ニ を育 て て い く過 所 ､ 小 児 科1箇所) る､ ②体験 の 内容 から療育 して いく過程 で の 相談 ニ ー ズを
- ズ の 明 確 程 に は 様 々な相 明らか に し､ 保 健 婦活動 の評価 と今後 の方 向性を考 える､
化 談 ニ ー ズ ､ 特 に ③将来 の 展望を明 らか に し. この 地 域 に おけ る障害児療育
･ 養 育 者 の 障害 の 受容 につ の た め の 受 け 皿 つ くりの 具体化 の 一 助 とする ､ 家 族 調整 の
障害受容 い て は ニ ー ズ が 重要性 の見直 しに つ なげる､ 保 健婦 の コ ー ディネ ー ト也 能 の
･ 地 域 の 在 あるが ､ 利 用 者 中身を明らか にする
宅 重 度 障 全 員 に対 し ､ き ･ 児の 成長を共有 し､ 気 持ちの 整理ができるように利用者全
害児を支 え
る受 け皿 づ
くり
ちん とは把握 で
きて いない
数 に 対し訪 問に よりア ンケ - ト調 査を実施
C-i ･ 障 害 児 と ･ 障 害 の 告知 時 ･ 個別 支援 の 重要 性 が確認 できたの で ､ 保 健 婦が支援を行
家族 が ､ い 期 ､ 受 容 に か か っ た 時 の 思 い や 活動 による効果 の広がりをまとめ ､ 在 宅 障
く つ も の 課 っ た 期 間 は 幅が 害児を地域 で支 える保健所保健婦 の役 割 の明確 にするた
題を乗り越 あり､ ｢なぜ ? 自 め ､ 保 健 婦が支援する障害児 4名 の 中から家族 の意識 ､ 療
え な がら ､ 分 の せ い ? +と 育 へ の 取 り組 み ､ 保 健 ･ 福 祉 サ ー ビス の 利 用拡大 に最も変
生活を続 け い う感 情を多く 化 の見られた出生時 から5歳 7ケ月 現在 まで継続支 援 して
られる
･ 障 害 児 を
地域 で 支 え
る た め の ネ
ツトワ ー ク作
り
感じて い る
･
一 番 辛 い こ と
は ､ 育 児 が常時
母だけで孤立感
と育児負担が継
続 して い ること､
生 命 危 機 の 体
験があっ た
･ 困 っ た こ と は
個 々 様 々 で あ
り､ 支援として は
保育 の場や楽 し
め るリ ハ ビリなど
様 々なサ ー ビ ス
資 源 - の 要 望
がある
いる事例 に つ いて ､ 事 例 検討を実施
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表2(つ づき)
活動
事例
保健婦が把握
した ニ ー ズ･
ニ ー ズ の もととなっ て いる判 断 の内容 活動方法 ･ 活動 方法選択 に伴う考え
住民 の健康 . 生 活 地域 の 資源 ･ 支 援 体制
C-5 ･ 保 健 所 専 ･ 障 害 をもつ こ ど ･ 管 内 に 専 門的 療 育 ･ 市 町 村 に 保健所 の専 門相談を理 解 してもらうことで ､ 住 民
門相談を通 もの ため の 総 合 機関がな い へ の 周 知 や 対象者 の 選定 へ の 協 力が得られ , 保健 所の サ
し た 市 町 相 談 窓 口 へ の ･ 各種 健診 後 の フォ ロ - ビス が 充実するという考え の もと､ 市 町 村 に 対 し①相談結
村 ･ 関 係 棲 強 い 要望がある - として 保護者 へ の 専 果を確 実 に報告 し､ 方 針 を共有 c ②相談 - の 積 極的な参加
関 へ の 働 き ･ 市 町 村 の 保健 門的 助言 ､ 医 療機 関 呼びか け｡ ③保健 所母 子 保健事業 一 覧 を作成 し配 布 c ④管
か け に よ る 掃 から留 介され へ の ル ー ト作 りをにな 内保健婦 ･ 士 研修会 で伝達講習と資料提供
管内地域 の て 来所するケ - う相 談事 業が市 町 村 ･ 専 門 相談 の実 施 には特 に学校保健 との 連携を意識的 に
母 子 保 健 ス が多い から求 められ て いる 実施 o D 町 で養護教諭 との 連絡会時 に事業を紹介 o 教育関
体制 の基 盤 係者 の 助言 で管 内中学校 に パ ン フ レットを配 布 o 専 門 相談
作り が学校 関係者 の相談窓 口 に なれることを紹介 o 相談結果を
･ 保 健 所 専 家族 の 了 解 の 元 ､ 担 任 ､ 養 護教諭 に伝達
門相談 の周 ･ 思 春 期相談 に向 けて ､ 教 育 関係者 ､ 医 師 ､ 児 童 相談所を
知及 び他期 含 めた専 門職種 が管内思春期問題を共有 し連携を図れる
間 との 連 携 ように ､ 保健 所保健福祉 サ ー ビス 調 整推進会議を活用 o 担
J強 化 当 の 精神科医 ､ 臨 床心理 士 と児童相 談所 にも助言を受 け
ることで 思春期専門相談 の事業充実 に つ なげる
･ こ ども相談は ､ 市 町村保健婦 r 士 や 保 育園保母等との連
携 の場 として活用 ｡
･ 保 健 所 内で ､ 相 談 結 果を疾病対策課 に 回覧 により情報を
共有 し､ 小 児 慢性特 定疾患申請窓 口 で事業を紹介
C･6 ･ ぜん そく児 ･ 管 内 は 思春 期 ･ 病 院 は ぜ ん そく児 及 < 平成9年度 >
の 状 態 改 に な っ て も ぜ ん び家族 に とっ て 治療 の ･ ぜ ん そく児 の療養 生活 の.現状 や問題 点 ､ ニ ー ス
ー
を明 らか に
善 ､ 児 及 び そくが改 善 しな みならず ､ 療 養生活や するた め ､ 管 内3市町在住 のぜん そく児 へ の 小 児慢性特定
家族がぜ ん いケ ー ス が多く､ 発 作 時 の 対応な ど の 疾患 の申請時面接を活 用 した 実態調査 の実施 ､ 保 健婦 ･ 士
そく に 対 し 特 に 改 善 しな い 勉強 の場となっ てい る だけでなく他 の職種 の職員も事業 に関わる
正 し い 認識 ケ ー ス は 保 護者 ･ 保 育 園 で の ぜ ん そく ･ 必要 なケ ー ス へ の 家庭訪問
をもつ ことに がぜ ん そ くに 対 児 の 実 態 が 未把 握 ､ ･ 医 師 に 地域 で の ぜ ん そく児 の実態を伝え､ 保 健所 の 活動
よる ､ 自 己 する誤 っ た 認識 集 い や 講 演会 へ の 参
l
を理 解 してもらうため ､ 事例 検討 及 び麗し合 いを実施
管 理能力 の を持 っ て い るこ と 加がない ･ 養 護 教諭を対象 にぜん そく児 の実態調査 の報告 及 び ､ 保
向上 カ.
{多 い ･ 学 校 で は 発作を起 こ 健所 の活動を伝 え ､ 学葡 の 状 況 の 把握 及 び情報交換を目
･ 患 者 家族 l･ 昨 年 度 ア ン ケ したり, 発 作 の 要 因 と 的 に 話 し合 い を実施
会 の開催 - トよL)､ 就 学 前 なる事項もある｡ また ･ 保 育 園 ､ 市 町 村 に 対 し瑞息教室 - の 参 加勧奨
･ 病 院 ､ 保 に発症する人 が ぜ ん そく児 に とっ て ､ < 平成 10年度 >
育 国 関 係 90% と高 い 割 合 最も身近な存在 は 学 ･ 家 族 y 氏 ､ s 氏 に 対 する主体性を育 てる関わりの実施 ｡ y
機 関 ､ 学 校 に なっ て い る 校 である 氏 と T 小学校を訪問する
関 係 機 関 ･ 家 族 同 士 の 交 一 保 健 所保健福祉 サ ー ビス 調整推進会譲 で 医師 ､ 看 護婦 ､
等 に保健所 読会がない 養護教諭 とで 病院 ･ 学校 ･ 地域 に おい て ぜん そく児の 自 己管
の活動 やぜ 理能力を高める対応 の仕方 ､ 各 機関が担う役割 に つ い て情
ん そく児 の 報交換 しながら検討 , 集 いの 運営方法 に つ い て検討
実 態 に つ い y 集 い や 講演会 に参 加 してもらうため に は保育園 の勤務体
て 理解を得 制や保 母 の意識を探る必要があるという考 え か ら保育園長
て ぜ ん そ く 会議 に出席 o 園長会 議 に出席す るため ､ 市 福祉課 にぜんそ
児 へ の 対 応 く児 に対する事業説明 と会 議出席 のため の 方法 に つ いて 話
の 質を高 め し合 い を実施 . 保 育 園 で の 実態 が未 把握なため保育園実
る ｡ 保 健 所 腰調査 のための ア ン ケ ー ト実 施
と学校 保健 ･ 学 校 がぜんそく児 の 問題を主体 的 に捉 えられるように関わ
の連携が深 るo そ の た め に は教育委員会 の 理 解 と協 力が欠かせ ない ｡
ま る よ うな また ､ 養護教 諭だけでなく校長 や 一 般 の 教諭 にぜ んそく児
関わりが必 の状況や‾疾患 に つ い て 理解 してもらうことが必要 . 養護教諭
要 部会 に て 昨年 の課 題を討議 c 養 護教諭 に アン ケ ー ト実 施 ｡ K
市 教育委 員会と話 し合 い o 今 まで の 経過 や課題となっ て い
ることを説 明 し､ 集 い の 出席 や教 諭 の集 い ･ 講 演 会 へ の 出
席を依頼 . T 小学校 へ 軍旗 の Y 氏 と訪問 し実態を把握
婦自身に対す る判断が あ っ た ｡
活動事例 C-2 では ､ 地域保健法体制下 で の
管 内の 母子保健事業の 充実 と障害児 の 集団 療
育の 場の 確保 , 及 び周産期死 亡 の 低下 を ニ ー
ズと して 把接 して い た . ニ ー ズ の 判断の もと
に は , 翌平成 9 年度 よ り母子 保健事業の 多く
が 市町村 へ 移譲 さ れ る とい う 体制 の 変化 ､ 及
び 管内市町村 に適応 され て い る推進事業の 数
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からみた市町村支援 の 必 要性が 高い と い う 地
域の 安房削こ対する 判断が あ っ た o また ､ 障害
兄の集団療育指導が 各町 村では対 象人 数が 少
ないため実施 で きず , 他で 実施し て い て も遠
方で通 えな い とい う地 域資源の 問題 を通 して
把握した障害児の 持 つ 問題を判断 して い た ｡
活動事例 C- 3 でi･ま, 在宅重度障害児 と家族
が持つ ニ ー ズの 明確化 ､ 養育者の 障害 の 受容 ､
地域の 在宅重度障害児を支え る受 け皿 づ く り
をニ ー ズと して 把握し て い た o ニ ー ズ の 判断
のも とにiま､ 平成 6 年か ら開始 した 集団機能
を有する相談事業を通 し て , 障害児を育 て て
いく過程には相談 ニ ー ズ ､ 特に障害 の 受容 に
つ いて は ニ ー ズが あ るが ､ 利用者 全員 に対 し
てきちん とした 把握が で きて い な い とい う 判
断があ っ た o また ､ 地 域の 資源 に つ い て ､ 社
会資源が 乏しい とい う判断が あ っ た ｡
活動事例 C- A では , 障害児 と家族が い く つ
もの課題を乗 り越 えなが ら ､ 生活 を続 けら れ
る こと ､ そ の た め の 障害児 を地域 で 支え る た
めのネ ッ トワ ー ク作 り を ニ ー ズと して 把握 し
て いた o ニ ー ズ の 判断の もと には , 前年度実
施した ア ン ケ ー トか ら得 られ た 障害児 とそ の
家族の 実態 ､ すなわ ち ､ ｢障害の 告知時期 , 受
容に かか っ た期 間は 幅が あ り ､ 『なぜ ? 自分
のせ い ?』 と い う感情 を多く感 じ て い る ｡ +､
｢ 一 番辛い こ とは ､ 育児 が常時母 だけ で孤 立
感と育児負担が継続 して い る+､ ｢困 っ た こ と
は個々 様々 で あ り ､ 支援 として は保育の 場や
楽しめる リハ ビリな ど様 々 なサ ー ビ ス 資源 へ
の要望があ る+ な どの 判断が あっ た ｡
活動事例 C･ 5 で は ､ 保健所専門相談を通 し
た市町村 ･ 関係機関 へ の 働 きか けに よる管 内
地域の 母子 保健体制の 基盤作 りと ､ そ の た め
の保健所専門相談 の 周知及び他機 関との 連携
強化を ニ ー ズ とし て 判断 して い た ｡ ニ ー ズ の
判断の も とには ､ 障害を も つ こ ども の た め の
総合相談窓口 ヘ の 強 い 要望 と ､ 専 門相談 には
市町村の 保健婦か ら紹介され て 来所する ケ ー
ス が多い とい う 判断が あ り ､ また管内 に専門
的療育機関 がな い と い う判断が あ っ た c
活動事例 C- 6 では , ぜ んそ く児 の 状態改善､
児 及 び 家族 が ぜ ん そ く に対 し正 し い 認識 を
も つ こ と によ る 自己管理 能力の 向上 ､ 患者家
族会の 開催 ､ 病院 ･ 保育園 関係機関 ｡ 学校 関
係機 関等 に ぜ ん そ く 児の 実態 や 保健所 の 活
動 に つ い て 理 解 を得 て ぜ ん そ く 児 へ の 対 応
の 質を高め る ､ 保健所 と学校保健 の連携が 深
ま る よ う な 関 わ り の 必 要 性 を ニ ー ズ と し て
把握 して い た o ニ ー ズ の 判断の も と には ､ 管
内 は思 春期 に な っ て も ぜ ん そ く が 改善 し な
い ケ ー ス が 多く , 特 に改善 しな い ケ ー ス は 保
護者が ぜ ん そ く に 対 す る 誤 っ た 認識 を持 っ
て い る こ とが 多い こ とや ､ 就学前に発症する
人が 90 % と高い 割合で あ る こ と , 家族 同士 の
交流会 が な い と い っ た 当 事者 に 対 す る判 断
が あ っ た ｡ また , 地域 の 資源 に対する判断 と
し て ､ 病院はぜ んそ く児及 び家族 に と っ て 治
療の み な ら ず療養 生 活や 発作時 の 対応な ど
の勉 強の 場 とな っ て い る こ と ､ 保育園 で の ぜ
ん そ く 児 の 実態が 未 把握 で あ り集 い や 講演
会 へ の 参加が な い こ と , 学校 で は 発作 を起 こ
し た り ､ 発作 の 要因 とな る事項が ある こ と ､
ぜんそ く児 に と っ て , 最 も身近な存在は学校
で あ る とい っ た判断があっ た ｡
(2) 活動方法選択に伴う考 え
活動事例 C- 1 で は ､ 地域保健法の 制定 に伴
い 自分達の 活動を振 り返り ､ こ れ ま で の 市町
村支援活動 に対する ｢手 伝い 的な支援+ だら
た と い う 自己評価が あ っ た ｡ そ し て 保健所の
役割 を考 え直すた め , 市町村支援事業に つ い
て保健所保健婦の 意識を , ア ン ケ ー トに より
自問自答し て 調 査す る方法を用 い て い た ｡ さ
ら に ､ 直接的な 支援 の 対象で あ る市町村 に対
して は ､ ｢現実をみ て 考え る+とい う考 えの も
と全市町村 に出向い て担 当者に 直接会い ､ ア
ン ケ ー ト調査 を実施する方法を用 い て いた ｡
活動事例 C･2 で は , 地域保健法全面施行 に
伴う大き な体制の 変化の 機会を暗か して ､ 管
内地 域 にお ける母子 保健の 問題 ･ 課題を統計
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資料及 び保健婦活 動の 現状か ら整理 し ､ 管 内
市町村 に怠 け る 母 子 保健事業 と保健所 ヘ の 要
望 を把握す る 方法 を用 い て い た o また ､ 前年
度実施 した市町 村保健 婦 ･ 担 当者 へ の ア ン ケ
ー トより ､ 障害児の 集 団 療育指導事業 の 実施
が緊急の 課題 で あ る と判断 し ､ ｢親子 の 集 い+
を 開催 して い た ｡ さ ら に ､ 統 計資料 の 整理 か
ら周 産期死 亡 が 他地 域 に 比 べ 高率 で ある と い
う 問題点を捉え ､ 産婦 人科 医 と の 周 産期間題
検討会議を 開催 して い た ｡
活 動事例 C-3 では , 一 つ 目 に障害の 受容の
実童 を明 らか にし ､ 介入 方 法を振 り返 り ､ 保
健婦の 介入 の 時期 ･ 役割 を考 え る , 二 つ 目 に
体験の 内容か ら 療育 し て い く過程 で の 相談 ニ
ー ズを 明らか に し ､ 保健婦活 動 の 評価 と今後
の 方向性を 考え る , 三 つ 目 に将来の 展 望を 明
らか にし , こ の 地 域 にお ける障害児療育の た
め の 受け皿 つ く り を具体化す る , 家族調 整の
重要性の 見直し に つ な げる ､ 保健婦の コ ー デ
ィ ネ ー ト機能の 中身 を明 らか にする , とい う
考え の も と平成 6 年か ら実施 した 集団相談事
業利用者全数に対 しア ン ケ ー ト調 査を実 施し
て い た ｡ ま た ア ン ケ ー ト調 査 の 実施方法 とし
て ､ 児の 成長 を共有 し ､ 気持 ちの 整理 が で き
る よ う に , 利用 者全数 に対 し家庭訪問を行う
とい う 手段 を選択 して い た ｡
活 動事例 C-4 では , 前年度実施し た ア ン ケ
- トか ら個別支援の 重 要性 が確 認 で き た の で ,
保健婦が 支援 を行 っ た 時 の 思 い や 括動に よ る
効果 の 広が り を ま と め ､ 在宅障 害児を 地域 で
支え る保健所保健婦の 役割 の 明 確 にす る とい
う 考え の も と ､ 保健婦が 支援する 障害児 4名
の 中か ら家族の 意識 ､ 療育 へ の 取 り組 み ､ 保
健 ･ 福祉サ ー ビ ス の 利用拓大 に最 も変化 の 見
られ た事例を 選択 し て ､ 事例検 討 を実施 して
い た ｡
括執事例 C･ 5 では ､ 市町村 に保健所の 専門
相夢を理 解して も らう こ と で ､ 住民 ヘ の 周知
や対象者 の 選定 へ の 協 力が得 られ ､ 保健所の
サ ー ビ ス が 充実す る と い う考 え の も と ､ 市町
村に 対 し ー つ 目 に相談結果 を確実 に報告し ､
方針 を共 有する , 二 つ 目 に相談 へ の 積極的な
参加 を呼び か け る ､ 三 つ 目 に保健所母 子 保健
事業 一 覧 を作成 し配布す る , 四 つ 目 に管内保
健婦 ･ 士 研修 会で 伝達講習 と資料の 提供を実
施し て い た ｡ ま た ､ 特 に学校保健 との 連携を
意義的 に実施 し , 養護教諭 との 連絡会時 に事
業を紹介する ､ 教育 関係者の 助言 で管内中学
校にパ ン フ レ ッ トを配布する ､ 専 門相談 が学
校関係者の 相 談窓口 にな れ る こ とを紹介する､
家族 の 了解 の 元 ､ 担任や 養護教諭 に相談結果
を伝達する な どを実施 した ｡ 思 春期相談に向
け て は ､ 教育 関係者 ､ 医 師 ､ 児童相談所 を含
めた 専門職種が 管 内の 思 春期問題 を共有し連
携 を図れ る よう に ､ 保健所保健福祉サ ー ビス
調 整推進会議 を活 用 し ､ こ ども相談は 市町村
保健婦 ･ 士 や 保 育園 保母 等 との 連携 の 場 とし
て 活用 した ｡
活動事例 C-6 で は ､ まず平成9年度 には ､
ぜ んそ く 児の 療養 生活 の 現状や 問題点 ､
ズを明ら か にす る た め , 管 内3市町在住 の ぜ
ん そ く児 へ 小 児慢 性特 定疾 患 の 申請時 面接
を活 用 した実態 調査 を実施 した ｡ こ れ に は保
健婦 だけ で な く 他 の 職 種の 職員 も 関わ っ た ｡
医師や 養 護教 諭 に 地域 で の ぜ ん そ く 児 の 実
態 を伝え ､ 医 師 とは 保健所 の 活 動 を理解 して
もら う た め 事例検討 及び 話 し合 い を実施 し ､
養護教諭 とは保健所 の 活動 を伝え ､ 学校 の 状
況 の 把握 及 び 情報 交換 を 目 的 に 話 し合 い を
実施 した ｡ 保育 園 , 市町村 に対 し て は噛息教
室 へ の 参加 を勧奨 した o
平成1 0年度 には , 家族 に対す る主体性を
育て る 関わ り を実施 した ｡ 保健所保健福祉サ
ー ビス 調 整推進会議で は医師､ 看護婦､ 養護
教諭とで 病院 ･ 学校 ･ 地 域にお い て ぜ んそ く
児の 自己管理 能力 を高め る対応 の 仕方や 各機
関が担 う役割 ､ 集 い の 運 営方法 に つ い て 検討
した ｡ ま た ､ 保育園 関係者に集 い や 講演会 に
参加 して もらう た め には 保育園 の 勤務体制や
保母 の 意識 を探 る必要が あ る とい う 考え か ら
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保育園長会議 に 出席 し ､ さ ら に園 長会議 に 出
蕗する ため , 事 前に市福祉課 と話 し合 い を実
施し､ ぜ んそ く児 に対 する事業説明 と会議出
席のた めの 方法に つ い て検討 した ｡ 保育園 で
の実態が未把握な た め保育園実態調査 の ア ン
ケ ー トを実施 した o 学校 に対 して は ､ 学校が
ぜんそく 児の 問題 を主 体的に捉え られ るよ う
にな る こ と を意図し ､ そ の た 捌 こは教育委員
会の理解と協力が 欠 か せ な い ､ 養護教諭だ け
でなく校長や 一 般 の 教諭 にぜ んそ く児 の 状況
や疾患に つ い て 理 解 し て もらう こ とが必要 で
ある とい う考え の も と , Ⅹ 市教育委員会 と話
し合い ､ 今 まで の 経過 や 課題 とな っ て い る こ
とを説明 し ､ 集 い の 出席や 教諭の 集 い ･ 講演会
へ の出席を依頼 した ｡ 養護教諭部会に て 昨年
の課題を討議 し ､ 養護教諭に ア ン ケ ー ト実施
した o そ し て 当事者 で あ るぜ んそ く児 の 家族
と小学校を訪問し実態を把握 した ｡
2) 活動の 積み重 ね にみ られ る判断の 内容
(1) 把捉し た ニ ー ズ ､ ニ ー ズ の も と とな っ て
い る 判断の 内容
活動事例 C- 1 と活 動事例 C- 2 を積み重 ね に
おいて は ､ まず ､ 地 域保健法 の 制定に伴 う休
耕の大きな変化 を見据 え ､ 自分た ち 自身の 役
割を見直す必要が あ る と い う保健所保健 婦自
身に対す る判断が あ っ た ｡ そ し て C- 1 の 活 動
を経て ､ 地域保健法体制下 で の 管 内の 母 子 保
健事業の 充実 へ と活 動の 目的を焦点化 し て い
た｡ さ ら に ､ 活 動 事例 C･ 2 では ､ 障害児の 集
団療育の 場の 確保や 周産期死 亡 の 低下の 必要
性､ すなわ ち健康 問題 を持 つ 当事者 の ニ - ズ
を判断して い た ｡
活動事例 C･3 と活動事例 C- 4 を積み 重 ねる
ことによ り在宅重度障害児とそ の 家族 の ニ ー
ズ の捉え方が , い く つ もの 課題 を乗り越えな
がら生活を続 けられ る よう にする と ､ よ り対
象者の 立場に立ち ､ 個 々 の 持つ 問題の 多様性
や困難さな ど全 体像を包括 した 内容に変化 し
て い た ｡ さ ら に ､ 地域 で の 支援体制に つ い て
活動 事例 C- 3 では ｢受 け皿+ と して い る の に
対 し ､ 活 動事例 C- 4 では ｢ネ ッ トワ ー ク+ に
変化 して い た o すな わ ち , - 方向性の 支援 で
は な く , 当事者を も含め た双 方向性の 協働 に
よる地 域の 支援体制づ く り へ と ニ ー ズ が変化
し て い た ｡ そ の も と とな っ て い る判断は , 荏
宅重度障害児 と家族個々 に対す る生活 上 の 困
寒さや 辛さ な ど ､ 生活実態や気持ち ･ 考 えの
詳細な 判断が あ っ た ｡
活 動事例 C- 1 と C-2､ 活動事例 C- 3 と C･4
を統合 して 積み 重ね る こ と によ り ､ 活動事例
C1 5 では ､ 地 域保健法体制下 にお ける保健所
の 役割 と して ､ 専門相談を通 した 管内地 域の
母 子保健体 制の 基盤作り ､ 保健所専門相談の
周知及び他機関と の 連携強化を ニ ー ズと して
判断して い た｡ こ の もと とな っ て い る判断は ､
活動事例 C- 1, C-2 を積み重ね て 得られ た｢各
種健診後の フ ォ ロ ー と して 保護者 ヘ の 専門 的
助言､ 医療機関 ヘ の ル ー ト作り を になう相談
事業が 市町村か ら 求め られ て い る+ とい う 判
断と ､ 活動事例 C･3, C- 4 を積み重ね て得ら
れ た ｢障害を も つ こ ど もの ため の 総合相談窓
口 ヘ の 強 い 要望が あ る+ ｢支援ネ ッ トワ ー ク
の 充実が 必 要+ とい う 判断が あ っ た ｡ そ して
活動事例 C-5 と平行して 取 り組まれ て い た活
動事例 C- 6 では , 地域保健法体制下 にな り新
た に捉 えた ぜ んそ く児 と家族の 健康問 題解決
を目指 した 支援体制の 基盤作 り に関する ニ ー
ズを判断し て い た ｡
(2) 活 動方法選択に伴う考え
活動事例 C-1 と活動事例 C･ 2 の積み 重ね に
お い て は ､ まず自分たち自身の 活動を振り返
る とい う方法 と ､ 地域の 資源 で ある市町村 の
持 つ ニ ー ズを現地 に出向い て 直接捉 え る とい
う方法を選択 して い た Q 次い で , 原則 的な統
計資料の 整理 と要望の 把握を重ね て い た｡ そ
して ､ それ らの 活動の 中 で 捉え た住民 の 具体
的な ニ ー ズに対し て はす ぐに活動 を実施し て
い た ｡
活動事例 C1 3と活動事例 C- 4 の 積み 重ね に
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お い て は ､ まずは ､ 障害児 と家族が 持 つ ニ ー
ズを明確 に する 方法 を選択 し ､ そ の 手 段 とし
て 対象者が 気持ち を振 り返 る機会 とな る こ と
を意図し ､ 単な る調 査 で はな く援助 と して の
意味を重 視 して い た o そ し て , 対象者 の 変化
した実態か ら保健婦 の 支援 の 有効性 を見出 し ,
在宅障害児 を地域 で 支 える 保健所保健 婦の 役
割 の 明確 にする た め ､ 自 ら支援 を行 っ た 時の
思 い ､ すな わ ち 意図や 判断 を 明確 にする 事例
検 討の 方法 を選択 して い た ｡
活動事例 C- 1 と C-2､ 活 動事例 C-3 と C-4
を統 合した 活 動事例 C･5 で は , 保健所 と して
求め られ て い る と判断 した 専 門相談 に つ い て ､
関係機関 に相談そ の も の の 理 解 を得 る こ とや
当事者 の 持 つ 問題を共 有す る こ と を重 視 した
活 動を行 っ て お り ､ そ の 手段 と して 保健所保
健福祉サ ー ビス 調整会議 を活用 す る方法を 用
い て い た ｡ こ の 活 動は ､ 活動事例 C- 4 で事例
検 討を行 っ た 事例に対 し保健婦が 行 っ て い た
活 動方法 で あ っ た ｡ 活動事例 C- 6 でも平 成 9
年度は 同様 の 活 動方法 を用 い て い た が , 平成
1 0年に は , 各関係機 関が 主 体 的に 問題 に関わ
れ るよう にする とい う こ とを 明確 に意図 して
い た ｡ さら に , ｢保育園 の 勤務体制や 保母の 意
識 を探 る必要が あ る+ や ｢教育委員会 の 理 解
と協力が 欠か せ な い ｡ 養護教諭だ けで な く 校
長 や 一 般 の 教 諭 に 理 解 し て も ら う こ とが 必
要+ と ､ 関係機関の 実 垂に即 して ､ 関係機関
の 誰 に関わ る必要が あ る の か とい う判 断の も
とに ､ よ り意図的な活 動 を行 っ て い た ｡
2 . 活動の成果 の検討
1) 事例ご との 成果
(1)当事者･ 家族 の 反応 ･ 変化
活動事例 C-2 と活動事例 C- 3C-4 は保健所
が 異な るた め対象 は異な るが ､ と も に障害児
と家 族 に活 動 の 成果 が み られ た ｡ 活動 事例
c- 2 では交流 の 場の 確保 が あり ､活 動事例 C･3
で は前向きな 療育姿勢 へ の 変化 ､ 仲間同士支
え合おう とい う 意識 の 芽 生 え , 情報 の 獲得 に
よる 育児 全般 の 判断力の 向上 , 合併症 の 防止 ､
及び 介護 負担 の 軽減が 成果 とし て み られ た｡
また , 活動事例 C- 4 の事例検討 の 対象と して
い た 事例に は , 育児 ･ 受療に 関す る不安 の軽
減 , 必要なサ ー ビ ス 情報の 獲得 ､ 主 治医 との
医療面以外 の 不 安 を も受 け止めて もら え る関
係の 構築 ､ 管外サ ー ビ ス の 利用 の 実現 ､ 自主
的 ･ 主体 的な 療育姿勢 ､ 地域 の 他 の 在宅重度
障害児の 支 え手 と して の 役割 の 発揮 とい う変
化の 過程が成果 と して み られ た ｡
活 動事例 C- 5 では ､ 事業の 周知 を図 っ た学
校 へ の 関わ り に よ り , 養護教諭や パ ン フ レ ッ
トを通 じて 思 春期専門相談の 利用 に つ な が っ
た中学生 と家族が い た ｡ 活動事例 C-6 では ､
ぜん そ く児 と家族 の講 演会の 参加者が 増加し ､
講演会に よ り新 たな知識 を獲得 し た とい う反
応が み ら れた ｡ そ して ､ ぜ ん そ く児の 家族が
交流の 場を協 力し て 運営する よ う にな る と い
う主体 的な 取り組み へ の 変化が み られた ｡
(2)地域の 資源 ･ 支援体制の 反 応 ･ 変化
活動事例 C-4 では ､ 在宅 重 度障害児の 抱え
る 問題の 共有 に よ る医 療機関 ･ 専 門施設 同士
の 情報交換の 円滑化 , 管 内の 枠 を越 えた 専門
施設 の 利用範 囲の 拡大 , 新た な 療育施設の 仮
設置 , 医 療機 関 の 医師 の 保健所事 業 へ の 協力
が事例 へ の 支援 を とお し て 地 域の 資源 ･ 支援
体制の 変化 と してみ られ た ｡
活動事例 C- 5 及び c-6 で は ､ 医 療機関 (医
師 ･ 看護婦), 保育園 ( 保母)､ 学校 ( 養護教
諭 ､ 校長 ､ 教育委員会) ら に , 当 事者 へ の対
応の 必要性を 認 識す る ､ 関係者自身の 対応や
機関の 環境 に対 する 問題 を認識する ､ そ れ ぞ
れ の 機 関と連携する こ との 重 要性 を認 識する ､
各機 関で 改善で きる こ とに つ い て 積極的 に取
り組ん で い く と い う姿勢の 変化が 成果 として
み ら れた ｡
2) 活動の 積み 重ね にみ られ る成果
活 動事例 C- 1､ C-2､ 及び c･3､ C- 4 の積み
重ね で は ､ 当事者で ある 障害児 と家族に 成果
がみ られ ､ 特 に活 動事例 C-4 では ､ 不安 の 軽
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表3 地域保健法制定後の 母子 保健体制の基盤作 りを目的とした活動によ る成果
活 動 に よ る 成 果
t 当事者 ･ 家 族 の 反 応 ･ 変化 地 域資源 ･ 支 援体制 の 反 応 ･ 変 化
ぎc･1
iC･望 ･ 障害 児 の 集団療育指導 の場として 実施 した 親 子 の 集い が
卜
ic･3
菓子 の 交涜 の壕 になっ て い る
･ 専 門 医に よる摂食相談 で 呼 吸暴 障害 の防 止 や 介護負担
i
I
｢
I
i
I
L
I
I
i
J
き
の軽減が図れた
･ 保 健 ･ 医 療
･ 福 祉 面 の 情報が 入り､ 育 児 全般 に判断力が
つ いてきた
･ 集 団支援の 導入 に よりr自分 の 子 だけ+という考 えがなくな
i)前向きに頑罷 ろうとの考 えが で てきた
･ 自 分自身 の知 っ て いることで ､ 他 の 人 に 役立 つ ことはない
かという考 えるようになっ た
i
･ 訪 問 面 接調査 により母親 が 自分 の気持 ちを整理する機
i
i
育
会となり､ 前 向きな姿勢 に つ ながっ た
･ 保健 所 で相談 の場作りをした ことは ､ 育 児 の 面 で 役立 っ た
と母親が評価
C-4 ･ 育 児､ 受療 に関する不 安軽減 ･ 主 治 医 ､ 管 内 の 福祉担当者 が在宅重度障害児 の抱 える
･ 必要 なサ ー ビス の 情 報が提供され た 問題を共有 し. 情 報 交換がしやすくなる o 適 所 ･ 通 学 の 必
･ 主治 医が医療面 以 外 の 不安も受 け 止 め てくれ る ようにな 要性を専門機関が理解 した
つ た ･ 事例 の 問題を共有した ことか ら､ 主 治 医の 保健所事業 へ
･ 相 談 窓 口 が明確 になり､ 母 子入園 に つ ながっ た ｡ 母 子 入 の 参加 に つ ながっ た
園で受容され気持ちが安定 してきて ､ 自 主 性 が 見え 始 め た
･ 管外の 施設 の利用が可能 になっ た
･ グル ー プ相 談 に 呼 ん で ほ しい 先 生 の 情 報を提供するよう
になる､ 地 区 の 子 供会 に参加する
r 母親 が自分の役割を認識 し自信を持 つ ようになっ た
･ グル ー プでリ ー ダ ー 的役 割を認識する､ グ ル ー プの 連絡係
を担う
し
･ 地域 で の情報提供者 として認識する
･ グル ー プ活 動が継続 , 同 じ問題を持 つ 仲間 との 交涜 に力
づ けられる
･ 仮 マ ザ ー ズ の 開催
C･5 ･ 思 春期問題検討会実施後 ､ 養 護教諭を通 じて 子 ども相談 ･ 思 春 期問題検討会実施後 ､ 養 護教諭 か ら子 ども相談 へ
を利用 したケ ー ス がある 紹介ケ ー ス が あり､ 養護教諭 にとっ て 活用 できる相談資源
･ 管 内 中学校 に 配 布 したパ ン フ レットを全 戸 配 布 した学校が が できた
あり､ それが きっ か けで 相談r= つなが っ たケ ー ス がある ･ 養 護 教諭 や学級担任との情報 交換や課題 の共有ができ
た
C-6 ･ H 9曝 息講演会 に中学生 2 名を含む 65 名が参加 ､ 学校 ･ H 9ぜ ん そく講演会 に市町保健婦 ､ 福 祉関係者が参加
を通 した通知 に より参加者が増加 <医療棟関 >
･r瑞 息発作 は複 数 の原 因 に よっ て起 こることがわか っ た ､ ｡ 医師 が ぜん そく児と家族 の不安を理解 した
掃除の仕方がわか っ た+という意見が寄 せられたo ･ ぜん そく党 , 家族 同士 の交充を活発 に し情報量をふ や す
･ 家族 が不安 に思 っ て いるこ とをぜんそく教室 にお い て 医師 こと､ 体験 学習 は重要 であることで意見が 一 致 した ｡
の講 演 内 容 に 取 り入 れてもらえた ･ 医師 が学校 との 連携 の 重要さや親たちの 心 理 状態を受
･ 情報 交換 の場として 集 いの 継続を望む意見が出された け入れるこ との 大切さを明確 に認識 した
･ Y 氏 は 環境改善 の主体は家族や学校 にあることを認識 し ･ 看 護 婦は看 護婦 の か か わりの不足を自覚 し､ ぜ んそく児 ‾
今後集 い の 運営 に つ い て協 力し合うこ ととなっ た を支援する発言 が得られた
･S 氏 は虚弱児施設 の 保母 で ､ 今 後親 同 士 の 交流会 に協 <保育園>
力してもらうことに なっ た ･ 保 母 が発件児 の対応 につ い て知 りた いと意見を出した
･ 集 い に保母 1名が参 加 し. 保 育 園 で の ぜん そく兜 へ の 閤
わりが必要という意見を出 した
<学校>
･ 養護教諭 から､ 学校 にじゆうたん が敷 かれて い る現状を､
状 況を改善 のため の 医師 や 行政 へ の 働きか け たい という
意見が出たo また､ 直 接 家族 の声を聞くこ とで , 今 後 家庭
訪問 や 状 況 の 把撮 , 一 般教 諭 へ の 啓 発 に 取り組 ん で いき
た いという意見が多く出た
･ 校 長から環境改善に取り組みたいという発言 がある
･ 教 育委員会 に革動 に つ い て 理解が得られ ､
一 般 の 教 諭
が講演会 に出られるように配 慮すると理解を得た ｡ 教育委
最会が集 い に 参加 ｡ ぜ んそく児 に つ い て前向きに取り組 み
た い ､.じゆうたんをすぐに 取り替える
こ とは ､ 予 算 面で できな
いが改修 の時 にはがすようにするという意見がでた
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漉か ら主 体的な問 題解決行動 ､ さ ら に は 同 じ
障害児 と家族 の グル ー プの 中 で リ ー ダ ー 役割
の 発揮 へ と成果 が広が っ て い た o また ､ 一 事
例 に対応 した 支援 を とお し て 地 域 の 資源 ･ 支
援体 制 に 変 化が み られ て い た が ､ 活 動 事例
C- 1 C-2 と C- 3C- 4 を統合 して 積み 重ね た活動
事例 c-5 と活動事例 C･ 6 の 積み 重 ね で は ､ 医
療機園や 学校な どの 関 係者 自身の 主体 的な 問
題 へ の 取り 組み へ と変化 が み られ , 成果が 発
展して い っ た ｡
3 . 保健婦 に蓄積 され た判断の 検討
1) 事例ご との蓄積 され た判断
活動事例 C- 1か ら は , 保健所 と市町村 が互
い に自立する こ とが 地 域保健法 に対応 した活
動展開 に必要で あ る こ と ､ 管内市町村 の も つ
母子 保健事 業の 移譲や マ ン パ ワ ー 不 足 の 問題
に対 す る支援 の 必要性 ､ 障害児の 集 団療育指
導 につ い て の 広域的な 取 り組み の 必 要性 ､ 情
報収集 ･ 提供が 保健所 の 役割 と し て 求 め られ
て い る こ とが判断と し て蓄積 され て い た ｡
活動事例 C- 2 か ら は ､ 周 産期死 亡 が 高 い こ
と の 原因を探る た め行 っ た産婦人 科 との 会議
を通 し, 産婦人科 医 と の 認識 の 違 い や連携の
必 要性を判断 して い た ｡ また ､ 保健所保健婦
自身の ハ イ リ ス ク妊婦 ヘ の 関わ りや 低体重 出
生 児や障害児に対す る訪問活 動 ､ 障害児の 親
子 の 集い の 内容に対す る自己評価 か ら問題点
を 認識 し今後の 活動 の 方向性 を判断 して い た ｡
管内市町村か ら ､ 小 規模町 村 で は対象者数の
少な さや 専門性の 高 さか ら対応が困難 な こ と
に つ い て 保健所 で の 広域的な 嗣 整や 専門的な
相談事業の 強化が 求め られ て い る こ とを 判断
して い た ｡
活動事例 C- 3か ら は ､ 重度障害児の 在宅療
養支援にお ける ｢で き るだ け早期か ら 一 緒に
考え る姿勢 で 関わ る+ 個別支援 の 重要性 と医
療機関との 連携の 必 要性 , 集団 支援の 在宅重
度障害児の 療育生活 の 継続 にお ける効 果が確
認 さ れ て い た o そ し て ｢障害児の た め の 専 門
的な総合相談窓 口 ､ 健常児 と交流で き る保育
場面 ､ 療育施設 の 設置+ な どの 在宅重 度障害
児と家族の 要 望が判断 と し て 蓄積 され て い たc
さ ら にそ れ ら を も と に , 障害児 の 療育や 生活
の 全体像 を捉 え ニ - ズ を明確 にす る こ と ､ 地
区診断に基 づ く必 要な 社会資源 の 診断 ､ 社会
資源の 活用 や 地域 へ の 啓蒙活 動が 必要で ある
こ とを判断と し て 蓄積 して い た ｡
活動事例 C- 4 か らは , 障害児 と家族 へ の支
援 にお い て ､ ｢重 度障害児 の 養 育者 が 障害を
受容す る には ､ 育児や 受療の 不安が 軽減で き ､
療育 の ニ ー ズが満 た され る こ とが き っ か けに
な る こ と+, ｢障害 の 受容 を確認 し ､ 養育者が
主体的に 療育 に取 り組め るよ う に支援 して い
く こ とが必 要 で あ る+､ ｢重 度障害児の 在宅療
養継続 に は医 療機関 , 専門機 関 と の 連携 が必
要で ､ 児 に必 要な情報 を養育者自身が選 択で
きる よう に支援する こ とが重 要 で ある+ とい
う こ と を事例検討か ら確 認 して い た ｡ そ の 上
で保健婦 は障害が あ っ て も地 域 で よ り 良い 生
活 を送 るた め の 関係機 関 との 支援 ネ ッ トワ ー
ク を ､ 事例を 通 して 構築す る こ とが必 要 で あ
る こ とや ､ 事例の こ - ズ を 引 き出す窓 口 とな
りう る関係機 関 と保健所 の 保健婦が どう 連携
しネッ ト ワ ー ク を充実 させ て い く かが 今後の
課題で あ る こ とを判断 とし て 蓄積 して い た ｡
活 動事例 C- 5 か ら は ､ ｢学童か ら思 春期に
か けて ､ 医 療 , 福祉 , 学校 ､ 保健 とい う 多分
野 と連携 を と る こ と によ る幅広 い 母 子 保健活
動 の 展開 が 可能 ､ 専門相談を通 して 互 い の 機
関を結び付ける機能が 発揮 で き る+, ｢治 療中′
で も日常 生活や 予 後 に つ い て不 安 を抱え る 家
族が 多い+､ ｢保健所の 専門サ ー ビス の実 施に
は市町村 の 基本 的サ ー ビス の 実施が 不可 欠で
あり ､ 市 町村 の 事業内容や保健婦の 思 い まで
詳細 に捉 え る必要が ある+ とい う こ とが判断
として 蓄積され て い た ｡
活動事例 C･6 か らは ､ ぜんそ く児 と家族の
交流の 場 へ の 要望 を捉 え て い た｡ そ して ､ 地
域 でぜん そ く児 を支え る基盤づく りにお い て
- 50 -
表4 地域保健法制定後の母 子保健体制の 基盤作り を目 的と した 活動 によ っ て保健婦に蓄積 された 判断
滞動⊆
保 健 婦 に 蓄 積 さ れ た 判 断 の 内 容
r
j
盲c
-ll:･ 保健 所と市 町 村がお互 い に自 立 す るこ とで ､ 地 域 保健法 に対応 した活動が展開 できる
･ 障害 児 の 集団慮育指導 に つ い て ､ 各 町 村単位 で は 対象数が少なく､ 他 で 実施して い ても遠方 で通 えないなどの問題があ
. り､ 広域 的な取り組 み の 必要性がある
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… の連携で保健指導を実施 して いない という問題点を認 凱 今後は病診連携も含めた体制作りが必要
ぎ ･ 低体 重党 ･ 障 害児は訪 問を通 して 得たデ ー タの 分析が不 十分 であり､ そ の ため 訪問活動 が個 々 の ケ ー ス ヘ の 保 健指導
にとどまり､ 周産 期 死 亡 や 低体重児 ･ 障害児 の予防活動 に つ なげられて いない 現状がある
･ 障害 児の 親 子 の 集 い は 集団療育 の場 として は 不 十分 であり+今後 の方向性が定まっ て いない という問題点を認識 Q 児 -
売 の療育支援 と保護者間 の情報交換 の場 ､ 在 宅看護 に関する相談 の場 として 充実させ て いくこ とが必要 ｡ 将 来 的 に は市町
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･管内の 出生 数が少ない ことから母親 同 士 や 子 供 の 交涜 の場がない という声が多く聞 かれるようになっ て いるo 核 家族化
が進ん でおL)､ 母 子 の 孤立化が問題 となっ てい る
･ 妊産婦 ､ 新 生 児訪問指導実施 に つ い て地域助産婦 の高齢化や町村保健婦数 の 不 足に より厳 しい 状 況 がある
C13 ･ 個別 支 援に つ い て は ､ できるだ け 早期 から 一 緒 に 考 える姿勢 で関わることが重要 で ､ その ため に は 医療機関との連携が
必要o 今後も情報 の 一 元 化 や 保健 所保健福祉サ ー ビス 調 整会議等を活用 したス ム ー ズな連絡体制づくりの継続 が 必要 o
一 母親 の み に 関わる の で は なく､ 家族 と繰り返 し関わる ことで 家族内で協力し合 える姿勢 - 導くことが 必要
･ 集団支援 の導入 は 療育生活 の継続支援 にとっ て 効 果的
･ 障害畢の家族 は管内 に専門的療育機 関がない中 で ､ 児 の 状態 に応 じたケア 方法 の専 門的指導が受 け られる場 , 総 合
相談窓 口を薄く望 ん で い た. また､ 健 常 児 との 交涜 できる保育場面 や 療育施設設置を希望 して おり､ 関係機関 へ 情 報提
供し､ 設 置 に 向け て関係者間で検討するこ とが 必要
･ 障害 児 の 療育 の全体像を捉え ニ ー ズを明確 にする こと､ 地 区 診断 に基 づく必要な社会 資源 の診断 ､ 社 会 資源 の活用 ､
地域 へ の啓 蒙活動が必要である
C･4 ･ 障害 児を持 つ 母親 へ 障 害 に 対応 した具 体的な育児技術 の 支援 ､ 気持ちの整 理 ができるような支援 ､ 主 治医 に母親 の不
安が伝わるような支援をするこ とが ､ 母 親 の 不 安を軽減 し育児 の継続 に つ なが ることを確認 ｡ 問 題を予測 し､ 家 族 の 不 安
の 軽減 に努め ､ 育児 が継続 できるような支援をすることが必要
･ 保健 婦が各機関 の役割や相談窓 口を整理 し､ 母 親 の ニ ー ズを引き出し本児 に必要な情報を母親自身が選択 できるよう
に支援することで 戸惑 いが軽減される こ とを確認 o 保健婦 は必要な情報を提供 し療育継続 へ の 支 援をしていく必要がある
･ 育児 や受診 の 不 安が軽減でき､ 療 育 の ニ ー ズが 満たされることが母親が障害を受容 できるきっ か けに なる ことがわ か っ
たo 受容 の ため に は､ 主 治 医や 専門機関 ､ 保 健婦 の か かわりが重要 であるこ とを確認 o 保 健婦 は障害 の受容を確認 し､ 母
親が主体的に療育 に取り組めるように支援 して いくことが必要
一 保健 婦 は 事例を中心 としながら関係機関 との ネットワ ー ク作りや ニ ー ズ に 合 っ たサ ー ビ ス を提供 し､ 障害 があっ ても地域
でより良い生活を送るため の 支援ネtjトワ ー クを､ 事 例を通 して構築することが必要
･ 事例 の ニ ー ズを引 き出す窓 口 となる関係機関を保健所保健婦が連携 し､ ネットワ ー クを充実させ て いくことが今後 の課題
C･5 ･ 学童 から思春期 の 間 は保健所 の密度 が 薄 いと思われ るが他分野と連携をとるこ とで幅広 い 母 子保健活動が展開できる
･ 専門 相談を通して ､ 医療 ､ 福祉 ､ 学 校 ､ 保健 という多分野の機関を互 いに 結び付ける機能が発揮できる
･ 治療 中でもEl常生活や予後 に つ い て 不 安を抱 える家族が いる､ 特 に ア レル ギ ー 相 談 で は 治療 中でも食事 面 や 日 常生
■活､ 予 後 に つ い て不安を抱える家族が多 い ことがわか っ た
･ 保健 所 の 専門的 サ ー ビス の 実施 には . 市 町 村 の 基本的 サ - ビス の 充 実 が 不可欠であり､ 今 後 の 専門相談 のあり方を考
える時 は ､ 市 町村 o)実施 して いる事業内容 ､ 市 町村保健婦 ･ 士 の 思 い ･ 考 え や 要望等まで詳細 に捉え ておくことが必要 .
4 市町 村間 で互 い に参考 に したり情報 交換 できるように管内の情報を収集 ･ 提 供 して いくことが 大切
C16 ･ 対象考が家族 同 士 の 交涜を望ん で い る｡ 集 い に 参加 した父母は今因 っ てい ることがあり､ 問題を改善 したい という積極的
な人たちである､ 発 作が頻回な就学前 の情報が少ない時期 に､ 交流 会があれば精神的な支え になるというニ ー ズがある
･ 市町 村 や 保育園 に事業計画を説明 し､ 協 力や情報を得ながら実施 して い く必要がある
･ 養護 教諭だけで なく校長や 一 般 の 教諭 にぜ んそく児の状況 や疾患 につ い て 理解してもらう必要があるc 保 健所 と学校保
健との連携が深まるようなか か わりが必要
ぜ んそく治療中核病院医師 の考え ､ 教 諭 へ の 出 席依頼 の方法 , 学 校 で の ぜん そく児 の対応 ､ 問 題がわか っ た
･ 基盤 づくりに は ､ 課 題 に つ い て関係機関自身が問題視するこ とが大切 o そのため ､ 情 報 の 共有化 に向 けて ､ ぜん そく児家
族の声を聞く場や話 しあう場を設 け ､ 課 題を表出させ ､ 解 決 方法を見出せ るようなかかわL)が必要
･ 小 児 慢性特定疾患の 申請 に保健婦 ･ 士 が関わることに よりぜ んそく児 の全体傾向をつ か む ことが で き､ 今 後も個別面接
を大切 に し､ ニ ー ス
'
を捉え る機会としたり､ 支 援 の 場として 活用する
t 保 健 婦 ･ 士 だ けでなく他 の職種 の職員も事業 に関わるで成果が上 がっ て い るo 保 健 所 の専門性を活用し. 事 業を評価 し
なが ら活動を地域 に定着化させ る役割がある
- 51 -
｢関係機関 へ の 事業説明 ､ 協力や 情報を得 る
こ と の 必 要性 ､ 特に誰 , ど こ に説 明 する こ と
が重 要 で ある か の 判断+, ｢基盤づ く り に は ,
課題 に つ い て 関 係機関自身が 問題視する こ と
が 大切で あ り ､ そ の た め , 情報の 共 有化 に向
けて ､ 当事者 の 声を聞く 場や 話 しあ う場 を設
け ､ 課題 を表出させ ､ 解決方法を 見出せ る よ
う な か かわ り が必要+と判断 を蓄積 して い た ｡
さ ら に保健所 自 身の 活 動 の 自己評価 と して
｢保健所 の 日 常業務の 中 で 個別面接が で き る
機会を ニ ー ズの 把握 ､ 支援 の 場 と して 活 用 す
る こ とが大切+､ ｢保健所 の 専門性を活用 し ､
保健婦 ･ 士 だ け で な く他 の 職種 の 職 員 と協力
して 事業 に取 り組み ､ 評価 しな が ら活動 を地
域に定着化さ せ る役割が あ る+ と判断を蓄積
して い た ｡
2) 括 動の 積み 重ね にみ られ る蓄積さ れ た判
断
活 動事例 C- 1 と C- 2 の積み 重ね にお い て は ､
活動 方針 と し て保鹿所 と市町村が 互 い に 自立
す る こ と が必 要で あ る こ とを地域保健法体 制
下 で の 活動方針 と して 確認 し, そ の 上 で ､ 保
健所 の 役割 と して は小 規模町村 で は対象者数
の 少な さや 専門性の 高 さ か ら対応が 困発な こ
とに つ n て保健所で の 広域 的な調 整や 専門 的
な相談事業の 強化が求 め ら れ て い る こ と を判
断し て い た o そ し て活動体 制の 方針 を模索す
る 中で も障害 児の 集団療育の 場の 確保や 周 産
期死 亡 率の 高 さな ど具体的な 健康 問題 ､
ズの 判断を して活動を 開始 し て い た ｡
活 動事例 C- 3と C- 4 の積み 重ね にお い て は ､
重度障害児 と家族 へ の 支援 におも1て , で き る
だ け早期か ら 一 緒 に考 え る姿勢で 関わ る個別
支援の 重要性 を まず確認 し ､ 障害 の 受容 は 当
事者 の ニ ー ズが満 たさ･ れ る こ とに よ り もた ら
され ､ 障害 の 受容が確認 で き て か ら ､ 主体 的
に療育 に取り組 める よ う に支援す る こ とが 必
要であ る とい う こ とを 判断 と して 明確 に意識
化 して い た ｡ そ し て 在宅療養を継続す るた め
の 地域資源 の 連携 に よ る 支援体制の 必要 性を
確認 し て お り ､ そ の 構 築に は事例 を通 した働
きか けが 有効 で ある こ とを確認 して い た ｡
活動事例 C- 1 と C-2, 活 動事例 C- 3 と C-4
を統合し た活動事例 C- 5 では ､ 医療 ､ 福祉､
学校 ､ 保健 と い う 多分野 と連携 を とる こ とに
よる 幅広 い 母 子 保健活 動の 展開が 可 能で ある
とい う判断 を積 み重ね ､ 保健所 の 役割と して
求め られ て い る専門相談を 通 して 互 い の 機関
を結び付 け る機能が 発揮 で き る こ と を確認 し
て い た ｡ そ し て , 活 動事例 C- 6 で は , 連携を
図る 上 で よ り実践的な 方法に 関す る判断 ､ す
な わ ち｢関係機関 へ の 協 力や 情報を得 る上 で ､
特 に誰 ､ ど こ に説明す る こ とが 重 要で あ るか+,
｢基盤 づ く り に は ､ 課 題 に つ い て 関係機 関自
身が 問題視す る こ とが 大切 で あ り ､ そ の ため
情報の 共有化 に 向け､ 当事者の 声を 聞く 場や
話 しあ う場 を設 け ､ 課 題 を表出させ 解決方法
を見 出せ る よ う なか か わ りが 必 要で ある+ と
い う 判断を積 み重 ね て い た ｡ そ して , 地 域保
健法体制下 にお ける保健所自身の 活動 に つ い
て も他課 と協 力す る こ と の 必要性を確認 して
い た ｡
4 活動 の 成果 と保健婦 と の 判断との 関連
活動事例 C･ 1 及 び c-2 では ､ 地域保健法施
行 に よ る保健行 政の 大幅な 機構改革を ､ 自ら
の 活 動 を見直す 機会 と して 積極的 に捉 えて お
り , 活 動方法 と して 直接 的な支援活動の 対象
で あ る市町村全 て の 担 当者 に会 い , 実態や 要
望 を捉 え て い た ｡ そ れ によ り ､ 市町 村住 民の
具体的な ニ ー ズ を捉え ､ 障害児 とそ の 家族 の
交流の 場 が確保 され て い た o ま た , 統計資料
か ら現 状の 問題点 ･ 課題の 分析 を加 える こ と
に よ り ､ 新 たに周産期 の 母子 の 問題 を捉 え ､
そ こ か ら管 内医療機関 と連絡 して 対応 して い
く こ との 必要性 に つ い て 共通認識 が得 られ て
nf= .
活動事例 C- 3 及 び c-4 で は ､ 出生直後か ら
一 緒 に考 え る姿 勢 で 保健 婦 ･ 士 が頻 回 に継続
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して関わ り , 養育者の 抱 える 問題や ニ
ー ズを
明確にし て 支援 した こ と ､ 及 び障害の 受容 の
状況の 判断 に基づ く主 体性を促す支援 に よ り ､
出生直後の 不安の 軽減か ら ､ 医療機関と の 関
孫構築､ 管外サ
ー ビ ス 利用 の 実現 ､ 障害受容 ､
地域の他 の 在宅障害児 へ の 支え手 とし て の 役
部発揮まで の 成果が 得 られ て い た Q そ して ､
地域 へ の 波及効果 を狙 っ て ､ 事例 を通 して 在
宅重度障害児の 抱 える 問題 を共有す る こ とに
より､ 地域資源の 利用 範囲の拡大 ､ 関係機関
同士 の情報交換 の 円滑化 ､ 医療機 関医師の 保
健所事業協力 , 新た な療育施設 の 仮設 置の 成
果が得られ て い た ｡ ま た ､ ニ ー ズ把握 , 事業
改善 ･ 向上 の た め に , 利用者全数 に対す る訪
間調査の 手 段を選択 し て お り , 単な る 評査 だ
けで はなく ､ 調 査を通 し て対象が 気持 ち の 整
理をし前向きな 姿勢 を持 つ 援助 と して の 成果
が得られ て い た ｡
活動の振 り返り ､ 事例検討 によ り ､ 保健婦
活動として 重 要なこ との 確認 とい う保健婦僻
の認識の 蓄積 を得 て い た ｡
活動事例 C- 5及 び c- 6 では ､ 当事者 の 身近
な存在で あ る学校 に対 し事業を 周知 した り ､
協力を得た りす る働き か け によ り ､ ニ ー ズを
持っ て い る当事者 へ の サ ー ビ ス の 周 知が 図ら
れ 利用 に つ なが っ て い た ｡ また ､ 個 々 へ の
面接から詳細に捉え た ニ ー ズを 関係接閑と共
有した こ と によ っ て ､ 提供するサ ー ビ ス の 内
容がより 当事者 の ニ ー ズに合 っ た もの と な り ,
当事者の ニ ー ズが満た され 当事者自身の 主 体
的な問題解決 へ と変化があ っ た ｡
活動事例 C･ 3､ C- 4 に より 関係機関と の 連
携による成果 を確認 した こ とか ら ､ 保健婦が
関係機関と協力 して 問題 に取 り組む 必 要性の
判断を蓄積し ､ さら に活 動事例 C･6 で ､ 具体
的に誰 ､ ど こ に協力 を求め る こ とが大事 で あ
るかを判断を積み重ね , 主体的 に取り組め る
ような働 きか けを行 っ た こ と によ り ､ 関係機
関自身が 問題 を認識 し , 各機関 で 協力し合 っ
て問題に取り組む こ と
`
の 必要性 を認識す る と
い う成果 に つ なが っ た Q
保健所内で 課 を超 え て ､ 協力し て 情報の 共
有し課題 へ の 取 り組み を行 う こ と によ り事業
の 成果が あ が り , 保健所の 機能 ･ 専門 性を活
用 で きる こ とに つ なが っ て い た o
lV. 考察
1 . 活動の積み 重ね にみ られ る保健婦 の 判断
の特徴
活動の 成果 と保健婦の 判断と の 関連 の 分析
結果か ら ､ 活動の 積み 重ね にみ られ る保健婦
の 判断の 特徴 を考察す る ｡
1) 保健婦自身に対する判断
(1)活 動の 自己評価
結果 よ り ､ 活 動事例 C-1 で は まず ､ 地 域保
健法の 制定 に伴 う体制の 大きな 変化 を見 据 え ､
自分たち 自身の 役割 を見 直す必 要がある と い
う 判断が あ り ､ 活動事例 C- 3 では , 平 成 6 年
か ら開始 した集団機能 を有する相談事業 を実
施する中で 利用 者全員 に対 して きち ん と した
ニ ー ズの 把握が で きて い な い と い う活 動の 自
己 評価が あ っ た ｡ 保健婦 ･ 士 は ､ 新たな 活 動
体制 に置 かれ る度に ､ 自らの 役割や専門性の
本質 につ い て 考え ､ それ らを発揮す る方法に
つ い て 模索 し ､ 地域住民 に と っ て 必 要な 支援
活動を 創り出し て きて い る 1)と述べ られ て い
るが ､ 本活動 にお い て も , 地 域保健法翻定と
い う 新た な活動体制に置かれ た とき に ､ 積極
的に自ら の 役割 の 本質 を開い 直そ う とす る考
†
えや , 常日 頃の 活 動に お け る 自己評価 が , 一
連 の 本活動の 中で 繰 り返 しみられ て い た o
(2) 実態の 判 断 に基 づ く 保健所保健 婦の 広域
的 ･ 専門的な取 り組み の必 要性
結果 よ り , 一 連 の 本活動にお い て ､ 特 に保
健所保健婦の 役割を模索して い た平成 7 年 ､
8 年の 活動に よ っ て ､ 当事者の 抱え る 問題や
市町村担 当者 の
■青 か ら保健 所保健 婦の 広 域
的 ･ 専門的な取 り組み の 必要性を判断 して い
た ｡ こ の 役割は , 地域保健法第 4 条 に基づ く
地域保健対策の 推進 に関す る基本的な指針 2)
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に お い て も明 記 され て い る こ とで あ る が , 本
活 動で は ､ 保健所保健 婦の 活 動 対象 で あ る 住
民や 市町村 間儒者の 実態 に 基づ い て こ れ ら の
判断 を得て い る こ とが 特徴 的で あ る と考え る ｡
住民 や 市町 村関係者 の 実態 に基づ い て 判断し
て い る こ と によ り ､ 保健所保健婦の 広域 的 ･
専門的な 取り 組み の 必 要性 をよ り強く ､ 明確
に捉 えて い た と考え る o
2) ニ ー ズ の 判断
(1)対象 に対略 し て 捉 え る 当 事者 の 実態 と ニ
ー ズの 詳細な判断
結果よ り ､ 活動事例 C･ 2か ら C･ 6 にお い て ,
当事者 に対す る活動 の 成果 を もた らした 活 動
は ､ 全て 当事者の ニ - ズや 実態 に関する 判断
の もと に行 っ た活動 で あ っ た o 活 動事例 C･1
で は , 当事者の みな らず保健所の 支援 対 象で
あ る 市町村 関係者 に対 し て も ､ ｢現 実 を見 て
考 え る+ とい う考え の も と に現地 に 出向い て
話を 聞く こ とに よ り ､ 関 係者を通 して 当事者
の ニ ー ズの 判 断を得て い た ｡ 活 動事例 C- 3 で
は ､ 集団相談事業利用者 全数 に対 し家庭訪問
を行 い 実態や ニ ー ズ を捉 え よ う と した活 動か
ら , 在宅重度障害児 と家族個 々 の 生活上 の 困
難 さや 辛さな ど ､ 生活 実態や 気持 ち ･ 考 えの
詳細な 判断 を得て い た｡ これ ら の 当事者の ニ
ー ズ と実壷 の 詳細 な判 断 ､ 及び そ の た め の｢萌
実 を見 て 考 え る+ とい う考 え方が ､ 一 連 の 本
活動 にお い て 終始 一 貫 し て 特徴的 にみ られ て
い た ｡
(2) 当事者の ニ ー ズ充足 状況 の 判断 に 基づ く
主体的な取 り組み を促す必要性
結果よ り ､ 活動事例 C･4 で は ､ 在宅重度障
害児 と家族 へ の 支援 にお い て ､ で き るだ け早
期か ら - 緒に考え る姿勢 で 関わ る個別支援 の
重 要性 を まず確認 し た 上 で ､ 障害 の 受容は 当
事者の ニ ー ズが満 た され る こ と に よ り もたら
され , 障害 の 受容が 確認 で き て か ら ､ 主体 的
に 療育に取 り組め る よ う に支援す る こ とが必
要で ある と い う 判断を得 て い た ｡ 当事者 の ニ
- ズ を充足 する た め の 支援 を行う こ とを前提
と し ､ そ の 上 で ニ ー ズ の 充足 状況 に より ､ 主
体的な 取 り組み を促す必要性 とそ の 時期の明
確な 判断を得た こ と に よ っ て , そ の 後の 当事
者 の 主 体的な 取 り組み へ の 変化が み られ て お
り , 当事者 の み な らず ､ 周 囲の 支援関係者に
対する 成果 を も もたら して い た o 当事者 のニ
ー ズ充足 状況 の 判断に基 づ く主 体的な取 り組
み を促す必要性 の 判断は ､ 当事者の 主体的な
取 り組み を もた ら し えた 判断 と して 特徴的で
あ る と考 え る ｡
(3)当事 者 を含 め た 双 方 向性 の 協働 に よ る地
域 の 支援体制作り の 必 要性
結果よ り ､ 活動事例 C- 3 か ら活動事例 c･4
にか けて ､ 在宅重 度障害児 と家族個 々 に対す
る生活 上 の 困灘 さや 辛さ な ど ､ 生活実態や気
持ち ･ 考え の 詳細 な判 断の 蓄積 を も とに ､ ｢受
け皿+ か ら ｢ネ ッ トワ ー ク+. へ と ､ 一 方向性
の 支援で はな く ､ 当事者 を も含 めた 双 方向性
の 協働 によ る 地 域の享援体 制づ く り へ と ニ ー
ズが変化 し て い た o こ の ニ ー ズ の 判断内容が
変化 した 活 動事 例 C- 4以 降 に地域資源 ･ 支援
体制の 反 応 ･ 変 化が み られ て い た こ とが特徴
的で ある と考え る ｡
3) 活動方法の 判断
(1)事例 を通 した 働 きか け によ り , 関係者の
主体 的な 取 り組 み によ る支 援体制 の 基盤
を構築する 必 要性
結果よ り ､ 一 連 の 本活 動 で は ､ 活動事例 C･ 4
で蓄積さ れ た事例 を通 し て 支援体 制を構築す
る こ との 必要性 の 判断が , そ の 後の 活動 にお
い て ､ ｢課題 に つ い て 関係機関 自身が 問題視
す る こ とが大切 で あり , 当事者の 声を聞く場
や 話 しあう場 を設 け , 課題 を表出させ , 解決
方法を見 出せ る よ うな か か わ りが必 要+ とい
う 判断に つ なが っ て い た ｡そ して 活 動の 結果､
関係者自身の 主体的な取 り組み が支援体 制の
基盤 となる成果 と して み られ て い た ｡ 事 例を
通 した働 きか けに よ り ､ 関係者 の 主 体的な取
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香j組み に よ る 支援体制の 基盤を構築する 必要
性の判断 は ､
一 連 の 本活 動の 成果 を もた ら し
えた活動方法の 判断 と して 特徴 的で あ る と考
える o
(2)対象の 実態 に即 し た 関 係楼 関の 連携 を 図
る活動方法
結果 より ､ 活 動事例 C- 6 で､ 具体的に誰 ,
どこ に協力を求め る こ とが 大事で あるか の 判
断を積み重ね た こ と によ っ て , 支援体制 に よ
り効果的な変化を もた ら して い た ｡ こ の 地 域
資源側の実態 に即 した 関 係機関 の 連携 を図 る
活動方法の 判断は ､ 母 子 保健体制の 基盤作 り
におい て , 活動を よ り効果的に した活動方法
の判断として 特徴的 で あ る と考え る ｡
2 . 地域を単位と した ケ ア の質の 確保 ･ 向上 に
かかわ る看護判断
考察1 で述 べ た活動 の 積み重 ね にみ られ る
保健婦の 判断の 特徴 と考 えられ る 7 つ の 判断
につ い て ､ 地 域 を単 位 と し た ケ ア の 質 の 確
保 ･ 向上 に どう か か わ っ て い たか と い う観点
から考察す る｡
1) 地域 を単位 と した ケ ア の 質の 確保 ･ 向上
を生み出す判断
地域を単位と した ケ ア の 質の 確保 ･ 向上 に
かかわ る判断と して , ｢活動の 自己評価+が本
活動の 一 番目 始めの 活動で ある活 動事例 C- 1､
C･3 にお い て ニ ー ズの 判断にみ ら れて い た ｡
｢活動の 自己 評価+ が , 地域 を単位 と した ケ
アの 質の 確保 ･ 向上 を もた らす活 動を生 み 出
す判断と して 重要な 判断で あ る と考え る ｡
2) 地域を単位 とした ケ アの 質の 確保 ･ 向上
をもたら しえ る判断
(1)基盤となる判断
当事者 に成果 を も た ら し え た判 断 と して ･
は､ ｢対象 に対略 して 捉え る 当事者の 実態 と
ニ ー ズ の 詳細な判断+ が ､ 全て の 活動 にお い
て ､ も っ と も基盤 とな る重 要な判 断で あ ると
考えるo
(2)鍵とな る 判断
当事 者の ニ ー ズ と実態 の 詳細 な 判 断の も
とに得られ た ｢当事者 の ニ - ズ充足 状況 の 判
断に基づ く主体的な 取り組み を促す必 要 性+
の 判断が ､ 当事者の 主体的な取 り組み ヘ の 変
化と い う - 当事者 ヘ の 支援に お ける着実な 成
果を もた ら しえ た判断と して ､ 鍵 とな る重要
な判断であ る と考え る Q
そ し て ､ ｢実態の 判断に基 づ く保健所保健
婦の 広域的 ･ 専門的な取 り組み の 必要性+､ 及
び ｢当事者 を含めた 双方 向性の 協働に よ る地
域の 支援体制作り+ の 判断が , 本活 動 にお い
て ､ - 当事者の みならず ､ 地域 を単位 と した
母子 保健体制の 基盤作り にお い て 成果 を もた
ら しえた鍵 とな る重要な 判断で あ る と考 え る o
3) 地 域を単位 とし たケ ア の 質の 確保 ･ 向上
を着実 ･ 効果的にす る判断
｢事例を通 した働 きか け に よ り , 関係者 の
主体的な取 り組み に よ る 支援体制の 基盤 を構
築する必要性+ の判 断が , 母 子 保健体制の 基
盤作り にお い て ､ 地域資源の 成 果 を着実なも
の と し た判断 で あ り , ｢地 域資源側 の 実態 に
即 した 関係機関の 連携 を図る活動方法+ の 判
断が ､ 母 子 保健体制の 基盤作 り にお い て , 活
動をよ り効果 的に した判断 と して 重要 で ある
と考え る｡
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事例分析D: 痴呆性老 人
･ 家族 へ の 支援捧制づくりを目的とした 活動 の 積み 重ねにみられる保健婦
の 判断
宮 崎 美 砂 子
I . 目的
保健所が 管轄する
一 定地 域内に お い て ､ 痴
呆性老 人お よび そ の 家族 - の 支援 体制 づ く り
を目的に行われ た 活 動 の 積み 重 ね に み ら れ る
保健婦 の 判断 を明 ら か にする ｡
‡ . 方法
1. 調査対象
昭和 46年 - 平成 12年 の 過 去 3 0年 間に C
県保健活動業務研究集録(以下 業務集録 と 略
す) に掲載 され て い る活動 報告 の 中か ら ､ A
保健所管轄地 域に 関する 49活動 報 告を概観
し､ 活 動の 積み 重ね と い う観点か ら 関連性 が
あると活動 に携 わ っ た保健婦 が認識 して い る
活動群 を抽出 した ｡ 本報告は ､ 痴呆性老人 お
よびそ の 家族 - の 支援体制づ く り を 目的に 行
われ た活 動群(活動事例D-1 及 び D-2 か ら成
る) を調査対象 とす る｡ 表 1 に活動事例の 概
要を示す ｡
2. 調査方法
業務集録記載 内容 の 読み 取り , 活 動事例に
携わ っ た保健婦 4 名 - の 面接聴取並び に関連
資料収集 に より ､ 以 下 の 調 査項 目 を調 べ る ｡
なお 調 査実施 に あた り ､ 活動事例に携 わ っ
た保健婦 に対 し研究 の 目的 を説 明 し ､ 研 究協
力に つ い て の 同意 を得た ｡
3 . 調査項目
1) 活動展 開過 程 にお い て 保健婦が 把握 した
ニ ー ズ(誰の どん な ニ ー ズ で あるか)
2) 上 記 1)の もと とな っ て い る保健藤 の 判
断 の 内容 ､ す なわ ち①住民の 健 康 ･生 活 に
関す る判 断 の 内 容 ､ ②地 域 の 資源 ･支援俸
制に 関す る判 断 の 内容
3) 活動方法 及 び 活動方法選択 に伴う保健婦
の 考え
4) 活動の 成果 ､ す な わち①当事者 ･ 家族 の
反 応 ･変化 ､ ②住民 の 反 応 ･変化 ､ ③地域 の
資源 ･支援体制の 反応 ･ 変化
5) 活 動を通 して保健婦 に蓄積され た判断 の
内容 ､ す なわち活動 に対する自 己評価 ､ ニ
ー ズ に 関す る新たな判断 の 内容
表1 活動事例 の概要
辛
成
l l
業 務集
録題目
【活動事例 D1 】 A 地域 の痴呆性疾患患者 . 家族 - の 支援体制 づくり の な か で の 保健所 の 役割
清動
目的
痴呆性疾患患者 ･ 家族 - の 在 宅支援 の 基盤 づ くりに お け る保健所 の 役割を明確 にす る
活動
･ 痴 呆 性老人 ･ 家 族 へ の 支援案鯨を明ら か に す る た め ､ 保 健 婦 が か か わ っ て い る一事例検討 の 実施
午 ･ 上 記 の 結果把握されT= 4 つ の 深唐 に 対 して ､ 支 援 関係者と の 事例検討 の 実施
内容 課唐 1 : 在宅介護支援 セ ンタ ー の 機 能強化
課題 2: 行 政福祉サ ー ビ ス の 若年層 へ の 適用 の 拡大
課題 3 : 痴 呆 の 早期発見 ル ー トの 確保 ､ 老 人性痴呆疾患 セ ン タ ー の機 能強化
課簿 4: 痴 呆症状を伴う神経難病 の相談窓 口 の 確保
辛
成
業務集 【活動事例 D.2】 痴呆性老人療養支援 - の 取 り組みたっ い て 一 在 宅介盛支援セ ン タ ー - の 関わりを
録題目 通 し て -
活 動 在宅介護支援 セ ン ダ ー - の 関 わ り を通 して 地域 の 痴呆性老人支援体制 づく り の た め の 支援方駄を明
1 2
午
目 的 確にする
活動 ･ 地域内 の 全在宅介護支援セ ン タ ー を対 象 に し た､ 痴 呆 性老 人 ･ 家族た対す る活動実感調査 ､ 連絡会 ･
申容 事例検討会開催及 び終 了後 に各在宅介護支援 セ ン タ ー に対 して 活動成果把握 の た め の 調査実施
- 57 -
4. 分 析方法
業務集録 に 掲載さ れ て い る報告 ごと の 活 動
事例別 に まず検討 を行 い ､ 次 い で 調 査対 象 と
した複数 の 活 動事例 を経 時的 に ､ 活動 の 積 み
重ね と い う観 点か ら検討す る o
1) 保健婦 の 判断 の 検討
(1) 活動事例ご との 保健婦の 判断 の 検討
活動 事例 ご とに ､ 保 健婦 が把握 し た ニ ー ズ ､
ニ ー ズ の も と と な っ っ て い る判断 の 内容 ､ 活
動方法選 択 に伴う保健 婦の 考 え に つ い て の 調
査 項目 を整理 する ｡
(2)活 動 の 積み 重ね にみ られ る 保 健 婦 の 判断
の 内 容 の 検討
(1)で 整 理 した 各調 査 項 目 を経 時 的に 検討
し､ 活動の 積み 重ね と い う観点 か ら見 出され
た保健婦 の 判断 の 内容 をそ れ ぞ れ 記述す る ｡
2) 活動の 成果 の 検討
(1) 活動事例ごと の 成果 の 検討
活動事例 ご とに ､ 当事者 ･家族 の 反応 ･ 変化 ､
住民 の 反応 ･ 変化 ､ 地域 の 資源 ･支援体制 の 反
応 ･変化に つ い て の 調査 項 目 を整 理す る ｡
(2) 活動の 積み 重ね にみ られ る成果 の 検討
(1)で 整理 した 各調査 項 目 を 経時的 に検討
し ､ 活動 の 積み 重ね と い う観点 か ら見 出され
た成果 の 内容 をそれ ぞ れ記 述す る｡
3) 保健婦に 蓄積 され た判 断の 検討
(1) 活動事例ごと に 蓄積 され た保 健婦 の 判断
の 検討
活動事例 ご と に ､ 活 動 を通 して 保健婦 に蓄
積され た判断 の 内 容 ､ す なわ ち活動 に対す る
自己 評価 ､ ニ ー ズ に対 す る新 た な判 断 の 内容
に つ い て の 調 査項目 を整 理す る ｡
(2) 活動の 積 み重 ね を通 し て 蓄積 され た 保健
婦の 判断の 検 討
(1)で整理 した 調査項 目 を経時的 に検討 し､
活動の 積み 重ね を通 して 保健婦 に 蓄積 さ れ た
判断 の 内容 を記 述す る ｡
4) 活動の 成果 と保 健婦 の 判 断と の 関連 の 検
討
活動 の 成 果(当 事者 ･家族 の 反 応 ･ 変化 ､ 住
民 の 反 応 ･変 化 ､ 地 域 の 資源 の ･体制 の 反応 ･
変化)と保 健 婦 の 判 断(ニ ー ズ ､ ニ ー ズ の もと
と な っ て い る判断 ､ 活 動方法選 択 に伴 う考え)
並 び に保 健婦 に 蓄積 さ れ た 判断 の 内 容(活動
に対する 自 己評価 ･ ニ ー ズ に対 する新た な判
断 内 容) と の 関連 に つ い て 検討す る ｡
5) 4)の 検討 を通 し､ 活動 の 積 み 重ね にみら
れ る保健婦 の 判断 の 特 徴並 び に地 域を単位と
した ケア の 質 の 確保 ･ 向上 にか か わ る看護判
断 と は何か を 考察する ｡
Ⅱ . 結 果
1 . 保健婦 の判 断 の 検討(表2)
1) 活動事例 ごとの 判 断
(1) 把握した ニ ー ズ ､ ニ ー ズ の も と と な っ て
い る判断の 内容
活 動事例 D-1 で は ､ 痴呆性 老人 の 在宅療養
支援 の 基盤 づ く り を行 う上 で ､ 地 域 で 取 り組
む べ き課題 を支援 が必 要 な ニ r ズ と して 把え
て い た ｡ ニ ー ズ の もと と な っ た判断 は ､ 保健
婦 が現在 ､ 痴 呆 の 問題 に対 し て 援助者 と して
か か わ り を持 つ 10世帯 - の 個別 の 援 助過程
か ら 導か れ た 療養 ･ 介 護実態 に 基 づ く もの で
あ っ た ｡ 個別 の 世 帯が抱 え る 問題 を保健 婦間
で 事例検討す る こ と に よ り ､ 更に地 域 で 取り
組 む べ き課 題 と して 位 置づ けて い た ｡ 老 人 ･
家族 の 健康及 び 生活実態 に お い て 保健婦が問
題 だ と判断 した 事は ､ 老 人本 人 に と っ て 不快
で あ ろう と推察 され る生 活状況 ､ 意欲 の 低下 ､
Q O L､ 心 身 に 消耗 を 来た す症 状に つ い て で
あり ､ ま た介護 に伴 う家族 の 心 理 的身体的な
負 担状況 で あ っ た ｡ ま た 地 域 の 資源 ･ 支援体
制 の 実態 に お い て は ､ 本 人 ･ 家族 の サ ー ビ ス
利 用 の 意 向 ､ サ ー ビ ス 利 用後 の 本 人 ･ 家族 の
満 足 ･変化 ､ 本人 ･ 家族 に と っ て有 益なサ ー ビ
ス 導入 方 法 ･活 用方 法 を 問題 とす る判 断が あ
つ た ｡
活動事例 D -2 では ､ 保健所が在 宅介護支援
セ ン タ ー - 関 わ る こ と の 必 要性 の ニ ー ズ を把
握 して い た ｡ そ の もと とな っ て い た判断 は ､
難 病 の ように保健 所が 分掌業務と して い る清
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表2 痴呆性老人
一家族 へ の支援体制づくりを目的とした活動にみられる保健婦の l判断
ぎ活動
_i事飼
操建婦元ミ把握 した
ニ ー ズ
ニ ー ズ のもととなっ て い る保健婦 の 判断の 内容 活動方法及び
活動方法選択に伴う保健婦の 考え住民の 健康 ･ 生括 地域の 資源 ･ 支援 体制
･ 在宅介護支援センタ 保健婦がか か わりを持 っ て い 保健婦が かか わりを持 っ て い る痴 呆 ･ 保 健婦 がか か わりの ある痴呆と思
圭:惑警
る痴呆と思われる事例 の 僻 と思われ る事例 の 個別状況か ら判 わ れる事例を保健所保健短が持ち
別状況から判断する 断す る 寄り事例検討実施 o 市 町村保健婦
事例1:(本人)お む つ 交換1 事例1:デ イケア 以外 の サ ー ビス は にも加わ っ てもらうo
日 2回 ､ 不 潔 な状態 に お か 他 人 が 家に 入 るの で 気を つ かうとい ･ 事例検討を通して在宅支援上の 課
れ て い る ､ 介護 時 に 興奮 しう家族 の 気持ちあり｡ しか しそ の 後 摩を検討するo
毒D -1 - ト藤 保並 び に老
人性痴呆疾患セ ン
ダ ー の 機能強化
時に暴力あり､ (家族) 圭介護 介護負担軽減の ため デイケア利用 ･ 関係者との 問唐 の 共有や関係者
者は媛であり､ 介護 に 対して 開始した の で 本人 ･ 家族 の 変化を確 - の 認 識 - の 働きか けを意図して
消極的 ､ 介護者 は他者 の 受 課する必 要あり
事例2:59歳 で あり福祉サ ー ビ ス の
関係者と今後の 方策が検討 できそう
･ 痴呆症状を伴う神 け入れに対 して拒否的 な事例を選定o 関係者との 事例検
蓬栄病 の 相談窓 事例2:(本人) 無気力状態, 討会を実施するo
ロ の 確保 意欲 の 低 下 あり､ Q OLを 高 適用拡大が 必 要､ 介護 保険対象と ･ 選 択事例及 び事例検討会構成員
める援助 の 必要性 あり､(家思われるがス ム ー ズ な導 入 を図る必 は以下の とおりである｡
族)介護の 専任者が お らず夫 要 あり
事例3:ホ ー ム - ル パ ー 利用 して い
事例1:在宅介護支援セ ンタ ー の 機
は仕事(酪農)と介護 の 両立 能強化を検討 ､ 検討会構成員 .･ H C
が困鞍 保健婦 ･ 市職 員(保健婦. ホ ー ムヘ ルハ
○
事例3:(本人)食品の 腐敗臭 - ･ 在宅介護支援センタ- 職員)･ 専門
の あ る部屋 で生活 ､ 部 屋 が るが 十分活用 できて い ない
事例 4:デイサ ー ビス利 用して い るが
医 ･ 訪問者譲婦 ･老人保健施設職員
不潔 ､ A D L自立して い るが高 事例 2:行政福祉サ ー ビス の 拡 大を
齢の た め 俸力低下あり､ (家 検討､ 検討会構成員:保健所保健
族) 夫の 体力低 下 ､ 頼 れる親 婦 ･ 町職員(保健婦･ 福祉担当･ 介護
族 の 不在 保険担当)･ 訪問者譲婦･ 医師
事例4:(本人)入院を契機 に 事例3:痴呆 の 早期医療 ル ー トの 確
幻覚 ･ 痴 呆症状 が 出現(家 環蛍 に馴染めず本人は適所を嫌 が 保並 び に安房地域の 老人性痴呆疾
族) 夫の 介護負担大 つ て い る
･ 在 宅支援 のため の 基盤 づくりが 必
息 セ ンタ - の 機 能強化を検討 ､ 検
討会構成員:保健所保健婦 ･ 町保健
婦 ･ホ ー ムヘルハ
○
- ･ 民生委員 ･ 専門医
要 であり, そ の ため に は 関係者との 事例 4:痴 呆症状を伴う神経難病 の
問題 の 共有や関係者の 認織 - の 働 相淡窓 口 の 確保を検討､ 検討会構
きかけが必要性 であることを判断 し 成員:夫 ･ 保 健所保健婦 ･ 訪問相談
た. 員 ･在 宅介護支援センター 職 員 ･訪 問
看護婦 ･ 専門医
i
D- 2
積 み
･管内 の在 宅介護支 ･ 管 内支援関係者 か ら｢痴呆性老人 ･ 管 内の 全在宅介護支援セ ンタ ー を
援 セ ン ダ ー は 開 設 へ の 対応 に 困 っ て い る+という声を 対象とした活動状況 ･ 問題点 に つ い
間もな い 施設 が 多 聴取し､ 寝 たきり老人 支援シ ス テ ム て の質問紙調査 ､ 連絡会開催)､ 事
く､ 保健所は活動状 以外 の 対応方法 が 必 要で は ない か 例検討会の 3つ の 方法を用 いるo
況を充分把握 できて と判断o ･ 在 宅介護支援セ ン タ ー の 活 動状
い ない . ･ 在宅介護支援セ ン タ ー に は持ち込 況把握 による実態の 整理と資料化
･支援関係機関の連 まれ て い る相談があるにもか か わら ･連絡会 にて実態資料の提示 による
終調整役割を在宅 ず､ 職 員は｢しょうが ない+として未対 在宅介護支壌セ ン タ ー の 自己 評価
介護支援 セ ン タ ー 応な状況 にあることを聴取o の 促し･ 問題 の 意敢化と共有
に充分発挿 してもら ･ 在 宅 介護支援セ ン タ ー は 福 祉分 ･ 事例検討会 により､ 在宅介護支援
うため の 関わり方を 野であり､ 保健所がか か わる接点は セ ンタ ー が問題を具体的 に理解し
含 め て 痴呆性老人 日零少ない が ､ 耗病 の 事例を通 して 役割貴社を深め てもらうこと(専悶医
療養支援体制づくり つ ながりはあっ た｡ そこか らいくつ か 療 の 必 要性 ･ 支援の 質向上の た め
の あり方を明確 にす 情報を取得｡ 在 宅介護支援 セ ン タ に事例検討会 が有効であることの 理
る必 要がある - と老 人性痴呆疾患セ ン タ ー との話 解津得.リ ー ダ ー となる人材 の育成 ･
し合 い を進め て い るという話 があるこ 意見交換に よる地域の 閉居点 の より
とも聞 いた が ､ 老人性痴呆疾患セ ン
タ - が どの ような活動をして い るか
保偉所 は充分把握できて い な い c ･
痴呆老人 - の 対応 は 開業医も充分
に できておらず ､ 家族 の負担は大き
い ｡
･ 在宅介護支援セ ンタ ー ､ 訪 問者護
ス テ - ショ ンと保健所との 話 し合い
の 体制は でき つ つ あっ たが ､ ｢支援
体制づくり+に 向か っ て合意するとい
う点でもっとやらなければならないと
考えたo
具体的な把握) を意図する｡
①早期 の 相敢的対 個別状況の 把握 ①事例 の 個別性 に依拠 した 外部支 ①実態 の 把握(当事者 の ニ ー ズ 把
重 ね 応 ( 本人) 不快と思 われる生落 援サ ー ビス 内容 の 対応性 ､-サ ー ビス 握並び に園係者の ニ ー ズ把握)､ 関
に ②専門医療相軟体 状況 ､ 意欲 の 低 下 ､ QO L､ 利 用対象として の 適 用性 ､ サ ー ビス 係 者との 事例検討 による問題 の 共
よ る 制の確保 本人が消粍す る心身 の 症状 の 哲用性 の縫保 有お よび連携強化
内容
l
③福祉サ ー ビ ス の の 出現 ②①をふ まえ､ 地域全体に おけるサ ②どの ような意図で活動を進 めるか
適用対象 の 拡大 (家族)介護者 の 心 理 的身体 - ビス の連 続性､ 責任性 ､ 一 貫性 の に つ い て保 健婦間で話 し合 い ､ 意
④支援機関 の 役割 的な介護負担状況 確保o 問題 の 早期発見 ･ 支援体制 図を共有 して 実践 に好 み ､ そ の 成
機能発挿 の 確保o 専 門的･ 日常的サ ー ビス 体 果 の 評価を行う､ ③関係支援機関
⑤地域全俸に及ぶ
療養支援体制づくり
(④ ･ ⑤は① - ③ の
ニ ー ズ - の 対 応 を
通して新た に課膚と
しIて見 い だされた ニ
- ズで ある)
制 の 確保 の質の 評価をしながら括動を進める
④所内の各課の保健婦が協力して
それぞれの 持 つ カを活用する
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動遂過 程 で 把握さ れ た ､ 地域 内 の 支援関係者
の 痴呆性 老 人 ･ 家族の 相談に か か わ る上 で の
悩み ､ 対 応の 不 充分さ で あ り ､ ま た 支援 関係
者 の 不 充分な対応に よ っ て 付 加さ れ る 老 人 ･
家族 の 負担並 び に 痴 呆性 老 人 ･ 家族 支援 に 対
する支援関係 者同 士 の 連携状 況 ･ 合意形成状
況 ､ 保健所が 把握 して い る痴 呆性 老 人 ･ 家族
に対する 支援 体制 の 情報の そ れ ぞ れ の 不 充分
さ で あ っ た ｡
(2) 活動方法選 択に 伴う保健 婦 の 考 え
活動事例 D ･1 では ､ まず痴 呆 の 問屠 を持
つ 世 帯 - の支 援 にあた り 老 人 の 療養実態並 び
に家族 の 介護 実態 の 調査 の 必 要性 を保健婦 は
認識 して い た ｡ そ の た め の 方法 と して 保健婦
が既 にか か わ り の あ る 1 0世帯 の 援助過 程か
ら実態 を把握 する方 法を 選 択 し て い た 8 実健
か ら個別 の 問 題 を抽 出 する と 共 に ､ そ こ か ら
更に地 域 で 取 り上 げ る ペ き錬磨 を検討 し､ そ
れ ら を痴呆 性 老 人 ･ 家族 - の 在 宅 支援 の 基盤
づ く り の 課 題 と して 位 置 づ けた ｡ 課 題 を整理
す る作業に は 市町保健婦 に も参加 して も らう
判断が 成さ れ て い た ｡ 各課題 に つ い て 今後の
方策 を具 体的 に検討 で きそ うな個別 事例及 び
協働 が必 要な支援関係 者 を選定 し､ 支援関係
者 と の 問題 の 共有や支援 関係者 - の 認 識 - の
働 きか けを意 図 して ､ 事例検討会 を実施 した ｡
活 動事例 D -2 では ､ 地 域の 痴呆性老 人 ･ 家
蘇 - の 早 期 の 相談対応が在 宅支援 の 基 盤 と し
て 重要 で あ る との 保健婦 の 認識 か ら ､ 保健所
管内全 14カ 所 の 在 宅介護支援 セ ン タ ー が相
談対応 機能 を 発 揮 す る こ と の 重 要性 を判 断
し
､ そ の た め にま ず ､ 痴呆性老人 ･ 家族 に対-
する管内全在 宅介護 支援セ ン タ ー の 支援活動
実態及び 問題 点 を明 らか にす る必 要性 を判断
して い た ｡ 次 い で 各在宅 介護支援 セ ン タ ー が
自 らの 活動 を自己評価 で き ､ 問 題 を意識化 し ､
そ れ を共有す る場と して の 連絡会 の 必要性 を
判断 し ､ 保健所 が開催契機 を作 っ て い た ｡ 各
在宅介護支援 セ ン タ ー の 役割意識 を促す た め
に は ､ 痴呆性 老人 ･ 家族支援 に 関す る 問題 を
具 体的 に理解 して も らう こ と が 重要 だと保健
婦 は考 え ､ そ の た めに は事例検討会 が有効で
あ ると 判断 し実施 して い た ｡
2)活動 の積み 重 ねによる保健婦 の判断の 内容
(り把握した ニ ー ズ の 内容
活動(D-1 及 び D-2) を積み 重ね る こ とによ
り ､ 保健婦が 問 題 とす る ニ ー ズ の 内容 は変化
して い た ｡ すな わ ち 活動事例 D-1 に お い て は ､
①早 期 の 相談的対応 ､ ②専門医 療相談体制の
確保 ､ ③福祉 サ ー ビ ス の 適用対 象 の 拡大 ､ の
各 ニ ー ズ( 課題)を充 たす必 要性 を 判断 して い
たが ､ 活 動事例 D -2 に お い て は ､ 上 記① - ③
の ニ ー ズ - の 対応 を通 して 新た に④支援機閑
の 役割機能の 発挿 ､ ⑤地域全体 に及ぶ療養支
援体制づ く り と い う ニ ー ズ を充た す必要性を
判断 して い た ｡
(2) 活動方法 選 択 に伴う保健婦の 考え
まず ､ 痴呆 の 問題 を持 つ 世帯 - の 個別 の か
か わ り の 実態 ･ 問題 を 基 に検 討 さ れ た ､ 地域
で 取 り組む ベ き課題 を充 たすた め に ､ 連携や
協働を必 要とす る支援関係者 を判断 し ､ それ
ら の 関係者 と 事例検討 を通 して 問題の 共 有を
図 り ､ 連携 ･ 協働 を 可能 とす る関係 づ く りを
行う方法を選択 して い た ｡ 次 い で ､ 痴呆性老
人 ･ 家族 の 支援体制 づ く り を促進 し充実させ
る た め に ､ 中核 と な る支援 関係者 は在 宅介護
支援セ ン タ ー で ある と考 え ､ そ の 固有 の 機能
を高 め るた め に ､ 保健所管 内の 全在宅介護支
援 セ ン タ ー を対 象 に した 関わ り を開始 した｡
そ こ で用 い た 方法 は まず痴呆性老人 ･ 家族に
対す る在宅 介護支援 セ ン タ ー の 支援活動 実態
･問題 点の 把握 で あ り ､ 次 い で連 絡会 ･ 事例
検討開催 に よ る在宅介護支援セ ン タ ー 同士 の
連携 ･協働 関係 づ く り ･ 主体性 の 促進 を図る
方法 で あ っ た ｡
こ れ ら の 活 動 を 展 開 す る に あた り ､ 保健所
内の 複数 の 部署 に 配属 され て い る保健婦同士
が話 し合 い ､ 意 図を 共 有 して 活動 に臨み ､ 活
動 の 成果 を業務集録 に報告す る形で ま と め ､
そ の 作業 を共同セ 行 っ て い た c
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2. 活動の 成果の 検討(表3)
1)藩勤事例ごとの 成果の 内容
宅i) 痴呆性老 人本人
･ 家族 の 変化 ･ 反 応
活動事例 D-1 で は ､ 痴呆性老 人 が 必 要 時に
デイ ケア 等の 福祉サ
ー ビ ス を利用 し､ 専門医
による相談 を受け る こ と の で き る状況 が 確保
できた o それ に よ り家族は 物理 的に も精神的
にも休養が確保 され る変化 が み られ た ｡ 活 動
事例 D-2 では ､ 痴 呆 性老 人 ･ 家族 にお い て ど
の よう な変化が み られ たか は 直接把握 され て
いなか っ た ｡
(2)地域の 資源 ･ 支援 倖制の 反 応 ･ 変化
活動事例 D-1 では ､ 以 下 の ①か ら④の 変化
が確認で き ､ ま た活動事例 D-2 では 以 下 の ⑤
から⑦の 変化が確認 で きた ｡
①早期相談的対 応 に 向 け て の 関 係者 の 意 識 ･
支援体制 の 変化
保健所主催 の 事例検討会 を通 して ､ 痴呆性
老人 ･家族 の 日 常生 活 に 関わ る頻度 が 高 い と
考えられ る 関係者 で ある ､ 市町 保健 婦 ､ ホ ー
ム ヘ ル パ ー ､ 在宅介護支援 セ ン タ ー 職 員 ､ 訪
問看護婦 ､ 民生委員な どが ､ 痴呆専門医 - の
早 期受診 の 重要性に つ い て 意識 で き た こ とが
確認 で きた ｡
②専門相談窓 口 俸制 の 確保
同様 に 事例検討 を通 じて ､ 出席 の あ っ た専
門 医より 相談窓 口 と して 役割 を果たす こ と の
了 解が 得られ た ｡
③市町 村の 福祉サ T ビ ス の 適用者枠 の 拡大
同様 に事例検討 に より ､ 制度的 に市町 村 の
福祉サ ー ビ ス の 適用 者外 で あ っ て も ､ 行政側
が柔軟 に制度 を運用 させ る こ と に よ っ て ､ サ
ー ビ ス の 適用 が可 能 とな っ た ｡
④ 家族支援 に つ い て の 支援関係者同士 の 基本
姿勢 の 共有化及び 伝達の 実施
事例検討 に より ､ 家族 の 自立 を重視 した支
援 を行う こ と ､ 支援者 がそ れ ぞ れ の 立 場で 本
人 ･ 家族 の ニ ー ズ を引き 出す こ と が家族支援
の 基本 姿勢 で ある と支援 国係者 に共 通 認識さ
れ た ｡ ま たそ れ らの 基本姿勢は 学習会に て 他
メ ン バ ー に も伝達 され る と い う主体的取 り組
み が 生 まれ た ｡
⑤在宅支援 セ ン タ ー と して の ある べ き姿の認
識 の 形成
表3 痴呆性老人 , 家族 へ の支援体制づくりを目的とした活動による成果
活動
事例
活 動 に よ る 成 果
当事者 ･ 家族 の 反応 ･ 変化 地域資源 ･ 支援体制 の 反応 ･ 変化
D-I
事例 1 : 本 人 は デイ ケ ア の 利用 を受 け ①市 町保健婦 . ホー ムへ 抑
q
- ･ 在宅介護支援センター 職員 . 訪問者護蘇 . 民 生委員
入れ継続中o 家族 は 休養が取れて い る などが痴呆専門医 - の 早期受診 の 意識を確欝 できた
事例2 : 福 祉サ ー ビ ス の 適用枠 を超えて ②専門医の 相談窓 口 が 確保され た
サ ー ビス が受けられ るよう にな っ た ③市 町村の福祉サ ー ビ ス 適用者粋が拡大された
事例4 : 服 薬方法 に つ い て 専 門医より説 ④ホ-JNVJf - ･ 在宅介護支援センタ- 職 員 ･ 老人保健施設職員などの間で家族支
明を受ける こと に よ り継続で きた､ デ イ 援 の 基本的姿勢の共有化が図れた (家族 の 自立支援を重視､ 支援者が個
サ ー ビ ス 以外 の 支援サ ー ビ ス の 利 用内容 々 の 立 場で 本人 ･ 家族 の ニ ー ズ を引き出す ことが重要と認識された)
を検討 できた ⑤家族支援の 基本姿勢は在宅支援者学習会 にて 他メ ン バ ー に も伝達され る
など主体的取り組 み が 生まれた
D･2
①在宅介護支援セ ン タ ー 聴貞がそれぞれ自分たち の活動 の 問題点を意識化
し､ 他セ ン タ ー と問題を共有す る こと に よる不安 の解消､ 在宅介護支揺
セ ン タ ー 同士 の 連携 の 必要 性 の 理 解 の 共有 ､ 全体 と して の 在宅介護支
援セ ン タ の ある べ き姿を認識 した
②在宅介護支援セ ン タ ー 聴貞 が 痴呆老人 に対す る支硬の 力を つ ける必 要性
を感 じ, 特別養護老人ホ ∵ ム に痴呆支援 の 実際 の 見学 に行く行動を起 こ
した
③痴呆 に関す る開港点 の 具体的理解と在宅介護支援セ ン タ - の 役割 の 理
解､■在宅介護支援セ ン タ ー と他機関 と の 連携 の 必 要性 に つ い て の 理解が
得られたo 在 宅介護支援 セ ン タ ー の 連絡会で情報交換を続けて い る｡ ケ
ア ワ ー カ - の 集 い で も痴呆に つ い て考え るテ ー マ を取 り 入れ る よ うに
な っ たb
積 み ･ 管内の 全在宅介護支援 セ ン タ ー の 痴呆性老人 へ の 支援に対す る基本姿勢
重 ね の 共有
に ･ 痴呆性老人に対す る相淡対応機関と して の在宅介護支援セ ン タ ー の ある
よ る べ き姿を在宅 介護支援セ ン タ ー 自体が明確 に しつ つ 主俸的に活動を進
内容 めて い ける ように なる
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在宅介護支援セ ン タ ー 職員が 個 々 の セ ン タ
ー の 問題 を認識 し､ 次 い で 他セ ン タ ー と問題
を共 有す る こ と に よ り 不 安 の 解 消 を 経験 し
た o そ れ に より セ ン タ ー 同 士 の 連携 の 必 要 性
を共 有 し ､ 在宅介護支援 セ ン タ ー と して の あ
る べ き姿に つ い て 認 識す る こ と が で きた ｡
⑥痴呆性 老 人 に 対す る支援 技術に つ い て の 主
体的学習行動
在宅介護支援セ ン タ ー 職 員が 痴呆性 老 人 に
対する支援 の 力を つ け る必 要性 を 認識 した こ
と によ り ､ 特別 養護老 人 ホ ー ム に 支援 の 実際
を見 学に行く 行動が み られ た ｡
⑦管内 の 在宅 介護 支援セ ン タ ー 同 士 の 連携 の
強 化
痴呆性老 人 ｡ 家族 - の 支援 に あ た っ て の 在
宅介護支援セ ン タ ー の 役割 の 理 解 に よ り ､ セ
ン タ ー 同 士 の 連携の 必 要 性が 職員 に理 解され
た ｡ 在宅 介護支援 セ ン タ ー 連絡会 を開催 し､
セ ン タ ー 同 士 で 情報交換 を続 け て い る ｡
2) 活動の 積み 重ねによる成果 の 内 容
活 動事例 D-1 で古ま､ 事例検討 を通 して ､ 支
援 にか か わ る 関係者個 々 人 の 認識 ･ 行 動に 変
化 をもた らす も の で あ っ た が ､ 活 動事例 D-2
で は ､ 支援 を必 要 と して い る痴呆性 老 人 ･ 家
族に対 して 早 期 に適切 な対応 を行 う こ と が で
きる よ う､ 保健所管内の 在 宅介護支援 セ ン タ
ー 同 士 が 一 堂 に会 し事例検討 ･ 連絡会 を持 つ
こ と に よ り問題 の 共 有 を図 り ､ 痴 呆性 老 人に
対す る相談対応機 関と して の 在宅介護支援セ
ン タ ー の あ る べ き姿 をセ ン タ ー 自俸が明確に
し つ つ 主 体的 に活 動 を進 め る変化 が確認でき
f= Q
3 . 保健婦に蓄積された判断 の 検討(表4)
1) 活動事例ごとに蓄積された 判断
活動事例 D -1 を通 し ､ 在宅支援の 基盤づく
り を意図 した 事例検討会 を関係者 と共 に実施
す る こ と は ､ 保健 所 の 機 能 を発揮 した在宅支
援 づ く り の 方 法と して 有効 で あ る と保健婦は
評価 して い た ｡ ま た複 数 の 支援 関係者 を調整
す る役割 を 一 つ の 機 関が担 える よ う に支援す
る必 要 が あ る こ と を新 た に認識 し ､ 当面 の間
は保 健所保健婦 自身 が そ の 役割 を担う必要性
が あ ると い う こ と を判断 して い た o
活動事例 D -2 では ､ 痴呆 性老人 ｡ 家族 - の
支援体制 づ く り を地域全体 で進 め る こ とが重
要 で あ る と活 動開始 に あ た り意図 して い たこ
と を ､ 管内 の 全在宅 介護支援セ ン タ ー - の関
わ り を通 して 確か め ､ 今後 の 活 動 の 方 向性を
明 らか に し て い た ｡ す なわ ち在宅 介護 支援セ
ン タ ー が 地域 の 支援体制0)
.
基盤 づ く り を推進
す る役割 を果 た して い く こ とが 重要 で あり ､
そ の た め に は 各在宅介護支援セ ン タ ー が発挿
で きる役割 を認識 し主体的 に考え行動 で きる
よ うに なる こ と が 大事 で ある こ と ､ ま た精神
表4 痴呆性老人 ･ 家族 - の 支援体制づくりを目的とした活動によっ て保健婦に蓄積された判断の 内容
活動
事例
保 健 婦 に 蓄 積 さ れ た 判 断 の 内 容
D･l
･ 支援体制づくりを意図 した事例検討会を関係者と共 に実施す る こ とは ､ 保健所 の 持 つ 機能を発挿 した 在宅支援づく
り の ため に有効 である
･ 複数 の 支援者を調整す る役割を - つ の 機 関が 担 える よ う に支援す る 必要が ある
･ 支援体制づくりd)ため の 関係機関調整機能 は 当面 の 間保健所保健婦 が担う,
D_2
･ 自主的な連絡会開催 に よ り 各在宅介護支援セ ン タ ー の 抱 える 間穎 が広域的な問題 と して 認識され る こと に より支援
体制 の シ ス テ ム 化 を図 る支援を行う必要 があ る
･ 痴 呆老人 - の 支援にお}､て は ､ 精神 科専門医だけで は なく ､ 内科医 (か か り つ け医) の協力を得 る 必 要 が あるo 在
宅介護支援セ ン タ ー が南町村お よ び 他 の 支援関係者 ･ 痴 呆疾患セ ン タ ー ･ 専 門医と連携 して ネ ッ ト ワ ー ク化 の 推連
役割 を果た して い け る よう支援する 必要 が ある
･ 在 宅介護支援セ ン タ ー - の 関 わり方を参考に , 既存の 事業を活用す る形 で痴呆性老人療養支援 の 状況把握 に努 め､
間者 の 共 有化を 図.り ､ 体制 づ く り を意図 して市 町村
･ 他 支援者と意図的 に か か わ る 必要があ る
積 み ･ 事 例 を通 した ニ ー ズ の 把握並 び に 事例検討 の 実施 に よ り ､ 支援機 関の 開摩意織 の 喚起､ 各 支援機関の 固有 の 機能の
重 ね
に
よ る
内容
確認 ､ 役割発揮 の た め の 自助努力 の 促 しが喚起 でき る
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科の 専門 医だ け で は な く 内 科医(か か り つ け
医)の 協力 を 得 る こ と が 大事 で あ る こ と ､ 市
町村や他関係支援者 に対 して も在宅介護 支援
セ ン タ - に保健婦が 関わ っ た経験 を基 に して
支援体制づ く り を意図 した か か わり を持 つ 必
要があると して い た ｡
2)事例の 棲み 重ねに よ っ て 蓄積され た判断 の
内容
活動評価 に あた り 業務集録 に まと め る過程
を用い ､ 保健所内 の 保健婦 同士 が所属部署 を
越えて話 し合う場 を持ち ､ 実施 した こ と を評
価して い た ｡ そ れを通 して ､ 今後 の 活動 目標
を明確に して い た ｡
個別 の 世 帯 の 療養 ･介 護実 態 か ら 導く ニ ー
ズの 把握並 び に事例検討会 の 実施 に よ る支援
国係者の 問題 意識 の 喚起 ､ 各支援機 関の 固 有
の機能の 明確化及 び機能発 揮の た め の 主 体性
の促 しの そ れ ぞ れ に対 し､ 保健所保健婦 と し
て の支援役割 の 重要性 を意識化 し て い た ｡
4. 活動の 成果と保健婦 の 判 断内容との 関連の
検討
痴呆の 問 題 に対 す る①早期相談的対 応に 向
けて の 関係者 の 意識 ･ 支援 体制 の 変化 ②専門
相談窓 口 体制 の確保 ③市町村 の 福祉 サ ー ビ ス
の適用者枠 の 拡大④家族 支援 に つ い て の 支援
関係者同士 の 基本姿勢 の 共 有化に よ り ､ 在宅
で の 療養 ･ 介護 の 継続 が 可 能 と な っ た ｡ こ れ
らに関わ る保健婦 の 判断は活 動事例 D-1 にみ
るように ､ 個別 の 援助世帯 - の 援助過程 を通
し把握され た 老 人 ･家族 の 健康 せ 活状況 並び
に地域 資渡 ･ 支援 体 制 の 現状 か ら の 問題 把
握､ 更に は地 域単位 で 取 り組 み が必 要 な ニ ー
ズ の判断で あ っ た ｡ また 支援 関係者 と の 事例
検討を通 して 在宅支援 の 基盤 づく り を推進す
る判断で あ っ た ｡
活動事例 D-2 に み る よう に ､ ⑤在宅支援 セ
ンタ ー と して の あ る べ き姿 の 認 識 の 形 成⑥痴
呆性老 人 に対する支援技術 に つ い て の 主 体的
学習行動 の 変化 は ､ 在宅介護支援セ ン タ ー が
地域 の 相 談的 対応 の 中核 と な る こ と を意 図
し ､ ま た 1 カ所 の 在宅 介護支援セ ン タ + で は
なく ､ 保健所管内 の 在宅介護支援セ ン タ ー 全
体 の 機 能が高 ま る こ と が重要で ある と考 える
保健婦 の 判断と 関連が あ っ た ｡
Ⅳ . 考察
1
. 活動 の 積 み 重 ね に み られ る保健 婦 の 判 断
の 特徴
1) ニ ー ズ の 把握
一 連 の 活動 の 基点と な っ て い た の は ､ 個別
事例の 問題 の 詳細な検討 を通 して 実態を把握
し ､ そ れ を通 して 地域 で 取り組む べ き課題 を
明 ら か に しようと する判断 の 存在 で あ っ た｡
個別 事 例 の 問題 は ､ 活 動 事例 D-1 に み る よ
うに痴 呆 の 問題 を持 つ 老 人 ･ 家族 の 心 身に 消
耗 をきた す ような 心理 的身 体的 な負担状況並
び に 老 人 ･ 家族 の 立 場 か ら判 断され た 地域資
源 ･ 支援体制 で あり ､ サ ー ビ ス ･ 制度 の 個別性
へ の 対応性 ､ 利用後 の 満足 性 ､ 利用 に よる有
益性 ､ 老 人 ･ 家族 に と っ て の 活 用 可 能性が 判
断さ れ て い た｡
地 域で 取 り組む べ き課題 を活動事例の 積み
重ね と い う観 点か ら見 る と ､ 活 動事例 D-1 で
は ､ 痴 呆 の 問題 に 対す る早 期の 相談的対応 ､
専門医療相談体制 の 確保 ､ 福祉サ ー ビ ス の 適
用枠拡大が 課題 で あり ､ 個別事例が抱 える 問
題 の 中 で も支援 関係者 と の 連携 ･ 協働 に よ り
支援体制 の 充実を 図る 目的に つ なが る問題 が
選定 され た ｡
活 動 事例 D-2 では ､ 支援機 関の 役 割機能発
揮 ､ 地域全体に及ぶ 療養支援体制づ く り が地
域 で 取 り 組 む べ き 課 題 と し て 判 断 さ れ て お
り ､ そ れ らは 地域内の 全在宅 介護支援 セ ン タ
ー 個 々 が 抱 える活動上 の 問題 ､ 他支援機 園と
の 連携 ･協働 の 状況 ､ 及び それ に より老人 ･家
族 に付加 され る新た な負担 を判 断 した こ と に
よ るも の で あ っ た ｡
こ れ ら の こ とか ら ､ 活 動 の積 み重 ね に み ら
れ る保 健婦 の 判断は ､ 個別 の 問題 に 関する判
断 が 基盤 に あ り ､ そ の 個別 の 問題 に対 する 現
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行 の サ ー ビ ス ･ 御慶 の 対 応性 ･ 満 足 の 充足 性 ･
有 益性 ･ 活 用 性 の 判 断 が 成 さ れ る こ と か ら ､
地域全俸 で 取り 組む べ き 課題 を形成す る もの
と考 え る ｡ そ れ は ､ 地域 内 の 支援 国係者そ れ
ぞれ が提 供す るサ ー ビ ス に つ い て の 連 続性 ･
- 貫性 ､ 及 び 問題 の 早 期対応性 ､ 並 び に専門
的 なサ ー ビ ス 体制及 び 日常性なサ ー ビ ス 体制
の 確 保 の 方向性 を図 る こ と に関心 が 注 が れ る
もの で あ る ｡
2) 活 動 方法の 選択
個別 の 問題把 握に は ､ 保健婦 と して 一 定期
間援助者 と して か か わ り を持 っ た過程か ら把
握す る こ と の で き た老 人 ･ 家族 の 療養 ･ 介護 の
実態が もと に な っ て い た e 一 定期間か か わ り
♪
を持 つ こ と に よ っ て 初め て 把握 可 能 な 実態及
び 問題 が存在 して い た o こ う し た方 法 は療養
･ 介護 の 実態把握 の 方法 と して 有益 で あ る と
考え る ｡
課題 - の 取 り 組 み を推進 させ るた め に ､ 地
域 支援者 と の 問題 の 共 有 ･ 意識 - の 働 き か け
を意図 した 事例検討が 多く 用 い られ て い た o
活 動 の 積 み重ね に より , 支援 関係者個 々 人 の
認 識 ･ 行動 の 変化 か ら ､ 支援機 関と し て 地 域
内で の ある べ き姿を組織的 に追究す る主 体性
が生 まれ る変化 が結果か ら確認 でき た ｡
これ ら の こ と か ら活動 の 積み 重ね にみ られ
る保健婦 の 判断 は ､ 支援関係者 の 個 々 人 の 認
識 ･ 行動 の 実態及 び 変化を判 断す る こ と に 留
ま らず ､ 地域 にお い て 支援 関係者 の 所属組織
が 有す る 固有 の 機 能 ･ 役割 が 充分発 拝 され る
こ と を重視する も の と考 える ｡
2 ･ 地域を単 位とした ､ ケ ア 茸の 確保 ･ 向上 にか
かわる看護判断
経年的な活動 の 積み 重 ね に より ､ 地 域内 の
ケ ア は 地 域資源 ･ 支援体制 と して ､ そ の 連続
性 ･ 一 貫性 ･柔軟性 ･ 日常性 ･専 門性 ･ 総合性 ･ 協
働性 ･責任性 を増 す こ と に よ っ て ､ 質 の 保 証
が なされ るも の と 考え る ｡
看護判 断は ､ 個 別 の 療養者 ･ 家族の 健康 ･ 生
活状態 に対す.る 地域資源
･ 支援 体制 の 支援 機
能 に関する 問尊把握 が 基 点と な り ､ 地 域支援
者 と連携 ･ 協働 す る こ と に よ っ て 取 り 組 む必
要 性 の 高 い 課 題 を ､ 地域 で 取り 組む べ き課題
と して 位置 づ け活 動 の 目的を定 め て い た ｡
活 動評価 は ､ 一 つ に は今後 の 活動目標を明
確 にす る た め ､ もう 一 つ に は ､ 専門職 と して
の 自 己 の 役割追究 の あ り方 を明確 にする ため
に必 要 な過程 で あ っ た o した が っ て 活 動評価
は ケ ア の 質 の 確保 ･ 向上 に か か わ る看護判断
と して ､ 極め て 重要 な 一 つ の 過 程 と考 えるこ
とが 重 要で ある o
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調査2 :広域的地境におけるケアの質と香車判断
- 障鼻児療育体樹づくりに轟ける保障所保健婦の活動分析 -
詞査2 : 広域的地域にお けるケアの寛と看護判断
- 障害児療育体制づくりにお ける保健所保健婦の活動分析 -
牛尾裕子 武藤紀子 浦奈穂実 害噂美砂子 平山朝子 岡本恵子 弓卓口喜久江 新 田祥枝
(. 目的
広域的地域 に お け る ケ ア の 質 と看護 判 断
の特徴を明らか にする た め に､ い く つ か の 基
礎自治体 を管轄する保 健所に 属 し､ 管内地域
のケア体制づく りを担う 保健所保健婦の 活 動
を素材に ､ 保健 婦が追究 して い る ケ ア の 質 と
活動方法の特徴 を分析す る｡
lf. 方法
1 . 調査対象
障害児 療育支援 体制 づ く り に お い て 成果
をあげて い る A 保健 所保健婦 によ る 3 年間
(平成 11- 1 3年) の 活動を対象 とする ｡
A 保健所は ､ 1市 5町人 口約 86,0 0 0人 を
管轄する農山漁村型の 保健所で ある ｡ 組織 は ,
所長､ 次長の も と､ 総務課 ､ 企画 調整班､ 地域指
導課 ､ 疾病対 策課 , 検査課 ､ 生 活衛 生課 か ら構
成されて い る D 保健婦は ､ 企 画 調 整班 , 地 域拍
導課, 疾病対策課 にそ れ ぞれ , 1 名 ､ 3 名 ､
2名配置され て い るが ､ 本宿動の 主 担当課 は ,
母子保健 , 老人保健 , 市町村支援等を担 当す
る地域指導課 で あ り , 同課の 3名の 保健婦(う
ち 1名は課長) が ､ 活 動の 中心 的な企画 ･ 実
施者で ある o
A 保健所管内は ､ 療育の 必要な 乳幼児に対
して 早 期に適切な指導 ･ 訓練 を実施で き る専
門機閑が な く ､ 保健所 で は ､ 障害児療育に対
応す る相談事業 を回数及 び種類共に年々 増や
して 実施して き て い る ( 表1)o こ の よう な状
況 を背景 に ､ 保健婦 は ､ 心身 に障害を有する
児が ､ 適切 な 時期に適切 な支援 を継続 して 受
ける こ とが で き る よう な 療育体制を管内 に構
築す る こ とを目 指し て ､ こ の 活 動 に取 り組ん
だ｡
2 . 調査方法及び調査項目
調 査 は ､ 3年間の 活 動全体 に つ い て の 調 査
(以 下 , 活 動調 査 とす る) と , 個別援助事例
に つ い て の 調 査 (個別援助事例調 査) か ら構
成す る ｡
1) 括動詞査
保 健婦 へ の 面 接聴 取 並 び に活 動記録資 料
よ り ､ 活動内容 とそ の 碍動 に関わ る保健婦の
考え ､ 括勤 によ る 当事者及 び 関係者の 反 応 ･
変化 を調 べ る ｡ 記述し た活 動内容及 び保健婦
の考 えか ら ､ 活 動 によ っ て 目指 した こ と と方
法 を整理 する ｡ また ､ 活 動 によ る 当事者及 び
関係者 の 反 応 ･ 変化か ら ､ 活 動に よ っ て もた ら
され た成果 を調 べ る ｡
蓑1 A保健所にお ける 障害児療育関連相談事業 一 覧 (平成 1 3年度現在)
事業名 (開始時期) 対象 従事者
療育相談
(fI元年度以前 よ り 実施)
運動機能 ･ 発 達 面 に 問題 のあ る児 整 形外科医､
保 健婦
発達相談
(H2 年度より実施)
(H 9年度よ り保育士導入)
言語 . 情緒面 に遅れ ･ 問題 があ る児 ､ 育 児不安のあ る親 鯨床心理 士 ､ 保 育 士 ､
保捷婦
発達訓練昏導
(fl l O年度より実施)
身体 に障害 の あ る児､ 長 期 に わ た り療養を必要 とす る児 理学 療法士 ､
保健婦
乳幼児発育専門相談 未熟児及び低体重児 小児科医師 ､
(H 9年度よ り実施) 発育 ･ 発達 に 遅れがあ る ､ ア レ ル ギ ー , 低 身長 , 肥満な 保健婦､ 栄養士
ど の医師の診察及び指導 の必要な乳幼児
発達 ･ 教 育相談 言語 ･ 情緒面 に遅れ ･ 問 題があ る児 , 臨床 心理士 ､ 保育 士 ､
(H 1 3年度 よ り 実施) 育児不安の あ る 親 養護学校教諭､
保 健婦
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2) 個別援助事例調査
保健所 保健婦 に よ る障 害児 ･ 家族 へ の 個 別
援 助事 例か ら ､ 上 記 の 活 動 と関わ り の 深 い -
事例 を選択し ､ 保健婦 の 援助記録 よ り援 助内
容 と保 健婦の 考 え 及 びそ の 結 果 を調 べ ､ 保健
婦が 援助 にお い て 目指 した こ と とそ の 方法 を
整理 する o そ の な か で , 関 係者 へ の 働きか け と
結果 に つ い て 取 り出す ｡
llJ. 結果
1 . 活動調査結果
1) 活動の 凍要
活動は , 表 2左列 に示 した よ う に ､ ①実
態調査 の 実施 , ②相談事 業の 展開 ､ ③関係
者の 検討会議 ､ ④関 係者 の 研修 か ら構成 さ
れ た ｡ 各活動 へ の 参加 者 を , 表 2 右列 に 示
した ｡
(1) 実態調査の 実施
3 歳児健康診査後の 処遇調 査 (平 成 11 年
度実施)で は ､ 心身に障害草抱 え る児の た め の
早 期療育機関が 身近 にな い こ と ､ 地域保健法
の 施行で 母子保健事業 を市町が 主体 とな っ て
実施する よう に な り , 保健所 及 び市町保健婦
の 役割 を見直す必 要が ある と考 えた こ とか ら ､
平成6 - 1 0年度 に 3歳児健康診査 を受診 した
低 出生体重児と受診の 結果健康管理 上 注意す
べ き 児に つ い て ､ そ の 後 の 処遇 に つ い て ､ 保
健所 と市町の 記録資料か ら調 査 した .
保 健所 母 子 保 健事 業利 用 者 へ の 郵送 ア ン
ケ ー ト調 査 (平成12年度実 施) で は ､ 平成 11
年度 の 調 査結果 を受け て ､ 保健所管内の 心身
に障害 を持 つ 児 とそ の 家族 の ニ ー ズ を 目 に見
え る形 にする必要が ある と考 え ､ 平成 8 - 12
年度 中に保健所 の 母子 保健事業 を利用 し た児
の 保護者 に対 し ､ 現在療育 ･ 育児 に関し て 因
つ て い る こ と ､ 保健 ､ 福祉 , 医 療等サ ー ビス ･
制度 の 利用状況 と要望 ･ 意見等 に つ い て 調 査
した ｡
(2) 相談事業の 展開
平成 12 年度は ､ 従来か ら保健所で 実施し
て い た 母 子 保 健事 業 に 加 え て , 発 達相談 を
Ⅰ 養護学校 で 2 回 , 管内 0 0町 で 1 回 ､ MPT
で 1 回実施 し , 発達訓練指導 を Ⅰ養護学校で
1 回実施 した ｡ さ ら に平成 1 3年度 は ､ 定例
の 発達相談 1 2回 の う ち 5 回 を発達教育相談
とし ､ Ⅰ 養茸学校 にお い て 養護学校教員によ
る教育相談を あわ せ て 実施した ｡ また 同じく
定例の 発達訓練指導 6 回 の う ち 3 回 を養護学
校で実施 した ｡
また , 平成 12年度か ら 1 3年度 にわ た っ て ､
保健所保健婦が保護者側か ら ニ ー ズ を とら え
た事例及 び保 育所や 市町保健婦か ら相談を受
けた 事例な ど 9 事例 ( 管内1市 3 町 の 8保育
所) に つ い て , 保健所保健婦 ､ 市町保健婦 ､
知的障害児通 園施設指 導員が , 保育所を訪問
し ､ 園 で の 児 の 様子 を み て 保育等の 対応 につ
い て 助言 する 保育所訪 問を実施 した ｡ さら に ､
平 成 1 3年度 は , 障害児歯科 を専 門 とす る歯
科医 に よ る障害児摂食指導 を 2 回実施 した ｡
また ､ 保健所保健 婦が 把握 して い る自閉症児
の 親 に声 をか けて 自閉症児親の 会 を開催 した ｡
(3) 関係者 間の検封会議
平成 12 年度 は ､ 管内地 域 の 障害児療育体
制づ く り を検討す る目 的 で ､ 管内市町保健福
祉担当 課 長会議 を 1 回 ､ 管 内市町保健福祉担
当者会議 を 3 回実施 した ｡ また ､ 地域住民 の
障害に 対す る理解 を深 め ､ 障害児 ･ 家族 に対
する助 け合い を実現す る こ とをね ら い と した
｢療育 の つ どい+ を平成 12年度及 び 1 3年度
各 1回 実施した ｡
(4) 関係者の研 修
保健所 内保健婦研究会 にて ､ 保健所保健婦
が援助 し て い る事例か ら ､ 疾病や 障害 を持つ
児の 支援体制づく りの 課題を検討 した ｡
また ､ 管内で 活動 して い る障害児親 の 自主
グル ー プを対象 に療育等 の 専門職 によ る講演
会 を開催 し ､ 市町保健婦や 療育支援 に関わ る
関係者に も参加 を 呼 びか けた ｡ さ ら に ､ 管内
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市町保健福祉担当課長等で 組織さ れ る会議メ
ンバ ー を 対象 に管外の 知的障害児通 園施設等
へ の視察研修 を実施した ¢
2) 活動 によ っ て 目指 した こ とと方法
以上 の 活動 に よ っ て 保健 婦が 目 指 し た こ
とは , 対象者別 に表3 の 通 りに整理 で き た ｡
以下, 対象者別 に､ 保健所保健婦が 目指 した こ
ととそ の ため に用 い た方法 を説明す る｡( 文中
アル フ ァ ベ ッ トは表3中 の アル フ ァ ベ ッ トに
対応して い る)
表3 対象者別活動によ っ て 目指 した こ と
障害児とそ の 家 族
a 児 なP) の発 育 発 達促進 による将来 に わ たる QOL 向 上
b 親 ･ 家族 の 子 供の 発 達発 育過程 ･ 接 し方の 理 解
e 保 健 ･ 医 療 ･ 福 祉 ･ 療 育 ･ 教 育 等サ ー ヒ
4
ス ･ 制 度 ･ 資 源 の
活用
d 障害児 の 親 ･ 家族 同 士 の 共感 ･ 支 え合 い
管内市町 保健婦
e 障 害児療育に つ い て の 知識 ･ 技 術 向上
f 障害児子 育 て支援 の 観点 から
乳幼児健診等 母 子 保健事業 の 取り組 み の 改 善
g 障害児療育 に関わ る専門職 との 関係形成
b 障害児 ･ 家 族と関係者間調整役割発揮
管内録音所所長 ･ 保 育 士
k 障害児保育 の 知 識 ･ 技 術 向 上
1 障害児保育 の た め の 地 域資源 の 活用
m 障害児家族との 相 互 理 解
n 障 害児療育支援 の た め の 保 健所との 連携強化
o 障害児療育 に関わ る専門職 との 関係形成
管内市町保健麗祉担当課長
i 障害児子 育 て支援 に関する保健福祉行政施策改善
j 障害児療育支援 の ため の 保 健所との 連携強化
l養護学校
p 地域 の 療育 の 拠点としての 機 能 発 揮
地元A歯科医
q 障害児 の か かりつ け医として の 機 能 発 揮
韓健所
r 障害児療育相談支援機能強化
s 所 全体として の 協力体制 づくり
保健所保健婦
t 障害児子 育 て支援 に関する管内 の 地域課 題 明確化
u 障 害児療育 に つ い て の 知識 ･ 技 術 向上
(1) 障害児 とそ の 家族
児自身の 発 育発達 を 最大限 に促す こ と で ､
将来にわ た っ て 児の Q O Lフう号向上す る こ とを
めざし ､ 親 ･ 家族の 児 の 発育発達過程や接し方
につ い て の 理 解 を促し ､ 保健 ･ 医療 ･ 福祉 ･
療育等の サ ー ビ ス ･ 制度 ･ 資源情報 を活用 で
きるよう にな る こ と ､ また障害を持 つ 子供 の
親 ･ 家族同士 で 支えあう こ とが で き る こ とを
目指して い た ｡
保健所保健婦､ 市町保健婦, 知的障害児通 園
施設指導員ら に よる保 育所訪問 によ る保育士
等に対 す る相談 の 実施や 実際の 食事場面 を設
定し た 障害児軽食指導 で は､ 保 育園 で の 具 体
的な 保育 の 場面や , 家庭 にお け る食事場 面な
ど､ 生活 の 具体的な場面を捉え て ､ 児 へ の 接 し
方に つ い て 具体的 に助言指導 して い た(ち)｡ 養
護学校 にお い て 養護学校 と合同で 発育 相談 ･
発達 訓練 指導 を開催 する こ と に よ り ､ 従来 の
事 業の 目 的 に加 え て ､ 保護者が 養護学校 の 設
備や 教育 内容 を 身近 に 知り ､ 子 ど も に と っ て
適切 な教育環境を選択する こ とが で き る よう
にな る こ と もね ら っ て い た(c)o 発達相談事業
や 発達訓練指導､ 発達教育相談で は , 表中も 及
び c と共 に障害児 の 親 ･ 家族 同士 の 共 感 ･ 支え
あ い も目的 と して い た が ､ 事業 を通 じ て ､ 自閉
症児 の 親 ･ 家族 の み が 集 ま る場 の 必 要性 を認
識 し, 事業を利用 して い る親 ･ 家族 に声をか け
て ､ 自閉症児親の 会を 開催 し, こ の 会を自主 活
動とする 支援を開始した(a)｡
(2) 市町保健婦
障害児療育 に つ い て の 知識 ･ 技術 を向上 さ
せ ､ 障害児子 育 て 支援 の 観点か ら 市町の 母子
保健事業 を見直す こ と , 市町保健婦が ､ 障害
児 ･ 家族支援 の た め に , 障害児療育 に関 わ る
他専門職 との 間 で 調整役謝を発揮 で きる よう
にな る こ とを め ざして い た ｡
養護学校 で 開 催す る発達相談 ･ 発達訓練 指
導 ､ 障害児歯科専 門医 に よ る摂食指導な ど の
事業 を､ 市 町保健婦 が 関 わ り の あ る対象者の
参加 に伴 っ て 見学する こ と を通じ て ､ 障害児 ･
家族が どの よう な悩み を相談する の か それ に
対し , そ れ ぞれ の 専 門職 が どの よう に助言指
導す る の か を 学び､ 障害 児療育 に つ い て の 知
識技術 を 向上 させ る こ とをね ら っ て い た(e)｡
3 才児健康診査t受診 の 結.果､ 健康管理 上 注意
す べ き と した 児 に つ い て の そ の 後 の 処遇 を ､
市町保健 婦に 調 べ て もら う こ と を通 し て ､ 市
町保健婦 が ､ 乳幼児健康診査後の 処遇 の あ り
方 に つ い て 見 直す こ とをね ら っ て い た(I)o ま
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た ､ 実態調 査 の 若菜 や 保健所保健婦 が援 助 し
て い る 事例 を用 い て ､ 市町保健婦 に障害児 ･ 家
族 の 身近 な 相談者と し て 重 要な役割 を担 っ て
も ら い た い こ とを訴 え ､ 障害 児子 育 て 支援 に
お い て 各市町 で の 取 組み の 改善に つ い て 考 え
て も らう こ と をね ら っ て い た(i)o 発達相談等
の 事業 へ の 参 加 を通 し て ､ 事 業 に携わ る専 門
職 と市町保健婦が 身近な 関係 にな る き っ か け
を つ く っ て い た(g)c 保育所 訪問 で は ､ 保健所
保健婦 が障害 児の 親か ら 相談 をう けて お り ､
市保健婦と保育所 との 連携 関係が 十分で な い
場合 に は ､ 保健所保健 婦が 企画 し た 保育所訪
問 に, 市保健婦 に 同行 して もら い , 市保健婦の
立 場か ら障害児 ･ 家族 へ の 支援役割 を考 え る
～;
せ っ か け に し て も ら う こ と をね ら っ て い た
(h)o 一 方 ､ 町 保 健婦が 保 育所か ら 直接 よ く相
談 を 受 けて い る な ど､ 町保健 婦 と保育所 と の
連携 関係が 確立 し て い る 場合 は ､ 保健所保健
婦 は 前面に 出 る こ と な く ､ 町保 健婦が 主 体的
に保育所訪 問 を企画 で き る よ う支援 して い た o
以 上 の よう に ､ 市町保健婦が 障害児 ･ 家族と保
育所 との 間 で 調 整役割 を発揮 で きる よ う にな
る こ とをね ら っ て ､ 市町保健婦 と保育 所及 び
対象 児 ･ 家族 と の 関係 に 応 じた 方法 で 働 き か
け て い た(h)｡
(3) 保育所所長及び保育士
保育士 等 の 障害児保育の 知識 ･ 技術 の 向上 ､
障害児保育 の た め に地域資源を活 用 で き るよ
う にな る こ と ､ 保健所 を は じめ 他専 門職 との
協 力関係 を形 成 して , 障害児 ･ 家族 へ の 支援
の た め の 協働が 円滑 に い く こ と を目指 し て い
た ｡
保育所訪 問等 によ り , 保育 の 具 体的な 場 面
ご とに保育士 が 対応 に 困難 を感 じて い る問題
に対 して 具体 的 に助言す る こ とを 通 し て ､ 保
育士 が 障害児保 育の 知識 ･ 技術 を高 め る こ と
を ね ら っ て い た(k). また ､ 保健所 保健婦 が 相
談対応 を通 じ て 把握 して い る家族の 悩 みや 考
え を保育士 に伝 え る こ とに よ っ て ､ 保 育士 と
家族 との相互 理 解を促す こ と をね ら っ て い た
(m)Q ま た ､ 保健所 の 発達相談等 へ の 参加見学
や会議等 にお い て 知 的障害児通 園施設 指導員
等 と同席 し施設 で の 療育 の 実際や 考 えに つ い
て 話 し て も らう 機会 を 作 る こ と を通 し て ､ こ
れ ら の 地 域資源や 保健所の 事業に つ い て の理
解 を深 め た り､ 療育 に 関わ る 専門職 と保育所
所長 ･ 保育士 が 身近な 関係 に な る き っ か けづ
くり をね らい と して い た(1 ,a, o)｡
(4) 管 内市町保健福祉担当課長
障害 児子 育 て 支 援 に 関す る 各市 町の 保健
福祉行 政施策を 見直す こ と ､ 障害児療育支援
の ため の 保健所 と関係強化 を目指 して い た o
会議 にお い て ､ 保健 所の 療育体 制づ く り推
進 計画 と管 内の 障害 児 ･ 家族の ニ ー ズ調 査計
画 を提案 し､ 意見 を もら う こ とを通 し て ､ 保健
所 の 役割 に つ い て 理 解 を深め て も ら い ､ 保健
所 との 協働 関係 を強化 する こ と をね ら っ て い
た(j)｡ また ､ 会議 開催 に あ た り
.
､ 各市町 で の 障
害児保健福祉施策 に つ い て の 調 査 を実施 し こ
れ に 回 答 して も らう こ と､ 調 査 結果 を 各市町
別 一 覧表 に して 会議資 料と し て 示す こ と によ
つ て ､ 担 当課長 が 各自市町 の 保健福祉行 政施
策 に つ い て 見直 し､ 取 組み の 改善 に つ い て 考
え て も らう き っ か けとす る こ とをね ら っ て い
た(i)｡ また ､ 実 際 に他 地 域 の 施 設 を見 学す る
こ と に よ っ て ､ 取 組 み の 在 り方 を具体 的に考
え て も らう き っ か け とす る こ とをね ら っ て い
た(i)｡
(5) 養護学校
地 域 の 療育 の 拠 点 として の 機能 強化 を 目
指 して い た o
保健所の 発達 相談や発達訓練指導 を養護学
校 で 実施す る こ とに よ っ て ､ 就 学前の 地 域 の
障害 を 有 す卑乳幼児 へ の 指導助言 に , 養護学
校 の 設備や 教員 を活用 して い た｡ 同 時に, 相談
事 業を 利用 した 障害児 家族や , 本事業 に参 加
見学 した市町保健婦 , 保育所保 育士 等 に, 有効
な療育資源 とし て の 養蔑学校 を印象づ けて い
た o ま た､ 本事業 を通 じ て ､ 養護学 校 にお い て
養 護学 校教員, 相 談事業 に携 わ る 障害児療育
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に関わ る臨床心 理 士 ､ 理 学療法 士等 の 専門職
が 一 堂に 会す る こ と に よ っ て ､ 養護 学校が 管
内地域の 療育の 拠点 とな る こ と をね ら っ て い
た(p)｡ 保健婦 は ､ 当 初は 試み 的 に相談事 業 を
養護学校 で 実施 し ､ そ の 結果保健 婦自身が 地
域の療育資源 として また 関係者協働の 拠点 と
して の 養護学校 の 有効性 を確信 し . 次年度 に
は定例の 相談事業を養護学校で実施する こ と
で事業の定着化を図 っ て い た ｡
(6) 地元A 歯科医
発達相談 に お い て 障害 児の 歯科健 診 を担
当して も ら う こ とに よ っ て ､ 障害児の 歯科診
療に関わ る ニ - ズ を 知 っ て も ら い ､ 関心 を も
っ て もら う こ とで ､ か か り つ け医 と し て 障害
児を受け入 れ て もらう よ う にな る こ とをね ら
っ て い た(q)｡
(7) 保健所及び保健所保健婦
活動に よ っ て 目 指し た こ と に は ､ 本活動 の
実施主体で あ る保健所及 び保健所保健婦自ら
に関する もの もあ っ た ｡
保健所 に つ い て は , 保健所の 相談事業を 多
様な形 で 発展 させ , さ ら に 本事 業の 従事者 が
障害児療育 に つ い て の 知識 ･ 技術 を 向上 させ
るこ と に よ っ て ､ 保健所の 専門的相談機 能を
強化す る こ と を ね ら っ て い た(∫)｡ ま た ､ 本 宿
動の 推進 計画 を , 担 当課内の み で な く ､ 所長 ,
次長を は じ め , 他課 の 保健婦及び保健 婦以 外
の 職員ら と 共 に検討 を重 ね る こ と で ､ 所全体
として 本活 動 へ の 協力体制を強化 する こ と を
ねら っ て い た(s)o
保健所保健婦 自身 に つ い て は , 実態調査 や
関係者間の 検討会議を通 じて ､ 障害児の 親 ･ 家
族や支援に関わ る 関係者か ら ニ ー ズを把握 し ､
療育に 関す る管 内地域 の 課題を 見出 し, 保健
所保健婦の 役割 を明確 にする こ とを 目指 して
い た(t)｡ ま た , 管 内の ･障害児親 の 自主 グル -
プを対 象 に した療育等の 専門 職によ る 講演会
や ､ 管外の 知 的障害児通 園施設 等 へ の 視察研
修iこ は ､ 他関係者 と と も に保健所保健婦自身
も参加 し ｡ 障害児療育 に関する自ら の 知識 ･ 技
術 の 向上 を 目指し て い た(u)o
3) 活動によ っ て もた らされ た成果
障害 児 と 家族 に と っ て の 成果及 び関係者
側 に と っ て の 成果 を ､ 次貢表4 ､ 表 5 に示 し
た ｡
障害 児 . 家族 に と っ て の 成果 で は ､ 相談事
業 に よ っ て 保健婦 が意 図 し た こ と以 外 に も ､
養護学校 の 児童 ･ 生徒 の 医療面 の ニ ー ズ が満
た され る とい う 成果が みられ た ｡
関係者 に と っ て の 成 果で は ､ 保育所保 育士 ､
養護 学校教員は ､ そ れ ぞれ担 当す る園 児や 児
童生徒 に つ い て 具体 的な 専門的助言 を得られ
た こ と で ､ 対 応にお け る不安の 軽減 ･ 自信に つ
な が っ て い た ｡ また ､ 保健所及 び保健所保健婦
の 役割が 理解 さ れ 信頼 を得た こ と で ､ そ れぞ
れ の 機関 で抱 え て い る事例 に つ い て 保健所に
相談 さ れ る とい う 成果が 生 まれ て い た(K 市
保健婦 ､ 保育所長 ･ 保育士)｡ 養建学校は ､ 就学
前の 乳幼児 に対 し て 教員の 知識技術や 施設 な
ど を役立 て る こ とが でき た と同時 に ､ 利用 し
た保護者 に養護学校 の 良さ が理 解 さ れ 地域
に対する専門機能発揮が促進され た ｡ また ､保
健所相談事業に従事する専 門職に と っ て も ､
事業に よ る障害児 ･家族 との 関わ り を通 じて ,
障害児の 療育に 関わ る問題 へ の認 識を深 め ,
自らの 専門分野 を さ ら に向上 させ よう とする
認識 に影響 を 与 え(理 学 療法士), 地域 の 療育
資源 に つ い て の 理解 を深め る とい う 成果 を生
み 出して い た(小 児科医)0
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表4 障害児 ･家族 にとっ て の成果
活動 対象 成果 ≒
莱
態
3 才児健診 で健康管埋
上注意す べ きとされ て い
調査をきっ か けに､ 放置して い た ことが 明らか になり､ 市町 保健婦に よる支援 に結 び つ い た ,J
義
査
た にも関 わ らず放置され
て い た事例
i
i
I
1
】
I
董葦
養護学校生徒 腰痛などの 問題を抱える養護学校生徒に つ い て クラス 担任や生徒の 母親が , 理 学療法士 に相談できたこま!
た ,今まで内科的な医療にか か っ て い なか っ た養護学校 の 生徒も､ 小 児科医師に診てもらうことが できた｡ !
相談を利用 した 障害児
の 保護者
･ 養護学校教諭から教育的な関わりに つ い て の 助言 を受 けることが できた 鳳 こ､Ⅰ養護学校 は知的障害児をi
対象として い るた め ､ 自閉症児の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 指導 の 専門知識 ･ 技術を有して い ることから､ 具体的な方苧
校
で
法に つ いて 助言を受けることが できた., す
濁 護学校 の 教諭が児 2 - 3人 に対 して1名 の 割合で児に つ くため ､ 自 閉症児などの 安全面に つ い て日鋼亨i
i
き届き､児自身 この 場 - の 来所を喜ぶ o 親もじっくりと相談す ることがで きる5 岳
･ 脳 性麻寝で鼻腔栄養 の 児が ､ 養護 学校で の 発 達相散利用時 に両親 で学校を見学することができ､ 養護学葦
慧宍慧翌夏3a2ib謂誌欝 濫 認諾濫諾雷雲ぞ纂蔓㌶ 纂滝弓
I
育に パ ソコ ンを利用 して い るの をみ て ､ こういう風 にできるん です ね ､ と感心 して い たQ 以 上 の ように､ 養護学i
i
校 の 設備や 教育内容を良く知 っ た 上で ､ 子 どもにとっ て最も適切な教育環境を判断す ることができる機会とiな っ て い る;
訪 保
問 育
.相 所■t談
相談を利用した障害児 ･ ･ 保健婦等第3者が保護者の 悩み を保育士 に伝えることで ､保 育士 の 保護者 に対する理 解が 深まっ た
保護者 ･ 保育所保育士 の 児 へ の 対応が 適切に変化し､保護者 の 不 安 ･ 悩み が解消した 壬
傭 新 が児 の 問題を羅 臥 専門的な指導を受ける必 要性を理解して､ 児が 知的障害児通園施設 に定期∃的に通 園するようになっ たo 与
表5 関係者 にとっ て の成果
関係者種Btj 成果 .
I 町保健婦
･ 障害児 の 保護者と障害児通園施設の 間で調整役を担 い ､ 対 象児が 適切な療育支援を受けることができるよう
になっ た
K 市保健:棉
･ 障害児 に対す る市保健婦 の 役割 の 重要性 に つ い て の 自覚を深 め､保 健所相談事業を良く利用するようになっ
た｡ 重度 の 障害児事例 - の 対応を保健所保健婦 に相談してくるようにな っ た｡
管内市町 保健婦･ 士
･ 乳幼児健診受診後麗過をきちんと追 っ て いな い事例 に つ い て､ 調 査 をき っ か 桝 こそ の後 の経過 を把握し
た町があ っ た
･ 調査結果を報告 したことで ､ 乳幼 児健診未受診者 の なか に は悩 みを抱える保護者もあり､未受診者 に つ い て把
操す る必 要性 が高い こと､健診後医療機関に結び つ いても､子 どもの 成長 に した が っ て親が直面 する悩み は変化
するの で ､保健婦 が相談 に の つ て いく必 要性があることを確認しあえた
地元 A 歯科医
･ 保健所として 障害児 の 療育体制 づくりにどの ような考えで取組ん で い るの か ,地 元 の 歯科医に対する期待を伝
えることができた
保育所長･ 保育士
･ 発 達教育相談 に保育所保育士 が参加見学した ことで ､ 保健 所の 相談事実 に つ い て の 理 解 を深 め､ ニの 様な相
談を活用して いく意識が高まっ た｡
･ 保健婦や知的障害児通園施設指導員などの 保育所訪問により, 集団保育 になじめない 児など - の 対応 に苦慮
して いた が､ 専門的助言を得られ ､児 へ の 対応 にお ける不 安が軽減 し,自信 に つ なが っ た｡ 保護者との 関係が 良く
なっ たo
･ 保育所側か ら保健所に児の 様子 を報告してくれ たり､虐待 の 疑 い など他 の 心 配な児に つ い て保健所に相談して
くるように なっ た｡
養護学校教員
･ 養護学校 の 児童生徒? の 対応 にお い て､先 生自身が疑問に思 っ て い た ことや 対応 に不 安があっ たことに つ い
て 医師や 理学療法士尊から専門的助言を得られ た｡
･ 就学まで の 母 子 保健㌢ステ ム に つ い ての 理解を深めたo 養護学校 の 専門機能を, 就学前 の 地域 の 子 どもに 有
効 に適用できた｡ 養護学校 の 良さを障害児の 保護者に知 っ てもらうことが できたo
･ 養護学校 に通 っ て いる児童 に つ い て保健所で把握 してい た経過を共有し､児童 - の 関わりiこ つ い て共に検討
することができた
保健所相談事業に
従事する理学療法士
･もともとは､ 子 どもの 療育は専門外であっ たが ､事業を通じて子どもの 療育 - の 関心 を高めた｡ 同病院から若 い 理
学療法士 の 勉強 の ためと報奨費なしで 相談事業 に従事することもあっ た oまた ､障害児摂食指導で は､ 発 達相談
で来て い るケー スが 来ると見学 をすす めると参加があっ たo
保健所相談事業 に
･ 事業を通じて 保健所保健婦の 役割 に つ い ての 理 解が 深まり､ 病院で把握した虐待の 疑い のケ ー スに つ い て保健
婦に相談することもあっ たo
徒事する小児科医 ･ 発達相談を養護学校で実施した ことで ､ 小児科医自身も療育資渡として の 養護学校 に つ い て理 解を深めること
ができたとの 声が 聞かれた｡
- 72 -
2 個別援助 事例調査結果
1) 事飼及び援助経過の 壊要
本事例は ､ 母 親が 保健所に相談来所 した事 か
ら､ 保健所保健婦 の 関わ りが 開始 した o 事例の
概要は表6 ､ 援助経過 は表7 に示 した o
蓑 6 事例 の 壊要
児: N ･ T く ん 平成 7年 1 2月生 まれ (初回相
談時2才 7 ケ月)､ 自閉頼向
家族: 父, 母 , 祖父母 , 及 び本児 ､ 家業は自営業
居住地: K 市
部回相談年月 : 平成 10年 7月
保健所把握まで の 経過: 同 じくら い の 周 囲 の 子 と
くら ベ 言 葉が遅い の で K 病院受診し , 異常だと言
われ ､ 精密検査を指示 された こ と に 納得が い かず ,
保鮭所 に相談に来所した ｡ 1 ケ 月 , 3 ケ 月 ､ 6 ケ
月 , 1 0ケ 月 ､ 1 才 時 の 健診はす ベ て E 病院で 受
診し異常なか っ たo E 市 の 1 才半健診受診の 結果､
片言語が 出て い なか っ たが ､ 特 に 何 の 掃導もなく ､
そ の 後の 市保健婦 に よ る フ ォ ロ ー も 計画 され て い
なか っ た o
保健婦 は ､ 初 回相 談の 時点 か ら 一 貫 して ､
家族が 児の 適切 な 専門医 療 ･ 療育 の 必 要性 に
つ い て 理 解 し ､ こ れ を継続 し て い く こ と を支
援して い た ｡ 特 に ､ 援助開 始初期に は ､ 家族が
L
本児の 発達の 遅れ と療育の 必 要性 を認め て 受
け入れ る こ とが で き るよ う ､ 家庭訪問し ､ 母 親
ばか り で な く 祖母 を は じめ 他 の 家族 員の 思
い ･ 不安 を受 け止 め ､ 援助 して い た ｡ また, 家族
が児 の 発達状況 を適切 に認識 し ､ 発達 を促す
接し方を家庭 にお い て 実施で きる こ と を支援
して い た ｡ 具体的に は ､ 発達相談 にお ける 心理
療法士 によ る児 の 発達状況 の 確認 と専門的指
導と合わ せ て , 必 要に応じて 家庭 に訪問して ､
家庭で の 実施状況 とそ の 成果 を家族 と共 に確
認し ､ ｢他児 と 比較せ ず ､ 長い 目 で み て い く こ
と､ 小 さな 変化 も喜ぼう+と､ 継続 する こ と を
励ま して い た o 自閉傾向 と診断され た 時に も､
家庭訪問 し, 母 親 ､ 父親､ 祖父母 そ れぞれ が ､ こ
の 診断に つ い て どの よ う に理解 し受け止 め て
い るか確 認し ､ 援助 して い た ｡ そ して ､ こ の 後
は同 じ立場 の 家族同士 の 支え 合い が 必要 とな
つ て く る と考え ､ 自 閉症児の 家族会 に つ い て
情報提供 して い た ｡
以上 の よ う な援 助 と平行 し て ､ ｢家族 の 意
向を反 映 した集 団保育 の 場が 決定され る+｢保
育園 が 児及び 家族 の サ ポ ー ト資源 と して 有効
に機能す る+｢家族 が児 に と っ て 適切 な就学進
路 を 決定 し て い く こ とが で き る+こ と を援助
し て い た o そ し て こ れ ら の 援助にお い て は ､ 児
及 び 家族 へ の 働 き か け と同 時に ､ 市保健婦及
び保 育所担 当者 ､ 保育所長 , 小 学校養護教員 ､
養護 学校 教員､ 市教 育委員会な ど の 関 係者 へ
の 働きか けが 行われ て い た c
2) 本事例へ の 援助過程 にお ける関係者 へ
の 働きか けと結果
関係者 へ の 働 き か け が み られ た ｢家族 の 意
向 を反映 した 集団保育の 場が 決定 され る+事 ､
｢保育園が 児及 び 家族 の サ ボ - ト資源 と して
有効 に機能す る+こ と , ｢家族が 児 に と っ て 適
切 な 就学進 路を 決定 して い く こ と が で き る+
こ と を目指 した保健婦 の援助 とそ の 結果 に つ
い て 述べ る ｡
(1) 本児に と っ て適切であり､ 家族の 意向を
反映 した集団保育 の 場が決定され る
家族 に対 して は ､ 市保健婦や 市保育所担当者
か ら保育所や 幼稚 園 の 情報を聞い て 家族に情
報提 供し つ つ , 保育 所見 学等 を通 して 家族 内
で ど の よ う に話 し合い 考え て い る か をそ の 都
度確認 して い た ｡ そ して ､ 保育所入所 を決定す
る 関係者 間で の 話 し合い に際し て は ､ 市保育
所担 当者 や 保育所長 に対し ､ 発達相談や 家庭
訪 問な どで 把捉 して い る児の 状況 と保健 婦の
判 断 を伝 え , 家族 の 入 所 に つ い て の 考え を代
弁 して伝 え て い た ｡ また ､ 家族 も交 えた 関係者
との 話 し合い で は , 家族 が直接希望 を伝 え る
こ とが で き る よ う ､ 同席し て 精神的 な支 え と
な っ て い た ｡
市保健婦や 市保育所担 当者 ､ 保育所所長 へ の
働 きか け にお い て は ､ 児 と家族 に対す る保健
所保健婦 の援助経過 と現在の 保健婦の 判断を
伝え る と共 に､ 市保 育所 担当者､ 保育所所長､
市保健婦が 本児 の 入所に つ い て どの よう に判
断し､ 考えるか を聞い て い た ｡
当初 は､ 保育所 で の 本児の 受け入 れ に市側は
難色 を示 し たが ､ 結果 は希望の 保育所に 入所
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表7 時期別保健棒が援助で目指したことと援助手段
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健
見 結
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しを
堤
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を
決
定
所要 お 識 定 て 康 を 受 支 し
の 性 い し さ 有 管 も け え て
発 に て■､ れ 効 理 つ 入 AE=l い
達 つ 美 本 る に を い く
平
成
○
午
皮
7月 H C来所 児 ･ 父 ･ 母 関係者連絡7回
(市保健婦5回､
市保育所担当者
2 回), 関係者 及
び 本児 ･ 家族と保
育所入所に つ い
て話し合 い 1回(T
保育所所長､ 市
福祉事務所保育
所担当者､ 市保
健婦 ､ 保健所保
健婦 , 本児及び
父 母)
■○ ○
9月 発達相談 児 ･ 母 ○
io月 発 達相談 児 ･ 母 ○ ○
訪問 児 ･ 父 ･ 母 ･ 祖 父 母 ○ ○
発達相談 児 ･ 母 ○ ○
1
電話 母 ○
12月 電話 母 ○
電話 祖 母 O ○ ○
電話 母 ○
1月 発 達相談 児 ･ 母 ○ ○
2月 関係者話合 児 ･ 父 ･ 母 ○
平
虚
十
辛
皮
5月 電話 母 ･ 祖 母 関係者連絡1 回
( 市保健婦1回)
0 ○
6月 家庭訪問 児 ･ 母 ･ 祖 父 母 ○ ○ ○
7月 発達相談 児 ･ 母 ○
8月 電話 母 ○ ○
9月 発達相談 児 ･ 母 ○
電話 母 ○ ○
1 0月 発達相談 児 ･ 母 ○ (⊃
1月 発達相談 児 ･ 母 ･ 祖母 ○ ○
3月 発達相談 児 ･ 母 ○ ○
平
成
十
毒
寧
4月 発達相談 児 ･ 母 ○ (〕
6月 発達相談 児 ･ 母 (〕 ○
7月 家庭訪問 児 ･ 母 ･ 祖 母 ○ ○ ○
9月 電話 母 ○ (⊃ ○
11月 電話 母 ･ 祖母 ○ ○
la月 発 達相談 児 ･ 母 ○ ○ ○ ○
辛
成
･士
年
皮
5月 電話 母 ･ 父 関係者連絡1 0回
(K小学校養護教
諭2回 ､ 養護学校
教諭1回 ､ 保 育所
長4回､ 市教育委
員会担当者1 回,
市保健婦1 回､ T
知的障害児通園
施設指導員1回)
○ ･
電話 母 ○
7月 H C来所 児 ･ 母
発教相談 児､ 父 母 ○ ○
8月 保育所訪問 児(母) ○
電蓄 母 ○ ○ ○ ○
自閉症 の 会 母 ○
9月 電話 祖母 ○
_電話 母
.0 ○
12月･自閉症の会 母 ○
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するこ とが で きた B
(2)保育所 が児及び家族の サポ
ー ト資源 とし
て有効に機能する
児が保育所 に入 所する と ､ 保健婦 は 保育所
入所後の 児の 様子 と家族の 思 い を把握す る た
め家庭訪問 した o ま た ､ 市保健 婦か ら , 三才児
健康診査受診時の 児の 様子や 通 園 状況 に つ い
て聞い て い た o 家庭訪問時､ 母 か ら 保育所の 対
応に不満が ある こ と を聞く と ､ 保健婦は まず､
家族側か ら保育所に家族の 考え を 積極的 に伝
えて い く こ とが 重 要で あ る と伝 え ､ 励 ま して
いた｡ 同時 に家族か ら希望が あれ ば ､ 保健所保
健婦や 発達相談の 心 理 療法士 が保育所 に直接
対応する こ とが で き る こ と を伝 え て い た ｡ 次
に相談を受 けた 時に は , 保育士 に保健所 の 発
達相談 へ の 来所を紹介 し た り､ 保健所保健婦
が電話で 話を聞 く とい っ て い る こ と を伝 えて
みる よう具体的に助言 して い た o
保育所訪 問に
し
際し て は ､ 事 前 に保育所長 に
保健所保健婦の これ まで の援助経過 と現時点
で の児の 状況 に つ い て の 判断を伝 える と共 に､
保育所側 で 現在困っ て い る こ とを具体 的な 保
育場面にそ っ て 聞い て い た ｡ そ して ､ 登 園時な
かなか 入 室 しな い こ とが 困 っ て い る と聞い た
ことか ら ､ 児 の 登 園 の 様子 を み る こ とが で き
る よう登 園 時間に あわ せ て 訪 問を 計画 した ｡
そして 担任保育士等か ら直接具体的に どの よ
うな場面で どの よう に困るの か を聞い て い た ｡
保育士が 対 応困難に感 じ て お り , 家族の 児 へ
の対応に 不信感を抱 い て い た 児の 便秘 と偏食
の 問題 に つ い て は ､ 発達相談時 に保健婦か ら
家族 に指導する こ と を解来 し て い た ｡ 保育所
訪問後 には , 保育所 の 対応の 変化 に つ い て 家
族か ら把握 して いた｡
保育所 訪問で は､ 保育士 か ら集団の 中 で 児
を保育する こ とが い か に大変で あ るか を訴 え
られ たが ､ こ の 後母 親か ら､ 保育士 の 対応が 変
わり ､ 母親 の 保育所や 保育士 へ の ス トレ ス が
なくな っ た こ と ､ 児 も担任保育士 を し た う よ
うにな っ た こ とが報告され た｡
(3)家族が 児 に と っ て適切 な就学進 路 を決定
して い く こ とがで き る
保健婦 は ､ 発達 相談 な ど の 場面 で ､ 母 親か
ら保育園 で の 様子 を 聞 きな が ら ､ 同時 に 今後
の 就学 に つ い て どの よう に考 えは じめ て い る
か を把握 して い た o そ して ､ 就学進路決定の た
め に養護学校 の 情報を得る こ とも含め て 養護
学校 で 実施す る発達教育相談の 利用 をすす め
た り ､ 母親か ら質 問を受 けて 小 学校の 特殊学
級 に つ い て E 市小 学校 の 養護教諭か ら情報
を得 て 伝 え な が ら ､ 就学 に つ い て 母 親が どの
よ う な考 え を持 っ て い る の か ､ 家族 内で どの
よう に話 し合われ て い る の か を把達 し て い た ｡
母 親は保育園 で の 経験か ら養護学校が 良い と
考 え は じ め て お り ､ 祖 父母 は小 学校 を 希望し
て い て ､ 家族 内で の 意見 の 食 い 違い が あ っ た
が ､ 保健婦は母親の 考 え をよ く受け止 め ､ また
一 方祖母 の 考 え も受 け 止め る姿勢 で 関わ り ､
体験入 学等 を通 して ､ 家族 で よ く話 し合 っ て
決め るよ う母 親を励 まして い た｡
市教育 委員 会担 当者か ら保 健所保 健婦 に
対 し ､ 家族 の 進路 に つ い て の 本音を保健 婦が
把握 し て い る の で はな い か ､ 児の 発達 状況 か
ら保健婦は どの よう に判断するか に つ い て 問
い 合わ せ が あ っ た 時 に は ､ 保健 婦が 把接 し て
い る 家族員そ れ ぞれ の 考 え ､ 児の 状況 と 小学
校 にあが っ た場合 の サ ボ - トの 必要性 の 予測
に つ い て 伝え た ｡ 教育委員会側は ､ 保健婦か ら
情報が得ら れれ ば訪問の 必 要はな い と考え て
い た が ､ 保健 婦は ぜひ 訪問し て 直接家族 の 就
学 の 相談 に の っ て も らう よう 強く俵 療し た ｡
また , 教育委員会担当者 と とも に家庭 訪問し
た養護学校教諭 ､ 就学委員会に 出席 し た保育
所所長 と は ､ 本事例 に つ い てそ の 都度情報交
換 し なが ら , 家族が よく 話 し合 っ て 進 路を決
めて い く こ とを見守る こ とを確認 し あ っ て い
た ｡
養護学校 へ の 体験入 学や ､ 小学校訪 問を通
して , 母 親は､ 親も児 も無理 を しなが ら普通 小
学校 に行く よ り も､ 養護学校の 方が児 に あ っ
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て い る と い う 考 え をか た め , こ れ に つ い て 家
族 内で も 合意が 得 られ ､ 養護 学校進学 を決定
Lf=o
暮V. 考察
活 動調 査 結 果 及 び個別 援 助事 例調 査 結果
か ら ､ 保健 所保健婦が 追究 して い る ケ ア の 質
と保 健所保健婦活動 の 侍徴を 述 べ ､ 広 域的地
域にお ける ケ ア の 質追究 にお け る 看護判断 の
特徴 を述 べ る D
1 . 保健所保健婦が 追究 して い るケ アの 寛
1) 児･ 家族 に と っ て追究 さ れて い たケア
の 質
(1) 児なり の 発育発達 が最大 限促進 され る こ
と : 本活動 の 全て にお い て 保健婦が 究極 的に
目指 して も1た こ とは ､ 心 身 に障害 を有する 児
が適切 な 時期に適切な 療育 を受け る こ とが で
きる こ と で あ っ た ｡ 障害 児が 適切 な時期に 適
切な療育を 受け られ る か どう か は , そ の 児 な
りの 発育発達 が最大限 に促 さ れ るか どう か を
左右する もの で あ り ､ ひ い て は ､ そ の 児が将
来にわ た っ て 児な りの 能力を発揮 し い か に豊
か な生 活を 送る こ とが で き る か を左右する も
の で ある ｡ 保健婦は , これ を活動が 究極 的に
目指す こ と に据え て い た ｡
(2) 家族が 適切な療 育の 重要 性 を認識する こ
と : 児な り の 発育発達 が最大 限に促 され る よ
う児が 早 期 に適切な 療育を 受ける こ と を可能
にするた め に､ 家族が まず児 の 障害を認 め ､ 受
け入 れ , そ して 適切な 療育訓練 の 必要性 を認
識し ､ 専門医 療機関や 保健所 にお い て 継続 し
て 受ける気持ち を維持 し て い ける よ う支援 し
て い た ｡
(3)家族が 前向き に児に と っ て 適切な育児 ･ 療
育環境を判断 ､ 選択 し ､ 整 えて い ける こ と :
家族自身が児な りの 成長 を認 識で きる こ と ､
児の 将来の 見通 しが も て る よう ､ 適切 な 時期
に適切な 資源等の 情報を得 られ た り , 同 じ立
場 の親同士 情報交換や 共感 が 得られ る こ とを
支援 して い た o
2) 関係者側に と っ て 追究 され て い たケア
の 質
(1)そ れ ぞれ の 立場か ら の 自 ら の 取 り組みの
見 直 しと専門性 ･ 役割機能の 発揮 : 家族が適
切な 療育訓練 の 重 要性 を 認識 して も ､ 身近に
機関が な けれ ば継続は 困発 で ある o そ こ で ､
保健所管 内に専門的療育訓練を受 けられ る体
制 を つ く っ て い く こ と を め ざして い た ｡ 体制
づ く り推進 の 第 一 段階の ス テ ッ プと して ､ 関
係者それ ぞれ の 立 場 で ､ 自らの 取り組み を見
直 し ､ そ れ ぞれ の 専門性や 役割を 療育体制づ
く りの た め に最大限発揮 で き る こ と を ､ めざ
して い た ｡
(2)そ れ ぞれ の 立場 で の 専 門知識 ･ 技術 の 向
上 : 保育士 は保育士 と し て ､ 理 学療法士 は理
学療法士 と して ､ 障害児 へ の 関 わ り を通 しな
が ら , それ ぞれ の 立場か ら の障害児 へ の 支援
の 質を高め て い く こ とを目指 して い た ｡
(3)関係者相互 の 協力関係強化 : 同 じ対象者
を共 に援助す る こ とを 通 し て ､ ま たひ と つ の
事業 に共 に携わ る ある い は参加する事 を とお
して ､ 互 い に果 た して い る役割や 考え て い る
こ と を知 り ､ こ れ によ っ て 協力 関係を強化し
て い く こ と を 目指 して い た ｡ こ れ ら の 体制づ
く り を担 う 関係者 には , 小児科医 ､ 理 学療法
士 ､ 心理 療法士 と い っ た 療育 の 専門職 と , 児
に 日常的に保育 を提供する保育士 や ､ 家族に
と っ て 身近な 相談者 とな り得 る市保健婦 らか
ら構成し て い た ｡
(4)保健所事業の 充実 と保健所保健婦 自らの
役割 の模索及び専門性向上 : 以 上 の よ うな 他
関係者 の ケ ア の 質の 追究の 起点 に は保健所保
健婦自 らが月 ら の 役割 を まず明確 に しよ う と
する姿勢が あ り ､ さ らに活動推進の 軸 と して ､
常時保健所保健婦自ら も知識 ･ 技術 を向上さ
せ ､ 保健所 の 相談事業 を充実 ･ 発展 させ て い
た ｡
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2. 保健所保健婦活動の特徴
1) 障害児 ･ 家族個々 へ の 保健所 の 専門相談
事業を駆使 した援助実績 に基づい て 関係者間
誘整役割 を発揮する
結果 2 の 2)か ら , 保健所保健 婦が ､ 本事例
へ の 援助 にお い て ､ 保健所事業 と して 発達相
談とい う 手 段を持 っ て い た こ と ､ そ して ､ 発達
相談や 家庭訪問 を通 じ て ､ 児の 発 育発達面 に
つ い て の 専門的判断､ 家族の 考 え ･ 希望等を把
握して い た こ とが ､ 保育所や 市の 保健婦､ 保育
所担当者や 教育委員会関 係者 との 間で 調 整役
割を発揮 で き る 板拠 とな っ て い た と考え られ
る o また ､ 結果 1 の 2)(3)にお い て も､ 保健所が
実施し て い る専 門相談事 業が ､ 保育所 と障害
児保護者 との 間で ､ 保健所保健婦が 調 整役割
を発揮 で き る 有効 な 手段 と な っ て い た ｡ 保健
所保健婦 とし て ､ 保健所 の 専門 的技術的拠点
として の 機 能を駆使 し て ､ 個々 の 対象者 へ の
援助の 責任 を果 た し て い た こ と が ､ 障害児療
育体制づ く り推進 にお い て 関係者 間 で 調整役
割を発揮 で きる原 動力と な っ て い た と考 えら
れる｡
2) 保健所の 専門相談事業を 関係者の 研修
及び連携推進の 桟会 とする
結果 1 の2)(2)(3)(5)(6)にみ られ た よう に保
健婦 は ､ 関 係者 に保健所の 専門相談事業 に参
加し て も ら う こ と を とお し て ､ 単 に障害児療
育に つ い て の 一 般的な知 識技術 の 習得で はな
く､ 具 体的な 事例 を通 じた 実際的な面で の 障
害児療育 の 知識技術向上 をね ら っ て い た ｡ そ
の 成果 は保 育所保育士 ､ 養護学 校教員ばか り
で な く ､ 当初 は障害児 に つ い て は 専門 で はな
か っ た 相談事業に従事す る理学療法士が 事業
を通 じて 事例 にあた る こ とで 自ら障害児療育
につ い て の 知識技術を 向上させ る とい う こ と
にも及 ん で い た｡ ま た ､ 保健所専 門相談事業 へ ･
の 関係者 の 参 加は ､ 関 係者同 士 の 専門性や 役
割機能の 相互 理解 とそ の 後の 協働関係形成の
糸 口 と して も有効 に機能 し て い た o 以上 の よ
う に保健 所保健婦は ､ 保健所専門相談事業を
関係者の 専 門技術知 識向上や 関係者間 協力関
係づ < りの き っ か け として も活 用 して いた G
3) 訴査事業の 全過程を､ 関係者 との 共同清
動堆進の ため の 手 段 とする
結果 1 の 2)(2)(4)か ら ､ 調 査 の 計画 づ く り
の 過程で ､ 保健所の 計画案 を伝え る ､ 調 査実施
に市町 保健婦等 に協 力 して も らう , 調査結果
を 報告 し関係者間の 話し合い の 素材 に する と
い う 調 査 事業の 全過程 を . 管 内の 療 育体制づ
く り の 必 要性 に つ い て 関係者 で 共通 理解 を得
る手 段 とし て い た o また ､ 保健所が どの よう
な役割を果 た して い るか今後 どの よう な考 え
を も っ て い る か に つ い て 理解を得 る こ と に よ
り ､ 保健所 と各 関係機関 関係者 との 連携関係
を強化 し ､ 関係者 間の 協働活 動 を推進す るた
め の 手段 として ､ 活用 して い た ｡
4) 協働活 動実施過程にお ける 関係横国 ･
関係者 との 個 々 の 接点 を通 じて 地域資源 の 内
容 ･ 質 ･ 可能 性を捉 え ､ 有効な 資源 とする た め
の 働きか けの 方法 を模索する
結果 2 の 2)か ら, 保健婦は ､ 事例 へ の 援 助
過程 にお ける 市保 育所担 当者や 保育所所長 ､
教育委員会担 当者 と の 関わ り を通 じ て ､ そ れ
ぞれ の 立場 で の 考キを把握 し て お り､ 一 方 で
利用者 の 声 とし て 障害児 の保護者か ら保育所
に つ い て の 要 望 を碇 え て い た ｡ これ ら の 情報
は保育所や 市 と して の 障害児保育 ･ 教育 の 内
容や 質 を捉 え る情報と し て い た と考 え られ る ｡
また ､ 養護学校 で の 保健 所相談事業実施 に つ
い て も､ 試み 的に実施 した成果 を確認 し ､ 事業
を発展 させ て い た . 以上 の よ う に ､ 個別援 助や
事業 にお ける 関係者と の 協働活動の 実施過程
にお い て ､ 関係者が 関わ る 地域 資源 の 内容 及
び質 , さ ら に関係者の 問題意識や 考 え を捉 え
る こ と によ り ､ 地 域資源 とし て 機能 を さ ら に
発揮 で きる 可 能性 を判断 し､ そ の た め の 働 き
か けの 方法を模索 しなが ら活動を進め て い る
と考 えられ た o
5.) 保健所が広域 を管轄する棟能を活か し
つ つ ､ 各市町の 状況 に応 じた方法で支援す る
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各 市町 単 独 で は 対 応 が 困 穀な ニ ー ズ へ の
対応は数市町 に わ た っ て 広域を管轄する 保健
所 の 重 要な 役割 機能 で あ る が ､ 具体的な 市町
へ の 働 きか けに お い て は ､ 結果 1 の 2)(2)にお
ける ､ 市町保健婦 へ の 働き か け の よう に､ 各市
町 の 状況 に 応 じ て ､ 保健 所保健婦 の 役割 の 取
り方 を変化 させ て い た ｡ 広域 を管轄す る機能
を活 かし つ つ ､ 具体 的な市町支援にお い て は､
各市 町の 保健 婦の 力量 や 施策 の 充実状 況 ､ 関
係機関同士 の 連会関 係の 発展段階 に応 じた 方
法で 支援 し て い る こ とが 確認で き たo
3 . 広域 的地域 に おけ るケ アの 質追究 におけ
る看護判断の特徴
保健所 保 健婦 が 追 究 し て い た ケ ア の 質 の.
中心 に は ､ 障害児 が 児 な り の 発育発達 を最大
限促進す る こ とが据 え ら れ ､ 親 ･ 家族が児 の 障
害 を認識 し ､ 療育の 必要性 を理 解す る こ と､ 前
向 き に児 に と っ て 適切 な 育児 ･ 療 育環 境を 整
え て い け る こ と を 目 指 し て い た ｡ そ の た め に
関 係者 に対 し て は､ そ れぞ れ の 立場 で 自 ら の
専門性 ･ 役割 を発揮 で き る こ と ､ そ れ ぞれ の 立
場 で 専門知 識 ･ 技術 を高 め て い け る こ と､ そ し
て 関係者相互 の 協 力関係強化 を目 指 して い た ｡
保健婦が 活動 に お い て 働 き か右すた 関係者 は ､
児の 日常的な保育 を担う 保育所保育士 や 児及
び 家族 に と っ て 身近 な 相談者 と して 期待する
市保健婦 で あ っ た ｡ こ れ は ､ 保育士 や 市町 保健
婦等 によ る 身近 で 日 常的な支援 の 充実 を､ 専
門的支援の 充実 と同時 に推進 して い る こ とを
示 して お り ､ 保健婦が障害児 ･ 家族 の 生活 全体
に及ぶ ニ ー ズ ヘ の 対応 を括 動の 中心 に据 え た
こ と に基 づ く も の と考 え られ た o 広域的地 域
にお ける ケ ア の 質の 追 究 にお い て 保健婦 は専
門的支援 ニ ー ズ と同時 に身近 で 日常的な 支援
ニ ー ズを満 たそ う と して い る こ とが特徴 と考
え られた ｡
保健所保健婦活 動 の 特徴 と して ､ ニ ー ズ把
撞の た め の 情報収集 にお い て も ､ 企画 欄 整役
割 機能 の 発揮 にお い て も ､ 保健所 の 専 門相談
事 業を駆 使 し て い る こ とが 確認 され た ｡ 保健
所 の 広域 的機能 と は ､ 数市 町 を管 轄する立場
か ら各市 町 レベ ル で 対応 で きな い ニ ー ズ へ の
対 応にお い て そ の 役割機能 を発揮 する こ とに
あ り ､ 保健所 の 専 門機 能は そ の ため に必 要不
可 欠な 手 段 と位置 づ け ら れ た ｡ 保健所保健婦
は ､ 保健所 が 提供す る専 門 的サ ー ビス 自体を
管 内地域の ニ ー ズ に対応 した も の とし て 発展
充実 させ ､ こ れ を 体制づ く り の 推進力と して
活か し . 活動を展 開 して い る と考 えられ たc
障害児 療 育体 御づ く り に お け る保健 所保
健 婦活 動 の 起点 とな っ て お り , さ ら に活 動推
進 の 中心 軸 に な っ て い た の は ､ 保健所保健婦
自ら が管 内地 域 の 課題 を 明 確 に し ､ 保健所及
び保健所保健婦 の 役割 を 明確 に しよ う とする
考 え で あ り､ 同 時に ､ 常 に自 ら の 専門性 を高め
よ う とする姿勢 で あ る と考 え られ た ｡
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調査3 :徒歩圏域にお汁るケアの質と看韓判断
- B 型 鮒 叩練事業の展開プロセス における青草判断の分析 -
調査 3 : 徒歩圏 域に おけ るケ ア の 質 と看護判 断
- B聖 職能訓練事業の 展 開 プロ セ ス に お ける看護判断の 分 析 -
浦奈穂蓑 武藤紀子 牛尾裕子 宮崎美砂子 岩井多佳子 桜庭け い 子 山本多喜子
l. 目的
基礎自治体 の 保健福祉事業と して 行わ れ て
いる B型機能訓練事業の 展開 プロ セ ス
･ 成果
から ､ 徒歩圏域 の よう な身近 な地 域 にお い て
求め られ て い る ケ アの 質 と看護判断を 明 らか
にするo
方法
1 . #@ # &
一 基礎自治体内 (C市 ･ 人 口約 8 8万 人)
におい て 保健婦が 実施 して い る 1 7地 区 の B
型機能訓練事業 (以下事業) を対 象とする ｡
2 . 調査項目及び講査方法
1) 事業の 展開プロ セ ス に関わ る以 下① - ③
の保健婦の 認 識 ･ 判断 ･ 対 応を事業に従事す
る保健婦 へ の 自 由記述式質問続調査
･ 面接聴
取な らび に｢事業+ へ の 参加観察か ら調 べ る ｡
① 地域診断
発足経緯 ･ 経過 , 対象者 ･ 支援者 ･ 地 域に対
する診断
② 事業実施 に関わ る 考え及 び行動
目的 ･ 対 象 ･ 内容 ( 場所･ 頻度 ･ 支援者
･ 運
営方針や 内容)､ 対象者 ･ 支援者個 々 へ の 対応
の仕方(対 象の 勧誘 ･ 参加 中断者 へ の 対応等)
③ 事業の 評価
対象者 ･ 支援者 ･ 地域 へ の 効果 , 今後 の 課題 ･
展望 .
2) 事業を実施 して 得られ た 以下①②の 成果
を事業 に関わ っ て い る支援者 へ の 自 由記述式
質問紙調 査 ､ ｢事業+ 及び ｢支援者交流会+ へ
の参加観察か ら調 べ る ｡
①対象者 の反 応及 び変化
②支援者 の 反応及び変化
3 . 調査期間
平成 1 3年9 - 1 0月
4 . 分析方法
1) 事業の 展開プロ セ ス に関わ る保健婦の 認
識 ･ 判断 ･ 対応に つ い て は , 事業の 展開プ ロ
セ ス を｢発足 の 決定+｢実施の 準備+｢事業実施+
｢事業の 評価+ の 4 プロ セ ス か ら捉 え ､ そ れ
ぞれ にお け る ｢保健婦の 認識 ･ 判断 ･ 対応+
の 具体 的内容を抽出し整理 ･ 分類する ｡
2) 1 7地 区 の 事業 を ｢徒歩圏域+ とい う観
点か ら対象とす る地 区の 規模別に ｢A . 公 民
館単位+ ｢王∋. 自治会単位+ ｢C . 団地 集会所
単位+ の3 つ に分け て 分類す る ｡
｢A . 公 民館単位+ に分類され た の は 7 ケ 所
(A l - A 7地 区)､ ｢B . 自治会単位+ に分
類 され た の は6 ケ 所(B l- B 6 地 区), ｢C .
団地 集会所単位+に分類 され た の は 4 ケ 所(C
1 - C 4 地区) で あ っ た ｡ なお , 開催場所が
｢公民館+ で 対象者の 規模は ｢自治会単 位+
で あ る場合 , ｢B . 自治会 単位+ に 分類 して い
る (B 4地 区)a
3) 事業を実施し て 得られ た成果は , 具 体的
内容をそ れぞれ 整理 ･ 分類する o
4) 以 上の 分析か ら,徒歩圏 に お い て 求め られ
て い る ケ ア の 質 と看護判断 に つ い て 考察する ｡
円Ⅰ. 結果
1 . 事業 の 展開プロ セス に関わ る保健婦 の 認
識 ･ 判断 ･ 対応
1) 発足の 決定 に関わ る保健婦の認識 ･ 判断 ･
対応
内容は 『発足 の 必 要性』 『開催場所の 選定』
の 2 つ に分類 で きた o 〔表 1 - 1 - 表 1 - 2〕
『発足 の 必 要性』 に関する もの には ｢支援
者か らの 相談 によ り把握した地 区 の既存の 会
へ の 対応 ･ 関わ りか ら捉えた発足 の 必要性+
｢支援者か ら の地 区状況
･ 問題 ･ 住民意識 へ
の 対応に 関する相談 ･ 協力依頼か ら捉え た発
足の 必要性+ ｢地 区状況 ･ 問題 ･ 住民 資質 に
基づ い て 地 区 へ 発足 の打診 ･ 協力依検 した こ
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とか ら捉 え た発 足 の 現実性+ ｢A 型 か ら B 型
捜能訓練事 業へ の 移行方針 をう けて 発足 し直
す こ との 継続性+ ｢地区 ･ 住民 の 状況 か ら捉
えた保健婦関与 の 必 要性+ が あ っ た o
『開催場所の 選定』 に関 する もの に は ｢開
催場所 の 選定には 日 頃 の 保健婦活動や 調 査 で
捉えた 地 区 状況 ･ 住 民資質 ( 力･ 意識) が辛
が か り+ ｢会場選定や 運営 内容 ･ 中心 とな る
支援者 は役職者 ･ 支援者 と相談 した 上 で 決定+
｢地 区 状況 ･ 対象範囲 ･ 利便性を考慮+ ｢既
存の 会 ･ 新たな住民 組織活動 をB t+ ハ として
活用 ･ 運 嵐+ ｢地 区 の 役職者 ･ 支援者 ･ 対象
者の 要望 を考慮 し発 足 の 検討 ･ 開催場所 の選
定+ が あ っ た ｡
2) 実施 の 準備期 に 関す る保健婦 の 認識 ･ 判
断 ･ 対応
内容 は 『支援者 選定』『支援者 へ の 関 わ り ･
支援者 の 基盤づ く り』『支援者資質の 把握 ･ み
きわ め』 『発足 にむ け て の 対応 ･ 応用 ･ 適用』
『資源 の 活用』 の 5 つ に 分類で きた o 〔表 2 -
1 - 表 2 - 5〕
『支援者選定』 に関 する も の には ｢支援者
意欲 ･ 資質 の あ る住民や 地 区 役職者 ･ ボラ ン
テ ィ ア 団体 を支援者 ･ 協力者 に選定+ が あ っ
た ｡
『支援者 へ の 関 わ り ･支援者の 基盤づ く り』
に関す る もの に は ｢住民組織 との 合意 の 必要
性 の基 ､ 話 し合い ･ 調整 ･ 訪問を通 し地 区の
状況 ･ 意識 ･ 資質を把握 した 上 で の 実施 の基
盤 ･ 関係 づく り+ ｢発足 にあた り関係者会議
や 地区組織 の 意向を ふ ま え合意 ･ 理解 を促 し
地 区の 組織事業と して の 支援者 へ の 協力要
請+ ｢発足 にあた り関係者 ･ 支援者と の 合意
の 必 要性か ら相談 ･ 協力 ･ 話し合い ･ 調 整+
｢発足 に あた り運営 を担う 意欲 の ある支援
者 ･ 協力者 を発掘 ･ 育成+ ｢対象者 へ の 支援
を通 して 支援者 を支援+ ｢支援者支援 を重視
した対応 を通し て 支援 の 必 要性 ･ 重要性 を再
認識+ で あ っ た e
『支援者資質の 把撞 ･ み きわ め』 に 関する
もの には ｢地 区の 状 況 ･ 問題 ･ 必要性 に対し
支援者自身が 自発的に既 に会を実施+ ｢地 区
に対する 思 い 入 れ ･ 活動 力 を有する+ が あ っ
た ｡
『発足 にむ けて の 対応 ･ 応用 ･ 適用』 に関
す る もの には ｢発足 にあた り地区状況 ･ ニ
ドに応じた 開催場所 ･ 頻度 ･ 時間の 変更等の
対応+ ｢他地 区 の 発足経過 ･ 運 営状況 を参考+
｢発足 にあた り対象者 ･ 支援者の 意識 ･ 健康
状態を捉え る全 数訪問 の 実施+ が あ っ た ｡
『資源の 活 用』 に関する もの に は ｢地域資
源 ･ 地 区組織事業と して の 位置づ け ･ 有効活
用 ･ 運 営の 打診 ･ 適用+ が あ っ た ｡
3) 事業実施に関する保健婦の 認識 ･ 判断 ･
対応
『事業の 目的』『対象者設 定』『支援者設定』
『運営方法』 『対象者の 発掘 ･ 勧誘方法』 『参
加中断者 へ の 対応方法』『対 象者 へ の 対 応』『支
援者 へ の 支援』 『住民 主体 に よ る 円滑な 運営』
『事業実施後 の 対応』 の 1 0 の内容に分類で
きた o 〔表 3 - 1 - 表3 - 1 0〕
『事業の 目 的』 に関す る もの に は ｢事業実
施の 目的は
"
寝た き り予 防
” "
閉じ こ もりが
ち な 人の 外 出の機会
‥
+ ｢地域住民 同士 の 交
流 ･ 住民 主体 の 地域づ く り へ の 発展 をね らう+
｢元 A 型機能訓練事業参加者の 継続的な参
加+ ｢対象者問題や 支援者負担 の 軽減の ため
の 対処+ ｢地 区組織事業 との 関与に よる併設
実施+ があ っ た ｡
『対象者設 定』 に関する もの には ｢対象地
区及び近隣在住 の 全住民+ ｢何か し ら問題を
抱 え保健婦が援助の 必要性を感 じた地 区 の住
氏+ ｢予防的な 関わ り を要す る年齢相応 の高
齢者 ･ 地 区住 民+ が あ っ た ｡
『支援者設定』 に関する もの には ｢地 域 へ
の 関 心 ･ 熱意 の ある役職者 ･ 住民及 び組織 ･
団体員+ が あ っ た o
『運営方法』 に関する もの には ｢住 民主体
運 営を意図 し つ つ も ､ 実際は地 区 の状況 に応
じた 運営方法 を実施(住 民主 体 ･ 保健婦主体 ･
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時に 一 部関与等) + ｢運営 に あた り対 象者
･
支援者 ･ 保健婦各々 の 役割の 分 担
･ 協働の 実
施+ ｢支援者の 主 体性 の促 しと経済的負担 の
軽減を図 り円滑に実施+ が あ っ た o
『対象者の 発掘 ･ 勧誘方法』 に関する もの
には ｢対象者 の発掘 ･ 勧誘は支援者 に 一 任し
てお り , 役職者や 支援者がチ ラ シ等 を配布
･
直接声か けを行う+ ｢対象者の 発掘 ･ 勧誘は
保産婦が事業や広報等の 周知方法 を通 し ､ 対
象者の 自発的参加を まつ+ ｢対象者の 発掘
･
勧誘は保健婦と支援者が 必 要時同行訪問しな
がら事業の 参加 を誘う+ が あ っ た D
『参加中断者 へ の 対応方法』 に関する もの
には ｢参加中新著 へ の 対応は支援者主体 の も
と - 任 ･ 促すも未実施の た め ､ 今後経過 を確
認し つ つ 要検討+ ｢参加中断者の 意 向 ･ 状況
を保健婦の 訪問や他 の 対象者 ･ 支援者か ら把
握し ､ 必 要に応 じ事業以外で 継続援助を 実施+
があ っ た ｡
『対象者 へ の 対応』 に関する もの に は ｢事
業参加前や 初回 に全対象者個々 の 状況 ･ 意向
を捉え る訪問や 関わ り.を行
い ､ 対象者個 々 へ
の責任 ･ 姿勢を示 す+ ｢事業当 日の 来所 して
はし い対象者の参加勧誘は保健 婦 ･ 支援者が
訪問にて 実施+ ｢事業の 中で 保健婦は対象者
の意向 をふ まえ ､ 対 象者の 健康管理 ･ 相談及
び仲間づ く り ･ 雰囲気づく り専行う+ ｢事業
の中で 対象者の 事業外の 日常生 活状況 を把
握+ が あ っ た o
『支援者 へ の 支援』 に関する もの に は ｢事
業を通 して 支援者負担 ･ 現状を把撞+ ｢保健
婦は支援者の 意向 ･ 不安を把握 し ､ 支援者支
援を重視し 関わ る必 要性 を認識 し配 慮 ･ 対応+
｢支援者の 負担 ･ 不 安に対し ､ 話 し合い ･ 調
整 ･ 研修を検討 ･ 実施+ が あ っ た o
『住民 主体に よる 円滑な運 営』 に関するも
の には ｢役職者 ･ 支援者が 中心 となり自ら協
力者を地 区住民か ら募 っ て 共催+ が あ っ た ｡
『事業実施後 の 対応』に関する も の には｢反
省会 で支援者 との 話し合い ･ 相談 ･ 助言を通
し次 の 企画 ･ 改善点の 検討 ､ 研修 の 実施+ ｢対
象者宅訪問 や支援者を通 じて の 対象者 ･ 家族
の 反応 ･ 感想を把握し , 必要な個別援助 ･ 対
応を実施+ が あ っ た ｡
4) 事業の 評価に関す る保健婦の 認識 . 判断 ･
対応
(1) 対象者に及 ぼした効果 (2) 支援者 に
及 ぼした効果 (3 ) 地域 へ の 波及効果 (4)
活動方法 ･ 考え方に対する保健婦の 評価 ･ 課
題 とい う 4 つ の 観点 で 分類した o
そ の 中で (1) 対象者に及ばした効果 に は
『対象者の 参加状況 ･ 評価 ･ 効果』『事業内で
の 対象者自身に と っ て の 効果』『日常生活 上 で
の 対象者 の 変化 ･ 効果』『対象者の 自分た ち の
会 とい う 認 識』『家族 へ の 効果』 の 5 つ が あ っ
た . 〔表4 - 1 - 表 4 - 5〕
また (2) 支援者に及ぼした効果に は 『支
援者 ･ 資質 ･ 実態の 把握』『保健婦との 関与 に
よ る支援者活 動の 円滑化』『支援者間の 関係強
化』 『支援者自身にと っ て の 効果』 『支援者の
自分た ち の 会 とい う認識』『支援者 の 地域 ･ 住
民 へ の 関心及 び意欲 ･ 資質の拡大』 の 6 つ が
あ っ た Q 〔表 5 - 1 - 表5 - 6〕
(3) 地域 へ の 波及効果に は 『地域の 資源
化』 『事業 の 共催 を通して の 地 区 内で の 発展』
『住民 同士 の 交流 ･ 関わ り を通 して の 地 区内
で の 発展』『相互交流 によ る他 へ の 発展』 の 4
つ が あ っ た ｡ 〔蓑6 - 1 - 表 6 - 4〕
(4) 活 動方法 ･ 考え方に対する 保健婦の
評価 ･ 課題 には 『支援者と の 関わ り の 評価』
『事業の 位置 づ け ･ 存在意義』『対象者 へ の 課
題』 『支援者 へ の課題』 『事業の課題』 の 5 つ
が あ っ た ｡ 〔表7 - 1 - 表7 - 5〕
(1) 対象者に及ばした効果 で ､ 『対象者
の 参加状況 ･ 評価 ･ 効果』 に関する もの には
｢外出機会の 少な い 高齢者等の 事業 へ の 参加
によ る参加者の 増減 ･ 定着+ ｢意図した対象
者の 事業 へ の参加は難行+ が あ っ た ｡
『事業内で の 対象者自身に と っ て の 効果』
に関す る もの に は ｢事業の参加に 対す る感
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想 ･ 反 応の 表出 ･ 把捉+ ｢事業実施に よ る外
出の 機会 ･ 会の 中で の 仲間づく り ･ 交流の 場
の 確保 ､ 不満の 回避+ ｢対象者の 活動の 負担
の 軽減+ が あ っ た o
『日常 生活 上 で の 対象者の 変化 ･ 効果』 に
関する もの には ｢事業で 顔見知 り にな っ た対
象者 ･ 支援者が 地域 内で も挨拶や 交流 を通 し
単 調な 生活 に変化を も た らす+｢日常 生活 で の
交流はな い+ が あ っ た o
『対象者の 自分 た ち の 会と い う 認識』 に 関
す るも の には ｢対象者が運営 に関与 し自分た
ちの 会 と いう 認識 を も つ+ が あ っ た o
『家族 へ の 効果』 に 関す る もの には ｢対象
者家族に と っ て の 社会参加の 場+ が あ っ た o
(2) 支援者 に及 ぼ した効果 で , 『支援 者 ･
資質 ･ 実態の 把握』 に関 す る も の には ｢支援
者の 活 動の 負担 ･ 現状 ･ 認識等及 び地 区 ･ 支
援者資質を気づ い て も らう+ が あ っ た o
『保健婦と の 関与によ る支援者活動 の 円滑
化』 に関する もの には ｢支援者自身の活動負
担 を考慮 ･ 活動負担の 軽減 を図る+ ｢支援者
自身の 活動負担 に 対す る ボラ ン テ ィ ア の 導
入 ･ 他事業 との 共催等 の 対応 ･ 検討+ ｢支援
者自身の 活動 へ の 協力及 び相談等 ､ 保健婦 と
支援者 との つ な が り の 強化 ･ 関与+が あ っ た ｡
『支援者間の 関係強化』 に関する も の には
｢事前の 話し合い 等 の 関 わ り に よる 支援者 ･
関係者間の 関係の 調 整 ･ 強化+ が あ っ た o
『支援者自身に と っ て の 効果』 に 関する も
の には ｢支援者自身の 自主 的な 社会参加に よ
る活動 ･ 生活 ･ 考 え方の 広 が り+ ｢支援者自
身及 び事業実施に 閲する 要望や 疑問 へ の 対
処 ･ 理 解+ が あ っ た ｡
『支援者の 自分たち の 会 とい う認識』 に 関
するも の に は ｢支援者が事業の 運営 へ の 意
見 ･ 要望 を表出 ･ 関与 ･検 討+｢対象者 の 様子 ･
変化 ･ 効果 へ の 関心+ ｢支援者が地 域住民 ･ 役
職者 と協働運 営を 図る+ があ っ た ｡
『支援者の 地域 ･ 住民 へ の 関心及び意欲 ･
資質の 拡大』 に関す る もの には ｢支援者が 地
区 ･ 住民 の 現状を捉え 目的を も っ て 事業 を実
施+ ｢支援者の 自己 の 地域 へ 対 する関心 や社
会貢献意欲の 高ま り+ が あ っ た ｡
(3) 地域へ の 波及効果 で , 『地域 の 資源 触
に関する もの には ｢社会貢献の 意向の ある地
区住民 ･ ボラ ン テ ィ ア 団体結成によ る地域資
源 の 顕在化+ が あ っ た ｡
『事業の 共催を通 して の 地区内で の 発展』
に関する もの に は ｢公民館事業 へ の 関与 ･ 活
用 によ る多く の 地 域住民 へ 事業を周 知 ･ アピ
ー ル+ ｢他 事業との 共 催iこ よ る事業の 周知 ･
円滑運営 t 労力の 軽減等 の メリ ッ ト+ が あ っ
た ｡
『住 民 同士 の 交流 ･ 関わ りを通 して の地 区
内で の 発展』 に関する もの には ｢世代 を超え
た地域住民 との 交流 と交流に対する好印象を
え られ る+ が あ っ た ｡
『相互 交流 による他 へ の 発展』 に関するも
の には ｢事業の 実施及 び保健婦 ･ 支援者 との
関わ り あい を通 し , 他事業 ･ 他地 区 間 で 相互
に 参考 ･ 運 用 し あう+ が あ っ た o
(4) 活 動方法 ･ 考え方 に対す る保健婦の
評価 ･ 課題 で , 『支援者 との 関わ りの 評価』 に
関する も の には ｢支援者 の 状況及 び活 動内
容 ･ 力 を把捉 し ､ 判断 ･ 評価+ ｢支援者との
関わ り ･ 有 力役職者の 把握 に よ り円滑な事
業 ･ 活動 の 評価+ が あっ た o
『事業 の 位置 づ け ･ 存在意義』 に関する も
の には ｢事業の 特徴及び今後 の 運営方法につ
い て の 判断 ･ 評価+ ｢事業に つ い て の 地 域か
ら の 反応 ･ 評価+ が あっ た ｡
『対象者 へ の 課題』 に関す る もの に は ｢対
象者 ･ 不参加者 の参加拡大及び今後の 対応+
｢対象者の 主体性 ･ 意識化 の 促進+ ｢対象者
の た め の 場 の 設定 ､ 事業 の 運営 ･ 実施 ･ 検討+
｢事業外 の 対象者の 日常生 活状況は未把捉で ､
支援者 に依療 ･ 一 任又 は依頼の 検討+ が あっ
た ｡
『支援者 へ の 課題』 に 関する もの に は ｢事
業の 支援者運営 を示 唆する 保健婦の 認識 ･ 対
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応方法+ ｢支援者の 意識の 把撞+ ｢支援者に
対する 支援者自身の運 営方法の 検討+ が あ っ
＋-
1 - t3
『事業の課 題』 に関す るもの には ｢事業の
実施 ･ 継続 ･ 拡大 ･ 保健婦関与 の 必 要性+ ｢事
業の 内容 ｡ 方法
･ 運 営に関す る要望 ･ 意見+
｢事業の 存在や 意義 へ の 不安 ･ 疑問+ が あ っ
たG
2. 事業を実施 して得 られ た成果
事業を実施 して 得られ た 成果 に は ､ (1)対
象者 (2) 支援者か らそ れぞれ把超した も の
があり ､ 『対象者の 反 応や 変化にみ られ て い る
事業の 成果』 に関する もの に は ｢会の 存在 ｡
内容に関する 対象者の 意見 ･ 要望+ ｢対 象者
自身の 会の 中で の 変化 ･ 効果+ ｢対 象者自身
の 日常生活上 の 変化 ･ 効果+ ｢家族に及 ぼし
た効果+ が あ っ た ｡ 〔表8 - 1〕
『支援者の 反 応や 変化 にみ られ て い る事業
の成果』 に関する もの には ｢対象者 に関する
意見 ･ 要望 ･ 関心+ ｢会 に関する支援者の 意
見 ･ 要望+ ｢支援者自身の 変化 ･ 効果+ ｢他
者との 関わ り に関する意見+ ｢地 域 へ の 関心
の広が り+ が あ っ た ｡ 〔表8 - 2〕
Ⅳ. 考察
1 . 事業の 展開プロ セ ス にお ける地 区や 人材
の診断 ･ 判断の蓄積
保健婦は従来の活動 ･ 調 査 の 中で 捉え て い
た地 区 の 状況や 住民資質を手が か り に診断し
選定 した開催場所に つ い て ､ 準備 の 段階で｢こ
の地 区 で 本当 にや っ て い けるか+｢どの 人が支
援者 とな りう るか+｢どの 支援者な ら ど の く ら
い で き るか+ 等 ､ 具体的に住民資質をみ きわ
め ､ 再診断して い る ｡ 事業実施後に ､ 対象者 ･
支援者の 反 応や変化か ら綻え た成果を基に対
象者 ･ 支援者 ･ 地 域 へ 及ばされ た効果 を診断
し ､ ｢対象者 ･ 支援者が 自分た ち の 会と い う認
識をも つ+｢支援者の 地 域や住民 へ の 関心 ･ 意
欲が高 まる+ 等 とい っ た それ ぞれ に対する事
業の評価や ｢今後 , 支援者主 体で の 運営 を図
る+ 等 の課題 を , 各 々 の 地 区状況 に 応じ , 事
業の 展 開プロ セ ス の 中で そ の 都度 ､ 診断を繰
り返し ､ 判断 を積み 重ね な が ら対応して い る ｡
な お事業実施に あた り ､ 保健婦は支援者や 地
区の 状況 を把接 し ､ 円滑な運営 ･ 支援者基盤
づ く り等を意図し た対象者 ･ 支援者個々 及び
組織 との 関わ り ･ 話 し合い ･ 研修 を行う等 ､
配慮 ･ 工 夫 ･ 試行 ･ 適用 しなが ら対応 して い
た ｡
2 . 支援者支援 を重視 した ｢支援者基盤づく
り+
実施の 準備期 にお い て ｢支援者 へ の 支援+
とし て ｢支援者 ･ 関係者 との 話L合い+ を行
っ て い るが , そ の ｢話し合い+ の 中に は ､ 支
援者 の ｢不安 へ の対 処+ ｢負担の 軽減を 図る+
こ とを意図 した 対応 ･ 措置 と , ｢関係づ く り+
とい っ た ｢基盤 ･ 体制づく り+ を意図した対
応 ･ 措置が あり , 一 事業だけ に とどま らず､
そ の 地 区 に根付い た ｢関係者 の 基盤 ･ 体制づ
く り+ へ と発展 して い る と考 える ｡
さら に ､ 実施の 準備か ら実施 ､ 実施後 にわ
た り , 保健婦は対象者 ･ 支援者に対 し個 々 の
住民 を きち ん とそ の 都度捉え ､ 責任 を持 っ て
活動 して い た ｡ とく にそ の 中で も こ の事業で
は ｢住 民主体+ を意識 し ､ ｢支援者 へ の 支援+
を重視 しなが ら関 与して い る ｡
3 . 地域 へ の効果の 広がり ･ 発展
保健婦が認 識し て い る ｢地域 へ の 波及効
果+ 及 び成果 として 現れ て い る ｢地域の 反
応 ･ 変化+ か ら は ､ 事業 の 内容に 最世代の 交
流 を組み込む こ と によ り , 成果 とし て ､ 世代
を超え た住民 同士 の ｢交流+ ｢関わ り+｢関心+
が 生 まれ て い る ｡ さら に事業を通 し､ 地 域の
中か ら人 材を発掘 ･ 育成 ･ 成長する こ とで ｢地
域の 資源化+ に つ なが っ て い る ｡ また ､ 民 生
委員や自治会 ･ 社協の 地区組織員を巻き込 ん
で の ｢地 区事業+ とし て 意識化 し位置づけを
図 っ て い る ｡ 開催場所で ある公民館 の 職員 と
の 関わ りを通 し , 会場の 確保や 地 区 の 人材 の
紹介等 とい っ た ｢公民 館と して の 協力J が得
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られ ､ 公 民館 で 実施する ｢他 の 事業にお ける
協力 ･ 援助+ に も及 ん で い る ｡ さ ら に A 5地
区 で は ｢公民館事 業+ と して の 位置 づ け が な
され た こ と で ､ 地域 の 基盤 とな る ｢公民 館+
を拠点 と した効果 が地 域 へ と広が り ､ 発展し
う る とい え る o
また 〔【乳 近 隣3 地 区の 事業発足の 関 係〕
で み られ る ｢支援者間の 相互交流が及 ぼした
他地区 へ の 事業 の発展 ･ 拡大+ が あ っ た ｡ C
1 ･ C 2 ･ A l地 区 は 同 一 町会範囲の 近隣地
区で , 自治会独自 で既存 の 会を実施 し て い た
地区で あ る o C 2地 区 で は従来か ら健康教育
で 保健婦は 関与し て 為 り ､ 事業の 発足 を 一 番
に打診 し発足 へ と至 る o 長年A l地区 で行 っ
て い た保育 園児 との 交流会が ､ 近 隣民 生委員
同士 の 関係 ･ つ な が りの 中で 情事艮交換され ､
C 2地 区 ､ C l地区 へ と波及 して い る o C l
地区 にお い て は , 交流会 に つ い て 保健婦 へ の
相談を機 に会の 存在を ア ピ ー ル し ､ 事業 とし
て の 開催 にな る o 一 方 A l地 区 で も会の 運営
の安定 ･ 継続を求め て 保健婦 へ 相談し事業と
して の 開催 へ と至 る Q こ の よ う に 1 7地 区事
業間で の ｢支援者同士 の 相互 交流+ を通 し ,
｢他地 区 へ の 発展+ もみ られ て い る o
匡 頭 匡萱垣司 匡垂喝
交流会 ③ - - - ② - - ①
保健婦 へ 相談 ↓
↓ ↓
保健婦 は会の 存在把握 健康教育
1 ↓
J 打診
事業発足
1
E]
↓
→
←
◆
ー ー
I
封
→ - ＋ - 一書
B]
相談 †
- -} - 十
矢 印は 波及 の 流れ ･ 0口数字は時間経過 を示 す
〔図. 近隣3地区 の 事業発足の 関係〕
4 . 対象 とする地 区 の 規模別 にみ た特徴
A 公民 館単位 - ｢役職者や 地 区組織 を巻 き
こ ん で の 開 催+ ｢支援者 の 発掘 ･ 開拓に はボ
ラ ン テ ィ ア 団体を募集 ･ 育成 ･ 活用+ ｢事業
や 広報等 で広 く対象者 ･ 支援者を募集+ ｢保
健婦は支援者支援や 配慮 を重 視+ ｢日常生活
上 にお ける 交流 は少な い+ ｢事業を 通 して 支
援者や組織 ･ 団体 との 関係の 強化+ ｢地 区内
で の 異世代交流等を実施 ･ 検討+
B 自治会 単位 ･ - ｢活動力 ･ 資質あ る支援者
に よる 支援 者主体運営+｢事業実施に あた り工
夫 ･ 調 整 ･ 対応+ ｢対象者 同士 の 日常 生活上で
の 交涜 ･ 関係づ く り へ の 発展+
｢事業を通 して 支援者 との 関わ りの 強化+
C 団地 集会所単位 - ｢地 区 の 問題 (団地住
民 の 特質 ･ 支援者負担) が 顕在化+ ｢支援者 ･
協力者 に は意欲 の あ る 一 住民 ･ 役職者+ ｢支
援者が訪問や 声か け等 で 対象者 を誘う+ ｢保
健婦 ･ 支援者が 事業や 訪問な どで個 々 の 住民
の 状況 を把捉+ ｢ - 支援者の 負担が大 き い+
｢事業実施 にお ける支援者負担の 軽減 と事業
の 継続性を 図る+ ｢ - 支援者が 地 区 の 状況 を
把捉 し問題 意識 を も っ てし1る+ ｢支援者相互
交涜 を通 し て他事業の 参考 ･ 発展+ ｢保健婦
が 継続 関与する必 要性が 高い+
5 . 徒歩 圏域 に おける ケアの 質 にかか わ る着
意判断
B 型機能訓練事業は ､ 徒歩圏域 の よ う な身
近な地域 にお い て 実施 され て い る ｡ そ の 事業
を実施す る に あた り ､ 保障 され て い る住 民 の
生活の 質 に 関わ る看護判断 には , 『開催場所
の 接近 性』 『日常生活 との 連続性』 『安心感』
『居心 地』 『住民 同士 の 対等 な関係性』 『自
己 の 地域 ･ 住民 へ の 関心』 が 示唆 され た ｡
具体的 に 『開催 場所 の接 近性』 とは ｢対象
者 ･ 支援者か らの 気軽 に参 加 ･ 歩い て 行 ける
の で い い と い っ た 声(A l･ B l ･ B 2地 区)+
や ｢開催場所 が遠 方の た め対 象者 ･ 支援者か
らの 要望 によ り新 た に地 元 で 開催場所 を増設
(B 2地区) + した り ｢地区 の 住民や 隣団地
の 住民 が 支援者 ･ 協力者 とな っ て 関与+ した
り ､ さ ら に r近 隣地 区 の 支援者同 士 の 相互 交
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漬が他地 区 で の 事業の 存在 を民 生委員が知る
きっ か けとな り ､ 事 業の 開催を打診 ･ 相談す
る (A l ･ C l ･ C 2地 区) + と い っ た 日常
生活上 の な にげな い
､
話題が広 が りやす い 身近
な地 区 ･ 会場で の 開催だか ら こそ 保障 され る
ケアの 質で ある と い える ｡
また 『日常生活 との 連続性』 とは ｢事業の
中で 日常生活の こ とが 話題に あが る+ とい っ
たもの か ら ｢事業で 政見知り にな っ た 対象
者 ･支援者が ス ー パ ー 等 で挨拶 しあ う+や ｢事
業の仲間が散歩仲間 にな っ た+ ｢交流を通 し
単調な生活 に変化を もた らす+ と い っ た , 辛
業内で の 交流が 事業外で ある日常生活 にお い
て ももた らされ て い た ｡
『安心感』 とは ｢知 り合い の 支援者が 誘っ
て くれ た の で 来所した (B 5地区)+ ｢事業
参加前に保健婦が訪問し健康状態の チ ェ ッ ク
と事業の 説 明等を して くれ た (B 5地 区)+
｢保健婦 との 関 わ りが あるた め支援者が事業
を安心 して 円滑に 運営で き る+ とい うケ ア の
質の保障 による もの で ある o
『居心 地』 と は ｢ ⊥ 度休 ん で も近所 の支援
者が立 ち寄 っ て 誘 っ て くれ て 行きや す い (C
l地区) + とか ｢対象者 に と っ て 自分た ち の
会と して の 意識 ･ 自己の 役割認識 に よ り事業
とい う居場所が ある+ とい っ た 自己 を受け入
れてさらえ る場所の 確立 に よる ケア の 質の 保
障によ るもの で あ っ た ｡
『住民 同士 の 対等な関係性』 とは ｢対象者 ･
支援者の 区別な く実施 して い る (B 3地 区)+
や ｢支援者か ら対象者ほ人生 の 先輩で ある と
い っ た他者に対する多様な理 解が で き る場
(B 5 地 区)+ と して事業が存在 一 成立 して
い ると い え る｡
『自己 の地域 ･ 住民 へ の 関心』 とは ｢支援
者が地 区 の 問題 や 対象者 ･ 地域 へ と関心 がい
普 , 自分た ちの 地域や 会と して の 認識 ･ 意識
化+ に つ なが り , 身近な 自己の 地域で あるか
らこそ もた ら され る地 域 ･ 住民 へ の 関心 ･ 愛
着によ りケ アの 質が保障され て い る と考 える ｡
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v. 参考資料
対象とする地区由規模別 事業の状況
1. 事飼A 5 (公民鯨単位)
亡発足練齢 El1- 12年の痴呆性高齢者支援調査事業の 一 環で 区の社会資源調査か ら見えてきた ｢社会参加できる場+ ｢ボ
ランティ ア発掘 ･ 活動の場+ ｢地域との交流の機会+ の提供の必要性が辛がかりとなっ たo さら に地区の高齢者数､ 高齢化
率､ 地域協力者の有無を考慮し開催場所を決定したo 特に支援者の選定に際し､ それぞれ①地区内の 一 番大きな町内会の会
長雷高齢者の情報が多い老人クラブの会長という基準で厳乱 さらに民生委員会長からは③熱心な民生委員3名を紹介して
もらう. 開催場所である公民館の館長も ｢事前の準備会+ ではこれらの メンバ ー に加わっ たo
Lil発足紡齢 H12. 1民生委員に相談持ちか柵i12. 4社協ヘ 小城ネッ トワ ー ク事業｢独居高齢者ヘ の配食サ ー ビス+時に会食
会の形式でB型機能誹陳事業 (以下事業) との共催を打診し調整するが実施困難との こと｡ 保健センタ ー 独自の事業として
削2. 8- 関係者調整会議(準備会)を実施｡ 準備会では内容や対象者の把握 ･ PR方法など話し合い ､ ボランテ ィア の募集を検
札 公募で集まっ たボランティア24名が登録し､ E12. 9- ボランテ ィアの運営で事業を開催｡ fI13年度からは公民館主催事
業として公民館の協力を得て実施 ･ 位置付けられたo
馳巨区診断》 こ の地区は家賃が低めで市営住宅もあり, 低所得 ･ 生活困難等､ 矧 こ母子 ヘ の関わりの ニ ー ドが高い地区.
大病院が近いので , 障害児や精神障害者等移住者もおり, 高齢者は汚いとい っ た地域の偏見 ･ 意見もあっ たo 地区細臓 ･ 地
域関係者の活気 ･ まとまりがあり､ 区内でも住民領収邑織が - 一番しっ か りして いるo ｢会食会+のような ｢定期的に集まる梯会+
はない｡
《事業の目的》 ①高齢者外出の樵会の増進と機台捌≒持 ･ 閉じこもり予防②地域との交流促進③ボランテ ィアの育成
や対象者》 ｢閉じ こもっ て い る人+の参加を促し, 介護保険自立判定者､ デイサ ー ビス ･ デイケアの対象外の者もねらっ たo
実際の参加は外出機会の少な い地区及び周辺住民c 半数は独居や高齢者世帯. 民生委員の声かけで 10名が参加o
御 社協地区部会と民生委員､ 町会及び老人クラブ連合とい っ た地醐舶艶員と, ボラ ンテ ィア意向のある登録ボラ
ンティア2.4人で , 1回の事業へ の参加者は10名
《運営》 事業では保健婦がリ ー ドし進行､ 事前準備 ･ 講師連絡 ･ 予算等を行う｡ 支援者は受付 ･ 健康チ ェ ッ ク ･ お茶の準
備 ･ 会場片付け等 ⊥ 部運営に携わる｡ l回/月実施｡
宅対象者の勧誘》 民生委員の高齢者全戸訪問の際にチラシ を配布で の参加が - 番多い o 自治会回覧でもP R. 保健婦はチ
ラシの予算をつ けPR法の工夫をした｡ 広報で の反応は良くな い ｡ 介護保険課と協力し自立判定の人 ヘ もPR｡
《中断者ヘ の対応》 中断者の不束所理由を把捉｡ 寿大学やデイサ ー ビス などの参加によるものが多い. 送迎ボランテ ィア
が来られない日には参加できな い という人もいるD
宅対象者個々 へ の対応》 未徹底だが初回参加後､ 訪問o 毎回事業のあり方につ い て話し合う中で関わるB
《対象者の効果》 毎回話し合い の場で内容の検討等の積極的な意見が表出｡ 和やかな雰囲気で､ 参加者も増加｡
《対象者からの声 ･ 反応》 事業を通し ｢友達が出来た+ ｢皆とのお しゃ ぺ りが楽しい+ ｢感謝+ とい う声や内容や頻度へ
の要望が表出され 事業内での対象者の変化がみられ て い る｡ さらに ｢家を行き来するような友達が出来た+ とい っ た日常
生活上の変化 ･ 効果もみられて いる｡ 支援者からは ｢なじみの顔が来てくれるとホ ッ とする+ ｢台風の中 - 人の人が来てく
れたのが靖しか っ た+ ｢ - 人事しや引きこもりの人も出席して欲しい+ ｢屋外リハ ･ 散歩ができたらい い+ 等の対象者や事
業に対する意見 ･ 要望を始め､ ｢家族を送り出し家で 一 人だと気が変になりそうだっ たが , 社会との つ ながりにな っ て い る+
とい った自分自身の社会参加に対する効果も表出されて いるo
《支援者ヘ の対応》 発足の決定 ･ 準備期から関わりあり｡ 準備期に民生委員から事業と｢配食サ ー ビス との共催+を提案さ
れ有力協力者メンバ ー と協議したが実施困難との ことで保健センタ ー 独自の事業にしきりなおして実施した｡
発足にあたり ｢準備会+ を開催｡ 支援者である自治会 ･ 民生委員の推薦メンバ ー に依頼文をもち事業の主旨を就眠 準備会
では支援者の対象者澄定 ･ 勧誘方法 ･ 役割等を確認しあう｡ 公募で のボランティ ア希望者に対し個々 の考えを電話で聞く中
で活動内容 ･ 役割を説明し保健所のボランテ ィア養成講座を紹介した｡ 事業初回時に初めてのボランテ ィアの気後れを防ぐ
ため社協ボランティア の協力参加を依頼し配慮した｡ 支援者の役に立っ て い るか分からない という声を擬え, 保健婦は 一 人
‾ 人の支援者と話し合う機会を検討し, 支援者同士の話し合いも予定｡ 年度末には関係者との反省会 ･ 次年度計画につ いて
話し合う｡
弓技接着に及ぼした効果》 ｢参加者の来所を喜ぶ ･ 会の対象者開拓や運営へ の要望がでる+ 等､ 事業で の自分の役割につ
いても考え､ 支援者にとっ て自分たちの会という認識ができて いる｡ 又､ ｢自分も楽しく継続参加してい る+ とか ｢事業
に参加することで支援者自身の社会参加にもなって いる+ ｢支援者間の 関わりの 中で住民同士の交流促進につながる+ と
い った支援者自身の効果もあるc 事業に参加して いな い地区の老人クラブ会長からは準備会で苦からの詳細な地区 ･ 住民の
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情緒提供があり､ 漁区の組織役員が間接的に事業に関わ っ てもいるo
I-;:{ 地域へ の波及効果き 事業に ｢世代を超えた交涜+ を実施｡ レクリ ー ダ ー の活用と食生活改善推進員の参加､ 保育所児と
の交涜一 中学生ボランテ ィア体験を実施等､ ｢地域との交軌 が図れて いたo さらに地域の中学校PTAからの社会頁敵軍望
や ､ 開催場所の公民館扱員からレクリ ー ダ ー の 紹介 ･ 部屋の庭先予約 ･ 公民館主催事業として の位置付け等もされた｡
地区内3 1名の民生委員の 内, 半数が 一 度は事業に参加 ･ チ ラシ配布の協力等, 役職者を巻き込んだ活動を実施Q
･:( 地域からの声 . 反応》 事業と ｢地域との交流+ を中学校養護教諭 へ打診し難色を示されたo 学校内掲示板に夏休み体敬
ボランテ ィアの案内を掲示し広報で公募した結果, 中学生5名が参加｡ 交流の中でボランティアが学校道徳教育に関心を示
し, 対象者の活執意欲の向上 のみならず支援者 ･ 地域住民双方にとっ て の世代を超えた交流の成果がみられた｡
昏今後の課題や展望き 対象者に対しては, r閉じこもっ て い る人+ の参加の勧奨が課題である｡ 支援者に対しては, ｢ボ
ラ ンテ ィアと保鮭婦が話す機会+ と ｢ボランテ ィア同士の話し合う場の設定+ を近日中に実施予定及び継続検討予定｡ また
運営主休を支援者に移行できないかを検討o 管内第二の事業の増設も課題｡
2. 草餅B 5 (自治会単位)
《発足 ㈱ 発足にあたり保健婦は支援者の活動が熱心な地区で実施したい思いがあり､ 今後予測される地区の問題と既
存ボランテ ィアグル - プが熟Lに活動しており､ マ ンパ ワ ー が確保しやすい という諸条件を満たすこの地区を選夕己
《発足経過》 H l1. 1 0保健婦が会議で民生委員に事業につ い て説明し協力依頼o ｢福祉ネ ッ トワ ー ク+ が熱心に活動
している地区の民生委員の内諾を得て ､ 民生委員自ら支援者を募る. fI12.6支援者･ 民生委員 ･ 保健婦が顔合わせ ｡ HI….7-
9参加予定者を保健婦が全数桝乱 以降保健婦 ･ 支援者間での事前打ち合わせを綿密に実施したo 事業実施の留意点 ･ 対象
者 へ の対応方法を説明する中で ､ 事業のデモンス トレ - シ ョ ン を したり支援者を育成しながらH 12. 1 0- 実施.
《地区診断》 地域の ｢福祉ネッ トワ ー ク+ のボランテ ィア活動が活発で､ 民生委員が日頃の活動の中で地域の閉じこもり ･
寝たきりの人をきちんと把捉してお り､ マ ンパ ワ ー がある地区｡ 東京方面から同時期転入者が多く､ 近隣との関係が希薄化
し高齢化が進行しつ つ ある地区｡ 居住地域が歩いて回れる距離でまとまっ て い るかつ て の 十戸建ての新興住宅地｡ 高学歴 ･
高収入 ･ プライドのある住民が多い ｡
《事業の目的〉 地区の閉じこもりがちな高齢者や障害者が健康に暮らせる地域づくりを住民主体で行う｡
《対象者》 閉じこもり ･ 寝たきりになりやすい状況にある高齢者や障害者等を対象者として設定｡ 実際の参加者は民生委
員が把捉して いた閉じこもりr･ 寝たきりになりやすい状況にある独居及びE]中独居になる地区在住高齢者12 - 3人｡ 80
歳代で､ 多く の高齢者は骨粗髭症や糖尿病, 脳梗塞､ 心疾患等既往等何らかの疾患を抱えて い る｡ 保健婦は元気な人 ･ 元気
でな い人も皆が来られ 特に閉じこもりがちな人を引き出す場にした い と考えて いる｡
㈱ 民生委員の声かけで集まっ た地域の4 - 60歳女性15人｡ 1人が中心リ ー ダ + になり進行｡ リ ー ダ ー を民生委員が
サポ ー ト. こ の 2 人は毎回参加o そ の他の支援者は2グル ー プにわかれて交代で参加し1回あたり5人が関わる｡
《運営》 月2 回のうちl珂は体操の先生が来所､ もうl回は支医者主体でゲ ー ムや作業等行う. 支援者による運営で, 会の
準麻 ･ 受付 ･ 司会 ･ お茶会の世話 ･ 後片付け ･(送迎 を行う｡ 保健婦は支援者へ の支援を行いながら前面にでな いよう配慮｡
《対象者の勧誘》 民生委員が把達して いる閉じこもり ･ 寝たきりになりやすい状況(独居 ･ 日中独居)にある対象者を, 氏
生委員から依頼をうけた保健婦が訪問し高齢者の健康状態 ･ 参加による注意点等を把握｡ 対象者の発掘及び勧誘は民生委員
へ - 任｡
《中断者 へ の対応》 中断者 へ の状況 ･ 意向確認の訪問｡ ほ とんどの対象者が継続参加｡ ｢ 欠席者にはお誘い の声かけをする
が強制ではなく対象者の自由意志を尊重｡
《対象者個々 へ の対応》 民生委員から依療をうけた参加予定者全員を保睡帰が訪問し､ 参力[時の事故防止のため の健康状
態 ･ 参加による注意点等を把鼠 これは地域住民 対象者 ･ 支援者) 双方に対する保健婦の責任であり当然で卒ると考えて
いる｡ 対象者 ･ 家族の事業参加後の声 ･ 反応を捉え る立ち寄り融間を実施｡
《対象者の効果 ･ 成果》 事業の実施によって , 事業内で の対象者の会話の増加･ 仲間づくり等の変化をはじめ , 事業外で
の日常生活上の変化もみられているQ 事業そ のもの の参加による外出の検会の増加もあれば､ 参加により顔見知りになった
こ とで, 日常生活において挨拶をかわす仲や散歩仲間にもなり, 対象者にとっ て生きが いづくりや単調な生活の変化等の効
果もみられている｡ また ､ 対象者自ら会費を負担しようとの声があがり､ 対象者にとっ て自分連の会として運営の ⊥ 部を担
おうとする姿勢 ･ 認識が見られてきて いる｡ また , 対象者家族にとっ ても, 付き添っ て来た事が外出の橡会となり現在は支
援者として社会頁献して いる｡
《支援者個々 へ の対応》 発足の際民生委員 . 支援者と話し合いを数回実施｡ 事業の目的と地域で の必要性を確認｡ 支援緒
が安心して運営できるように参加予定者の家庭訪問を行う｡ これは ｢事故が怖い+ という支援者の声より､ 万 十対象者の事
故により支援者意欲の低下につながるといけない ので､ 参加予定者の事前訪問で捉えた健康面 ･ 事故予防の留意点を助言し､
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支援者主体とは言え任せきりにせず対象者 ･ 支援者双方に対する保健婦の支援 ･ 責任として当然と考えて い る｡ 果た事業終
了後, 反省会をもち支援者の不安 ･ 相談事を解消し次回に引きずらないよう配慮して いる｡
･き支援者に及ぼした効果芸〉 支援者にとっ て の効果は, 支援者自身の社会参加. 生きが い ･ 役割認識や地域住民との交涜の
横会ヘ とつ ながり, 人生の先輩でもある対象者を敬う気持ちの表れなど, 他者 へ の多様な考え方･ 理解ができる場とな っ て
もいるo そ Lて事業の内容検討や対象者の変化を藩ぶとい っ た支援者自身が事業を自分達の会として認識したり､ さらに 一
人では来所しにくい対象者宅 へ 当日お誘い の立ち寄り訪問をする等､ 支援者の 主体的な行勤が表れて きて いるQ また地域 ヘ
の関心･ 社会責献意欲も高まり､ 園児との交涜の要望や他地区の事業の情報交換及び支援者交流を待望する声も聞かれ 活
動だけでなく支援者の意識の広がり･ 効果も顕著とな っ て い る｡
《地域ヘ の波及効果》 対象者と保育園児との交流の機会が検討され実施される予定であり､ 世代を越えた地域住民との交
涜ヘ と波及効果があるo
《今後の課題や展望歩 支援者の障害者の参加 ･ 援助に対する不安発言を聞いて ､ 今後自信を持っ て対応できるよう ｢研修+
などの実施が必要で, 支援者が灸Ltして活動に取り組めるように保健婦が支援して いくo また支援者も地域の人であり､ 住
民情報が漏れな いよう今後どのように関わるかが課題｡
3. 事例C 3 (団地簸会所単位)
鑑発足経緯》 民生委員から ｢従来から年2回 の地区の集まりがあるが参力ロ者が楽しくなさそうJ ｢民生委員が訪問すると
2時間くらい話すが住民同士の交流がない+ との相談をうけ, 保健婦は民生委員と話し合い の上関わる必要性がある地区と
判断し発足｡
《発足 紗 民生委員の相談後､ 発足o しかし協力者が少なく数人の支援者 (民生委員)に負担がかか っ ており, 保健婦
はボランテ ィア の必要性を感じ支援者を募集｡ 田地内にはボランテ ィアをやるような人は住んで いなく, 隣の団地住民がボ
ランティアとして募集して集まる｡ 事業実施にあたっ ての研修を行いボランテ ィア主体で運営｡ また介護保険導入前に社会
編祉協議会が｢家事 ･ 通院付き添い ･ 話し相手+等の活動をして いたが, 介護保険導入以降, B型機能訓練事業の支援をして
いく方向性も示され 社会福祉協議会の共催として補助金をもらい｢予算面の支援+をうけて再スタ ー トo
《地区診断》 古い市営田地で住民と民生委員との つながりはあるが, 団地内住民の交流が少ない ･ 喧嘩が多い ･ 独居高齢
者が多い ･ 所得が低いなどの特性があり, 保健婦は ｢閉じこもり寝たきり予防+ として関わる必要性を感じて いる地区｡ 民
生委員が従来から団地の高齢者の集まる会を実施して いたが､ 訪問も含め活動負担が大きい ｡
《対象者》 団地の独居高齢者で低所得Q 近所づきあいがほとんどなく孤立しがちだがほぼ自立して い る o 事業へ の参加は
毎回 5 - 1 0人｡
《支援者》 発足当初の自治会長 ･ 民生委員に加え､ 声かけで集まり研修を受けたボランテ ィア 12名
《運営》 従来は保健婦主体の運営だっ たが, ボランティ ア研修後は支援者主体運営に｡ 事業外で自治会は対象者へ の呼び
かけ､ 民生委員はボランテ ィアのお誘い の声かけをし､ 社協は予算面の支援を行っ たo l回/月開催o
(封L象者の勧誘〉 当日自治会が参加を促すが､ 保健婦も非常勤訪問とあわせて閉じ こもり寝たきり予防のためのお誘い訪
問を実施
《対象者個々 へ の対応》 事業の継続実施のためにも､ 地区 の対象者 ヘ の全戸訪問を計画 ･ ⊥ 鄭は実施
《対象者の効果 ･ 成果》 従来住民同士の交流もなかっ たが ､ 事業を通し事業内では顔見知りになり交流｡ 対象者からは ｢楽
しい+ とか ｢民生委員に感謝+ とい っ た反応が得られて いる｡ しか し日常生活にお いての交流までは至っ てない様子｡
《支援者個々 へ の対応》 支援者から出てきた声に対しては応えていきたい と感じて い る｡
竜技演者に及ぼした効果》 民生委員の独居高齢者訪問の中で ､ 2時間ちかく話をするが, 従来の会の中での住民同士の交
読もなく楽しそうではなかっ たが , 事業によ っ て ､ 民生委員の従来の活動の負担軽減につながったのではないかと試乱 さ
らにボランテ ィア の募集 ･ 研修は､ 事業内での民生委員の活動負担の軽減にもなっ たのではないかと認乱 支援者からの反
応として ｢支援者自身の生きがい ･ 息抜きにな っ て い る+ とい っ た支援者自身の効果を音ぶ声や､ 事業の運営に閑し ｢予算
が欲しい+ とい っ た積極的な意見 ･ 要望の表出､ さらに ｢対象者が声を出したり体を動かしたりする ことはとてもい い と思
ラ+ とい っ た対象者の効果を喜ぶとい った自分たちの会という認識のもと ｢対象者や事業ヘ の野むの広がり+ へ と発展して
い っ てい るD
《今後の課題や展望》 対象者にとっ て生活の張りとなる楽しみの場として支援者 ･ 対象者の意向に沿っ た事業を実施o ボ
ランティアの負担の軽減を図りなが支援者主体運営を意図した事業を継続実施.
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調査4 :在宅療蕉支凍をこおける連揖宿動と著穫判断, 充足されたケアの質の特徴
- 国内文献資料の分析から -
調査4: 在宅療養支援における連携活動と看護判断 ､ 充足されたケアの 質の 特敬
- 国内文 献資料 の 分析か ら -
宮崎美砂子 石川 麻衣 牛尾裕子
Ⅰ . 目的
保健所 ､･市町村保健セ ン タ ー ､ 訪 問看護 ス
テ ー シ ョ ン ､ 在宅介護支援セ ン タ ー ､ 老 人 福
祉施設 ､ 病 院 ､ 診療所等 の 地域 内 の 様 々 な ケ
ア機関に所属する看護職が ､ 療養者 の 在宅 支
援にあ た り行 っ て い る他機関等と の 連携活動
の内容 ､ 連携 にお け る看護判断 ､ 連携 に よ っ
て 充足 され た ケ ア の 質 の 特徴を 国内文献資料
の分析か ら明ら か にする ｡
なお 本調査 で は ､ ｢連 携+ と は療養 者 の 在
宅支援 に あ たり ､ 看 護職が 他機 関 ･ 他部 署 ｡ 他
組織 の 看護職 ､ 他職種 ､ 地域住民 と連絡 を取
り合 い 協働 して 療養者及 び 家族 を支援す る行
為と定義する o
Ⅱ . 方法
1. 文献資料の 収集
過去 5 年間(19 95年 - 2 000年)に発表され
た国内文 献 の 中 か ら ､ 看護職が 報告者 で あ り ､
か つ ｢在 宅 ケ ア+ ｢連 携+ ｢協働+ を キ ー ワ
ー ドとす る事例報告 ･ 活 動報告 ･ 調 査 研 究 を
対象文 献と した o
医学中央雑誌 か ら の 検 索並 び に看護系雑誌
の うち ｢保健婦 雑誌+ ｢地 域保 健+ ｢生 活 教
育+ ｢訪問看護 と介護+ 4 誌 の 総覧 を行 い ､
上記の 対象文献を収集 した ｡
2. 分析対象文献の 選定
収集文 献の 中か ら ､ 療養者 の 在宅 支援 に お
ける看護職 の 連携 に関す る行為及 び 考 えが 具
体的に記載 され て い る 文献 を選 定 し ､ そ の 結
果51件 を分析対象 と した ｡
3一 分折方法
各文献 に つ い て ､ 報告者 の 所属機 関 ･部署 ､
取り上 げて い る課題 ､ 連携 の 地域 規模 ､ 連携
の 方法 ･ 意 図 ､ 充足 され た ケア の 質(①患者 ･
家族の 生 活 の 質 ､ ②地域住 民 の 生活 の 質 ､ ③
地域資源 ･ 支援 体制 の 質) の 各項 目 に つ い て
調 べ ､ 項目別 に整理 し特徴を検討 した o
Ⅲ . 結 果
i . 報告者 の所 属機関 , 部署 (表1)
病院 か ら の 報告が最 も 多く ､ 次 い で 市 ･ 町 ･
特別 区 ､ 保健 所及 び訪 問看護ス テ ー シ ョ ン ､
在宅 介護支援セ ン タ ー の 順 で あ っ た ｡ 病院で
は地 域連携塞 か ら の 報告が 19件 中 7 件 と 4
割 近 く を 占め て い た が ､ 神 経内科 ･ 内科 等病
棟 か ら ､ ま た 看護部(看 護部長･ 婦長)か ら の
報告 が次 い で多 か っ た ｡ そ の 他に 病院看護部
･市 ･ 保 健 所 な ど複数 の 機 関に所属する看護職
によ る共 同報告 ､ 大 学研究者 に よる報告 がみ
られ た ｡
表1 報告者の 所属機関 ･ 部署 N=51 (人)
● 一 ■ 仙 ■ ■■
所 属機関 ･ 部署 人数
病院 1 9
(再掲) 地域連携圭 (7)
病院 . 外来 (2)
病院 ･ 病棟 (6)
(再々 掲) 神経内科2
内科 2
リハt
'
リテ- ションl
小児科 1
飴間者建部 (1)
署建部 (3)
保健所 7
市 ･ 町 ･ 特別区 9
訪問者護ステー ション 7
在宅介護支援センター 3
そ の 他 6
(再掲) 複数の機関による共 同 (3)
大学 (3)
2. 取り上 げて い る課題
退 院か ら在 宅 療養 - の 移行 ･ 在宅 療養 の 継
続 ･ タ ー ミナ ル 期 にお け る患者 ･家族 - の 個
別 支援 の あ り方 を課題とす る報告 が 1 4件 あ
っ た ｡ 一 方 ､ 報告者 の 所属機 関内 また は 活動
地域 内に お ける 支援 体制(組織 ･ 制度 ･事業)
の 構築 ･ 運 用 ･ 評価 と い っ た 体制整備 を課題
とす る報告 が 33件 あ っ た ｡ そ の 他 に連携 の
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問題 ､ 連携 の 意識 ､ 連携 の 実態 ､ 連携 の 概念
の 明確化 を課 題 とす る報告が 4 件あ っ た o
3. 連携 の 地域規模(表2)
連携 が行わ れ て い る地 域規模 を見 る と ､ 病
院診療圏域 17件 ､ 保健所管轄 域 9 件 ､ 市町
村域 25件 で あ っ た o
4. 連携方法 斗 蜜 囲 (表2)
連携が行 わ れ て い た 上 記 の 地域規模 別 に ､
連携の 方法 ･意 図 に つ い て 述 べ る o
1)診療圏域
病 院看護職が 連携 の 推進者 と な っ て い る報
告か ら成 り ､ 個別 支援 - の 対応 を課題 とす る
も の 及 び体制整備 - の 対 応 を 課 題 とす る も の
が あ っ た ｡
個別 支援の 対応 で は ､ 神経車病患者 ､ タ ー
ミナ ル 期が ん 患者 ､ 在宅 酸素療法受療中 の 独
居高齢者 ､ 家族 関係及 び 経済状態 に問題 を持
つ 気管支噂息児等 の よう に ､ 退 院に あた り 医
療 ･福祉 ･ 近 隣等 に よ る支援体制の 必 要性 が あ
る と判 断 し た 患者 ･ 家族 を 対 象 とす る も の で
あ っ た ｡ 在宅療養 の 意向 ､ 平 常時の 医療体制
･ 24時間 の 介 護体制 ､ 病状 悪 化 時 の 医療 体
制 の ニ ー ズ を 充た す た め に , 地 域 内 の 医療 ･
福祉 関係者及 び近 隣住民 等 と連携 を取 る もの
で あ っ た ｡ 多 く の 報告 で は退院準備 の た めま
ず病院内にお い て 支援関係者 及 び 家族 が 一 堂
に会 した カ ン フ ァ レ ン ス が 開 かれ ､ 療養者 ･
家族 の 意 向､ 情報 の 共有 ､ 問題 の 検討 ､ 支援
関係者 それ ぞ れ の 役 割 の 検討 が な され て い
た o そ して 退 院後は個 々 の 支援者 同士 に よ る
連絡及 び 病院 ･保健所 ･療養者宅等多様な湯 で
の 家族 ･ 支援 関係者 に よ る カ ン フ ァ レ ン ス が
継続的 に行 わ れ て い た ol連携 を取 る機 関は 大
学病院の よう に高次機能病 院の 蓉合 ､ 療養者
の 居住 地域 の 支援関係者 と な り遠 隔地に及 ん
で い た｡
一 方 ､ 体制整備 - の 対応 は ､ 患者 の 退院準
備 ･在 宅 療養移行 - の 支援 に 責任 を持 つ 組 織
の 構築及 び そ の 組織 の 運 営評価 を対象 とす る
も の で あ っ た ｡ 地域連携 室 の 設置 され て い る
施設 で は ､ 個別 支援 に お け る支援関係者との
連携 を 通 して 個 々 の 支援 関係者 の 資質が判断
され ､ 協働過程 を 通 して 支援 関係者 の 資質の
判断は付加 され 蓄積 さ れ て い た o 一 方地 域連
携室 が な い 施設 に お い て は ､ 病院 と地域との
連携機能 を充足 さ せ る た め に病棟内あ る い は
看護部 内に患者 の 退院支援 を行うた め の 委員
会組織 の 設置 に よ り連携 に 関す る責任 を施設
内で 明確 にする 方法が 用 い られ て い た ｡
2)保健 所 管轄域
保健所保健婦が 連携 の 推進者 に な っ て いる
も の が 9 件中 7 件 を 占め ､ 個別 支援 の 対応及
び 体制整備 の 対 応 の い ずれ に お い て も ､ 神経
難病患者 の 在 宅療 養支援 が報告 に多く 取り上
げ られ て い た ｡ そ の 他 に は老 人 性痴呆 患者支
援に対す る報告が み られ た ｡
連携活 動 の 基盤 に は ､ 個別 の 患者 ･ 家族の
身 俸的 ･ 精神 的 ･ 社会的 ニ ー ズ に対応 可能な地
域支援体制 の 不 充分 さ に関する判 断及 び必 要
な支援体制 を地 域 内に創 出 する こ と の 必要性
に 関す る判断が 存在 して い た ｡ 保健所及び市
町 村が 主催 する 調整 調 整会議 を活 用 した カン
フ ァ レ ン ス に よ り ､ 平 常時 ･ 緊急時 の 医療 ･介
護 体制 の 確保 並 び に患者 ･家族 の 意思 決定や
不安 - の 対応 な ど精神 面 - の ケア に つ い て ､
支援 にお ける問題 ､ 支援 関係者 の 役割 が検討
され た ｡ ま た 体制整備 の観 点か ら は ､ 地域支
援俸制 にお け る保 健所 の役割 ､ 医療処 置に頻
度 ･ 時 間を要 す る場 合 にそ の 継 続支援 を可能
とす るた め の 複数 の 訪問看護機 関に よる共 同
の 訪問者護 体制 づ く り ､ 患者 ･家族 - の 支援
に 対する支援 関係者 の 共 通 認 識づ く り が追求
さ れ て い た ｡
3)市町 村域
市 ･ 町 ･特別 区 の 行政保健婦(9 件)､ 訪問者
護 ス テ ー シ ョ ン看護 婦(6 件)､ 在宅 介護支援
セ ン タ † 保健 婦(3件)が連携 の 推進者と な っ
て い る も の 及 び複数 の 機 関所属 か ら の 共 同報
杏(3 件)に よ る 調 査 ､ 大 学研 究 者 の 報告(2
件)が あ っ た ｡
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衷2 分析対象文献の 概要 (N=51)
連携が
行われて いる
地域の規模
計 報告者の所属機関 ･ 部署 敬
取り上げて
いる課題 具 体 内 容
i
診療圏域 1 7
病院･ 地域連携童･ 看護婦 7 体制整備 退院時における患者･ 家族と病棟. 地域 支援機開との調
塞. 連携に関する地域連携室の役割及び評価
病院･ 外来･看護婦
1 個別支援 ター ミナル期がん患者の在宅療養移行 へ の支援過程の 検
喜寸
1 個別支援 タべナル期神経難病患者の在宅療養移行及び在宅療養
支援過程 の検討
病院 . 病棟 ･署箆婦
神経内科
1 個別支援 神経難病患者の在宅療養移行 へ の 支援過程の検討
1 体制整億 神経難病患者の在宅療養移行に向けて の病棟看護婦
による退院前在宅訴間体制整備の構築と病嘩看護の評
価
内科 1 個別支援 在宅酸素療法を受けている独居高齢者の在宅療養移行
へ の支援過程の 検討
リ/叱
●
リテ ー ション部 1 個別支援 転移性脊椎腰痛により高度機能障害を持つ 高齢者の 在.
宅療養移行 へ の 支援過程の検討
小児科 1 個別支援 気管支噛息を持ち家族関係や経済的問題を抱える患児
の在宅療養移行及び在宅療養中の支援過程の検討
病院･ 看護部･ 看護婦(部長 ･ 婦長)
I 体制整備 地域との 連携部署を持たない病院組鰍 こおける在宅ケア
支援婁鼻会設置と病棟看韓の評価
1 体制整備 脳卒中情報体制整備検討委農会設置による退院支援
の評価
1 体制整備 肋間看護ステーションの 母体病院組織内の位置づけの検討
畏健所管頼域 9
保健所 ･ 保健婦
し
3 個別支援 夕べナル期にある神経難病患者 へ の 在宅療養支援過程
の検討
3 体制整備 難病患者在宅療養支援における保健所の 役割の検討
I 体制整備 老人性痴呆患者の 在宅療養支嬢体制の検討
訪問者捷ステー シヨ> ･署練婦(所長) 1 体制整備 ター ミナル期にある難病患者 - の在宅療養支援体制の検
封
大学 ･研究者 1 個別支援 神経難病患者の在宅療養支援のあり方 の検討
市町村域 25
市･ 保健婦 2 体制整備 町の高齢者在宅療養支援体制の構築と評価
町 ･ 保健婦 3 体制整備 町の高齢者在宅療養支援体制の構築と評価
特別区 . 保健婦 2 体制整備 行政の肋間着後事業のあり方の 検討
2 体制整備 行政の退院調整草葉のあり方の検討
坊間寄港ステーション ･有線婦
(所長 -スタッフ)
1 個別支嬢 基確疾患(糖尿病 ･ 在宅敢素療法受療)を持 つ独居高齢
者 へ の 退院･ 在宅移行 へ の継続支援過程 の検討
2 体制整備 ステー ション開設準備過程の検討
1 体制整備 病棟とステーションのサマリー の あり方の検討
1 体制整備 町の 高齢者在宅療養支援体制における新聞看津の 役
割の検討
1 連携の 問題 肋間看諌のNegativ e Outc o m e(望ましくない結果)に占め
る諸機関との連携の 問題
病院･ 坊間看護部. 看護婦(婦長) 1 体制整備 町の 高齢者在宅療凍支嬢体制の評価
在宅介韓支援センタ ー ･ 保健婦
2 個別支援 ターミナル期にあるがん患者の退院調整･ 在宅療#･ 在宅死
へ の 支援過程
I 体制整備 町の 高齢者在宅療寒支操体制の評価
病院 ･病棟･ 看護婦 1 体制整備 町の 寝たきり老人在宅療養支援体制の評価
開業医 ･ 町考諌敬･ホー ムヘル八
○
一 兵同 1 体制整備 町の 高齢者在宅療養支援休制の評価
病院看護部 . 市･保健所曹経職共同 1 連携の意織 病院看護婦と市保健婦の相互連携に関する意織調査
病院寺社部 ･ 市. 社会福祉協諌会考 1 連携の実態 設置主体別にみた市内散開肴諌提供触関の他機関と
練職共同 の連携秦態の特徴
大学. 研究者 1 連携の枚念 市内ケア機関織鼻の認織調査
1 体制整備 町の高齢者在宅療巷支援体制の 評価
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25件中 2件 は個 別 支援 - の 対 応 で あ り ､
他 19 件 は体制整備 - の 対応 を扱 う内容 で あ
つ た ｡ 体制整 備 - の 対応 は ､ 高齢 と なり要支
援 ･ 要介護 状態 と な っ て も安 心 し て在 宅 療養
で き る市 ･ 町 ･ 区 内 の 支援体制 の 構築並 び にそ
の 評価 に関す る報告 で あ っ た ｡ 行政保健婦 の
立場 か らは ､ 高齢者 - の 支援計 画策定及 び 支
援 調 整 ･評価 に 責任 を持 つ こ と と 合 わ せ て ､
支援 を必 要 とす る対 象者 の 早 期発 見 方法 の 確
立 ､ 地域 内の ケ ア 提供者が 安心 して 自信 を持
つ て 支援 を提供 で きる よ うなる た め の 活 動指
針 ･ 研 修体制 の 整備 ､ ニ ー ズ に 対応 す る地 域
資源 づ くり に 取 り組 ん で い た ｡ 個別 支援 に あ
た っ て の 支援 関係者 同 士 の 対 面 ･ 電 話 ･ 耗 面 に
よ る 日常的な情報交換が 重視 され る と共 に ､
ケ ア 提 供に直接 かか わ る実務者 同士 ､ 各機 関
にお い て 責任 あ る立 場 に あ る管理 者 同 士 な ど
組織上 様々 な立場か ら の カ ン フ ァ レ ン ス が 定
例的 に重層的 に行わ れ る 体制が あ っ た ｡ そ こ
で は 情報 の 共 有 ､ 問題 の 検討 ､ 新 た な課題 の
抽出 ､ 対 策の 検討 が成 され て い た o
訪 問者護 ス テ ー シ ョ ン 及 び在宅介護支援 セ
ン タ ー の 看護職 の 立暑 か ら は ､ 高齢者支援体
制 に お け る 自 己 の 役 部 ･所 属機 関 の 役割 を評
価 し明確 に して い く 報告 で あ っ た o そ の 他 に
連携の 問題 ､ 連携の 意識 ､ 連携 の 実態 ､ 連携
の概 念に 関す る調査報告 が 4件 あ り ､ い ず れ
も市町村内 の ケ ア 提供者 が行 う連携事象 を 対
象に調査 して い るも の で あ っ た ｡
5 . 充足されたケア の 質
51事例中 ､ 患者 ･家族 に と っ て 充た され た
生 活 に つ い て の 記載 が あ っ た 報告 は 36件 ､
地 域住民 に と っ て 充た され た 生 活 に つ い て 記
載 の あ っ た報告 は 9 件､ 地域資源 ･ 支援 体制
に関 して 充足 された 内容 の 記載 の あ っ た報告
は 4 5件 で あ っ た o そ れ ぞ れ の 内容 の 要 点 を
次 に列挙する ｡
1)患者 . 家族 にとっ て 充たされた生 活 の 茸
選 択 に よ る意思決 定 ･ 希 望 の 実現 ､ 在宅 で
の 継続 的 な 医 療 ･ 看 護 ･介 護 の 支 援 体制 の 確
保 ､ 在宅療養 に伴う不 安 ･ 苦痛 ･ 負担 の 軽減 ､
身体機能 の 改善 ､ 痴 呆 症状 の 改善 ､ 家族と共
に過 ごす時間 の 確保 ､ 自由時間 の 確保 ､ 社会
活動 の確 保 ､ 他患者 - の 支援役割 に よる充実
感 ､ セ ル フ ケ ア 能力の 向上 ､ 平常時及 び緊急
時 の 対応 体制 の 確保 ､ 学校 生 活 の 継続 ､ 家族
関係 の 改善 ､ 早 期対応 に よ る重症化 ･ 二 次障
害の 予 防 ､ 短期 入 院に よ る家族負担の 軽減､
制度利用 の 促進
2)地域住民にと っ て 充たされた生活の 質
近 隣者 の 立 場 か ら独居高齢者の 在宅療養を
見 守 る支援協力 経験 の 蓄積 ､ 障害者 に対する
イ メ ー ジ の 変化 ､ 寝た きり に な っ て も車イ ス
で 外 出 で き る こ と を見 て 知 る こ と ､ 痴 呆症状
が あ っ て も地域 で暮 らす こ と が で き る こ とを
見て 知 る こ と ､ 患者 を 中心 に考 え支援協力す
る経験に よ る地 域 の 粋 の 深 ま り ､ 非公 式な地
域 内支援体制 の 実現(近 隣者 ･ ア パ ー ト の 管理
人 に よ る戸締 ま り ･ 洗濯物 の 取り 込み の 協力 ､
乳 酸菌飲料配 達員 ･新 聞配 達員 に よ る 安否確
認 ､ 民 生 委員 に よ る声 か け の 訪 問)､ 福祉サ
ー ビ ス 利 用者 の 増加 ､ 町 の 寝 た き り老 人割合
の 低下
3) 地域資源 ･ 支援体 制に 関して 充足され た茸
既存 サ ー ビ ス の 活用性 の 促進(脳 卒中情報シ
ス テ ム の活用 ､ 在宅 介護支援セ ン タ ー に よ る痴 呆性
老 人 へ の 相談対 応), 既 存サ ー ビ ス の 適用 枠 の
拡 大(60歳未満 - の 適用 の 実現)､ 新 た な サ ー ビ
ス の 創 出(人 工 呼 吸器装着患者 の 移送サ ー ビ ス ･ デ
イ サ ー ビ ス . 入 浴 サ ー ビ ス ､ M R S Aを除く感染症患者
の デイサ ー ビ ス セ ン タ ー - の 受 け入れ ､ 巡 回介護サ
∵ ビ ス ､ 2 4時間訪 問者護 サ ー ビ ス 等)､ サ
ー ビ ス
の 質 の 向 上 (ホ ー ム - ル パ ー が 安心 し て 在宅支援
に継続 して か かわ る こ と が で き る ･ 薬 の 問題や身体
症状の 変化 - の 対応が 可能と なる ･ 時機 を得た判断
と指示 が得 られ る ､ 地域 内サ ー ビ ス 格差 の 解消)､
外来 ･病嘩看護 婦 の 継続看護 - の 意識化(在宅
ケ ア に 対する病棟看護 の 意識 ･ 責任性 の 喚起 ､ 退院に
向 け て の 早期 から の 支援Q)自覚 ､ 社会資源 に つ い て
の 幅広 い 知識 の 提供)､ 退 院に あ た っ て の 病院と
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地域と の 繋 がり の 組織化( 関係者がより よ い 在宅
ケア を実現 し ようと い う共 通目標を持 ち調整 し合い
ながら活動 で き る俸制 の 継続 ､ 連携ネ ッ ト ワ ー ク に
ょ る問題解決 の 実施), 在宅 ケ ア をチ ー ム で進 め
る体制 の 推 遅 ( 患者と家族 - の 支援目標 の 共通理
解､ 各 専門職の 視点 の 違 い の 理解 ､ 医 師か ら の 地 域
連携室看護婦 - の 相談の 促進 ､ 往診 可能な診 療科目
の 拡 大)､ 関係 者 の 意識 の 変化 ･ 関係者 と の 相
互理解 ･ 関係者 の 信 頼関係 の 構築 ､ 在宅 ケ ア
にお け る予 防 の 視点の 重視 , 平均在 院日数 の
短縮
<看護磯自身にもたらされた変化>
事例 の 積み 重ね に よ る連携 シ ス テ ム の 構築
の 重要性の 自覚 ､ 体制の 変化 ･ 充実 に か か わ
る責任性 の 自覚 (既存の 在宅支援シ ス テ ム で は あ
きら め て い た も の が患者 の 痛 み を共有す る こ と で 少
しず つ 動 き 出す こ とが で き た ､ 訪 問看護 ス テ ー シ ョ
ン と し て 様 々 な制度 の 改善に向 け て 働きか け る こと
の 必要性 を自覚 した ､ 医療機関が積極的 に地域の 医
療福祉関係者と連携を図 る こ とに より支援体制を整
備する こ と の 重要性 を認 識)､ 今後強化 す べ き自
己の 役割 ･ 課題 の 明疲化 ( 看護職 の ケ ア マ ネジ
ャ ー と し て の 役割 の 重 要性 を認 識 ､ 患者 ･ 家族 の 立
場に立 っ た支援の 視点が身に付 い た , - つ ひ と つ の
事例 を通 し て 医療と福祉が違 い に 成長 し ､ バ ッ ク ア
ッ プ し合 え る 関係を築く こ と の 重 要性 を確認 , 今後
シ ョ ー ト ス テ イ や 夜間訪 問看護体鶴の 充実 の 必 要性
を認識)
Ⅳ . 考察
1 . 看護職が行う連携活動の 特徴
病院 ､ 保健所 ､ 市 ･ 町 ･ 特別 区 ､ 訪 問看護 ス
テ ー シ ョ ン ､ 在宅介護支援セ ン タ ー に所属 す
る看護職 の そ れ ぞれ の 立 場か ら連携活動が 行
われ て い た D 連携 は 療養 者 ･ 家族 の ニ ー ズ を
充た そう と した と き に必 然的に選 択 され た 対
応で あ り , 連携活動 の 基盤 には看護職 の 療養
者 ･ 家族 に 対す る責任性 が存在す るも の と 考
える Q 個別 支援 で は 退 院準備 ･在宅 療養移行 ･
在宅療養継続 ･タ ー ミナ ル 期の 療養者 ･ 家族 の
それ ぞ れ の ニ ー ズ を充 たす た め に連携 が行 わ
れ て い た o ま た体制整備 で は看護職 の 所属組
織内 あ る い は活動地 域内にお ける恒 常的な支
援組織 ･ 制度 ･ 事業 の 構 築 ･ 運 用 ･ 評価 の た めに
連携が 行われ て い た ｡ い ずれ の 所属機関 にお
い て も看護職 は個別 支援及 び体制整備 の 両者
の 対応を行 っ て い た こ と か ら ､ 看護職 は こ の
両者 の 目 的を合 わせ て 追究す る こ と を意図 し
なが ら連携活動 を行 っ て い る と考 えられ る o
2. 連携に おける看護判 断の 特徴
療養者 ･ 家族 の 生 命 ･ 意思 が尊重され 療養者
･ 家族 が 自律 した 生 活を営む た め に は誰 か ら
ど の よう な支援が 必 要か ､ 個別 支援 の観 点か
ら連携 の 必 要性が 判断 され て い た ｡ 退 院先 の
決 定及 び 在宅 療養移行 に向 けて の 準備 にあた
つ て は ､ 選 択 可 能な 条件下 で 療養者 ･ 家族 の
希望 ･ 意 向 が 尊重 され る よ う ､ 情報提 供並 び
に在宅療養 に 向け て の イメ ー ジ形 成 の 観点 か
ら連携 が成 され て い た ｡ 在 宅療養 の 継続及 び
タ ー ミナ ル 期 で は平常時及 び緊急時の 体制 ､
医療及 び 介護 体制 を確保す る た め に医 療 ･福
祉 等の 専門職と の 連携 が行 われ ､ それ によ り
苦痛 ･ 不安 ･ 負担が 解消され て い た ｡ また 地域
社 会か ら孤 立 す る こ と なく 療養生活 が 営 める
よう に近隣か らの 見 守りや い ざと い う時 の 手
助 け が得 られ るよ う近 隣住民 等と の 連携 の 必
要性が 判断さ れて い た ｡
ま た療 養者 ･家族 が必 要 な 時 に必 要 なケ ア
を受 けられ る体制が あり か つ 機能 して い る か
看護職 は所属機 関が 追究 して い る専門機能 の
責任性 に照 ら して 考 えて お り ､ 体制整備 の観
点か ら連携 の 必 要性 が判断され て い た ｡
3 . 連携 に より充足されたケア の 質の特徴
療養 者 ･ 家族及 び 地 域住民 に と っ て 充た さ
れ た 生活 の 質 ､ 地 域資源 ･支援体制 に 関 して
充 た さ れ た 質 が確 認 で き た ｡ 療養者 ･ 家族 の
生活 の 質 に つ い て の 記載 は ､ 複数 の 報告 に同
様 な内容が認 め ら れ た こ とか ら ､ 連携活動 は
療養者 ･家族 の 生 活 の 質 を充た す上 で 重要か
つ 必 要な援助 方法で あると い え る ｡ 地域住民
の 生 活 の 質に つ い て の 記 載の あ っ た 報告数は
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比 較的少 なか っ た o 記載 の あ っ た報告 は地域
住民 と連携す る こ と に基 づ く も の もあ れ ば ､
そ う で は な い も の も あ っ た ｡ ｢寝 た き り に な
っ て も 車イ ス で 外 出 する こ と が で き る こ と を
見 て 知 る+､ ｢痴 呆症 状 が あ っ て も地 域 で 暮
らす こ と が で き る こ と を見て 知る+ は ､ 必ず
しも看護職 が 療養者 ･ 家族 - の 支援 に あ た り
地 域住民 と直接連携 し た こ と に よ っ て もた ら
され た反 応 で は な い o 療養 者 ･家族 - の 支援
に よ っ て 具体化 して い る療 養者 ･ 家族 の 変化
の
一 端を 近隣者 に直接 に 知 っ て も ら い 理解 し
て も らおう とす る看護職 の 意図 が 背景に存在
す るも の と考 え る o 障害 を持 っ て も自分 ら し
く 生 き る こ と の 現 実的可 能性 を 地 域住 民 が 実
感 しそ の 重要性 を意識 して も らう こ と の 意 味
は大き い ｡ そ の ような こ と が 地域住民 に もた
らさ れ る 生活 の 質と解釈 で き る と考 える . 地
域住民 と連携す る 直接 的な方汝及 び 療養者 ･
家族 の 変化 を地 域住民 に伝 え る と い う間接 的
な方法を通 し て 看護職 は意 図的に 地域住 民 に
か か わ る こ と が 重要 と考 え る ｡
地域 資源 ･ 支援体制 に 関 し て 充た され た質
に つ い て の 報告数は 多か っ た ｡ 連携 活動 を通
し ､ 提供 され るケ ア サ ー ビ ス そ の もの の 機能
･ 内容 に変化が み られ た の と 共 に ､ ケ ア機 関
同士 あ る い は 支援関係者 同 士 の 繋 が り が で き
た り そ の 繋が り が 有効 に機能す る よ うに な っ
た りす る変化が み ら れ て い た ｡ こ れ ら両者 の
変化が 相 ま っ て 初 め て 地域 内 の 資源 ･ 支援体
制 の 質が 充分に 向上 す る も の と 考え られ ､ そ
う した こ と を意図 して 連携活動 を行 うこ と が
重要で ある｡
ま た連携活動を 通 して ､ 看護職 が 自己 の 役
割を 自分自身 の 中で 明確 に した り ､ 今後 の 支
援活動 上 の 課題 を明確 に した り して い る記載
が 多く み られ た o こ れ ら を 地 域 資源 ･ 支援体
制に 関 して 充た され た質 の ひ と つ と して 位置
づ け､ 看護職は 自己 の 役割や活 動上 の 課 題 を
絶 えず確認 し つ つ 支援活動 を行 い 専門職 と し
て の 機 能を充実 させ る こ と が 重要と 考え る ｡
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在宅ケアサ ー ビス の質に関わる保健婦の役割を伝える地域看護実習の検討
牛尾 裕子 山田 洋子 井出 成美 宮崎 黄砂子
平成 1 2年4 月 - 5月 に実習を行っ た 4年次
7 目的 2 グル ー プ2 8名に対し､ 実習内容充実の ため
介護保険法の実施に伴い ､ ｢地域保健対策の推
進に関する基本的な指針+の改正が行わ れ 介護
保険に係る事業者の 質の 確保に関して市町村及
び都道府県の 責任が明記された 1)｡ これ に より,
自治体に所属し地域保健対策を担う行政保健婦
の役割は､ 今後さ らに重要性を増す と考えられ
る o
本学の地域看護学教育にお いて は ､ 家庭や地
域を基盤に した看護活動及び公的ヘ ルス ケ アサ
ー ビス の 中で 機能する看護の 観点から ､ 住民の
立場からケアサ ー ビス の質を確保して い く活動
と考え方を講義にお い て伝え , 実習で は ､ これ
らを学生自身が検証 して い く こ とを目指 して い
る｡ 特に保健所実習で は ､ 地域保健法制定 に対
応して ､ 保健所の機能と役割の学習の 一 環 とし
て在宅ケアに関わ る医療 ･ 保健 ･ 福祉 ･ 看護サ
ー ビス の質の確保 ･ 向上に関わ る活動の理解を
実習目標に挙げて プロ グラムを準備して きた｡
そ こで ､ 在宅ケアサ ー ビス の質の確保 ･ 向上
に関わ る行政保健婦の役割につ い て の教育の充
実に向けて ､ 地域看護実習 (以下実習とする)
終了撃の学生 の学びの構成を調 べ ､ 実習体験と
の関連か ら, 実習にお い て強化すべ き内容を明
らかにする こ とを目的とした｡
n 研究方法
1) 調査項目及び謝査方法
実習終了後 ､ a 在宅ケアサ ー ビス の 質 の確
保 ･ 向上に関わ る保健婦の役害rJ8こつ い て の学生
の気づき ･ 学びと ､ b そ の気づき ･ 学びの基と
なっ た実習中の体験をそれぞれ自由に記述させ
た｡
2) 調査対象
という調査の趣旨を説明 し､ 上記 ab の項目を
所定の 用祇に記述し提出させた o 提出者2 5名
のうち , 記述内容が不適切な もの 3名を除いて
22名を分析対象とした ｡
3) 分析方法
(訂学生の 学びの記述を ､ 意味の まとまり毎に取
り出し､ その 内容によ っ て 分類整理 した ｡ ②学
びの基 とな っ た体験につ い ては ､ 学生 の体験の
記述を ､ 実習担当教員が実習内容及び実習 レポ
ー トと照合して 内容を確認 し､ 分類整理 した.
③学びの 内容 と､ そ の基 とな っ た体験との 関連
を調 べ ､ 地域看護実習にお い て強化すべ き内容
を検討した ｡
= 結果
1) 在宅 ケアサ ー ビス の 質に関わ る保健婦の
役割
■
に関する学びの 内容
在宅ケ アサ ー ビ ス の 質の 確保 ･ 向上 に関わる
保健婦の 役割の観点か ら ､ 1 31件の学びを確
認 した ｡ 学びの 内容は , 表1 a - s の 小分類 ､ さ
ら にA - E の 大分類に整理で きた｡
a - g は , 対象者個人及び家族を主体 におい
た看護の 基本的なかかわ り を在宅ケアの サ ー ピ.-I
ス の 質に関わ る保健婦の 役割として い る内容で
あ っ たo h - n は､ サ ー ビス の質確保の ため のサ
ー ビス 提供側の条件づく りが大切であ るとする
学びで あ っ た｡ 特に ､ h ijは ､ 個々の 対象者家
族の気持ちや考えをも とにサ ー ビス提供側に働
きかける もの ､ k l m nは , 関係機関 ･ 組織そ
れぞれの 機能が十分発揮 され て い くた めの もの
であ っ た｡ o 及びp は , 保健婦の 役割 として , サ
ー ビス 受領者で ある住民 の主体性 へ の 働きかけ
が大事だとする学びで あっ た｡ q及び r は ､ 一
定地域の 住民全体に責任を持つ 保健婦の役割を
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意識した学び で あ っ た B S は ､ 保健婦自身が行
う援助や活動の 質の確保や保健婦自身の 力量を
高める ことな どにつ いて の学び で あ っ た o
表 1 在宅ケ ア サ ー ビス の 質 に関わる保健婦 ･ 士
の 投割 に関す る学びの内容
学びの 内容の 分類項目
学びの
件数
(重凄あLn
学 びを
記述 した
学 生数
(総数
22名)
A 個人 及び家族を主体にした 保健婦の
4 4 1 8か かわL)
a . 人 間対 人 間としての 関わりを大 切す
5 5る
b. 対象者の求めて い ることを基本に
15 9
3
考える
c . 生 活全 体に及ぶ 長 期ニ ー ス
●
に応 える 3
d, 看 護壕としての 考えや意図を伝 え
6 5対象者と共 に考える
e . 対 象者の自立 ･ 自信･ 安心 感を高め る 7 6
f. 予 防的な関わL)を重 視する 4 4
g. 家族を単位としたサ ー ビス 確保を行う 4 4
B サ ー ビス提供側 の条件づくり 4 2 2 0
h. 対象者の 立場 か らサ ー ビス 利用 の
10 8診断 を行う
i. 対象者の サ ー ビス 受領を保障する
2 2ため の制度運 用上 の エ 夫を行う
j. 対象者の 不 満や 困り事に対し介護
5
6
5
5
支援専門員や事業者との 調 整役を担う
k. サ - ビス 提供機関 の 個別 の 課題を
把握し関係者と関わりを持つ
[. ケアに関わる者同志 の 協力体制を
10 4つ くる
m
. 地 域内の 人材を充実させ る 6 5
n . サ ー ビス提供機関 の 連携を
3 3促遺させ るしくみ をつくる
C サ ー ビス 受領者 で ある住民 の 意 識 向
1 2 8上
o
. サ ー ビス 利用 に対する住民の
8 5主体性を育てる
p. 障害者､ 異 世代 に対する人々 の
4 4理解の 促進を図 る
D 地 域住 民全 体に責任 を持つ 対応 1 5 8
q. サ ー ビス から漏 れ てい る人 へ の
4 3対応を行う
r. 地域単 位の課題把握によLJ 地 域に
ll 7密着した活動や予 防活動を行う
E 保健婦自身が提供するサ ー ビス
18 1 2へ の 責任
s . 自らの サ ー ビス に責任を持ち評価L
18 1 2充実させ る方法を開拓する
2) 学びの基となっ た体験の概要
学びの基とな っ た体験は 119件で , 実習機関
､
による内訳は ､ 市保健セ ン タ ー 及 び町村役場6
8件 ､ 保健所 50件､ 中学校 1件であ っ た o 体
験の 内容は , 保健婦の 通常業務 へ の参加によ る
体験 (以下実地体験)5 7件 ､ 現地職員や保健婦
か らの講義による体験 62件で あ っ た ｡
実地体験は ､実習プロ グラム別 では ､ ｢家庭訪
問+ 30 件, ｢保健福祉事業+ 20件 ､ 老人保健
施設 ･ 訪問者護ステーションな どの ｢ケア機関訪問+
7件であ っ た o さらに体験 の詳細を分類すると ,
｢学生 が住民 と直接関わ りを持 つ+ ｢保健婦に
よる住民 へ の対応 を見学する+ ｢保健婦の考え
を聞く+ ｢保健婦 と関係機関の 人々 との やりと
りを見学する+ ｢施設担当者か ら説明 を受ける+
な どか ら構成されて い た ｡
講義による体験の 内訳は , 保健婦か らの話 56
件､ 保健婦以外の職員か らの 話 6 件で あ っ た G
保健婦か らの 話の 内容は ､ ･ 個別援助事例 7 件,
保健事業な ど活動事例 3 5件 ､ 保健婦活動に対
する考え方に関するものな ど14件で あ っ た｡
3) 学びと体験との 関連
(1)学び の内容 A - E 別基 とな っ た実習体験
分類した学びの 内容毎に ､ そ の学びの基とな
つ た体験を調 べた ｡ 表2 は､ 学びの内容 A - Eを
中心 に､ 左側に基 とな っ た 実地体験､ 右側に基
とな っ た講義によ る体験 を示 して おり､ 表中の
件数は体験 の件数で ある｡
A､ B 及び c に つ い て は､ 実地 体験と講義の双
方か ら同程度学ん で い た｡ A は実地体験が講義
に比 して多く ､ 実地体験の 中で も､ 学生自身が住
民 と直接関わ りを持 っ た体験が多か っ た｡ また､
A 及び B の学びの基とな っ た実地体験の なかで
は､ 家庭訪問が多くあが っ て い た o 一 方､ D 及び
E の学びの 基とな っ た体験を息 講義が多かっ たo
B 及び D の 学びの 基 とな っ た体験として ､ 保健
所実習 に お ける ケ ア機関訪問が あげられて い
た｡
(2)実地体験と学びとの 関連
実地体験から学び へ の発展は次の ような もの
で あ っ た ｡ (文中の アル フ ァ ベ ッ トは表1中に
示 した学びの 内容を表す)
単独家庭訪問で 対象者が心を開い て話して く
れた ど感じた体験や対象者から担当保健婦を頼
りに してし
.
〕る気持ち を聞い た こ となどか ら､ 保
健婦が対象者との 間で築い て きた信頼関係を知
り ､ 学びに結びつ い て いた(A- a)｡ ホ ー ム ヘルパ
ー 利用中の独居高齢者世帯に訪問 し､ 現在の利
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表2 学びの内容別基となった体験
実地体襲
学
ぴ
の
内
容
講義
体昏の
つ 住 応 保 煤 り 保 を ケ そ
体
写実
数
A
⊂:I
計
体
蘇
敬
.∠＼ト
【コ
汁
個 港 そ
講義
氏 を 健 健
董藁
と
の
早
受 7 め Bl
I
動 の 内容
害克明者
詳細
実習
プロクうム
と
直
揺
か
か
わ
り
香
拷
書芸
住
氏
へ
の
対
掃
の
考
冗.
を
聞
く
け 機
る 蘭
担
当
看
卑､
ら
読
覗
也 揺
助
辛
例
辛
例
他
家庭訪問 13 4 5 0 0 1 23
35 A 14
12 3 7 a 保健 婦
保健福祉事業参加 4 3 5 0 0 0 12 2 2 他職種
小計 17 7 10 0 0 1 小計
家庭訪問 5 0‾ 4 1 0 3 13
25 B 23
20 1 ll 8 保健 婦
保塵福祉事業参加 1 4 I 0 0 0 6
3 3
他聴種
ケア機関訪問 1 0 0 3 2 0 6
小計 7 4 5 4 2 3 小計
家庭訪問 1 0 0 0 0 0 1
5 C 6
5 2 1 2 保健婦
保健福祉事業参加 0 i 3 0 0 0 4 1 l 他職種
小計 i 1 3 0 0 0 小計
家庭訪問 1 0 ･0 O 0 0 1
5 D ll
ll 1 8 2 保健婦
保健福祉事 業参加 1 0 0 0 0 O 1
0 0
他聴 種ケア 捜閲読問 i 8 0 D 2 0 3
小計 3 0 0 0 2 0 小計
家庭新聞 0 0 1 0 1 0 2
4 E 14
14 0 10 4保健 婦
保健福祉事業草加 0 1 1 0 0 D 2 0 o‾ 他聴 種
小計 0 1 2 0 1 0 小計
表3 保健婦が説明した活動事例と学生の学び
学びの基となっ た保健婦活動事例 の概要 学び
の内容
A B C I) E
保
健
節
一
低体重児の実態把握とこれ に基づく医療機関及び市町村との連携 r S
在 宅療養者支援に係わる関係施設連絡会議 の開催や医療看護福祉織による自主研修活動 h r
管 内共通の看護サ マ リ - 用紙の 作成による病院看護と地域の連携体制 づくり n
市町村保健センタ ー も含 めた管内保健福祉サ ー ビス資源の評価に つ い て r
市町村保健婦に対する研修の実際 S
市
町
料
ホうンテ17 との協働 による高齢者 のデイケア運営､ 保育所 ･ 小学校との虫歯予防教室の共催等住 m l S
民や 関係機関との 多方面 に及ぶ連携 ･ 協働 活動
高齢者全数把握と関係者との協働による B 型機能訓練事業開催に 至る地 区活動 e r S
地 区老人クラブで実施して い る健康教育継続 の地区活動における意義 b
独居 ･ 高齢者世帯などへ の支援における民生委員など住民との協働活動 m I
地 区の育児サ ー クル 活動支援の経過と活動評価 に基づく支援方法の エ 夫の 実際 S
訪 問看護ステー ションの 住民 へ の 利用促進や訪問診療機関 の開拓等在宅ケア機関機能促進 I
2歳児虫歯予防教室 における保健事業を通じた家族単位の援助提供 の実際 g
地 区ホ
◆
ランチ179
'
ル ー 7
p
へ の 健康教育に よる住民同士 で 自らの健康を考えてもらう活動 d S
育児サ ー クル 育成による同じ健康問題を持つ 者同士の仲間づくり支援活動 e‾
介護保険適用外者に対する機能訓練事業開催など在宅ケアサ ー ビス 充実に 向けた活動 b e q
学校責任者との会議開催など学校保健との連携による思春期の 子 どもへ の援助 k
町 の健診未受診者や治療中断者の再受診を促す寄生活習慣病予防に関わる活動 j
世代間交流を意図した思春期ふれあい 体験教室事業化の過程 k P S
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用 で ニ ー ズが充たされ て い るか どうか学生な り
に考え､ 訪問後の カ ン フ ァ レン ス で担当保健婦
か ら｢利用中の サ ー ビ ス が適当か どうか診断す
るこ とは重要で あり必要 に応じて保健婦が利用
調整の 役割を とる+とい う考 えを聞い た こ とか
ら､ サ ー ビ ス に 対する本人 の 考えを最大限に尊
重 して 援助 して い る(B-也)こ とを学び とし て あ
げて い た｡ 保健所実習にお けるケ ア機関訪問で
は ､ 利用者の 実態 を知っ た こ と､ ケ ア機関で の取
組み につ い て 説明 を受けた こ と､ 保健所や保健
所保健婦とケア機関の 関わ りの実態を知っ た こ
とか ら､ ケア 施設 の 職員 と人 間関係を つ く るこ
とが施設のサ ー ビス の 質向上 につ なが っ てゆく
の で はな いか(B-k)､ 地域の ケ ア機関と連携を密
会
㌧に とるこ とで地域の課題がよ り見えて く るの で
はな いか(D-r)とい っ た学びを導い て い た.
(3)保健婦が講義で 説明した活動事例と学びと
の 関連
学びの基とな っ た保健婦か ら説明され た活動
事例の概要とそ の事例から導かれ て い た学びの
内容を表3に示 した｡
4)学生の学びの状況
学びの 内容別に ､ そ の 学び につ い て記述の あ
っ た学生数を表 1に示 した o A B に つ い て はほ
とん どの 学生 が学びを記述 して い た の に対 し､
C D に つ いて 記述して いた学生は半数以下で あ
つ た ｡
JV % #
1)在宅ケ アサ ー ビス の質に 関わ る保健婦の役
割 を伝え る視点
学生の 学び (表1A - E の 5項目) を整理 し
た ことにより､ 保健婦の役割を伝え る視点 とし
て ､以下の 5つ が重要 と考えられた o すなわち ,
1個人及び家族を主体に した看護の 基本的な考
え方を基盤にして在宅ケアサ ー ビス の質を考え
る こと, 2個人 ･ 家族を主体 にした ケアチ ー ム
の促進と , 関係機関 ･ 組織間の協力体制や人材
の確保とい っ た地域ケア体制づく りの両 方の 面
か らのサ ー ビ ス提供側の 条件をつ くる こ と､ 3
サ ー ビス受領者である住民の サ ー ビ ス利用に対
する主体性や 広く 一 般住民 に対 し障害者 ･ 高齢
者など手助けが必 要な 人々 に対する理解を育て
るこ と, 4現在潜在 して い る ニ ー ズや将来予洩
でき る問題 へ の 対応 とい っ た地域住民全体に対
し責任 を持つ こ と , 5保健婦自らが提供するサ
ー ビス の 評価 ･ 充実 とい っ た保健婦活動の質に
つ いて の責任を持つ ことで あ っ た ｡
2)地域看護実習にお ける強化事項
(1) 教員による意図的働きか けの強化
①対象者との 1対 1 の関わ りか らの学び を重視
する
多く の学生が A 及び B につ い て の学びをあ
げてお り ､ さらに これ らの 学びは ､ 住民 と直接関
わ り､ そ の考え方や要望 ･ 生活の 実態を直接知
るこ とか ら得られ て い た｡ こ の こ とか ら､ 家庭訪
問な どで学生が住民 と直接関わ りを持つ ことで ､
利用 して い るサ ー ビス の質に つ い て 住民の立場
か ら感じた こ と､ 考えた こ とを取り上げ, これを
保健婦の役割 につ い て の学びに発展させる働き
かけが重要と考えられるQ
②公衆衛生看護の理念 に立ち戻 っ て考えさせる
C 及び D は ､ ｢住民の 主体性の確立を重視す
る+ ｢対象全体 に対 し責任を持ち ､常にその視点
で 問題 を捉える+ とい っ た公衆衛生看護の活動
理 念2)に基づ いた保健婦の役割とい える｡ した
が っ て ､ 家庭訪問などで体験した事象や ､ 保健
婦から説明を受けた事例とそ こか ら学生が感じ
考えて い る こ とを, 教員が把握し､ 公衆衛生看護
の活動理念に立ち戻 っ て 学生が考えを発展させ
る こ とがで きるよ うな意図的な働きか けが重穿
とい える｡
③ケア機関訪問による体験を行政保健婦の役割
の学びに発展させも
保健所実習にお けるケア機関訪問か らは､ ね
ら い どお り､ ケア機関の提供するサ ー ビス の質
に対する責任や その ための 保健婦の磯部につ い
て 学んでい だが､ こ の 学びを記述した学生は少
数で あっ た｡ 学生 に と っ てケア機関訪問は､ 利用
者や機関職員と直接的な関わ りを体験し､ また.
機関と保健所及び保健婦の関わ りの実態を知る
機会となっ て いたが ､ これ を保健婦の役割の学
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びへ と発展 させるた めに は ､ 体験内容を意識化
させ､ さらに 保健婦の役割を考えさせ る ような､
教員による 意 図的な働きか けが必要 と考えられ
%o
(2)現地保健婦による効果的実習指導の強化
学生 は, 保健婦の 対応を見て 考えを聞く こ
とか ら多くの 学びを得てお り ､ 現地保健婦によ
る教育効果が多大であ るこ とを再確認 した｡ 特
に､ 家庭訪問 な どで対象 と関わ りを も つ こ とで
学生自身が考え ､ さ らに保健婦の考 えを追加し
て もらう こ とが ､ 保健婦の 役割 を深く考える学
びに結びつ い て いた ｡ こ の こ とから､ 活動や援助
に関わる保健婦の考えを意識的に伝えて もらう
ことが ､ 必 要不 可欠 とい えるo したが っ て ､ 以上
の様な学生の 学びの状況 を現地保健婦に伝える
ことにより , 実習の 教育目標を現地保健婦と共
有する ことが , 現地保健婦による効果 的実習指
導につ ながる と考え られる｡
引用文献
1) 地域保健法第 4条に基づく地域保健対
策の 推進に関す る基本的な指針,厚生
省告示第1 43号平成1 2年3月 改正
2) 平山朝子, 宮地文子 , 北山三津子 , 小
川三 重子, ･渡辺裕子 :第 1章公衆衛生
看護 とは何か . 平 山朝子 ,宮地文子(編),
公衆衛生看護学体系1公衆衛生看護学
総論 1 . 第 3版 , 日本看護協会出版会,
p p. 3
-22, 19 99
- 109 -
